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散

木

奇

歌

集

伝

本

考

付

平

津

良日

五

序
「
散
木
棄
詩
集
標
註
」
を
便
り
に
、
難
渋
な
解
読
の
起
点
を
探
し
あ
ぐ
ね
る
序
に
、
同
書
の
本
文
と
の
関
わ
り
を
無
視
し
え
な

註

く
な
る
機
縁
と
な
り
、
先
学
の
委
曲
に
わ
た
る
御
労
作
を
前
に
、
い
ま
さ
ら
と
は
思
い
な
が
ら
に
、
結
果
的
に
は
諸
本
蒐
集
と
本
文
校
勘

偶
と
、

と
に
徒
労
な
作
業
を
繰
返
す
こ
と
に
終
っ
た
と
い
う
べ
き
か
も
し
れ
な
い
。
叉
、
頃
年
、
冷
泉
家
伝
来
本
、
安
貞
二
年
八
月
の
奥
書
を
も

つ
定
家
書
写
本
の
発
見
と
、
そ
の
一
部
内
容
を
わ
ず
か
灰
聞
し
、
殊
更
に
徒
労
の
感
を
拭
い
え
な
い
も
の
が
あ
る
。
同
書
繕
聞
の
機
は
望

む
べ
く
も
な
い
と
す
れ
ば
、
現
時
点
に
於
け
る
私
な
り
の
伝
本
整
理
も
と
旧
稿
整
理
を
思
立
っ
た
も
の
で
あ
る
。
私
事
に
は
じ
め
る
の
非

は
御
諒
恕
願
い
、
本
集
伝
本
の
調
査
の
発
端
が
略
其
億
に
本
解
題
の
方
法
論
の
ご
と
き
も
の
と
な
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
同
標
註

に
看
る
本
文
の
混
態
的
な
校
訂
本
文
の
再
検
討
で
あ
る
。
同
註
は
第
一
次
稿
本
・
第
二
次
稿
本
と
に
岐
れ
、
そ
の
第
二
次
稿
本
が
略
嘉
永
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三
年
序
刊
本
に
と
具
現
化
す
る
の
で
あ
る
が
、
そ
の
第
一
次
稿
本
の
基
底
本
文
を
な
す
も
の
は
天
保
十
二
年
篤
斎
葉
山
信
果
書
写
本
で
あ

る
。
且
つ
、
そ
の
信
果
本
も
又
八
巻
本
系
一
本
に
別
系
一
本
を
以
っ
て
補
綴
し
た
十
巻
本
と
し
て
構
成
さ
れ
、

ご
本
」
、
「
塙
」
本
に
よ

る
朱
校
を
施
し
た
も
の
で
あ
る
。
振
返
っ
て
同
標
註
本
文
を
看
る
に
、
前
者
に
加
え
る
に
野
口
道
直
本
、
諸
集
載
録
歌
等
の
校
合

l
第
一

次
稿
本
ー
を
経
過
し
、
村
上
忠
順
の
取
捨
撰
択
を
侯
っ
て
整
定
化
さ
れ
た
本
文
に
す
ぎ
な
い
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
忠
順
校
訂
本
文
と
し

て
そ
れ
は
叉
そ
れ
な
り
に
対
処
し
う
る
の
で
あ
る
が
、
祖
形
た
る
信
果
本
も
叉
砂
く
と
も
両
種
の
伝
本
構
成
を
無
視
し
て
の
系
統
論
は
あ

り
え
な
い
の
で
あ
る
。

い
わ
ば
本
文
の
混
成
化
す
る
経
由
を
遡
及
す
る
こ
と
、
或
は
、
現
伝
本
を
構
成
す
る
混
態
的
要
因
の
分
析
と
解
体

の
ご
と
き
基
礎
経
過
を
試
み
る
こ
と
な
し
に
措
捨
し
え
な
い
と
い
う
素
朴
な
必
要
感
に
せ
ま
ら
れ
た
か
ら
に
す
ぎ
な
い
。

更
に
、
円
珠
庵
契
沖
自
筆
本
に
言
及
す
れ
ば
、
本
書
も
信
果
本
同
様
に
八
巻
本
に
古
本
一
本
を
補
配
し
て
成
る
と
こ
ろ
の
一
種
の
取
合

せ
本
で
あ
る
。
且
つ
岡
本
に
は
、
以
下
に
詳
記
す
る
ご
と
く
、
そ
の
き
わ
だ
た
し
い
欠
如
本
文

l
十
巻
本
系
伝
本
に
対
す
る
、
以
下
私
に
云
第

四
類
本
系
l

に
対
す
る
別
本
の
朱
校
補
記
と
を
併
せ
配
し
て
契
沖
自
筆
本
は
成
立
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

所
謂
契
沖
本
と
称

し
か
る
に
、

せ
ら
れ
る
は

l
三
手
文
庫
本
以
下
三
本
!
は
上
記
朱
補
本
文
を
本
文
本
行
化
し
、

い
わ
ば
契
沖
校
訂
本
の
ご
と
き
を
以
て
代
替
し
て
い
る

の
が
実
情
か
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
既
に
契
沖
書
写
本
の
示
す
伝
存
本
本
来
の
姿
は
其
処
に
は
な
い
。
詳
細
は
当
該
本
解
題
に
ゆ
ず
る

が
、
本
解
題
の
主
旨
は
奈
辺
に
捜
査
の
視
座
を
定
め
よ
う
と
し
た
も
の
に
す
、
ぎ
な
い
。

結
果
と
し
て
、
以
下
の
ご
と
く
第
一
類
よ
り
第
四
類
系
に
類
別
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
殊
更
に
異
を
た
て
系
類
の
錯
雑
化
を
意
図
す
る

も
の
で
は
な
く
し
て
、
本
集
の
緒
閲
伝
本
の
か
ぎ
り
に
於
て
は
、
そ
の
基
本
的
形
態
と
し
て
は
八
巻
本
系
統
と
十
巻
本
系
統
に
二
分
す
る

の
で
あ
り
、
叉
十
巻
本
と
称
せ
ら
れ
る
伝
本
に
於
て
も
元
来
は
、

八
巻
本
を
補
綴
し
補
足
す
る
こ
と
に
よ
り
構
成
さ
れ
た
写
本
で
あ
る
処

か
ら
派
生
し
て
い
る
場
合
が
多
と
散
見
さ
れ
る
か
ら
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
そ
れ
は
叉
、
江
戸
中
・
後
期
に
於
け
る
補
訂
写
本
と
い
う
意
図
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的
な
本
文
整
定
を
背
後
に
遣
し
て
の
十
巻
本
体
裁
で
も
あ
る
と
こ
ろ
に
起
因
す
る
か
ら
で
も
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
れ
ら
の
伝
本
系
類
を
成

す
主
な
る
基
底
と
し
て
、
そ
の
依
拠
す
る
八
巻
本
の
各
系
統
に
よ
る
こ
と
と
そ
れ
を
補
綴
す
る
十
巻
本
と
の
関
聯
か
ら
分
岐
し
た
い
わ
ば

意
図
的
構
成
的
系
類
が
、
そ
れ
ぞ
れ
に
あ
る
類
向
性
を
提
示
し
て
い
る
こ
と
に
よ
る
も
の
と
推
測
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

翻
っ
て
本
集
の
伝
存
本
全
般
を
観
る
に
、
冷
泉
家
伝
来
本
は
と
も
か
く
と
し
て
、
両
巻
未
足
の
八
巻
本
系
に
比
較
的
古
き
、
と
い
っ
て

も
近
世
初
期
を
遡
る
も
の
で
は
な
い
が
蛸
集
し
一
系
類
を
な
し
、
且
つ
十
巻
本
系
l
私
云
第
四
類
本
系
ー
と
は
、
本
文
上
に
於
て
も
梢
と
特

異
に
し
て
独
立
な
系
類
を
な
し
て
い
る
こ
と
は
否
ま
れ
な
い
。
そ
の
上
に
八
巻
本
系
は
相
互
本
文
比
較
上
、
以
下
類
別
し
た
ご
と
く
、
現

伝
本
か
ら
は
こ
乃
至
三
系
統
が
想
定
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

一
方
、
十
巻
本
系
は
書
陵
部
A
本
に
み
る
ご
と
く
伝
来
の
正
統
性
を
示
唆
す
る

奥
書
を
も
っ
伝
本
で
あ
り
、
且
つ
同
類
系
諸
本
と
の
聞
に
は
八
巻
本
系
に
所
見
す
る
ご
と
き
明
著
な
る
異
同
は
な
く
し
て
、
同
一
基
盤
上

に
於
け
る
異
岡
本
文
と
し
て
対
処
し
う
る
諸
本
で
あ
る
。
と
い
う
の
は
、
恐
ら
く
同
一
祖
本
よ
り
派
生
し
た
伝
本
と
し
て
認
容
し
う
る

ー
転
写
経
過
の
異
岡
本
文
と
し
て
!
事
柄
で
あ
ろ
う
か
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

こ
の
八
巻
本
系
と
十
巻
本
系
と
の
補
綴
・
補
配
の
按
排
が
、
本
集
伝
本
の
図
式
的
な
系
類
の
大
枠
を
構
成
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と

の
仮
定
の
許
に
、
四
系
の
類
別
を
ひ
と
ま
ず
設
定
し
た
の
で
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
八
巻
本
系
に
看
る
系
類
の
中
で
留
意
さ
れ
る
の
は
、

第
一
類
本
の
源
た
る
契
沖
自
筆
本
l
墨
筆
本
文
ー
と
第

類
系
ハ
円
諸
本
と
の
異
同
の
運
庭
で
あ
る
。
両
者
を
安
易
に
誤
脱
本
文
の
多
寡
と
し
て
処
理
す
る
こ
と
は
簡
易
で
あ
る
。
同
時
に
叉
前
者
に

看
取
さ
れ
る
欠
如
本
文
i
十
巻
本
に
対
す
る
ー
を
す
べ
て
、
該
本
の
誤
脱
本
文
と
認
容
し
去
る
こ
と
も
安
直
な
伝
本
処
理
と
し
て
の
難
を
ま

ぬ
が
れ
ぬ
こ
と
で
あ
ろ
う
。
当
該
解
題
で
績
述
し
た
該
書
独
自
の
語
法
上
の
表
現
を
併
せ
思
う
と
単
に
現
本
文
上
の
異
同
の
み
な
ら
ず
、

そ
の
源
の
遠
き
が
、
わ
だ
か
ま
り
と
し
て
猶
残
る
の
で
あ
る
。
敢
て
第
一
類
と
し
て
設
定
し
た
所
以
で
も
あ
る
。
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第
一
類
本
系
と
第
二
類
本
系
付
と
の
相
関
関
係
は
、
確
実
に
、
そ
の
近
適
す
る
諸
点
は
否
定
し
が
た
い
も
の
が
あ
る
。
そ
の
ひ
と
つ
を

例
示
す
れ
ば
、
第
一
類
契
沖
書
写
本
に
於
け
る
朱
補
本
文
を
本
行
本
文
化
す
る
と
ー
そ
の
転
写
三
本
の
ご
と
く
i

第
二
類
付
系
本
の
本
文
に
近

接
す
る
こ
と
で
あ
る
。
云
う
ま
で
も
な
く
、
書
写
年
代
を
相
違
す
る
両
類
に
於
て
起
り
う
べ
か
ら
ざ
る
こ
と
で
あ
る
。
が
、

一
方
、
契
紳

朱
補
伝
本
!
古
本
l
に
あ
っ
て
は
第
二
類
本
系
に
近
き
本
文
を
具
備
す
る
こ
と
を
示
唆
し
、
伝
存
本
上
に
於
て
は
、

こ
の
期
l
元
禄
年
間
|

に
も
一
別
系
本
と
し
て
対
処
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
第
二
類
本
系
を
設
け
た
主
旨
は
脆
弱
な
が
ら
も
其
辺
を
考
慮
し
た
結
果
で
あ

・
二
類
本
系
の
な
か
に
、
本
集
の
成
立
経
過
に
関
る
か
、
ぎ
の
ご
と
き
が
思
わ
れ
て
な
ら
な
い
の
で

る
。
併
せ
て
賛
言
す
れ
ば
、
こ
の
第
一

あ
る
。第

三
類
系
諸
本
は
、
各
本
相
互
に
異
同
を
散
見
す
る
伝
本
の
集
り
で
あ
る
が
、
基
本
と
し
て
は
、
上
記
八
巻
本
系
と
は
精
と
異
質
な
、

書
承
上
の
変
化
を
含
め
た
八
巻
本
伝
本
と
、

十
巻
本
系
l

細
部
に
わ
た
れ
ば
異
同
あ
り
i
の
一
本
と
の
混
態
を
基
底
と
し
て
い
る
ご
と
く
で

あ
る
。
第
二
類
本
系
と
は
隣
接
し
な
が
ら
に
、
基
幹
た
る
八
巻
本
系
と
十
巻
本
系
に
拠
る
補
線
と
の
関
聯
に
於
て
相
互
に
些
少
な
相
違
を

提
示
し
、
混
態
本
的
な
傾
向
を
然
る
べ
く
示
す
と
共
に
l
粕
ミ
異
質
な
神
宮
文
庫
B
本
を
の
ぞ
け
ば
i
加
え
て
江
戸
末
的
な
書
写
者
の
見
解
を

も
相
交
え
て
い
る
か
と
の
印
象
が
残
る
の
で
あ
る
。

第
四
類
本
系
に
つ
い
て
は
、
冷
泉
家
伝
来
定
家
書
写
本
が
、

そ
の
鍵
鎗
を
握
る
も
の
で
あ
ろ
う
が
、
現
時
点
的
に
観
れ
ば
、
本
集
の
完

結
は
第
四
類
本
系
、
就
中
、
書
陵
部
A
本
・
阿
波
国
文
庫
旧
蔵
本
の
行
衛
に
と
完
結
を
期
し
て
い
っ
た
も
の
と
想
定
さ
れ
、
先
学
の
御
推

論
が
然
る
べ
く
妥
当
の
帰
結
か
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

以
上
、
本
集
伝
本
の
系
類
概
略
を
麗
述
し
、
併
せ
て
本
解
題
の
主
意
を
粗
陳
し
た
の
で
あ
る
が
、
以
下
同
様
に
、
用
語
と
し
て
、
欠
落
本
文
な
ど
、

本
集
の
誤
脱
本
文
と
し
て
す
べ
て
使
用
し
て
い
る
が
ご
と
き
表
現
の
稚
拙
は
ま
ね
が
れ
ぬ
な
が
ら
、
適
切
な
用
語
を
私
に
欠
く
た
め
己
む
な
く
多
用
し
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た
が
、
そ
れ
は
、
第
四
類
本
系
、
就
中
書
陵
部
A
本
・
阿
波
国
文
庫
旧
蔵
本
等
に
対
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
お
断
り
し
て
お
き
た
い
。

猶
、
以
下
に
使
用
す
る
本
集
歌
序
番
号
は
す
べ
て
新
編
国
歌
大
観
番
号
に
拠
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
併
せ
付
記
し
て
お
き
ま
す
。

第
一
類

円
珠
庵
蔵

契
沖
写
|
自
巻
一
至
巻
八
・
別
写
|
巻
九
・
十

三
手
文
庫
蔵

〔
今
井
似
関
〕
写
l
自
巻
一
至
巻
十

石
川
県
立
図
書
館
李
花
亭
文
庫
蔵

国
立
公
文
書
館
内
閣
文
庫
蔵

〔
江
戸
中
期
〕
写
l

自
巻
一
至
巻
十

大
野
広
域
写
i
自
巻
一
至
巻
十

第
二
類
ωV 

イ
神
宮
文
庫
蔵

〔
近
世
初
〕
写
l

存
自
巻
一
至
巻
八

志
呑
須
賀
文
庫
蔵

門
江
戸
後
期
〕
写

存
自
巻
一
至
巻
八

ロ

1
国
立
国
会
図
書
館
蔵

存
自
巻
一
至
巻
八

松
平
忠
房
旧
蔵
本

二
冊

〔
江
戸
前
期
〕
写

ロ

2
国
立
公
文
書
館
内
閣
文
庫
蔵

存
自
巻
一
至
巻
八

〔
江
戸
前
期
〕
写

ハ
刈
谷
市
立
図
書
館
蔵

天
保
十
二
年
葉
山
信
果
写

存
自
巻
一
至
巻
十

第
一
次
書
入
本

ω 

二
冊冊

二
冊

三
冊

二
冊冊

林
羅
山
旧
蔵
本

二
冊

村
上
忠
順
「
散
木
棄
詩
集
標
註
」四
冊

略
称
「
契
」

同

「三」

同

「李」

同

「大」

同

「神
A
」

同
i

「志
A
」

同

「忠」

同

「江」

同

「信」
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イ
村
上
家
蔵

〔
江
戸
中
期
〕
写
l

自
巻
一
至
巻
四
・

〔
江
戸
後
期
〕
写
i

自
巻
五
至
巻
十
・

〔
江
戸
後
期
(
末
)
〕
写
l

顕
昭
註

ロ
築
瀬
一
雄
氏
蔵

野
口
道
直
旧
蔵
本

明
治
四
十
五
年
長
岡
興
家
写

存
巻
一

i
一
二
・
巻
八

i
十

第
三
類

イ
神
宮
文
庫
蔵

〔
近
世
初
〕
写

ロ
国
立
国
会
図
書
館
蔵

存
各
巻
零
本

〔
江
戸
後
期
〕
写

岸
本
由
豆
流
旧
蔵
本

ハ
国
文
学
研
究
資
料
館
初
雁
文
庫
蔵

ニ
国
学
院
大
学
図
書
館
蔵

存
自
巻
一
至
巻
十

〔
天
保
〕
写
寄
合
書

存
自
巻
一
至
巻
十
・
付
顕
昭
註

安
永
八
年
小
沢
麗
庵
令
写
校
合
本

存
自
巻
一
至
巻
十
・
付
顕
昭
註

慶
磨
義
塾
大
学
附
究
珊
斯
道
文
庫
蔵

東
京
大
学
附
属
図
書
館
蔵

京
都
大
学
附
属
図
書
館
蔵

穂
久
遜
文
庫
蔵

第
四
類

右
同
奥
書
本

右
同

右
同

存
自
巻
一
至
巻
五

右
同

存
自
巻
一
至
巻
十
・
付
顕
昭
註

右
同

右
向

イ
群
書
類
従
第
二
百
五
十
四
所
収
!
存
自
巻
一
至
巻
十

書
陵
部
蔵

画
架
番
号

m
l出

京
都
大
学
国
語
学
国
文
学
研
究
室
蔵

穂
久
適
文
庫
蔵

〔
江
戸
末
〕
写
〔
江
戸
末
〕
写

存
巻
一
歪
巻
十

〔
江
戸
末
〕
写

存
巻
一
一
半
一
巻
十

存
自
巻
一
至
巻
十

五
冊冊

八
冊

五
冊

三
冊

三
冊

一一一冊
一
冊
九
冊

三
冊

三
冊

三
冊冊

三
冊

同

「
野
」

同

「
築
」

同

「神
B
」

同

「
岸
」

同

「
初
」

同

「
国
麗
」

同

「
斯
麗
」

同

「
東
麗
」

同

「
京
麗
」

同

「
穂
麗
」

同

「類」

同
「
書
B
」

同
「
京
文
」

同
「
穂
類
」
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国
立
国
会
図
書
館
蔵

志
香
須
賀
文
庫
蔵

ロ
静
嘉
堂
文
庫
蔵

ハ
静
嘉
堂
文
庫
蔵

ニ
慶
臆
義
塾
図
書
館
蔵

ホ
関
根
慶
子
氏
蔵

へ
書
陵
部
蔵

文
政
十
二
年
内
藤
広
前
写
・
岡
田
希
雄
書
入
本
1

存
自
巻
一
至
巻
十

〔
江
戸
末
〕
写

存
自
巻
一
至
巻
十

文
政
十
年
源
接
写
間
宮
永
好
校
合
本

存
自
巻
一
至
巻
十

天
保
十
年
烏
丸
光
政
令
写
本

存
巻
九
・
十

〔
萩
原
宗
固
〕
写

存
自
巻
一
至
巻
十

〔
江
戸
〕
写

存
自
巻
一
至
巻
十

阿
波
国
文
庫
旧
蔵
本

〔
近
世
初
〕
写

題
築
・
奥
書
後
西
天
皇
震
筆

i
画
架
番
号
制

l
m

付
刈
谷
市
立
図
書
館
蔵

散
木
棄
詞
集
標
註

村
上
忠
順
自
筆

存
自
巻
一
至
巻
十

散
木
棄
詩
集
標
註
第
二
次
書
入
本

十
巻

嘉
永
三
年
序
刊

註
関
根
慶
子
氏
「
散
木
奇
歌
集
の
研
究
と
校
本
」
明
治
書
院

繁
一
篇
」
昭
和
五
十
四
年

三
冊

三
冊

三
冊

一
冊

二
冊

二
冊

三
冊

四
冊

同

「岡」

同
「
志
B
」

同同同同

「
、
永
」

「
烏
」

「
虫
色

「
阿
」

同
「
書
A
」

同
「
標
ニ
」
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同

風
間
書
房

昭
和
二
十
七
年
、
関
根
慶
子
・
大
井
洋
子
氏
共
編
「
阿
波
本
散
木
奇
歌
集

存
巻

至
巻
十

冊

第

類

本

系

円
珠
庵
蔵

契
沖
筆
自
巻
一
至
八
・
他
筆
巻
九
・
十

「標」

袋
綴
、
二
冊
。
香
色
艶
出
表
紙
、
堅
二
十
七
・
七
糎
、
横
二
十
・
三
糎
。
料
紙
、
緒
紙
。
字
面
高
サ
約
二
十
四
・
一
糎
。
毎
半
葉
十
二



行
に
和
歌
一
行
書
き
、
詞
書
は
略
一
字
下
げ
に
書
写
し
て
い
る
。

題
築
、
淡
茶
色
斐
紙
短
冊
を
表
紙
左
一
屑
に
貼
付
し
、
「
散
木
奇
詩
集
紅
]
上
」
、
「
散
木
奇
歌
集
到
一
品
下
F

一
と
墨
書
す
る
。
外
題
筆
者
も

契
沖
で
あ
ろ
う
。
下
冊
に
「
自
五
/
至
八
」
と
誌
す
が
、
巻
九
・
十
両
巻
も
併
綴
さ
れ
て
い
る
。
此
両
巻
が
別
筆
で
あ
る
こ
と
か
ら
推
測

し
て
、
本
来
、
契
沖
書
写
本
は
八
巻
本
で
あ
り
、
後
に
欠
巻
二
巻
を
令
写
補
綴
し
た
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
ろ
う
。

内
題
は
「
散
木
奇
詩
集
第

と
誌
し
て
い
る
。
但
し
、

春
部

(
1雑
部
下
)
」

と
記
し
、

そ
の
許
に
叉
、
「
源
俊
頼
家
集
」

ハ
ー
十
)

巻
二
・
三
・
七
は
「
詩
」
を
「
歌
」
に
作
る
。
叉
、
巻
一
に
は
「
奇
」
の
左
傍
に
「
奔
歎
後
准
之
」

と
本
集
書
名
に
関
す
る
契
沖
私
按
を

朱
註
し
て
い
る
。
巻
十
「
雑
部
」
に
は
右
傍
に
「
寄
ィ
」
の
別
筆
墨
校
が
施
さ
れ
て
い
る
。

部
立
は
四
季
各
月
を
小
項
目
と
す
る
と
共
に
、
巻
五
を
、
「
祝
部
」
、
「
別
離
」
、
「
旅
宿
」
の
三
項
目
に
、

「
悲
歎
部
」
、
「
神

巻
六
を
、

祇
」
、
「
釈
教
」
の
三
項
目
、
巻
七
・
八
、

「
恋
部
上
(
下
)
」
、
巻
九
・
十
を
「
雑
部
上
(
下
〉
」
と
し
、
更
に
巻
十
は
、
「
長
歌
」
、
「
旋
頭

歌
」
、
「
混
本
詩
」
、
「
折
句
寄
」
、
「
沓
冠
折
句
詩
」
、
「
隠
題
」
、
「
連
謂
」
の
七
部
門
に
細
別
す
る
。
部
立
小
項
目
の
基
本
は
伝
存
諸
本
全
て

同
じ
く
す
る
が
、
巻
五
・
六
両
巻
の
小
項
目
の
表
記
に
於
て
諸
本
若
干
の
相
違
が
あ
る
。
後
述
す
る
契
沖
本
系
統
諸
本
に
先
立
ち
此
処
に

一
括
し
た
。

本
書
に
は
、
奥
書
は
存
し
な
い
が
、
国
立
公
文
書
館
蔵
大
野
広
域
校
本
に
、

右
散
木
奔
歌
集
/
元
禄
六
年
八
月
下
旬
得
古
写
本
於
内
珠
庵
対
校
了
/
密
乗
沙
門
契
沖

の
識
語
が
見
出
さ
れ
、
該
書
が
こ
の
契
沖
書
写
本
と
転
写
関
係
に
あ
れ
ば
、
本
書
の
書
写
・
校
勘
の
お
お
よ
そ
の
時
期
は
右
識
語
に
よ

り
推
測
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

両
冊
本
文
墨
付
は
上
間
六
十
四
丁
、
添
補
紙
一
葉
、
下
冊
一

O
五
了
。
各
冊
表
遊
紙
に
も
叉
「
六
拾
五
枚
」
、
「
百
六
枚
」
と
右
隅
に
細
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主
回
し
て
い
る
。

印
記
、
「
円
珠
庵
」
墨
円
印
、
上
冊
巻
尾
及
び
下
冊
巻
首
・
尾
に
捺
さ
れ
て
い
る
。

扱
、
本
書
の
書
写
本
文
の
筆
跡
は
概
ね
二
筆
よ
り
成
る
。
上
述
し
た
如
く
、
契
沖
書
写
の
巻
一
よ
り
同
八
迄
と
別
筆
令
写
補
綴
部
分
の

巻
九
・
十
両
巻
で
あ
る
。

し
か
し
、
右
契
沖
書
写
部
分
に
も
一
部
叉
補
写
を
交
え
て
い
る
。
即
ち
上
記
添
補
紙
一
枚
で
あ
る
。
当
該
箇
処
は
巻
三
秋
部
仰
番
の
処

で
あ
り
、
そ
の
上
冊
四
十
二
丁
裏
終
行
に
は
、

b
同
所
に
て
と
ふ
人
も
な
き
旅
の
す
み
か
に
霧
ふ
り
ふ
た
か
り
て
ハ
朱
〉

河
内
守
つ
ね
く
に
か
く
に
斗
お
も
し
ろ
き
た
ひ
の
い
ふ
せ
か
り

と
、
仰
詞
書
・
峨
詞
書
を
混
入
し
書
写
し
て
、
更
に
俄
詞
書
に
て
朱
訂
し
て
い
る
。

次
葉
四
十
三
丁
表
は
、

mm
朱
訂
詞
書
の
あ
と
を
受

9 -

け

け
る
に
み
や
こ
の
人
う
ら
め
し
か
り
け
れ
は

と
続
く
の
で
あ
る
。
契
沖
依
拠
本
の
欠
落
箇
処
で
あ
ろ
う
。
即
ち
、
補
添
部
分
は
仰
詞
書
か
ら
似
歌
迄
の
四
首
十
二
行
で
あ
る
。
加
え

て
、
こ
の
添
補
紙
一
枚
は
叉
契
沖
筆
跡
で
は
な
く
、

且
つ
上
記
巻
九
・
十
両
巻
の
書
体
と
も
異
る
。
し
か
し
、
円
珠
庵
に
襲
蔵
さ
れ
、
猶

且
つ
本
書
転
写
本
中
に
も
契
沖
自
筆
本
文
と
し
て
採
用
さ
れ
て
い
る
の
を
み
れ
ば
、
既
に
契
沖
在
世
の
時
期
に
近
親
者
又
は
門
弟
な
ど
に

依
る
補
写
部
分
と
想
定
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

以
上
、
本
書
の
書
写
経
過
は
、
契
沖
自
筆
の
八
巻
本
系
統
本
と
、
そ
の
欠
巻
部
を
補
う
令
写
の
別
本
系
統
本
を
併
綴
し
た
の
が
、
本
書

十
巻
を
構
成
す
る
も
の
で
あ
り
、
本
集
十
巻
の
完
本
一
本
に
依
拠
す
る
伝
本
系
統
本
と
は
別
し
て
対
処
す
べ
き
伝
存
書
で
あ
る
こ
と
が
留



意
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
外
題
に
見
る
「
白
一
至
四
」
、
「
自
五
至
八
」
の
記
述
に
は
、
自
ら
当
初
の
契
沖
本
本
来
の
姿
態
を
と
ど
め
て
い
る

の
で
あ
ろ
う
。
猶
こ
の
秋
部
の
補
写
一
紙
は
巻
九
・
十
両
巻
の
補
綴
前
か
後
か
は
審
ら
か
に
し
得
な
い
が
、
略
同
時
期
の
令
補
写
と
推
測

さ
れ
る
の
で
あ
る
。

次
に
、
本
書
に
は
、
上
記
の
墨
筆
本
文
に
併
せ
、
ー
書
写
終
了
後
で
あ
ろ
う
か
|
契
沖
の
手
跡
に
な
る
詳
密
な
朱
筆
の
校
合
・
勘
物
を
主

と
す
る
書
入
れ
が
全
巻
に
わ
た
り
施
さ
れ
て
い
る
。
但
し
、
下
冊
(
巻
五
i
十
〉
に
は
一
部
別
筆
l
殊
に
イ
本
校
合
部
分
i
か
と
印
象
を
受
け

る
手
跡
も
交
る
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
も
叉
恐
ら
く
契
沖
の
意
を
介
し
て
の
書
入
れ
で
あ
ろ
う
。

そ
の
ハ
門
は
、

ω本
集
別
本
に
拠
る
本
文
校
合
・
補
訂
、
制
勅
撰
・
私
撰
集
及
歌
合
等
に
拠
る
本
文
校
訂
、
約
契
沖
自
ら
の
本
文
訂
正
の

傍
記
、
等
の
本
文
校
勘
で
あ
る
。

そ
の
∞
は
、
歌
解
・
語
釈
・
類
例
歌
等
、
訓
詰
上
の
私
按
を
附
註
し
た
も
の
で
あ
る
。

そ
の
ハ
円

ωは
一
覧
後
述
す
る
が
、
上
記
墨
筆
書
写
本
に
於
け
る
単
な
る
書
写
誤
脱
の
補
訂
と
い
う
問
題
に
と
ど
ま
ら
ず
に
、
そ
の
依
拠

本
は
他
の
諸
伝
本
に
は
類
例
を
み
ぬ
本
集
所
載
歌
の
欠
員
・
欠
落
、
詞
書
の
疎
略
・
遺
脱
の
著
し
い
伝
存
本
で
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
、
別

本
に
よ
る
補
配
を
試
み
た
と
も
云
得
る
朱
訂
で
あ
る
。
墨
筆
本
文
は
も
と
よ
り
、
そ
の
朱
訂
対
校
伝
本
も
識
語
を
欠
く
が
ま
ま
に
猶
未
詳

で
あ
る
が
、
転
写
一
本
で
あ
る
大
野
広
域
校
本
に
誌
す
、
前
記
の
「
元
禄
六
年
八
月
下
旬
得
古
写
本
於
円
珠
庵
対
校
了
」
と
あ
る
古
写
本

が
、
そ
の
対
校
本
を
指
す
の
で
あ
ろ
う
か
。
巻
九
・
十
両
巻
の
令
写
・
補
綴
と
略
期
を
同
じ
く
し
て
一
方
は
自
ら
同
一
古
写
本
に
拠
っ
て
校

註
一

勘
の
作
業
を
す
す
め
た
の
で
も
あ
ろ
う
か
。
し
か
し
猶
断
定
を
控
え
た
い
の
は
下
冊
に
見
出
す
別
筆
朱
校
で
あ
る
。
両
筆
の
朱
訂
は
同
一

本
に
よ
る
再
度
の
校
合
か
、
或
は
別
時
、
別
本
に
拠
る
も
の
か
の
問
題
が
な
お
残
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
且
つ
別
筆
朱
訂
は
巻
九
・
十
両

巻
の
手
跡
と
極
め
て
近
似
し
、
主
に
そ
れ
は
「
イ
」
本
の
註
記
が
存
す
る
か
ら
で
あ
る
。
あ
る
い
は
契
沖
の
依
拠
し
た
底
本
に
は
既
に
墨
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筆
本
文
・
朱
訂
ま
で
を
併
せ
持
っ
た
伝
存
本
で
あ
り
、
契
沖
は
、
該
本
を
そ
の
僅
に
転
写
し
、
そ
の
後
、
古
写
本
即
ち
イ
本
を
得
て
人
を

し
て
巻
九
・
十
両
巻
を
書
写
せ
し
め
、
併
せ
て
下
冊
の
対
校
を
指
示
し
た
の
か
も
し
れ
な
い
、

か
と
の
臆
測
も
生
れ
る
の
で
あ
る
。
し
か

し
、
既
に
執
れ
そ
の
聞
の
事
情
は
辿
る
べ
く
も
な
い
。
が
、
叉
、
共
に
契
沖
の
校
閲
を
経
過
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
に
は
変
り
な
い
の
は

い
う
ま
で
も
な
い
こ
と
で
あ
ろ
う
。
と
ま
れ
、
現
存
契
沖
本
は
砂
く
と
も
二

i
三
種
の
系
統
本
に
よ
る
混
態
校
本
と
し
て
措
置
す
べ
き
も

の
で
あ
ろ
う
。

そ
の
付
制
・
付
、
そ
の

ωに
就
い
て
も
前
者
同
様
主
要
な
る
部
分
は
後
述
一
括
す
る
の
で
此
処
に
は
省
側
す
る
が
、
本
書
以
後
の
書
写

諸
本
に
参
酌
さ
れ
継
承
さ
れ
る
と
こ
ろ
が
砂
く
な
い
点
を
付
言
し
て
お
き
た
い
。

円
珠
庵
蔵
契
沖
筆
写
本
に
於
け
る
書
写
・
校
勘
・
書
入
れ
の
経
過
は
概
ね
上
述
の
過
程
を
辿
り
、
所
謂
契
沖
校
本
は
成
立
し
て
い
る
の

で
あ
る
。

右
記
の
経
過
の
許
に
成
っ
た
本
書
は
、
当
然
の
帰
趨
と
し
て
相
応
に
複
雑
な
混
態
的
状
況
を
呈
し
て
い
る
。
精
と
煩
雑
に
わ
た
る
が
、

以
下
に
順
次
、
各
項
目
に
分
け
、
そ
の
混
治
状
況
を
解
体
し
弁
別
し
て
、
本
書
本
来
の
原
態
を
考
察
す
る
こ
と
に
す
る
。

先
ず
、
本
書
に
見
出
さ
れ
る
明
瞭
な
る
歌
序
の
誤
り
に
つ
き
誌
す
と
、
巻
二
夏
部
l
上
冊
三
十
丁
裏
l
に
於
て
、

堀
河
院
御
時
二
ま
に
で
か
な
ま
り
を
う
ち
な
ら
さ
せ
給
ひ
て
そ
の
ひ
ぶ
き
の
う
ち
に
雨
中
の
な
て
し
こ
と
は
ま
せ

ま
し
ハ
朱
)

お
は
し
。
け
る
に
つ
か
う
ま
つ
れ
る

る
L

ハ
朱
)

い
に
し
へ
は
塵
を
た
に
こ
そ
い
と
ひ
つ
れ
雨
に
し
ほ
れ
ぬ
な
て
し
こ
の
は
な

322 

泉
辺
納
涼
と
い
へ
る
こ
と
を
よ
め
る

撤
お
ふ
る
か
た
山
か
け
の
石
井
つ
ふ
ふ
み
な
ら
し
て
も
す
ふ
む
こ
ろ
か
な

330 
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と
続
き
、
以
下
三
十
一
丁
表
終
行
ま
で
歌
順
を
追
い
l
但
し
部
詞
書
・
歌
不
載
l
m
番
歌
を
も
っ
て
終
る
。

同
一
畏
第
一
行
は
前
に
返
り
部

番
詞
書
に
と
移
っ
て
い
る
。
郎
ち
、

皇
后
官
権
大
夫
師
時
の
八
条
家
に
て
寄
合
に
野
風
を
よ
め
り
け
る

千

載

上

夏

草

を

よ

め

る

千

(

朱

)

は

(

朱

〉

塩
み
て
は
の
し
ま
か
崎
の
さ
ゆ
り
葉
に
波
こ
す
風
の
ふ
か
ぬ
日
そ
な
き
」

コ

、

ニ

ウ

タ

ナ

シ

〈

墨

〉

と

な
て
し
こ
を
よ
め
り
け
る

(
出
オ
)

338 

た
(
朱
〉

な
て
し
こ
の
花
み
る
ほ
と
の
心
に
て
み
ね
の
み
く
に
を
願
は
ま
し
か
は

と
書
写
す
る
。
以
下
叉
三
十
二
了
表
四
行
ま
で
歌
頗
を
辿
り
、
別
番
歌
ま
で
を
書
写
す
る
。
次
の
第
五
行
は
再
び
部
番
歌
(
重
複
)
に

323 

一戻り、

mM
・
制
:
:
:
番
と
歌
序
を
追
っ
て
い
る
。
即
ち
、

左
京
太
夫
つ
ね
た
ふ
八
条
家
に
て
泉
夏
友
と
い
へ
る
こ
と
を

辰
の
市
う
る
ま
の
清
水
涼
し
さ
に
け
ふ
は
か
ひ
あ
る
心
ち
こ
そ
す
れ

上
巳
出
ハ
朱
)

汐
み
て
は
野
鳴
か
さ
き
の
さ
ゆ
り
葉
に
波
こ
す
風
の
ふ
か
ぬ
日
そ
な
き

329 338 

樹
陰
風
来

日
さ
か
り
は
あ
そ
ひ
て
ゆ
か
ん
か
け
も
よ
し
ま
の
L
萩
原
風
立
に
け
り

339 

と
書
継
が
れ
て
い
る
。

本
書
と
右
記
歌
序
を
同
じ
く
す
る
伝
本
は
、
本
書
を
含
む
契
沖
本
系
統
四
本
と
八
巻
本
第
二
類
本
系
統
で
あ
る
神
宮
文
庫
本

(
A
)

の
五

本
i
殆
ん
ど
同
一
錯
簡
と
想
定
さ
れ
る
第
二
類
本
系
に
更
に
一
本
志
番
須
賀
本
(

A

)

が
存
す
る
、
同
項
を
参
照
さ
れ
た
い
ー
が
数
え
ら
れ
る
の
で
あ
る

が
、
右
掲
出
部
分
に
て
も
明
ら
か
で
あ
る
よ
う
に
、

m番
と
却
番
の
「
程
麦
」
題
の
歌
群
の
聞
に
、

制
番
以
下
の
「
納
涼
」
、
「
泉
」
・
「
氷
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室
」
題
の
歌
群
が
挿
入
し
て
い
る
。
伝
写
の
偶
然
に
す
、
ぎ
な
い
錯
誤
で
は
あ
る
が
、

既
に
先
行
す
る
書
写
年
代
の
神
宮
文
庫
本
(

A

)

に

於
て
同
様
の
過
失
が
見
出
さ
れ
る
こ
と
か
ら
推
測
し
て
も
、
契
沖
依
拠
本
は
未
詳
な
が
ら
も
、
第
一

-
二
類
の
伝
本
系
統
に
は
、

か
か
る

錯
列
歌
序
を
持
つ
転
写
経
過
が
存
し
た
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

た
N
A

詩
し
い
こ
と
に
は
契
沖
の
校
勘
註
記
が
何
等
付
さ
れ
て
い

な
い
こ
と
で
あ
る
。

次
に
、
本
書
の
書
写
に
於
て
は
、
以
下
の
一
一
ヶ
処
が
特
徴
的
書
写
形
態
を
示
し
て
い
る
の
で
参
考
ま
で
に
付
言
し
て
お
く
。
因
み
に
前

者
同
様
に
契
沖
本
系
統
四
本
共
に
そ
れ
を
継
承
し
て
い
る
。
即
ち
、

ω万
葉
に
引
歌

石
見
の
う
み
ジ
(
~
♂
の
山
の
木
の
ま
よ
り
わ
か
ふ
る
袖
を
妹
み
つ
ら
む
か

風
を
い
た
み
う
っ
た
の
山
に
散
花
や
ふ
り
け
む
袖
の
な
こ
り
な
る
ら
ん

春
部
日

例
経
年
恋

万

云

す

〈

朱

〉

は

れ

は

万

〈

朱

〉

に

イ

ハ

朱

〉

玉
た
れ
の
こ
の
す
鶏
吉
に
い
り
か
よ
ひ
き
ね
/
た
ら
ち
ね
の
は
t
A

か
と
て
や
と
か
せ
と
ま
う
さ
ん

本
ノ
マ
、
〈
墨
〉

t

此
二
行
異
本
在
経
年
恋
h
-
z

(
朱
別
筆
欺
)

れ
と
イ
ハ
朱
〉
す
夫
木
一
ニ
十
六

年
ふ
と
も
こ
す
の
き
け
き
の
絶
ま
よ
り
み
え
し
し
な
ひ
は
悌
に
た
っ

で
あ
る
。

ω例
共
に
万
葉
引
歌
で
あ
る
が
、
何
故
か
本
行
と
し
て
書
写
し
て
い
る
。
契
沖
も
叉
、
依
拠
本
の
形
態
に
従
い
、
其
俸
に
継
承

書
写
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
制
引
歌
下
の
朱
註
「
此
二
行
異
本
在
経
年
恋
刊
云
」
の
異
本
は
本
書
下
冊
l
主
に
巻
七
以
下

i
に
散
見
す
る
「
イ
」

恋
部
下
山

本
校
記
と
同
じ
く
す
る
の
で
あ
ろ
う
が
、
そ
の
対
校
本
|
広
域
校
本
記
「
古
本
」
歎
ー
に
は
万
葉
引
歌
が
詞
書
下
に
細
記
さ
れ
て
い
る
の

を
、
か
く
朱
註
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
本
集
伝
本
中
に
は
松
平
忠
房
旧
蔵
本
以
下
数
本
に
ま
ま
散
見
さ
れ
る
が
、

い
ず
れ
も
細
註
の
形
式
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を
と
り
、
そ
の
点
、
本
書
併
び
に
そ
の
転
写
本
系
と
以
下
二
本
の
み
に
み
る
特
色
で
あ
る
。
本
書
と
全
く
同
じ
く
す
る
書
写
形
態
を
と
る

も
の
は
、
上
記
神
宮
文
庫
本
(
A
)

-
志
香
須
賀
本

(
A
〉
の
両
本
に
す
ぎ
な
い
が
、
前
述
し
た
錯
列
歌
序
と
同
様
に
伝
写
過
程
上
に
於
け

る
両
者
の
交
渉
の
一
端
を
暗
示
す
る
も
の
が
窺
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

契
沖
書
写
本

l
乃
至
そ
の
依
拠
本
は
先
に
綾
述
し
た
如
く
、
二
;
三
種
の
系
統
よ
り
成
る
混
態
本
で
あ
る
が
、
朱
補
・
訂
等
を
交
え
な

が
ら
も
其
基
底
を
な
す
も
の
は
墨
筆
本
行
部
分
で
あ
り
、
種
々
の
錯
落
を
含
み
な
が
ら
も
一
伝
本
系
統
と
し
て
継
承
さ
れ
て
き
た
こ
と
は

否
ま
れ
な
い
。
そ
れ
は
、
巻
九
・
十
の
補
綴
両
巻
は
除
く
と
し
て
、

八
巻
本
系
統
上
の
伝
本
と
し
て
も
本
集
伝
本
上
、
類
例
を
み
ぬ
ほ
ど

の
特
異
な
位
相
を
占
め
る
も
の
で
あ
る
か
と
想
定
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

し
か
も
本
書
の
転
写
本
系
を
な
す
三
手
文
庫
本
以
下
数
本
が
、
此

朱
補
・
訂
の
校
勘
本
文
を
交
え
る
混
態
本
文
を
一
意
契
沖
本
文
と
し
て
あ
た
か
も
一
系
統
本
の
如
く
に
書
写
し
、
叉
そ
の
過
誤
を
是
認
さ

れ
て
来
っ
た
現
在
、
伝
本
系
統
上
あ
ら
た
め
整
理
・
検
討
す
る
の
必
要
が
あ
ろ
う
。
従
っ
て
、
ま
ず
以
下
に
、
両
者
を
弁
別
し
、
便
宜
上
、

ハ
円
契
沖
書
写
本
の
墨
筆
本
文
に
見
る
欠
員
歌
・
欠
文
、

ω同
本
朱
筆
i
ま
ま
墨
筆
を
含
む
l
補
訂
校
異
歌
・
詞
書
本
文
、
の
両
項
を
一
覧
す

る
こ
と
に
し
た
い
。
付
は
新
編
国
歌
大
観
の
底
本
で
あ
る
書
陵
部
本
(

A

)

の
本
文
に
よ
り
、
ハ
円
・

ω共
に
、

掲
出
本
文
の
許
に
、
「
三
」
、

「
李
」
、
「
大
」
の
略
称
を
用
い
て
異
同
を
示
す
。

そ
れ
は
、

そ
れ
ぞ
れ
契
沖
本
系
統
で
あ
る
三
手
文
庫
本
・
李
花
亭
文
庫
旧
蔵
本
・
大
野

広
域
校
本
で
あ
る
。
「
契
」
は
記
す
ま
で
も
な
く
契
沖
書
写
墨
筆
本
文
で
あ
る
。

ωU 

1 

る
(
契
・
三
・
李
・
大
本
〉

東
北
院
の
花
さ
か
り
な
り
と
開
て
・
:
:
:
:
梅
花
も
さ
か
り
に
て
お
も
し
ろ
か
り
け
る
に

と
過
ハ
契
・
一
ニ
・
李
・
大
本
〉

ち
と
ま
り
て
侍
け
る
に
』
人
/
¥
は
す
き
に
け
れ
は
よ
め
る

但
シ
大
本
は
群
書

『
鷺
を
と
つ
れ
て
す
き
か
た
か
り
け
れ
は
た

春
部
日
詞
書
『

』
箇
所
、
契
・
三
・
李
・
大
本
ナ
シ
、
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類
従
本
を
以
て
補
校
傍
記
。

2 

ナ
シ
(
契
・
三
・
李
・
大
本
〉
こ
ろ
(
契
ム
ニ
・
大
本
〉
舟
に
の
せ
(
契
・
三
・
李
・
大
本
)
と
(
契
本
、
但
ミ
セ
チ
チ
〉

堀
川
院
御
時
賀
陽
院
殿
に
お
は
し
ま
し
け
る
比
:
:
:
:
:
:
:
:
:
・
:
ふ
ね
に
の
せ
さ
せ
給
O
て
あ
そ
は
せ
給
O
け
る
に
『
ま
い
り
て

ひ
〈
契
・
三
本
)

い
た
る
(
契
・
三
・
大
本
、
又
上
記
三
本
さ
ふ
ら
ふ
ト
傍
記
)
舟
ハ
契
・
一
二
・
李
・
大
本
〉

池
の
み
き
は
に
さ
ふ
ら
ふ
を
御
ら
ん
し
て
』
俊
頼
さ
ふ
ら
ふ
め
り
ふ
ね
よ
り
さ
り
ぬ
へ
か
ら
ん
こ
と
い
ひ
か
け
よ
:
:
:
・
同
川
詞

書

契
・
三
・
李
・
大
本
ナ
シ
、
大
本
同
校
傍
記
。

3 

は
る
の
こ
ま
を
よ
め
る

春
駒
は
あ
さ
か
の
ぬ
ま
に
あ
さ
り
し
て
か
つ
み
の
う
ら
は
ふ
み
し
た
く
也

問
問
詞
書
・
歌

契
・
三
・
李
・
大
本
ナ
シ
、

大
本
間

校
傍
記
。

4 

れ

は
し
か
き
に
さ
と
を
は
か
す
す
と
か
け
り

を
く
に
あ
ま
の
お
ふ
ね
も
と
か
け
り

契
・
三
・
李
・
大
本
ナ
シ
、
大
本
同
校
傍
記
。

岡
山
左
注

契
・
三
・
李
・
大
本
ナ
シ
、
大
本
同
校
傍
記
。

5 

同

m左
注

6 

浦
卯
花

卯
の
花
の
こ
ろ
を
い
な
れ
や
い
そ
の
う
ら
に
た
っ
し
き
波
の
を
る
か
と
思
へ
は

夏
部
加
歌

契
・
三
・
李
・
大
本
ナ
シ
、
大
本
同
校

傍
記
。

7 

ハ
マ
マ
)

数
な
ら
ぬ
わ
れ
と
は
な
し
に
郭
公
よ
の
そ
の
は
な
の
か
き
ね
に
そ
な
く

契
・
三
・
李
・
大
本
ナ
シ
、
大
本
同
校
傍
記
。

岡
山
歌

但
し
、
契
沖
本
書
入
れ
あ
り
、
以
下
三
本
共
に
移
写
す
、
即
ち
、
山
・
加
番
詞
書
を
併
記
し
、
「
コ
、
ニ
ウ
タ
ナ
シ
イ
ヵ
、
寄
合
ノ
ウ
タ
此
題
欺
イ
カ

、
本
ノ
マ
、
」
と
墨
注
、
叉
、
「
下
に
か
き
ね
に
は
も
す
の
は
や
に
へ
と
い
ふ
寄
あ
り
こ
ふ
に
有
へ
き
欺
」
と
朱
注
。

8 

郭
公
を
よ
め
る

(
マ
マ
)

と
き
つ
く
り
な
か
ぬ
雲
井
に
と
斗
ろ
き
て
ほ
し
の
は
や
し
は
う
つ
も
れ
ぬ
ら
ん

契
・
三
・
李
・
大
本
ナ
シ
、
大

同
組
詞
書
・
歌
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※ 

13 

本
向
校
傍
記
。

9 

泉
を
よ
め
る

い
し
井
つ
ム
隙
も
る
水
に
た
は
ふ
れ
て
っ
て
に
も
夏
を
き
斗
わ
た
る
哉

10 

岡
山
山
歌

契
・
三
・
李
・
大
本
ナ
シ
、
大
本
同
校
傍
記
。

秋
き
て
は
忍
ひ
な
あ
へ
そ
と
思
へ
は
や
風
を
と
つ
れ
て
く
れ
か
ふ
る
ら
ん
秋
部

m歌
契
・
一
一
一
・
李
・
大
本
ナ
シ
、
大
本
同
校
ナ
シ
。

れ
番
詞
書
の
許
に
、
契
沖
書
入
れ
あ
り
、
一
二
本
共
に
移
写
す
、
即
ち
、
「
コ
、
ニ
寄
ナ
シ
」
と
墨
注
し
、
又
次
行
余
白
に
、

次
郎
百
首
に
秋
風

秋
き
で
は
し
の
ひ
な
あ
へ
そ
と
思
へ
は
や
風
お
と
つ
れ
て
く
れ
か
ふ
る
ら
ん

此
百
可
欺

と
朱
補
す
。

11 

家
道
朝
臣

冬
部
間
作
者
名

契
・
一
一
一
・
李
・
大
本
ナ
シ
、
大
本
同
校
ナ
シ
c

12 

み
つ
き
と
い
ふ
は
つ
く
し
の
ふ
の
か
と
て
な
り

恋
部
上
附
左
注

契
・
一
一
一
・
李
・
大
本
ナ
シ
、
大
本
同
校
傍
記
。

夜
恋

金夜
と
ふ
も
に
た
ま
ち
る
床
の
す
か
ま
く
ら
見
せ
は
や
人
に
夜
半
の
け
し
き
を

経
年
恋

新
古君
こ
ふ
と
な
る
み
の
う
ら
の
は
ま
ひ
さ
き
し
ほ
れ
て
の
み
も
と
し
を
ふ
る
か
な

右
両
首
、
契
・
三
本
朱
補
朱
注
檎
と
錯
雑
す
る
を
以
て
次
に
掲
出
例
示
す
る
。

夜
恋

金
恋
上
〈
朱
補
〉
国
信
網
の
家
の
寄
合
に
夜
恋
の
心
を
よ
め
る
(
朱
補
〉
よ
る
ハ
朱
補
〉

よ
と
ふ
も
に
玉
ち
る
床
の
す
か
枕
み
せ
は
や
人
に
よ
は
の
け
し
き
を

向
附
詞
書
・
歌

同
州
詞
書
・
歌
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新
古
恋
二
年
を
へ
た
る
恋
と
い
へ
る
心
を
よ
み
侍
け
る
(
朱
書
入
)

君
こ
ふ
る
(
見
消
チ
、
と
ト
訂
ス
ν

な
る
み
の
う
ら
の
浜
鰍
し
ほ
れ
て
の
み
も
と
し
を
ふ
る
か
な

経
年
恋
欺
(
朱
補
)

三
・
大
本
、
契
本
向
。
但
し
、
大
本
側
「
君
こ
ふ
る
」
歌
を
朱
細
書
す
る
。

附
番
詞
書
と
す
る
。
即
ち
、

李
本
は
契
本
朱
書
入
れ
を
誤
り
、

年
を
へ
た
る
恋
と
い
へ
る
心
を
よ
み
侍
け
る

新

古

今

恋

ニ

経

年

恋

歎

君
こ
ふ
と
な
る
み
の
う
ら
の
浜
鍬
し
ほ
れ
て
の
み
も
と
し
を
ふ
る
か
な

14 

四
条
宮
甲
斐

同
問

契
・
三
・
李
・
大
本
ナ
シ
、
大
本
同
校
ナ
シ
。

15 

恋
部
下
附
歌

契
・
一
二
・
李
・
大
本
ナ
シ
、
大

あ
さ
ま
し
ゃ
こ
は
な
に
こ
と
の
さ
ま
そ
と
よ
こ
ひ
せ
よ
と
て
も
む
ま
れ
さ
り
け
り

本
同
校
傍
記
。

16 

海
路
恋

同
開
詞
書

契
・
一
ニ
・
李
・
大
本
ナ
シ
、
大
本
同
校
傍
記
。

17 

雑
部
上
側
作
者
名

18 

阿

閤

梨

契

・

三

・

李

・

大

本

ナ

シ

、

大

本

同

傍

記

ナ

シ

。

契

(

大

本

)

な

り

(

契

・

三

・

李

・

大

本

〉

ち
き
り
し
こ
と
ふ
も
を
わ
す
れ
に
け
る
に
や
こ
と
さ
ま
に
思
也
『
に
け
り
と
き
こ
ゆ
る
人
の
か
り
つ
か
は
し
け
る
』

『
』
箇
所
、
契
・
三
・
李
・
大
本
ナ
シ
、
大
本
同
校
傍
記
。

※
臼
は
本
例
文
と
し
て
精
と
不
相
応
で
は
あ
る
が
、
李
本
と
の
関
係
上
、
当
該
部
に
加
え
た
。

(=) 

雪

は

ふ

れ

と

つ

も

ら

さ

り

け

る

を

み

て

よ

め

る

〈

朱

細

補

)
春
部
制
詞
書
三
本
朱
補
問
、
李
・
大
本
朱
補
本
行
。

し

ら

し

な

人

に

う

ら

も

な

し

と

は

(

墨

補

)

2
夏
衣
た
ち
き
る
け
ふ
の
し
ら
か
さ
ね
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
夏
部
川
歌
三
・
李
・
大
本
墨
補
本
行
。

う

の

花

も

神

の

ひ

も

ろ

き

と

き

て

け

り

と

ふ

さ

も

た

わ

に

ゆ

ふ

か

け

て

み

ゆ

ハ

墨

補

〉

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.
 
岡
山
川
歌

1 3 

三
・
李
・
大
本
墨
補
本
行

同

m歌
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4 

さ

み

た

れ

は

腎

の

雫

も

つ

れ

/

¥

と

ふ

り

つ

む

も

の

は

日

か

す

な

り

け

り

-
-
-
-
-
-
-
-
-
e
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

同
制
歌

5 

跡

っ

か

ひ

に

も

き

た

り

け

る

哉

(

朱

補

〉

朝
戸
明
て
立
出
る
鹿
の
声
き
け
は
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
秋
部
川
出
歌

矯
衣
驚
夢
ハ
暴
稀
)
ー

向
山
詞
書

6 

一
・
李
・
大
本
墨
補
本
行
。

一
一
一
・
李
・
大
本
墨
補
本
行

一
一
一
・
李
・
大
本
朱
補
本
行
。

7 

あ
さ
タ
の
御
し、

と
な
み
な
ん
み
え

し

の
q工事
ーやに
とさた

とせっ

7こさ
まは
ひれ
そる
の人
すを
ちは
をそ
この
のむ
みし
なろ
らに
t土も
さて
りは
けや
るさ
人せ
は宗
:補

三
・
李
・
大
本
朱
補
本
行
。
よ
め
る
(
朱
訂
)
イ
宏
ハ
朱
)

九
月
十
三
夜
間
眼
下
に
て
法
性
寺
関
白
同
部
詞
書
一
一
一
・
大
本
「
九
月
十
三
夜
殿
下
に
て
よ
め
る

と

と

と

h

と
こ
の
こ
と
書
少
た
ら
す

「
九
月
十
三
夜
殿
下
に
て
よ
め
る
」
と
イ
本
注
記
を
欠
く
が
、

秋

の

山

の

月

を

み

る

と

い

へ

る

事

を

(

朱

檎

〉

9
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
同
協
詞
書

8 

三
本
共
に
朱
訂
本
行
、

一
ニ
・
李
・
大
本
朱
補
本
行
。

千
鳥
を
よ
め
る
ハ
朱
檎
〉

m
・
・
・
・
・
・
冬
部
側
詞
者
一
回

一
ニ
・
李
・
大
本
朱
補
本
行
。

同

し

心

を

•••• 
11 

を

し

鴨

の

か

っ

く

岩

聞

の

う

す

氷

け

さ

や

上

毛

に

と

ち

か

さ

ぬ

ら

ん

ハ

朱

補

〉

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.
 。
同
制
詞
書
・
歌

氷

関

水

••• 

同
制
詞
書

イ
ニ
元
」
、
李
本

又
一「

の

ミそ法

雪:生
:z:;; τ丁

と ミ関
」 そ白

移
写
す

本
朱
補
問
、
李
・
大
本
朱
補
木
行
。

12 
せ

き

り

せ

し

さ

の

与

な

か

川

つ

ら

L

ゐ

て

い

く

ゐ

に

波

の

戸

た

え

に

け

り

〈

朱

補

)

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.
 
同
附
詞
書
・
歌

三
本
朱
補
向
、
李
・
大
本
朱
補
本
行
、

13 

@氷・池き
.を.の.， 

.ょ・氷己
・め・とく
.る.ぃゐ
ぞデ . へ 」

同高・るを
650 ・事 :? 
習・雪之
畜 }長ぃ野
同理」
649 に
き一 作
~る
"'" 0 

一
ニ
・
李
・
大
本
朱
補
本
行
。

14 

一
一
一
・
李
・
大
本
朱
補
本
行
。
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同
し
心
を
〈
朱
補
》

日

・

・

・

・

同

協

詞

書

山
雪
を
よ
め
る
ハ
朱
補
〉

日
・
・
・
・
・
・
同
問
詞
書

山
の
雪
を
よ
め
る
ハ
朱
補
〉

ロ
・
・
・
・
・
・
・
問
問
詞
書
三
・
李
・
大
本
朱
補
本
行
。

衣

手

の

さ

え

行

ま

L

に

神

な

み

の

み

む

ろ

の

山

に

雪

は

ふ

り

つ

』

ハ

朱

補

)

四
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
同
問
歌

山
路
雪
(
朱
積
〉

ω
・
・
・
同
問
詞
書
三
・
李
・
大
本
朱
補
本
行
。

し

ら

ぬ

年

の

う

ち

に

い

そ

き

た

ち

ぬ

る

は

る

か

す

み

か

な

ハ

朱

補

)

初
数
そ
ふ
と
歎
も
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
同
問
歌

百
首
寄
中
に
除
夜
を
〈
朱
補
〉

幻
・
・
・
・
・
・
・
・
同
削
詞
書
一
ニ
・
李
・
大
本
朱
補
本
行
。

加
賀
守
(
朱
補
)
別
離
山
詞
書
・
作
者

一
-
一
・
李
・
大
本
朱
補
本
行
。

一
ニ
・
李
・
大
本
朱
補
本
行
。

一
二
・
李
・
大
本
朱
補
本
行
。

三
・
李
・
大
本
朱
補
本
行
。

返

し

n
・・

李
・
大
本
朱
補
問
、
一
-
一
本
詞
書
朱
補
同
・
作
者
名
欠
。

-19-

23 

-経

・兼

朱
同補
; 1 ;'Dlj 
746筆
f~歎
者〉

三
・
李
・
大
本
朱
補
本
行
。

M
肥
後
君

三
・
李
・
大
本
朱
補
本
行
。

追

風

吹

な

ん

と

す

ま

た

日

も

高

く

と

て

よ

ら

て

過

け

れ

は

よ

め

る

ふ
ち
と
ふ
い
ふ
所
に
と
ま
ら
ん
と
し
け
る
に
・

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.
 .
 

旅
宿
叩
凶
作
者

25 

旅
宿

m詞
書

三
・
李
・
大
本
朱
補
本
行
、
李
本
「
高
く
」
を
「
高
し
」
に
作
る
。

そ

ひ

舟

に

の

せ

う

っ

す

を

開

て

ハ

朱

檎

)

お
例
な
ら
ぬ
人
の
ふ
ね
に
あ
る
か
く
る
し
か
る
と
聞
て
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
悲
歎
部
制
詞
書

く

(

朱

訂

〉

イ

ユ

ナ

シ

ハ

朱

訂

)

幻
お
ま
へ
と
い
ふ
所
に
て
風
ふ
き
な
ん
と
す
る
:
:
:
・
:
い
ひ
さ
は
し
を
き
ふ
て
そ
の
か
み
に
侍
て
け
れ
は
み
で
く
ら
た
て
ま
つ
る
と

三
・
李
本
朱
訂
に
拠
る
、
大
本
「
い
ひ
さ
は
く
」
と
本
行
に
す
る
が
、
次
の
「
侍
て
け
れ
は
」
は
契
本
同
様
に
本
行
見
消
ち
「
イ

三
・
李
・
大
本
朱
補
本
行
。

て

岡
山
詞
書

-
一
ナ
シ
」
と
傍
記
。



28 

さ
け
ふ
(
朱
訂
〉

君
こ
ふ
る
涙
の
滝
に
お
ほ
・
ふ
れ
て
ふ
り
さ
け
ふ
我
声
は
き
こ
ゆ
や

同
組
歌

一
一
一
・
大
本
朱
訂
問
、
李
本
朱
訂
欠
。

い

か

な

る

符

の

m
田
上
に
侍
け
る
比
か
み
の
さ
と
し
ム
い
ふ
所
に
:
:
:
:
鳥
ゐ
の
有
け
る
ま
へ
に
道
し
る
へ
の
も
の
ふ
お
そ
ろ
し
け
れ
は
・

お

は

し

ま

す

そ

と

尋

ね

け

れ

は

(

朱

補

別

筆

歎

〉

・
・
・
も
ち
ゐ
の
宮
と
申
神
の
お
は
し
ま
す
と
い
ふ
を
き
斗
て
神
祇
加
詞
書

法
師
口
問
(
朱
訂
〉
ま
せ
け
る
に
〈
朱
一
訂
〉

結
縁
経
か
き
け
る
人
の
ほ
う
し
の
心
を
よ
め
る

君

か

た

め

か

け

る

み

の

り

の

水

く

き

に

わ

か

み

を

さ

ヘ

も

す

与

き

つ

る

哉

(

朱

補

)

釈
教

m詞
書
・
歌

一
ニ
・
李
・
大
本
朱
補
本
行
。

30 

調
書
大
本
朱
訂
「
法
師
品
」
本
行

「
よ
ま
せ
け
る
に
」
朱
一
訂
向
、
三
・
李
本
朱
訂
本
行
、
歌
一
一
一
本
朱
補
向
、
事
・
大
本
朱
補
本
行
。

神
力
ロ
聞
の
心
を
よ
め
る
ハ
朱
補
)同

m詞
書

三
本
朱
補
問
、
李
・
大
本
朱
補
本
行
。

31 

-人

・は .難

.ぃ.思

・さ .光

・ひ .イム

・か

・り

・の

・す

・ち

・を

・し

・カミ

.す

- 20-

32 

(

す

朱

訂

そ

)

と

も

お

な

し

仏

や

し

ら

は

し

る

ら

ん

(

朱

補

〉

・
・
・
問
問
詞
書
・
歌
一
二
・
李
・
大
本
朱
補
本
行
。

ち

か

ひ

ま

し

/

¥

て

か

な

ら

ず

く

し

給

ふ

ハ

朱

補

別

筆

歎

〉

勢
至
は
弥
陀
の
む
か
へ
さ
せ
給
ふ
人
を
き
よ
く
す
t
A

き
給
ふ
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
@
・
・
・
・
・
と
い
ふ
こ
と
を
向
的
詞
書

33 

三
・
李
・
大
本
朱
補
木
行
。

さ
か
〈
朱
訂
)

隻
観
経
文
四
十
八
願
中
そ
の
国
に
は
き
よ
く
な
り
か
は
り
て
い
か
に
も
あ
し
き
お
も
む
き
の
こ
と
な
し
と
い
へ
る
こ
と
を
よ
め
る

あ

し

さ

ま

の

こ

と

の

ゆ

か

り

は

大

か

た

の

み

与

の

っ

て

に

も

問

え

さ

り

け

り

(

朱

補

〉

な

り

か

は

り

て

さ

M
A
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
同
制
詞
書
・
歌
詞
書
三
本
「
さ
か
り
で
」
・
大
本
「
な

、刀り
か
は
り
て
」
・
李
本
朱
訂
本
行
、
歌
三
・
李
・
大
本
朱
補
本
行
。

そ

の

国

に

生

れ

ぬ

る

人

は

替

の

こ

と

を

し

る

さ

と

り

を

え

て

そ

の

か

み

の

事

を

し

る

と

い

へ

る

こ

と

を

よ

め

る

35 

あ
さ
ま
し
や
ち
ょ
の
法
に
も
あ
は
す
ふ
て
六
の
道
に
も
ま
と
ひ
ぬ
る
哉

同
制
詞
書
・
歌

一
ニ
・
李
・
大
本
朱
補
本
行
。



た

く

ひ

な

き

光

と

い

へ

る

こ

と

を

よ

め

る

(

朱

補

)

••••••••••••••• 
36 

さ

り

と

も

と

猶

か

こ

と

に

も

頼

む

哉

つ

も

れ

る

つ

み

も

た

く

ひ

な

け

れ

は

〈

補

朱

)

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.
 
同
制
詞
書
・
歌

三
・
李
・
大
本
朱
補
本
行
。

37 

お
も
ひ
か
た
き
光
と
い
へ
る
こ
と
を
よ
め
り
け
る

そ

の

ほ

と

L

お

も

ひ

か

た

き

は

よ

も

の

海

に

そ

こ

ひ

も

し

ら

ぬ

心

な

り

け

り

ハ

朱

補

〉

同
鮒
詞
書
・
歌

む

と

ち

か

は

せ

給

ふ

ハ

朱

訂

〉

お

は

し

ま

し

(

朱

訂

)

諸
の
衆
生
を
み
ち
ひ
か
せ
お
は
し
ま
す
ち
か
ら
に
よ
り
て
な
ん
此
世
に
は
い
ま
し
け
る
と
い
へ
る
事
を
よ
み
侍
け
る

三
・
李
・
大
本
朱
訂
本
行
。

も

ろ

/

¥

の

花

く

さ

/

¥

に

咲

み

た

る

と

い

へ

る

こ

と

を

よ

め

る

(

朱

補

〉

そ

こ

は

く

の

花

の

ひ

も

と

く

庭

の

面

に

を

し

の

け

た

る

は

蓮

な

り

け

り

(

朱

補

〉

問
問
詞
書
・
歌

『
に
身
を
な
し
て
い
は
ひ
し
槻
の
さ
か
へ
ハ
見
消
チ
、
え
)
て
そ
み
る
』
ハ
朱
訂
)

天
飛
や
か
る
の
社
『
の
斎
槻
に
く
よ
あ
る
へ
き
あ
た
し
ま
つ
り
に
』
同
町
歌

い

ハ

朱

訂

)

か

く

し

つ

ま

そ

も

歎

(

朱

〉

~ 21 ----

一
・
李
・
大
本
朱
補
本
行
。

38 

同
制
詞
書

39 

三
・
李
・
大
本
朱
補
本
行
。

40 

〆
大
本
朱
訂
問
、
三
・
李
本
朱
訂
本
行
。

41 
を
ん
な
〈
朱
補
別
筆
歎
〉

l

・
恋
部
上
川
作
者

返

し

女

い

は

ま

も

る

た

え

ま

を

ま

つ

ハ

も

る

イ

〉

は

く

る

し

と

も

思

ひ

し

れ

か

し

や

ま

か

は

の

み

つ

ハ

朱

補

〉

l
問
削
詞
書
・
作
者
・
歌

三
・
李
・
大
本

李
・
大
本
朱
補
本
行
、
一
-
一
本
欠
。

42 43 

朱
補
本
行
、
李
本
イ
校
欠
。

と

歎

(

朱

〉

我

と

し

き

け

は

こ

た

へ

き

り

け

り

ハ

朱

訂

〉

誰
を
か
も
定
め
ぬ
山
の
山
ひ
こ
も
う
は
の
空
に
も
よ
ふ
こ
と
り
哉

返

し

を

し

な

へ

て

こ

た

へ

ぬ

山

の

山

ひ

こ

を

う

は

の

そ

ら

に

も

よ

ふ

こ

と

り

か

な

ハ

朱

補

〉

)

同
州
詞
書
・
作
者

な
ら
の
菩
合
に
人
に
か
は
り
て
よ
み
侍
け
る
(
墨
補
〉
よ
み
侍
け
る
「
イ
ニ
ナ
シ
」
と
朱
校

恋
部
下
捌
詞
書
三
・
李
・
大
本
墨
補
本
行
・
イ
本
朱
校
向
。

問
問
歌

三
・
李
・
大
本
朱
訂
本
行
。

44 

一
二
・
李
・
大
本
朱
補
本
行
。

45 



恋

の

心

を

よ

め

る

こ

ひ

す

と

も

身

の

け

し

き

た

に

か

は

a

ら

ず

は

い

は

ぬ

に

人

の

あ

や

め

ま

し

や

は

ハ

朱

檎

・

別

筆

歎

〉

必
・
・
・
・
・
・
・
・
@
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
問
問
詞
書
・
歌
三
・
李
・
大
本
朱
補
本
行
。

見

く

る

し

た

は

し

ハ

朱

訂
皇
后
宮
の
こ
き
て
ん
に
お
は
し
ま
し
け
る
比
細
殿
に
て
人
に
も
の
申
け
る
に
女
房
の
う
へ
ふ
の
ほ
る
と
て
み
ち
・
・
・
・
・
・
・
は

校
・
別
築
歎
)
は
く
ら
し
ヨ
リ
此
た
マ
テ
イ
ニ
無
ハ
朱
校
、
別
筆
歎
)

く
ら
し
と
て
し
は
し
た
て
と
女
房
の
申
け
れ
は
:
:
:
同

m詞
書
三
・
大
本
朱
校
向
、
但
じ
大
本
朱
校
「
此
た
マ
テ
・
:
」
、
「
此
か
た
マ
テ
:
・

「
み
ち
は
く
ら
し
と
て
し
は
し
た
て
と
女
房
の
申
け
れ
は
:
:
:
」
と
す
。

」
に
作
る
。
寧
本
は
朱
訂
を
欠
き
、

以
上
、
付
・

0
が
契
沖
書
写
本
に
於
い
て
、

十
巻
本
系
統
の
代
表
的
伝
本
↓
一
回
陵
部
本

(
A
〉
等

l
に
対
比
し
て
見
出
さ
れ
る
本
文
異
同

!
但
し
歌
序
排
列
は
後
述
i

の
大
略
で
あ
る
。

前
記
し
た
如
く
、
本
書
は
十
巻
本
系
統
は
も
と
よ
り
、

八
巻
本
系
統
本
に
比
し
て
も
未
載
録
歌
は
砂
な
か
ら
ず
、
詞
書
に
見
る
記
述
も

書
写
・
転
写
経
過
に
於
け
る
累
積
的
な
誤
脱
本
文
と
し
て
、
す
べ
て
対
処
す
べ
き
か
と
も
一
見
感
得
せ
ら
れ
る
。
事
実
、
叉
、
誤
写
・
誤

脱
本
文
と
認
め
ざ
る
を
得
な
い
箇
所
も
そ
の
一
半
を
占
め
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、

一
方
仔
細
に
検
す
れ
ば
、
記
述
の
疎
略
・
未
定

の
本
文
と
し
て
読
み
得
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
一
面
を
併
せ
持
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
課
題
は
、

い
ま
暫
く
措
く
が
、
と
も
か
く
本

書
は
契
沖
本
本
文
と
し
て
継
承
さ
れ
、
本
集
の
一
伝
本
系
類
を
な
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
従
来
、
こ
の
契
沖
書
写
本
は
、
管
見
す
る
と
こ
ろ
細
部
に
亘
る
検
討
を
経
る
こ
と
な
く
、
そ
の
転
写
本
た
る
大
野
広
域
本
を

以
て
代
表
し
、
契
沖
本
本
文
と
し
て
誤
認
さ
れ
て
来
た
の
で
あ
る
。
煩
雑
を
避
け
ず
に
、
そ
の
書
写
の
状
況
を
繁
博
掲
出
七
た
の
は
這
般

の
実
情
の
一
端
な
り
と
も
明
ら
か
に
す
る
所
以
で
も
あ
っ
た
。
契
沖
自
筆
本
が
砂
く
と
も
上
述
の
経
過
の
如
く
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
更
に

一
五
う
ま
で
も
な
く
、
本
書
は
単
一
伝
本
上
の
本
文
と
し
て
処
遇
す
る
こ
と
は
出
来
得
ず
し
て
、
複
数
本
に
拠
る
混
治
的
要
因
を
併
せ
持
つ

と
こ
ろ
の
構
成
本
文
で
あ
る
こ
と
が
判
明
す
る
の
で
あ
る
。
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こ
の
契
沖
書
写
本
を
転
写
し
た
の
が
、
三
手
文
庫
本
・
李
花
亭
文
庫
本
・
大
野
広
域
本
の
三
本
で
あ
る
。
そ
の
転
写
経
過
は
必
ず
し
も

明
ら
か
で
は
な
い
が
、

い
ず
れ
も
転
写
に
際
し
て
は
、
上
掲
一
覧

ωに
見
る
ご
と
く
、
本
書
の
朱
筆
補
・
訂
(
一
部
墨
筆
を
含
む
、
以
下
同
)

に
従
い
、

い
わ
ば
そ
の
混
成
本
文
を
契
沖
本
本
文
と
し
て
継
承
し
本
行
化
し
て
い
る
。
わ
ず
か
、
各
三
本
は
書
写
に
於
て
、
朱
補
・
訂
の

本
行
化
に
於
て
任
意
な
選
択
が
働
い
た
も
の
と
み
え
、

ω8・
H
・
ロ
・

2
・
幻

-
n
-
m
・
訂

-
M
・
伺
・

4
・
幻
等
の
例
に
み
る
如

く
、
両
三
本
聞
に
は
些
少
の
小
異
が
散
見
さ
れ
、
或
は
一
・
二
の
錯
誤
・
誤
脱
が
見
出
さ
れ
る
の
で
あ
る
が
、
転
写
本
文
と
し
て
は
当
然

予
期
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。
寧
ろ
、
こ
こ
に
論
ず
べ
き
は
、
こ
の
転
写
三
本
が
混
成
本
文
で
あ
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。
そ
の

他
伝
存
本
中
に
も
契
沖
本
に
拠
る
校
合
を
施
す
こ
と
ま
ま
偶
目
す
る
と
こ
ろ
が
あ
れ
ば
猶
更
に
留
意
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

こ
の
点
に
視
点
を
お
け
ば
、
契
沖
書
写
本
は

ω八
巻
本
本
文
、
制
巻
九
・
十
補
綴
本
、

の
両
本
か
ら
成
る
と
共
に
、

ω八
巻
本
も
叉
、

ω本
来
の
墨
筆
本
行
と
働
朱
筆
補
・
訂
の
傍
記
本
文
に
解
体
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
同
巻
九
・
十
は
別
筆
で
も
あ
り
、

ひ
と
ま
ず
措
く
と

し
て
、

ωω
の
墨
筆
本
文
は
或
る
一
本
の
伝
存
本
を
意
味
し
、
朱
筆
補
・
訂
本
文
と
は
別
す
る
必
要
が
生
ず
る
の
で
あ
る
。
市
し
て
、
こ

の
墨
書
本
文
は
、
上
表
ハ
円
の
欠
員
歌
・
欠
文
と

O
の
朱
筆
補
・
訂
の
部
分
を
欠
如
す
る
一
伝
本
の
存
在
を
想
定
せ
ざ
る
を
得
な
い
の
で
あ

る
。
本
書
に
は
奥
書
・
識
語
等
を
見
ぬ
の
で
如
何
な
る
伝
存
本
か
は
知
る
べ
く
も
な
い
が
、

い
ず
れ
に
せ
よ
現
存
諸
本
に
比
し
、
収
録
歌

員
の
砂
い
伝
本
l
た
と
え
欠
落
本
文
著
し
き
伝
本
と
し
て
も
ー
で
あ
る
こ
と
は
認
め
ざ
る
を
得
な
い
の
で
あ
る
。

現
存
伝
本
の
中
に
は
当
該
伝

本
を
全
く
見
出
す
こ
と
は
出
来
な
い
の
で
上
表
付
・

ωに
従
い
、
各
項
本
文
と
伝
存
諸
本
と
の
関
聯
を
以
下
に
概
括
す
る
こ
と
に
す
る
。

就
中
。
は
契
沖
本
の
特
徴
的
本
文
現
象
を
構
成
す
る
も
の
で
あ
る
の
で
、
伝
存
本
に
於
て
、
こ
の
特
徴
を
共
有
す
る
伝
本
を
類
別
す
る

と
a 

8
o
o
-
-
4
.
F
D
.
O
・
6
、

1
.
3
.
3
.
3
.
3
.
4
.
4
 
の
七
項

l
第
二
類
本
神
A
・志
A
本
間
欠
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b 

つ
山
・
門
i

、
の
二
項

i
同
神
A
・志
A

・
野
本
向
欠
、
叉
8
の
一
項
!
同
神
A

・志
A

・
野
本
同

C 

J
'
F
0
.
6
1
、

〈
‘

2

2

4

4

八
巻
本
系
、

但
シ
校
合
追
補
本
文
ヲ
除
ク
、

の
四
項

l
同
神
A

・志
A
-
忠
・
江
・
信
向
欠

l
以
上
第
二
類
、

以
下
諸
本
同
!
、
叉
、

9
・
ぉ
・

4
、
の
三
項
は
野
本
間
欠
、
神
B
・
岸
・
初
・
麗
本
同
欠

i
以
上
第
三
類
、
十
巻
本
系

i

d 

qa
円

i

ハョ、

つ
制
.
つ
d

.

つd

の
三
項

l
第
二
・
一
二
類
系
諸
本
同
欠

e 

辺
、
の
一
項
l
野
本
同
欠
、
第
三
類
本
系
同
欠
、

叉
第
二
類
本
系
神
A

・志
A
-
忠
・
江
・
信
本
は
歌
の
み
欠

以
上
、

a
j
e
が
契
沖
本
本
文
の
特
異
現
象
を
共
通
す
る
伝
存
諸
本
で
あ
る
。

カ三

一
方
、
上
記
の
如
き
類
本
を
共
有
せ
ざ
る
契
沖
書
写
本
本
文
と
し
て
は
、

ハU
1

A

つ“

q

ο

4

斗

A
F
h
d

戸

b

円

i

Q

v

ハU
1

1

4

A

門

i

只
U
Q
d
.
Q
d
.
h
b
.
只
U

・
っ
“
・
つ
、
U

1
・
3
・
4
・
5
・
6
・
1
.
1
.
1
.
1
.
I
t
-
-
1
.
1
J
i
.
2
.
2
.
2
・
2

.

2

.

2

3

3

3

4

4

4
'
5
.
7
 

A
せ

。

a
q
4
d
q

の
二
十
八
項
を
数
え
、
鎗
か
四
十
七
例
の
掲
出
文
中
の
過
半
を
占
め
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
著
し
い
本
文
異
向
は
す
べ
て
書
写

経
過
上
に
於
け
る
誤
脱
と
断
定
す
る
に
は
余
り
に
も
甚
だ
し
き
現
象
で
あ
り
、
書
写
上
の
過
誤
と
し
て
の
み
一
蹴
し
え
な
い
一
面
を
持
つ

の
で
あ
る
。

や
は
り
転
写
上
の
錯
脱
は
一
方
に
併
せ
持
ち
な
が
ら
に
一
系
統
本
の
嘗
っ
て
存
し
た
こ
と
を
も
暗
に
示
唆
す
る
も
の
で
は
な

か
ろ
う
か
。
と
ま
れ
、

八
巻
本
系
の
中
で
も
特
異
な
位
相
を
と
ど
め
て
い
る
の
で
あ
る
。

さ
て
、
叙
述
は
前
後
す
る
が
、
前
記
の
類
本
本
文
に
か
え
っ
て
み
る
と
、

一
見
し
て
明
瞭
で
あ
る
の
は
、
第
二
類
本
系
八
巻
本
と
本
文

を
同
じ
く
す
る
と
こ
ろ
も
叉
相
当
の
箇
処
に
及
ぶ
こ
と
で
あ
る
。
就
中
八
巻
本
系
中
、
神
宮
文
庫
本
(

A

)

・
志
呑
須
賀
本
(

A

)

と
は
、

e
項
の
一
箇
処
を
除
き
、
す
べ
て
共
通
す
る
の
で
あ
る
。
両
本
と
の
関
聯
は

ωの
み
に
か
ぎ
ら
ず
、
当
然
の
事
な
が
ら
ハ
円
に
於
て
も
顕
著

で
あ
り
、
両
本
と
は
本
文
系
統
上
に
於
て
伝
存
本
中
で
は
最
も
隣
接
す
る
位
置
に
お
か
れ
る
の
で
あ
る
。
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次
に
、
付
に
立
返
る
と
、
前
述
の
契
沖
書
写
本
に
見
る
朱
補
訂
・
校
勘
本
文
に
拠
り
転
写
さ
れ
た
三
手
文
庫
本
以
下
三
本
、
所
謂
契
沖

本
系
は
ハ
円
の
特
徴
を
の
み
持
つ
伝
本
と
し
て
変
成
し
、
元
来
の
契
沖
本
と
は
異
る
、
い
ず
れ
と
も
つ
か
ざ
る
混
態
本
文
と
し
て
一
系
統
を

な
す
こ
と
と
な
り
、

一
般
に
は
其
を
以
っ
て
契
沖
本
本
文
と
し
て
使
用
さ
れ
て
い
る
の
が
事
実
で
あ
る
。
更
に
厳
密
に
推
論
す
れ
ば
、
契

沖
が
朱
筆
補
・
訂
に
当
り
依
拠
し
た
伝
本
的
特
質
を
も
併
持
す
る
校
訂
本
に
と
再
構
成
を
経
た
一
系
統
本
が
生
じ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
伝

本
的
特
質
を
併
持
し
た
と
記
し
た
の
は
所
謂
契
沖
本
と
本
文
を
同
じ
く
す
る
伝
本
は
こ
の
期
以
前
に
存
し
な
い
か
ら
で
あ
る
。
と
も
か
く

も
付
は
契
沖
本
転
写
本
文
に
見
出
さ
れ
る
顕
著
な
特
徴
と
な
っ
て
い
る
。

前
例
に
従
い
付
各
項
に
於
け
る
共
通
伝
本
の
関
聯
を
誌
す
と

l
但
し
以
下
付
記
の
伝
本
中
に
は
、

4
・
5
の
左
注
の
ご
と
き
補
入
本
文

叉
校
合
追
補
本
文
を
所
見
す
る
も
の
も
散
見
す
る
が
、
原
本
文
と
区
別
し
、
こ
れ
を
除
く
|

a 

日
、
の
一
項
|
神
A
・志
A
本
同
欠

b 

ー
i

っ“

F
O

民
U

、

A
且

τ

・

R
U
・

噌

i

.
唱

i

.
噌

i

.
噌

-

の
六
項
!
第
二
・
三
類
本
系
諸
本
同
欠
、
但
し
築
本
日
・
ロ
は
欠
巻
部
に
て
不
明

C 

口
の
一
項
!
巻
九
・
十
両
巻
に
入
り
、
第
二
類
系
で
は
信
・
野
・
築
本
同
欠
、
十
巻
本
で
は
、
第
三
類
本
系
諸
本
同
欠
、
但
し
神
B

本
欠
巻
部
不
明
、
第
四
類
本
系
諸
本
間
欠
、
但
し
書
A
・
岡
本
存

d 

問
、
の
一
項
l
第
二
類
本
系
野
・
築
本
同
欠
、
第
三
類
本
系
草
本
同
欠

M
、
の
一
項
l
第
三
類
本
系
斯
類
本
同
欠
、
第
四
類
本
系
類
本
系
間
欠

e
 

で
あ
る
。

一
方
、
本
書
並
び
に
そ
の
伝
写
本
に
所
見
す
る
の
は
、

(異
)
1
・
2
・
3
・
6
・
7
・
8
・

9
-
m

の
八
項
と
同
様
に
そ
の
半
ば
に
お
よ
ぶ
の
で
あ
る
。
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概
ね
以
上
の
類
別
に
て
所
謂
転
写
契
沖
本
の
実
体
の
概
略
は
判
明
す
る
の
で
あ
る
。
意
図
的
校
訂
に
な
る
混
態
本
文
は
当
然
の
事
な
が
ら

現
存
伝
本
中
に
共
有
類
形
を
見
出
す
こ
と
砂
く
本
集
伝
本
と
し
て
の
意
義
は
慎
重
な
対
処
に
よ
る
の
を
ま
つ
の
ほ
か
は
な
い
の
で
あ
る
。

か
〈
混
態
本
文
で
は
あ
る
が
、
そ
の
成
立
は

ω契
沖
書
写
墨
筆
本
行
本
文
、
制
同
朱
補
訂
本
文
、
付
「
イ
」
本
等
校
訂
本
文
、

の
お
お

よ
そ
三
種
の
依
拠
本
に
よ
る
混
成
で
あ
り
、
概
括
す
れ
ば

ωの
基
底
の
欠
陥
l
十
巻
本
よ
り
見
る
!
の
補
正
を
試
み
た
こ
と
で
あ
り
、
結
果
的

に
は
補
訂
に
よ
り
対
校
本
の
持
つ
系
統
的
要
因
に
惹
か
れ
て
、
元
来
の
伝
来
的
意
味
を
稀
薄
な
も
の
と
し
、
対
校
本
的
傾
向
を
増
幅
す
る

こ
と
と
な
っ
た
と
で
も
云
う
ほ
か
は
な
い
。
上
記
の
類
別
に
よ
っ
て
も
共
通
本
文
十
箇
所
の
中
、

b
項
は
六
箇
所
、
過
半
を
占
め
、
従
つ

て
第
二
・
三
類
系
諸
本
と
は
、
そ
の
点
近
似
関
係
が
見
出
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
な
か
で
も
、

a
項
は
神
A
本
・
志
A
本
l
共
に
第
二
類
系
本
i

は
鏡
か
一
筒
処
に
す
、
ぎ
な
い
が
特
異
に
共
有
し
、
此
処
に
於
て
も
又
、
八
巻
本
第
二
類
本
系
の
な
か
で
は
神
A

・志
A
本
が
隣
接
す
る
関
係

に
あ
る
の
で
あ
る
。
勿
論
、
相
違
本
文
は
(
異
)li---
お
の
八
項
と
略
過
半
す
る
が
、
そ
れ
は
契
沖
書
写
の
墨
筆
の
独
自
基
底
本
文
と
見

れ
ば
、
朱
筆
補
訂
の
対
校
本
は
自
ら
系
統
上
に
於
て
は
八
巻
本
第
二
類
本
系
に
属
す
る
伝
存
一
本
で
あ
っ
た
ろ
う
と
想
定
す
る
こ
と
も
可

能
で
あ
る
。
他

c
・
d
-
e
の
両
三
項
は
共
に
第
二
類
本
系
に
欠
く
i
補
写
を
除
く
l
巻
九
・
十
の
巻
第
に
当
り
、
該
契
沖
書
写
本
も
叉
補

綴
部
分
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
両
巻
は
当
然
な
が
ら
別
し
て
対
処
す
べ
き
も
の
で
あ
ろ
う
。
が
、

い
ず
れ
穫
述
す
る
こ
と
と
な
ろ
う

が
、
十
巻
本
系
、
主
に
第
四
類
系
諸
本
中
の
異
同
に
帰
す
る
こ
と
で
あ
ろ
う
か
と
推
量
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

次
に
、
本
書
の
歌
序
排
列
に
就
き
、
そ
の
異
同
を
掲
出
す
る
l
但
し
、
前
掲
の
錯
織
部
分
と
朱
補
・
訂
部
分
を
除
く
l
。

付

夏
部

な
ら
の
寄
合
に
人
に
か
は
り
て
郭
公
を
よ
め
り
け
る

216 
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垣
根
郭
公
h
t酢
一
附
村
一
な
ん
引
け
れ
唱

ACWJ
217 

下
に
か
き
ね
に
は
も
す
の
は
や
に
へ
と
い
ふ
膏
あ
り
こ
ふ
に
有
へ
き
欺
(
朱
)

(
マ
マ
〉

時
鳥
初
音
は
空
に
と
ま
ら
ね
と
わ
か
ぬ
名
残
に
な
か
め
つ
る
か
な

一
・
大
本
向
、
李
本
朱
訂
ニ
拠
ル

亡今

同
部

け
る
夫
木
ハ
朱
)

股
下
に
て
ほ
と
t
A

き
す
の
寄
人
/
¥
よ
ま
せ
た
ま
ひ
け
る

な
き
夫
木
(
朱
〉

初
よ
り
身
の
初
よ
り
時
鳥
あ
か
で
も
世
と
を
過
し
つ
る
か
な

ほ
(
墨
〉

郭
公
こ
ゑ
待
つ
け
て
聞
と
や
人
に
わ
か
身
の
う
ら
や
ま
る
ら
む
223 

216 

但
し
、
山
歌
ハ

m
-
m詞
書
ノ
間
ニ
移
ス
ベ
キ
朱
訂
符
号
ア
リ

225 

は
(
朱
)

な
か
す
と
も
鳴
っ
と
い
は
ん
ほ
と
t
A

き
す
人
わ
ら
わ
れ
に
な
ら
し
と
思
へ
は

〉

、

ハ

マ

マ

〉

ほ
と
ふ
き
す
な
か
ぬ
な
け
き
の
森
に
き
て
い
と
ふ
も
こ
ゑ
を
ほ
し
め
つ
る
哉

し
と
み
山
風
は
お
ろ
せ
と
ほ
と
ふ
き
す
声
は
こ
も
ら
ぬ
物
に
そ
有
け
る

郭
公
ま
ち
し
わ
た
ら
は
八
橋
の
く
も
て
の
か
す
に
こ
ゑ
を
き
か
は
や

し
の
ひ
ね
に
夫
木
(
朱
)

ほ
の
め
か
す
う
き
た
の
森
の
時
鳥
お
も
ひ
し
つ
み
て
明
し
つ
る
か
な

か
き
ね
に
は
も
す
の
は
や
に
へ
た
て
斗
け
り
し
て
の
た
を
さ
に
忍
か
ね
つ
ふ

同

同
部

の
家
欺
(
朱
)

大
弐
長
実
白
河
O
に
て
郭
公
を
よ
め
り
け
る

続
古
雑
上
郭
公
を
(
朱
)

音
せ
ぬ
は
待
人
か
ら
か
ほ
と
ふ
き
す
誰
を
し
へ
け
ん
数
な
ら
ぬ
身
を

226 227 263 
229 

224 228 230 

三
・
李
・
大
本
同



な
ら
の
寄
合
に
人
に
か
は
り
て

ほ
と
ふ
き
す
な
く
う
れ
し
さ
を
つ
ふ
め
と
も
袖
に
は
声
も
と
ま
ら
さ
り
け
り

265 

左
京
の
大
夫
つ
ね
た
斗
の
八
条
に
て
よ
め
る

郭
公
戸
待
か
ね
て
タ
占
と
ふ
道
の
う
ら
に
も
こ
と
よ
き
も
の
を

い
ふ
夫
木
(
朱
)

塞
公
不
乏
と
い
へ
る
事
を

264 

れ
(
朱
)

今
こ
そ
は
二
む
ら
山
の
郭
公
こ
ゑ
お
り
は
へ
て
あ
や
に
な
く
な
り
加

ニ
・
李
・
大
本
向
、
但
大
本
ハ
類
本
ニ
テ
校
記
ア
リ

制

同
部

お
な
し
こ
ふ
ろ
を
制

さ

み

た

れ

は

軒

の

雫

も

つ

れ

/

¥

と

ふ

り

つ

む

も

の

は

日

か

す

な

り

け

り

(

墨

補

)

AHHυ 

-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
A
H
U
 

n
d
i
υ
 

さ
み
た
れ
は
河
そ
ひ
柳
み
か
く
れ
て
底
の
玉
も
と
な
り
に
け
る
か
な

-E'A nHHv 
n
d
J
U
 

さ
み
た
れ
を

301 

空
(
朱
)

ふ
り
初
し
日
を
か
そ
ふ
れ
は
み
つ
か
き
の
久
し
く
成
ぬ
五
月
雨
の
宮
制

ベ
キ
朱
詞
校
記
ア
リ
。
李
・
大
本
、
朱
訂
一
一
従
イ
湖
詞
書
・
同
歌
・
制
調
書
・
同
歌

-m歌
一
一
訂
ス
、
三
本
ハ
誤
リ
テ
、

但
シ
、
制
歌
墨
補
ノ
後
ヵ
、
制
歌
ヲ
制
詞
書
抑
歌
ノ
間
-
一
移
ス

詞
書
・
抑
歌
ト
ス

ず伺

釈
教

智
慧
光
仏

千

釈

教

(

朱

)

を

(

朱

〉

他
人
の
心
の
う
ち
そ
よ
そ
な
か
ら
し
る
や
さ
と
り
の
光
な
る
ら
ん

-
B
'
A
 nudv 

n
v
A
U
V
 

制
詞
書
・
同
歌

-m歌
・
制
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不
断
光
仏

ち
か
ひ
を
き
て
道
ひ
く
人
の
隙
な
さ
に
光
も
た
え
ぬ
も
の
に
そ
有
け
る

890 

三
・
李
・
大
本
同

約
恋
部
上

イ
ニ
ナ
シ
(
朱
)

人
の
も
と
に
ま
か
り
た
り
け
る
に
こ
よ
ひ
は
か
へ
り
お
と
申
侍
け
れ
は
よ
め
る

他
人
は
風
の
下
な
る
葛
な
れ
や
よ
な
/
¥
く
れ
と
か
へ
り
の
み
す
る

な
と
イ
(
朱
〉

あ
る
ま
し
き
こ
と
そ
と
い
へ
る
人
の
か
り
つ
か
は
し
け
る
附

ひ
(
墨
〉

お
も
へ
た
ふ
校
は
露
に
そ
ほ
ぬ
れ
て
立
や
す
ら
し
よ
は
の
気
色
を

nhnuv 

舟
臥
H
U

内
H
H
υ

-
E
E
&
 

に
イ
ハ
朱
〉
あ
イ
(
朱
)

人
を
尋
け
る
に
う
へ
に
と
い
は
せ
て
あ
ひ
侍
ら
さ
り
け
れ
は
よ
も
す
か
ら
立
明
し
て
か
へ
り
O
け
れ
は
か
れ
よ
り

を

(

朱

〉

た

り

イ

(

朱

)

い
と
お
し
う
い
か
ふ
お
ほ
え
じ
と
い
ひ
遣
し
侍
け
れ
は
つ
か
は
し
け
る
附

は
る
か
な
る
雲
ゐ
を
わ
た
る
腐
か
ね
も
終
に
は
ひ
ま
に
お
る
と
こ
そ
き
け
附
但
シ
、
右
調
書
上
欄
-
一
、
附
詞
書
ニ
ハ
「
イ
に
此
前
書

附
詞
書
ニ
ハ
「
イ
に
此
前
書
前
に
有
」
ト
朱
校
註
記
ア
リ
。
三
・
李
・
大
本
同

次
に
有
」
、

以
上
の
六
ケ
処
が
見
出
さ
れ
る
。
前
例
に
倣
っ
て
同
一
排
列
の
伝
存
本
を
挙
げ
る
と

ωは
第
二
類
本
系
諸
本
同
l

但
シ
野
本
不
同
|
、
第
三
類
本
系
諸
本
同
l
但
シ
神
B
本
欠
巻
部
不
明
|

侍
は
第
二
類
本
系
諸
本
向
、
第
三
類
系
諸
本
同
|
但
シ
神
B
本
欠
巻
部
不
明
i

伺
は
叉
第
二
類
本
系
諸
本
同

l
但
シ
築
本
欠
巻
部
不
明
|
、
第
三
類
本
系
諸
本
問
、
第
四
類
本
系
諸
本
同
l
但
し
書
A

・
阿
・
宗
・
永
本
不
同
l

で
あ
る
。

従
っ
て
、
本
書
独
自
の
排
列
は
付
・
制
・
併
の
三
例
と
な
る
。
そ
し
て
三
例
共
に
誤
脱
歌
乃
至
は
錯
誤
に
よ
り
惹
起
さ
れ
た
恐
ら
く
伝

-29ー



写
上
の
誤
謬
で
あ
ろ
う
か
と
推
定
さ
れ
る
。
即
ち
ハ
円
は
山
歌
「
数
な
ら
ぬ
わ
れ
と
は
な
し
に
云
こ
の
誤
脱
と
想
定
さ
れ
、

帥
は
細
書
墨

補
の
測
歌
「
さ
み
た
れ
は
軒
の
雫
も
云
亡
の
脱
落
に
よ
る
制
詞
書
の
錯
叙
と
推
測
さ
れ
る
o

但
し
、
仰
に
関
し
て
は
猶
一
抹
の
懸
念
も

残
り
、
祖
本
l
草
稿
本
の
如
き
ー
の
原
型
と
し
て
か
か
る
本
文
形
態
も
湖
り
措
定
す
る
こ
と
は
不
可
能
で
は
な
い
。
約
の
例
は
更
に
付
言
す

る
ま
で
も
な
く
、

M
-
m
の
両
首
は
詞
書
と
歌
は
呼
応
せ
ず
本
書
の
錯
乱
せ
る
本
文
の
一
端
を
呈
示
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

本
書
の
歌
順
異
同
は
右
の
錯
・
脱
・
叙
の
三
例
を
除
け
ば
、

い
ず
れ
も

1
0
・
同
・
伺
l
伝
存
本
中
で
は
第
二
・
一
二
類
本
系
諸
本
に
属

し
、
第
四
類
本
系
に
て
は
繰
か
伺
の
排
列
を
見
出
す
に
と
ど
ま
り
、
本
書
併
び
に
八
巻
本
第
二
類
本
系
を
軸
に
第
三
類
本
系
十
巻
本
に
と

展
じ
た
如
き
印
象
を
受
け
る
と
共
に
、
本
集
は
歌
序
排
列
に
於
け
る
か
ぎ
り
で
は
基
本
的
変
遷
は
砂
い
も
の
で
あ
る
。
第
四
類
本
系
十
巻

本
へ
の
展
開
は
何
れ
当
該
系
統
に
て
触
れ
る
こ
と
と
な
ろ
う
が
、
本
書
、
又
第
二
・
三
類
本
系
統
の
排
列
の
是
正
と
い
う
形
で
移
行
し
て

い
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
推
測
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
本
集
に
於
け
る
歌
序
の
異
同
は
原
形
的
な
点
で
は
然
し
た
る
変
遷

を
見
ず
し
て
本
書
の
如
き
錯
・
脱
・
叙
に
よ
る
伝
写
上
の
問
題
に
帰
せ
ら
る
べ
き
処
が
多
い
の
は
い
な
ま
れ
な
い
の
で
あ
る
。
又
、
あ
ら

た
め
付
言
す
る
ま
で
も
な
く
本
書
の
転
写
本
た
る
三
本
は
僅
か
叉
転
写
の
錯
誤
を
一
部
見
出
す
が
、
本
書
の
排
列
を
そ
の
ま
ま
に
継
承
す

る
も
の
で
あ
る
。

以
上
、
本
書
併
び
に
そ
の
転
写
三
本
に
見
出
さ
れ
る
本
文
・
排
列
に
於
け
る
顕
著
な
異
同
の
大
略
で
あ
る
。
前
記
の
排
列
に
み
る
異
同

の
半
ば
は
略
誤
脱
と
錯
叙
に
よ
る
も
の
と
判
断
さ
れ
、
こ
の
点
で
も
契
沖
書
写
の
依
拠
本
は
甚
だ
誤
謬
多
き
伝
存
本
で
あ
っ
た
ろ
う
こ
と

は
想
像
す
る
に
か
た
く
な
い
が
、
競
っ
て
本
文
の
異
同
を
再
び
顧
み
る
時
、
あ
の
彩
多
に
及
ぶ
異
同
は
す
べ
て
此
を
そ
の
依
拠
本
の
誤
脱

と
認
定
し
て
措
捨
す
べ
き
か
否
や
は
、
こ
の
排
列
の
事
柄
同
様
に
対
処
し
え
な
い
か
に
も
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
契
沖
の
書
写
本
文
過
程

nu 



と
し
て
、
仮
に
第
一
次
墨
筆
本
文
、
第
二
次
朱
補
訂
・
第
三
次
朱
校
、
と
三
次
の
補
訂
・
校
の
経
過
を
想
定
す
る
と
す
れ
ば
、
砂
く
と
も

三
本
の
別
伝
本
を
披
閲
し
補
訂
・
校
合
を
繰
返
し
た
こ
と
と
な
ろ
う
。
第
一
次
書
写
本
文
が
、
前
掲
異
同
一
覧

ωに
見
る
ご
と
き
欠
落
本

文
を
持
つ
伝
存
本
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
第
二
次
補
訂
本
文
を
具
備
す
る
依
拠
本
に
何
故
そ
の
ま
ま
書
写
を
改
め
る
こ
と
な
く
朱
補
訂
の
徒

労
を
敢
て
試
み
た
か
と
い
う
疑
問
が
呈
せ
ら
れ
る
の
が
自
然
で
あ
ろ
う
。
こ
の
疑
点
に
逢
着
す
る
時
、
ひ
と
つ
の
臆
測
と
し
て
、
第
一
次

墨
筆
本
文
の
持
つ
伝
存
本
文
と
し
て
の
意
義
、
認
識
に
立
脚
し
た
上
で
の
事
で
は
な
か
ろ
う
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
あ
る
い
は
さ
ら
に

臆
測
を
重
ね
れ
ば
、
契
沖
書
写
の
依
拠
本
に
は
既
に
前
記
第
二
次
朱
補
訂
本
文
が
校
記
さ
れ
て
お
り
、
契
沖
は
寧
ろ
両
筆
本
文
の
伝
存
的

意
義
を
認
知
の
上
に
意
図
的
に
弁
別
書
写
し
、
そ
の
伝
本
の
持
つ
本
来
の
系
統
を
重
視
す
る
と
こ
ろ
に
文
献
的
方
法
論
の
一
端
を
掛
酌
し

た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
架
上
架
を
重
ね
る
の
難
を
ま
ぬ
が
れ
ぬ
も
、
か
か
る
本
文
処
理
の
方
法
が
、
第
三
次
の
校
合
!
大
野
本
識
語
古

本
の
如
き
l
に
於
て
も
、
依
拠
本
本
文
の
持
つ
特
質
を
消
失
す
る
こ
と
の
な
い
、
い
わ
ば
校
訂
的
な
校
勘
に
と
ど
め
た
の
で
は
な
か
ろ
う

か
、
と
。
叉
、
他
集
に
よ
る
比
校
も
同
様
な
所
謂
本
文
校
訂
を
期
す
る
と
こ
ろ
に
存
し
た
、
と
臆
測
は
馳
せ
る
の
で
あ
る
。

か
か
る
仮
定
が
伝
本
系
統
の
処
理
上
に
於
て
全
く
論
理
の
許
容
を
逸
脱
す
る
も
の
で
あ
る
か
否
か
は
猶
細
部
の
検
証
を
必
要
と
す
る
こ

と
で
あ
る
の
は
云
う
ま
で
も
な
か
ろ
う
。
そ
こ
で
、
ひ
と
つ
の
試
み
と
し
て
は
、
伝
存
本
系
統
論
と
し
て
、
本
書
本
文
異
同
表
付
・

ωに

わ
た
り
、
そ
れ
ら
が
、
す
べ
て
転
写
上
に
於
け
る
偶
発
的
な
誤
脱
本
文
で
あ
る
か
否
か
の
詳
密
な
検
討
の
上
に
、
そ
の
確
実
な
誤
脱
本

文
、
錯
誤
書
写
本
文
、
誤
脱
存
疑
本
文
、

の
ご
と
き
条
項
の
許
に
、
そ
の
ひ
と
つ
ひ
と
つ
を
検
証
す
る
こ
と
か
ら
着
手
す
べ
き
か
と
の
素

朴
な
発
想
か
ら
煩
雑
に
わ
た
る
論
証
を
試
み
た
が
、
結
果
と
し
て
は
、
本
書
が
諸
伝
本
の
中
に
あ
っ
て
類
形
を
見
ぬ
孤
立
的
位
相
か
ら
、

そ
の
祖
系
を
淵
源
す
る
こ
と
は
も
と
よ
り
至
難
の
わ
ざ
で
あ
り
、
仮
説
の
累
積
的
推
論
た
る
を
ま
ぬ
が
れ
な
く
、
当
解
題
の
本
旨
を
逸
脱

す
る
こ
と
を
思
い
削
除
す
る
こ
と
と
し
た
。
が
、

一
言
付
言
す
れ
ば
、
現
存
伝
本
の
系
統
か
ら
概
観
す
れ
ば
、
不
完
備
な
が
ら
も
八
巻
本

- 31-



系
統
が
、
本
集
の
古
本
伝
本
の
一
群
を
構
成
し
、
本
書
も
叉
そ
の
系
類
一
異
本
と
し
て
原
撰
的
な
素
因
を
其
処
に
湖
及
す
る
枢
要
な
る
対

象
た
る
こ
と
は
言
を
侯
た
な
い
も
の
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

L
j
寸巳

LT-一一員
本
書
と
そ
の
転
写
三
本
の
詞
書
の
中
に
頻
出
す
る
本
書
特
有
の
表
現
と
し
て
留
意
さ
れ
る
の
は
、
そ
の
結
尾
の
、
「
よ
み
侍
り
け
る
」
、

「
よ
め
り
け
る
」
の
用
例
で
あ
る
。
そ
の
こ
と
は
、
夙
に
関
根
慶
子
氏
l
前
掲
書
ー
に
よ
り
、

こ
の
本
(
大
野
本
)
の
本
文
の
特
色
で
あ
る
所
の
詞
書
に
連
発
す
る
「
よ
め
り
け
る
」
「
よ
み
侍
り
け
る
」
の
口
調
は
、
九
巻
以
下
に

到
る
と
ば
っ
た
り
絶
え
て
他
本
に
現
れ
る
以
上
に
は
決
し
て
用
ひ
て
ゐ
な
い
。

と
、
注
意
を
喚
起
さ
れ
た
。
も
と
よ
り
、
こ
の
両
用
例
は
本
書
l
契
沖
自
筆
本
に
そ
の
源
を
発
す
る
の
で
あ
る
が
、
伝
存
諸
本
と
の
関

聯
よ
り
す
れ
ば
、
契
沖
本
系
諸
本
と
は
そ
の
頻
度
数
を
共
有
す
る
も
の
は
全
く
存
せ
ず
、
就
中
、
「
よ
め
り
け
る
」
の
結
び
に
い
た
っ
て

は
、
第
二
類
本
系
神
宮
文
庫
A
本
と
志
香
須
賀
文
庫
A
本
に
織
か
に
一
例
を
所
見
す
る
に
す
ぎ
な
い
。
た
だ
初
雁
文
庫
本
朱
校
叉
静
嘉
堂

文
庫
蔵
間
宮
永
好
書
写
校
合
本
の
中
に
、

ム
符
を
付
す
一
本
校
合
本
文
の
傍
記
中
に
散
見
し
、
多
と
共
通
す
る
に
と
ど
ま
る
。

こ
の
結
び
の
辞
句
は
、
そ
の
観
点
よ
り
す
れ
ば
、
契
沖
本
系
独
自
の
用
語
例
と
し
て
他
本
と
を
類
別
す
る
一
視
点
と
も
な
る
の
で
あ

る
。
こ
の
特
異
用
例
を
示
す
契
沖
本
系
本
文
の
経
由
は
記
じ
た
ご
と
く
未
詳
で
は
あ
る
が
、
両
用
例
を
本
書
の
中
に
拾
援
し
、
本
集
伝
本

系
統
を
授
る
一
助
に
と
、
煩
述
を
さ
け
て
備
考
欄
に
補
述
す
る
こ
と
と
し
た
。

備
考

付
記
し
た
契
沖
本
系
に
看
る
「
よ
み
侍
り
け
る
」
、
「
よ
め
り
け
る
」
の
両
用
例
に
就
き
以
下
粗
述
す
る
こ
と
に
す
る
。
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ま
ず
、
本
書
に
所
見
す
る
文
末
の
「
侍
り
け
る
」
の
用
例
よ
り
検
討
す
る
こ
と
に
す
る
が
、
も
と
よ
り
語
法
上
の
本
質
的
意
義
の
分
析

と
は
か
か
わ
り
な
く
、
本
書
の
示
す
諸
例
を
援
集
し
て
、
そ
の
特
異
性
を
具
に
提
示
す
れ
ば
事
足
り
る
の
で
あ
る
。

従
っ
て
、
そ
れ
は
極
く
素
朴
に
、
敬
語
と
し
て
の
動
詞
又
助
動
詞
と
し
て
用
い
ら
れ
る
、

ω謙
譲
語
、

ω丁
寧
語
と
に
大
枠
を
設
け
分

註
ニ

類
し
別
載
付
註
す
る
こ
と
に
し
た
。
そ
の
類
別
方
法
は
別
註
に
前
書
き
し
た
が
、
そ
の
掲
示
に
当
つ
て
は
、
本
書
独
自
の
用
例
を
一
と

し
丸
本
書
を
含
む
諸
本
共
通
の
そ
れ
を
二
と
し
て
参
考
ま
で
に
補
記
し
、
そ
れ
ぞ
れ
、

一

11ω
・

ω、
ωiω
・

ω、
と
別
掲
す
る
こ
と

に
し
た
。

倍
、
本
書
の
み
に
所
見
す
る
一
ー
ー

ω
「
侍
り
け
る
」
の
用
例
は
百
八
例
に
お
よ
ぶ
。
そ
の
な
か
の
過
半
八
十
二
例
は
、

「
よ
み
侍
り
け

る
」
と
結
ぶ
表
記
を
示
す
も
の
で
あ
る
。
即
ち
、
別
註
表
に
看
る
、

395 4 

406 10 

409 17 

410 28 

432 34 

435 37 

439 41 

450 47 

453 56 

464、65

478 6G 

479 88 

486 105 

493 140 

508 152 

511 160 

517 171 

521 177 

540 185 

545 192 

552 193 

571 248 

584 293 
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等
で
あ
る
。
こ
れ
ら
諸
例
は
巻
一
よ
り
巻
八
迄
の
所
謂
契
沖
自
筆
本
文
部
分
に
所
見
さ
れ
、
以
下
巻
九
・
十
の
別
筆
書
写
部
分
に
は
一
例

も
見
出
さ
れ
な
い
の
で
あ
る
。
ま
ず
、
そ
の
点
に
も
契
沖
書
写
の
依
拠
本
と
は
本
来
系
統
を
異
に
す
る
伝
本
で
あ
っ
た
こ
と
が
確
認
さ
れ

る
の
で
あ
る
。
と
同
時
に
、
こ
の
当
該
表
記
が
、
諸
本
に
於
て
は
過
半
が
本
集
一
般
の
表
記
、
「
よ
め
る
」
に
統
一
さ
れ
て
い
る
こ
と
は

注
目
に
価
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
何
故
に
本
書
の
み
に
於
て
か
く
も
多
数
箇
処
に
わ
た
り
不
統
一
の
叙
述
を
と
る
に
い
た
っ
た
か
は
個
と

句
用
例
の
検
討
を
必
要
と
す
る
こ
と
は
当
然
の
事
な
が
ら
、
そ
の
不
統
一
な
表
現
に
は
転
写
の
経
過
に
於
け
る
筆
写
者
の
意
図
的
改
鼠
叉



は
偶
発
的
な
錯
誤
に
よ
っ
て
惹
起
し
た
も
の
と
し
て
の
み
処
理
し
得
る
も
の
と
は
思
わ
れ
な
い
の
で
あ
る
。

俊
頼
の
撰
に
な
る
「
金
葉
和
歌
集
」
を
例
に
と
り
一
瞥
す
る
に
i

も
と
よ
り
自
撰
歌
集
と
勅
撰
歌
集
と
は
自
ら
相
違
し
弁
別
さ
れ
る
べ
き
性
格
の

註ゴ一

も
の
で
は
あ
る
が
!
此
「
よ
み
侍
り
け
り
」
の
表
記
は
初
奏
本
に
は
三
例
を
見
出
す
に
す
ぎ
ず
、
叉
所
謂
続
群
書
類
従
初
度
本
系
橋
本
公
夏

註

四

註

五

本
で
は
僅
か
に
二
例
、
二
度
本
の
中
で
は
流
布
本
l
正
保
版

l
に
六
例
を
所
見
す
る
が
精
撰
本
系
に
於
て
は
略
「
よ
め
る
」
に
統
一
さ
れ
て

ゆ
く
傾
向
に
あ
る
。
因
み
に
伝
為
明
本
に
於
て
は
巻
首
修
理
大
夫
顕
季
歌
と
制
長
実
卿
母
歌
の
詞
書
に
二
例
を
看
る
の
み
で
あ
る
。
一
ニ
奏

註

六

註

七

本
に
於
て
も
六
例
を
所
見
す
る
に
す
、
ぎ
ず
、
こ
の
表
記
に
関
す
る
か
、
ぎ
り
、
い
わ
ば
統
一
的
方
針
は
明
確
で
あ
る
。
し
か
る
に
、
そ
の
後

を
追
う
て
の
本
集
に
、
本
書
の
如
き
不
統
一
な
表
記
が
繰
返
し
散
在
す
る
の
は
如
何
な
る
理
由
か
と
素
朴
な
疑
問
が
呈
せ
ら
れ
る
の
で
あ

る
。
し
か
も
、
そ
れ
が
転
写
者
に
よ
る
改
窓
と
ば
か
り
と
も
想
定
さ
れ
な
い
と
す
れ
ば
猶
更
で
あ
る
。
安
易
な
仮
定
に
す
ぎ
ぬ
か
も
し
れ

ぬ
が
、
留
守
ろ
自
撰
歌
集
た
る
が
故
に
か
か
る
不
統
一
な
る
表
記
を
惹
起
し
た
と
も
逆
説
的
に
臆
測
す
る
こ
と
は
出
来
え
な
い
だ
ろ
う
か
。

そ
し
て
、
そ
れ
は
漸
次
修
正
さ
れ
統
一
化
さ
れ
て
ゆ
く
前
過
程
と
し
て
、

八
巻
本
た
る
本
書
の
な
か
に
、

そ
の
名
残
を
あ
る
い
は
暗
示
す

る
も
の
で
は
な
い
か
と
臆
測
す
る
の
で
あ
る
。

叉
、
一
方
、
二

!ω
に
就
い
て
補
述
す
る
と
、
そ
の
主
体
を
な
す
も
の
は
、
動
詞
「
あ
り
」
の
意
を
陳
述
す
る
敬
語
と
し
て
の
「
侍

り
」
、
即
ち
、

伊
勢
(
又
ハ
田
上
・
み
ぶ
・
は
か
た
ナ
ド
〉
に
侍
り
け
る
比
(
叉
ハ
時
ナ
ド
)
:
:
:

に
代
表
さ
れ
る
叙
述
で
あ
り
、
諸
本
共
通
す
る
掲
出
用
例
三
十
一
乃
至
三
例
中
l
但
し
巻
一

1
八
迄
ー
に
、

18 

19 

34 

221 

381 

530 

543 

580 

602 

624 

695 

705 

718 

764 

779 

867 

と
、
過
半
の
十
七
例
を
占
め
て
い
る
の
で
あ
る
。
他
例
に
於
て
も
、

か
か
る
主
体
的
事
実
の
表
現
に
於
て
は
略
統
一
が
は
か
ら
れ
て
い
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る
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
寧
ろ
慣
用
化
さ
れ
、
雅
語
化
さ
れ
た
当
代
一
般
の
表
現
と
し
て
想
定
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
り
、
前
者
と
は
別

し
て
対
処
す
べ
き
叙
述
と
し
て
受
け
と
ら
れ
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
巻
九
・
十
雑
部
に
於
て
も
、

等
の
ご
と
く
雑
部
に
至
れ
ば
更
に
頻
出
し
、
慣
用
的
叙
述
と
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
雑
部
両
巻
に
於
て
は
、
他
例
に
あ
っ
て
も
、
こ

の
「
侍
り
け
る
」
の
使
用
例
に
於
て
は
諸
本
と
の
異
同
は
皆
無
に
近
く
、
こ
の
点
に
か
ぎ
っ
て
観
れ
ば
自
撰
の
当
初
よ
り
一
貫
し
統
一
的

叙
述
が
な
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
り
、
以
後
も
又
改
訂
の
ご
と
き
経
過
が
な
か
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
本
書
の
ご
と
き
八
巻
本
と
十
巻

本
系
と
は
其
処
に
も
自
ら
系
類
を
異
に
す
る
根
元
的
な
素
因
の
ご
と
き
を
規
視
す
る
の
で
あ
る
。

一
ilω
、
本
書
の
み
に
所
見
す
る
丁
寧
語
の
「
侍
り
」
と
、
二

l
ω
、
本
書
を
含
む
諸
本
共
通
し
所
見
す
る
「
侍
り
」
に
つ
い

て
み
る
と
、
前
者
は
凡
そ
三
十
二
例
l
巻
一
よ
り
巻
八
迄
の
契
沖
書
写
部
l
、
後
者
は
l
同
じ
く
巻
八
迄
l
二
十
三
例
が
見
出
さ
れ
る
。

次
に
、

し
台、

一

liω
・
二
ー

ωに
み
ら
れ
る
ご
と
く
其
処
に
は
顕
著
な
特
色
な
り
統
一
的
意
図
は
な
く
し
て
、
そ
の
増
減
は
精
と
怒
意
的
な
印
象

が
あ
る
。
勿
論
、
分
析
検
討
の
結
果
を
侯
つ
べ
き
で
あ
る
が
、
い
さ
さ
か
煩
雑
と
な
る
の
で
、
そ
の
推
測
を
の
み
記
す
と
、
こ
の
丁
寧
語

しと
し
て
の
表
現
は
、
本
書
を
起
点
と
し
て
想
定
す
れ
ば
、
そ
れ
は
次
第
に
耐
省
し
て
ゆ
こ
う
と
す
る
意
図
が
窺
わ
れ
、
本
書
か
ら
諸
本
に

い
た
れ
ば
過
半
を
消
去
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
そ
し
て
、
そ
れ
は
後
の
転
写
者
の
敢
て
改
質
す
べ
き
こ
と
が
ら
と
も
一
方
に
想
起
さ
れ

ぬ
と
す
る
と
、
こ
れ
も
叉
、
自
撰
の
、
そ
の
途
次
に
於
け
る
経
過
で
は
な
か
っ
た
か
と
い
う
仮
定
の
可
能
性
も
生
じ
て
く
る
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
記
し
た
如
く
、
そ
の
増
減
に
於
け
る
統
一
的
意
図
は
精
ど
稀
薄
で
あ
る
が
た
め
に
明
確
に
把
握
し
え
な
い
が
、
砂
く
と
も
敬
語

的
表
現
を
簡
素
化
し
、
簡
潔
な
文
体
へ
の
流
れ
の
ご
と
き
が
、
そ
こ
に
感
蝕
さ
れ
て
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。

も
う
ひ
と
つ
本
書
併
び
に
そ
の
転
写
本
特
有
な
表
現
と
し
て
「
よ
め
り
け
り
」
と
結
ぶ
叙
述
が
あ
る
。

一
・
二
例
を
挙
げ
る
と
、
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2

「
立
春
の
日
よ
め
り
け
る
」
・

5
「
:
:
:
十
首
の
寄
よ
み
侍
け
る
に
震
の
心
を
よ
め
り
け
る
」
・
叩
「
そ
の
は
す
に
は
戒
を
た
も
ち
た
る
人

な
ん
生
す
る
と
い
へ
る
こ
と
を
よ
め
り
け
る
」
等
で
あ
る
。
他
の
諸
本
に
は
神
宮
文
庫
A
本
・
士
山
香
須
賀
文
庫
A
本
に
問
「
過
事
を
く
や

(神
A
・志
A
本
)
と
見
え
本
書
と
一
致
す
る
縁
か
一
例
が
存
す
る
に
す
ぎ
な
い
。
本
書
に
於
て
は

註
入

甚
だ
し
く
多
用
さ
れ
、
別
註
の
歌
番
号
笛
処
に
凡
そ
一
七
三
例
に
も
及
ぶ
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
の
所
見
巻
数
は
巻
一

i
巻
八
の
契
沖

し
ふ
と
い
へ
る
こ
と
を
よ
め
り
け
る
」

書
写
本
文
部
分
に
か
ぎ
ら
れ
て
、
別
筆
書
写
の
巻
九
・
十
両
巻
に
は
一
例
も
所
見
さ
れ
な
い
の
で
あ
る
。
此
処
に
も
両
者
の
別
系
統
本
た

る
を
証
す
る
。
叉
、
付
言
す
る
と
、
前
例
の
朱
補
部
分
に
も
皆
無
で
あ
る
。
と
も
か
く
も
本
用
例
は
本
書
独
自
の
本
文
で
あ
り
、
諸
本
す

べ
て
が
主
に
「
よ
め
る
」
と
表
記
し
て
い
る
点
に
注
目
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
の
意
味
上
か
ら
は
、

お
お
よ
そ
は
詠
嘆
を
伴
っ
た
完
了
叉

は
回
想
と
解
さ
れ
情
感
を
込
め
た
思
い
入
れ
の
表
現
で
あ
ろ
う
。
私
家
集
な
ら
で
は
の
言
回
し
で
も
あ
ろ
う
か
と
思
い
、
手
許
の
「
私
家

集
大
成
中
古
二
」
を
一
瞥
L
た
に
す
ぎ
な
い
が
!
大
納
言
公
任
集
以
下
本
集
に
近
き
当
代
家
集
待
賢
門
院
堀
河
集
ま
で
の
六
十
六
点
ほ

ど
l

意
外
に
、
そ
の
用
例
は
次
の
両
集
を
除
き
皆
無
に
近
い
の
で
あ
る
。
そ
の
一
集
は
「
為
忠
集
」
で
本
用
例
は
二
十
三
例
に
及
び
、
そ

の
頻
出
度
は
本
書
に
次
ぐ
も
の
で
あ
る
。
結
び
の
叙
述
は
本
例
と
「
よ
み
侍
り
け
る
」
と
に
二
分
さ
れ
た
感
が
つ
よ
く
寧
ろ
一
般
の
「
よ

め
る
」
の
表
記
が
極
め
て
砂
い
の
が
特
徴
と
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、

註
九

か
げ
、
そ
の
内
容
上
の
み
な
ら
ず
、
更
に
は
為
忠
仮
託
説
等
も
存
し
て
、
同
時
代
の
作
品
と
し
て
対
処
し
が
た
く
も
あ
る
の
で
付
言
す
る

こ
の
「
為
忠
集
」
に
は
言
わ
れ
る
如
く
諸
と
の
問
題
を
か

に
と
ど
め
た
い
。
他
の
一
集
と
い
っ
て
も
「
能
因
集

E
」

(
書
陵
部
蔵
回
目
品
IB--86
に
わ
ず
か
一
例
、

問
「
為
善
朝
臣
:
:
:
し
な
の
t
A

み
さ

か
を
み
や
り
て
よ
め
り
け
る
」
を
散
見
す
る
の
み
で
あ
り
、

従
っ
て
此
期
の
私
家
集
に
は
l

猶
各
諸
本
の
精
査
を
侯
つ
の
ほ
か
は
な
い
が
i

本

書
を
除
く
と
此
事
例
の
使
用
は
極
め
て
稀
な
事
で
あ
っ
た
か
と
大
凡
は
想
像
し
て
よ
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

叉
、
勅
撰
集
に
於
て
は
、
当
の
「
金
葉
集
」
に
は
初
奏
本
以
下
三
奏
本
に
到
る
ま
で
本
用
例
は
諸
本
す
べ
て
皆
無
で
あ
る
。
前
後
の
集
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に
も
「
拾
遺
抄
」
・
「
後
拾
遺
集
」
・
「
詞
花
集
」
等
l
共
に
校
本
な
く
諸
本
の
如
何
は
未
詳
で
あ
る
が
ー
に
も
刊
行
諸
本
に
於
て
は
所
見
す
る
と

こ
ろ
で
は
な
い
。

し
か
し
、
こ
の
用
例
は
既
に
わ
ず
か
で
は
あ
る
が
「
古
今
集
」
中
に
も
見
出
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
も
机
辺
の
「
古
今
集
校
本
」
!
西

下
経
一
・
滝
沢
貞
夫
編
l
の
諸
本
を
目
安
と
し
て
一
覧
す
る
に
す
ぎ
な
い
が
、
該
書
の
底
本
梅
沢
彦
太
郎
所
蔵
本
に
は
、
秋
歌
下
訓
興
風
歌

に
「
:
:
:
そ
の
お
な
し
心
を
よ
め
り
け
る
」
、
恋
歌
下
加
業
平
歌
に
「
:
:
:
か
の
女
に
か
は
り
て
よ
め
り
け
る
」
の
二
例
が
所
見
さ
れ
、

「
よ
め
る
」
と
表
記
す
る
の
は
、
前
者
は
筋
切
・
元
永
本
・
雅
経
筆
本
・
六
条
家
本
・
前
田
家
本
(
保
元
二
年
清
輔
本
)

-
穂
久
週
文
庫
本

(
保
元
二
年
清
輔
本
)

-
建
久
二
年
俊
成
本
・
静
嘉
堂
文
庫
蔵
為
相
本
・
高
野
切
・
私
稿
本
・
雅
俗
山
荘
本
、
後
者
は
六
条
家
本
・
前
田
家

本
(
同
清
輔
本
)

-
寂
恵
使
用
俊
成
本
・
建
久
二
年
本
・
志
香
須
賀
本
・
毘
沙
門
堂
註
本
、
と
記
さ
れ
て
い
る
の
で
他
比
校
諸
本
は
「
よ

め
り
け
る
」
の
表
記
で
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
他
例
で
は
雅
俗
山
荘
本
側
近
院
右
大
臣
歌
・
側
三
条
町
歌
の
二
例
、
高
野
切
に
山
貫
之
歌

み

-m小
野
小
町
歌
の
二
例
、
前
田
家
本
ハ
同
清
輔
本
)
に

m紀
利
貞
歌
の
一
例
と
附
藤
原
兼
輔
歌
に
「
よ
め
り
け
る
」
の
見
消
を
一
例
、

・
毘
沙
門
堂
註
本
・
家
長
本
〈
永
治
二
年
清
輔
本
)

等
を
見
出
す
ほ
か
に
、

前
記
の
附
歌
に
は
穂
久
週
文
庫
本
(
保
元
二
年
清
輔
本
〉

-
伝
寂

蓮
本
に
、
制
歌
に
は
元
永
本
・
今
城
切
・
伝
後
鳥
羽
天
皇
震
筆
本
に
、

mm
歌
に
は
書
陵
部
蔵
永
暦
二
年
俊
成
本
・
建
久
二
年
俊
成
本
・
道

家
本
(
刊
本
)

-
本
阿
弥
切
・
真
田
本
に
同
じ
く
「
よ
め
り
け
る
」

と
あ
る
由
で
あ
れ
ば
砂
い
用
例
な
が
ら
も
古
紗
伝
本
中
に
散
点
し
、

勅
撰
集
に
於
て
も
単
に
伝
本
上
の
偶
発
的
な
特
異
現
象
と
し
て
の
み
存
続
し
た
も
の
で
は
な
い
と
一
応
は
想
定
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

狭
少
な
視
点
か
ら
推
測
す
る
の
は
如
何
か
と
思
わ
れ
る
が
、
勅
撰
集
・
私
家
集
か
ら
概
見
す
る
と
、
本
集
の
時
代
近
き
頃
に
於
て
は
、

詞
書
の
結
び
に
、
こ
の
「
よ
め
り
け
る
」
の
表
現
は
極
め
て
稀
な
表
現
で
あ
っ
た
、

し
か
も
、

か
な
ら
ず
し
も
皆
無
で
は
な
く
し
て
そ
の

源
を
辿
れ
ば
既
に
所
見
さ
れ
存
続
す
る
用
法
で
も
あ
っ
た
、
と
も
い
い
え
よ
う
か
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
の
用
法
が
本
集



の
一
伝
本
の
中
に
顕
著
に
所
見
さ
れ
る
と
い
う
事
実
を
ど
の
よ
う
に
解
す
べ
き
か
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
を
一
伝
本
の
転
写
経
過

に
於
け
る
本
文
の
改
変
と
し
て
処
理
す
る
の
は
容
易
で
あ
る
。
し
か
し
、
前
掲
「
よ
み
侍
り
け
る
」
と
同
様
に
書
写
側
か
ら
す
れ
ば
二
疋

の
方
則
の
も
と
に
か
く
移
多
に
お
よ
ぶ
改
笈
は
叉
極
め
て
容
易
な
ら
、
さ
る
こ
と
で
も
あ
る
の
に
想
到
せ
ざ
る
を
え
な
い
の
で
あ
る
。

以
上
、
両
事
例
は
本
集
の
本
文
上
か
ら
は
確
か
に
些
細
な
事
柄
か
も
し
れ
ぬ
が
、
詞
書
の
結
び
に
、
あ
る
種
の
抑
揚
を
加
味
す
る
こ
と

を
よ
く
す
る
は
作
者
そ
の
人
と
思
う
の
が
自
然
で
あ
ろ
う
。
且
つ
本
集
は
詞
書
の
記
述
に
於
て
も
他
集
に
見
ぬ
ほ
ど
の
細
微
な
按
排
と
結

構
を
印
象
づ
け
て
い
る
。
そ
の
結
び
の
表
現
に
も
当
然
の
こ
と
な
が
ら
単
調
を
嫌
う
気
分
が
働
い
た
こ
と
で
も
あ
ろ
う
か
と
想
像
さ
れ
る

の
で
あ
る
。
奈
辺
を
想
う
時
、
こ
れ
ら
些
細
な
用
法
に
も
、
そ
の
は
じ
め
に
か
か
る
変
化
を
も
呼
ん
だ
の
で
は
な
か
ろ
う
か
と
、
こ
だ
わ

り
に
す
ぎ
ぬ
臆
測
が
走
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
当
初
の
未
定
稿
八
巻
本
の
ご
と
き
も
の
の
片
影
を
本
書
の
な
か
に
幻
想
す
る
の
を
払
拭

し
が
た
い
の
で
あ
る
。

備
考
一
一

本
書
に
は
前
記
の
朱
筆
補
入
本
文
の
ほ
か
に
、
契
沖
の
朱
筆
書
入
れ
が
以
下
に
掲
出
す
る
ご
と
く
多
筒
処
に
わ
た
り
散
見
さ
れ
る
。
該

書
入
れ
は
契
沖
本
転
写
諸
本
は
も
と
よ
り
以
後
の
書
写
本
の
中
に
も
移
写
又
は
転
用
さ
れ
る
と
同
時
に
此
書
入
れ
の
持
つ
意
義
も
砂
な
か

ら
ず
と
考
え
ら
れ
る
の
で
、
そ
の
中
の
顕
著
な
る
を
拾
援
し
、

他
集
に
よ
る
本
書
の
未
収
録
歌
と
関
聯
書
入
れ
、

二
語
解
、
一
ニ
類

歌
例
、
四
歌
解
、

に
わ
け
で
、
参
考
ま
で
に
誌
す
こ
と
に
す
る
。

他
集
に
よ
る
本
書
未
収
録
歌
と
関
聯
書
入
れ

1 

夫
木
に

俊
頼
朝
臣

歌
集

n
6
 
qυ 



う
の
花
の
こ
ろ
ほ
い
な
れ
や
い
そ
の
う
ら
に
た
っ
し
き
な
み
の
を
る
と
思
へ
は
〈
朱
)

夏
部
川
ノ
次

三
・
李
・
大
本
同
移
写
、
本

歌
は
本
書
欠
員
の
加
歌
・
夫
木
集
夏
部
一
Nω

出
所
収
歌
。

2 

コ
、
ニ
ウ
タ
ナ
シ
イ
ヵ
、
再
合
ノ
ウ
タ
此
題
欺
イ
ヵ
、
本
ノ
マ
、

(
墨
)

下
に
か
き
ね
に
は
も
す
の
は
や
に
へ
と
い
ふ
寄
あ
り
こ
ふ
に
有
へ
き
欺
(
朱
)

3 

ひ
き
か
く
る
み
つ
の
み
ま
き
の
あ
や
め
草
ね
に
ね
を
そ
ヘ
て
玉
と
つ
ら
ぬ
く

岡
山
ノ
次

三
・
李
・
大
本
同
移
写

夫
木
に
家
集
と
て
上
の
寄
に
つ
ら
ね
て
載
た
り

(
朱
)
同
捌
ノ
次

三
本
同
移
写
、
李
・
大
本
欠
。
本
歌
は
本
集
巻
六
悲
歎
部
側
歌
、
夫
木
集
夏
部
一
以
ピ
所
収
歌
。

4 

コ
、
ニ
ウ
タ
ナ
シ
(
朱
)

千
雑
上
夏
草
を
よ
め
る
(
朱
)

塩
み
て
は
の
し
ま
か
崎
の
さ
ゆ
り
葉
に
波
こ
す
風
の
ふ
か
ぬ
日
そ
な
き
(
墨
)

夏
部
制
ノ
詞
書
ノ
次

但
し
本
書
は
当
該
部
分
に
於

て
書
写
上
に
錯
乱
あ
り
(
上
述
参
照
二
一
頁
〉
同
歌
重
複
追
補
記
す
る
に
よ
る
、
同
制
歌
で
あ
る
、
三
・
李
・
大
本
同
移
写
。

5 

コ
、
ニ
寄
ナ
シ
(
墨
〉

次
郎
百
首
に
秋
風

秋
き
で
は
し
の
ひ
も
あ
へ
そ
と
思
へ
は
や
風
お
と
つ
れ
て
く
れ
か
斗
る
ら
ん

本
書
欠
員
歌
、
本
集
抑
歌
、

6 

金
秋

七
夕
後
朝
の
こ
t
A

ろ
を
よ
め
る

か
へ
る
さ
は
あ
さ
せ
も
し
ら
し
天
河
あ
か
ぬ
涙
に
水

L
ま
さ
ら
は
(
朱
)

千
秋
上

七
夕
の
心
を
よ
め
る

た
な
は
た
の
あ
ま
の
か
は
ら
の
い
は
枕
か
は
し
も
は
て
す
明
ぬ
こ
の
夜
は
(
朱
) 此

寄
欺
(
朱
〉

同
組
ノ
次

秋
部
釦
ノ
次

三
・
李
・
大
同
移
写
、

=
一
・
大
本
同
移
写
、
李
本
欠
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前
者
は
金
葉
集
二
度
本
所
収
歌
秋
部
川
、
伝
為
明
本
に
内
大
臣
家
越
後
詠
と
す
る
も
流
布
本
系
に
は
作
者
源
俊
頼
朝
臣
と
す
る
。
俊

頼
一
詠
な
ら
ば
本
集
未
収
載
歌
で
あ
る
。
後
者
は
千
載
集
秋
部
上
問
歌
、
本
書
既
出
部
同
歌
。

7 

ら
字
の
豆
町
落
た
る
欺
(
朱
)

三
・
李
・
大
本
間
移
写

釈
教
問
ノ
次

諸
本
側
・
蜘
を
併
記
し
「
一
フ
」
字
の
歌
な
し
、
但
し
、
当
該
筒
処
は
「
阿
弥
陀
小
冗
」
の
字
を
歌
頭
に
据
え
た
歌
詠
で
あ
る
。
「
ラ
」

字
項
を
本
集
が
欠
く
の
を
指
摘
し
た
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
本
集
の
伝
本
中
に
は
、
書
陵
部
A
本
・
阿
波
国
文
庫
本
等
に
は
、
本
書

を
含
め
諸
本
が
蜘
初
旬
「
を
と
め
子
か
」
を
「
ら
つ
め
す
ら
」
と
す
る
も
の
が
あ
る
。

8 

金
葉
雑
下

こ
く
ら
く
を
お
も
ふ
と
い
へ
る
こ
と
を

よ
も
の
う
み
の
な
み
に
た
ふ
よ
ふ
み
く
つ
を
も
な
ふ
へ
の
あ
み
に
引
な
も
ら
し
そ
ハ
朱
)

金
恋
下

恋
寄
人
/
¥
よ
み
け
る
に
よ
め
る

あ
さ
ま
し
ゃ
こ
は
な
に
事
の
さ
ま
そ
と
よ
恋
せ
よ
と
て
も
う
ま
れ
さ
り
け
り
ハ
朱
)

同
制
ハ
巻
末
歌
〉
ノ
次

一
ニ
・
大
本
移
写
、
李

本
欠

前
者
は
二
度
本
金
葉
集
雑
部
下
所
収
、

旧
「
国
歌
大
観
」
附
歌
、
新
編
底
本
に
は
被
除
歌
で
あ
る
。
村
上
忠
順
「
散
木
奔
詩
集
脱
漏

歌
」
中
の
一
首
、
但
し
、
金
葉
集
諸
本
中
の
精
撰
本
は
多
く
被
除
歌
と
す
る
が
「
源
師
俊
」
歌
と
も
し
存
疑
。
後
者
は
金
葉
集
恋
部

下
所
収

m歌
で
あ
り
、

本
集
恋
部
下

m歌
と
し
て
収
載
す
。

9 

寄
と
次
の
題
落
る
欺
〈
朱
)
恋
部
上
聞
詞
書
ノ
許
三
・
李
・
大
本
間
移
写

議

イ

(

朱

)

続

後

拾

恋

一

容

水

恋

と

い

ふ

こ

と

を

(

朱

)

当
該
部
は
「
恋
催
遠
意
と
い
へ
る
こ
と
を
よ
め
る
/
初
瀬
河
岩
も
と
さ
ら
す
行
水
の
わ
き
か
へ
り
て
も
ぬ
る
ふ
そ
て
か
な
」
問
問
、

と
書
写
さ
れ
、
続
後
拾
遺
集
に
同
歌
の
詞
書
に
「
寄
水
恋
」
と
あ
る
に
よ
り
、
そ
の
詞
書
に
ひ
か
れ
て
本
文
脱
落
を
予
想
し
た
書
入
れ
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で
あ
ろ
う
。

し
か
し
諸
本
当
該
本
文
の
脱
落
は
な
い
。

10 

新
拾
遺

さ
っ
き
や
み
と
い
ふ
こ
と
を

俊
頼
朝
臣

さ
ふ
の
は
の
露
は
し
は
し
も
消
の
こ
る
や
ょ
や
は
か
な
き
身
を
い
か
に
せ
ん

雑
部
下
「
折
句
寄
」
項
ノ
許

三
・
大
本
移
写
・
李
本

欠
、
新
拾
遺
集
雑
歌
下
所
収
鵬
歌
で
あ
り
、
村
上
忠
順
の
同
「
脱
漏
歌
」
中
に
も
引
か
れ
る
。

以
上
十
例
が
そ
の
主
た
る
も
の
で
あ
る
。
本
書
の
転
写
本
に
は
移
写
に
於
て
柏
と
相
互
に
異
同
が
見
ら
れ
る
の
は
寸
記
し
た
ご
と
く
で

あ
る
。
就
中
、
書
入
れ
中
の
本
集
未
収
録
歌
四
首
に
つ
い
て
は
猶
す
べ
て
を
脱
漏
歌
と
断
定
す
る
に
は
問
題
が
あ
る
が
留
意
さ
れ
る
と
こ

ろ
で
あ
る
。

語
解
書
入
れ

ω春
部
川
歌
「
紫
の
い
く
し
ほ
そ
め
て
」
、
第
四
句
「
夕
日
さ
か
き
の
」
に
、

ヒ
キ
サ
カ
キ

給
俗
ひ
さ
ふ
き
と
い
ふ
卑
榊
の
略
な
る
へ
し
(
朱
)

ム
サ
カ
キ

え
(
朱
)

幼
秋
部
閉
歌
「
に
こ
り
な
き
み
の
も
に
月
の
」
、
第
四
句
「
い
か
で
あ
さ
ち
の
」
に
、

鯨
阿
散
知
(
墨
別
筆
〉

付
旅
宿
市
歌
「
た
の
も
し
や
む
さ
け
の
せ
と
を
1

一に、

虫
明
也
志
阿
反
左
也
(
朱
)

約
同
川
詞
書
「
か
は
ね
し
ま
を
見
て
よ
め
り
け
る
」
に
、
能
因
寄
枕
備
前

約

同

m詞
書
「
寄
の
し
ま
と
い
ふ
所
に
て
云
と
」
に
、

備
後
御
調
郡
歌
島
一
日
一
服
乃
和
名
八
(
朱
)
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約
旅
宿
市
歌
「
タ
か
け
て
み
て
く
ら
し
ま
を
」
に
、
嶋
下
郡
幣
久
良
神
社
腕

ω
悲
歎
部
市
歌
「
立
浪
の
ひ
く
し
ま
に
す
む
」
に
、

仲
哀
紀
云
筑
紫
伊
観
豚
主
祖
五
十
迩
手
間
天
皇
之
行
参
迎
子
穴
門
引
嶋
(
朱
)

例
岡
市
詞
書
「
く
ち
な
し
と
い
ふ
所
に
て
」
に
、

備
中
能
因
膏
枕

く
ち
な
し
の
嶋
備
中
ハ
朱
〉

川

w
同

m詞
書
「
か
じ
ま
を
過
け
る
に
云
と
」
に
、

加
嶋
西
生
郡
上
旅
部
御
幣
嶋
あ
り
向
郡
(
朱
)

的
神
祇
部
紡
詞
書
「
た
る
み
の
明
神
の
御
社
云
と
」
に
、

明
石
郡
垂
見
一
抑
留
/
延
喜
式
撰
津
国
豊
嶋
郡
垂
水
神
社
陥
糊
駄
月
(
朱
)

(
朱
)

以
上
、
語
解
は
主
に
地
名
に
つ
い
て
の
簡
略
な
註
記
に
と
ど
ま
る
も
の
で
あ
る
。
墨
別
筆
は
註
者
未
詳
で
あ
る
。
本
書
転
写
の
諸
本
で

は
一
一
一
本
が
す
べ
て
移
写
し
、
大
本
が
納
・
村
・
例
・
仰
・
約
を
書
落
す
、
李
本
は
川
刊
を
移
写
す
る
の
み
で
あ
る
。

類
歌
例
書
入
れ

こ
夫
木
(
朱
)

ω
け
さ
み
れ
は
き
そ
ち
の
さ
く
ら
咲
に
け
り
風
の
は
ふ
り
に
す
き
ま
あ
ら
す
な

夫
木
洞
院
摂
政
家
百
首

春
部
刊
に
、

し
な
の
ち
ゃ
風
の
は
ふ
り
こ
心
せ
よ
し
ら
ゆ
ふ
花
の
に
ほ
ふ
神
百
一
家
長
朝
臣
(
朱
)

千

春

上

(

朱

)

お

(

朱

〉

か

(

朱

)

M
W

暮
ば
て
ぬ
か
へ
さ
は
を
く
れ
山
さ
く
ら
た
か
た
め
に
き
て
ま
と
ふ
と
そ
し
る

風
雅
夏

題
し
ら
す

後
鳥
羽
院
御
寄

問
問
に
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千
代
ふ
へ
き
か
め
に
さ
せ
れ
と
桜
花
と
ま
ら
ぬ
こ
と
は
つ
ね
に
や
は
あ
ら
ぬ

に

夫

木

(

朱

)

橋

も

夫

木

廿

一

二

(

朱

〉

約
ま
の
t
A

一
池
の
氷
し
ぬ
れ
は
芦
ま
な
る
岩
ま
た
つ
ね
て
嶋
っ
た
ひ
し
つ

夫
木
廿
三

尋
ね
い
る
か
へ
さ
に
お
く
れ
ほ
と
ふ
き
す
た
れ
ゆ
ゑ
く
ら
す
山
ち
と
か
し
る

ω刊
さ
け
は
ち
る
花
を
と
き
は
の
物
と
み
て
心
し
っ
か
に
世
を
過
さ
は
や

後
撰
春
下

弘
安
元
年
百
首

後
九
条
内
大
臣

ま
の
t
A

池
の
嶋
っ
た
ひ
ゆ
く
馬
か
ね
や
春
は
産
聞
の
橋
と
み
ゆ
ら
ん

制
と
へ
か
し
な
沖
の
し
ら
い
し
し
ら
す
共
物
思
ふ
音
の
な
き
こ
か
る
斗
を

永
久
百
首

岡
山
に

中
務
(
朱
)

冬
部
舶
に
1

悲
歎
部
川
に
、

浪
立
て
か
く
と
は
か
り
は
き
こ
ゆ
れ
と
か
へ
る
も
み
え
す
お
き
の
し
ら
い
し

|
夫
木
三
十
六
金
同
但
顕
輔
卿
家
に
て
恋
の
心
を
誤
歎
(
朱
)

ωけ
あ
ひ
そ
め
よ
斗
も
た
t
A

に
て
は
と
ほ
か
り
の
こ
ん
と
た
の
め
し
ほ
と
は
過
さ
し

ゐ同
巻
云

時
と
く
る
人
を
恨
る
心
あ
る
女
に
か
は
り
て

源
仲
正

神
祇
伯
顕
仲
(
朱
)

恋
部
下
聞
に
、

あ
ふ
事
は
し
け
め
ゆ
ひ
か
と
思
ひ
し
を
と
ほ
か
り
に
こ
ん
人
は
た
の
ま
し
(
朱
)

l

次

郎

(

朱

)

か

次

郎

(

朱

)

か

う

も

(

朱

)

ほ

る

(

朱

)

代
な
こ
か
れ
よ
み
す
り
も
す
ま
に
や
き
つ
み
で
あ
か
ふ
ま
袖
の
な
た
と
お
も
ひ
そ

夫
木
十
八

正
治
二
年
百
首

三
条
入
道
左
大
臣

雑
部
上
聞
(
以
下
本
行
別
筆
・
朱
傍
記
自
筆
)
に
、

雪
そ
l
A

く
花
の
み
す
り
の
か
り
衣
う
ち
は
ら
へ
と
も
む
ら
か
へ
り
つ
斗
(
朱
自
筆
)

ら
(
朱
)

例
心
に
は
思
ひ
す
て
ふ
し
よ
な
れ
と
も
身
に
な
け
か
れ
ぬ
物
に
そ
有
け
る

同
仰
に
、
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賀
茂
保
憲
女
家
集

ー
と
ほ
か
ら
ぬ
た
も
と
に
ふ
ち
は
有
な
か
ら
身
は
す
で
か
た
き
物
に
そ
有
け
る
(
朱
自
筆
)

千
載
雑
中

2
年
こ
と
に
な
み
た
の
川
に
う
か
へ
と
も
身
は
な
け
ら
れ
ぬ
物
に
そ
有
け
る

大
江
公
資
ハ
朱
自
筆
〉
、

本
書
の
転
写
本
で
は
、
三
本
は
す
べ
て
移
写
し
、
大
本
は

ω及
び
同
ー
を
幸
一
日
落
す
、
李
本
は
す
べ
て
移
写
せ
ず
転
写
は
必
ず
し
も
向

じ
く
し
な
い
。

歌
解
等
書
入
れ
き

ふ

(

朱

〉

葉

(

朱

)

ω
む
さ
し
の
ふ
あ
し
の
を
ふ
さ
を
分
行
は
O
末
葉
よ
り
こ
そ
空
は
見
え
け
れ

更
級
日
記
云
い
ま
は
む
さ
し
の
国
に
な
り
ぬ
こ
と
に
お
か
し
き
所
も
み
え
す
は
ま
も
す
な
こ
し
ろ
く
な
と
も
な
く
こ
ひ
ち
の
や
う
に

四

夏
部
制
に
就
い
て
、

て
む
ら
さ
き
お
ふ
と
き
く
野
も
あ
し
を
き
の
み
は
た
か
く
お
ひ
て
う
ま
に
の
り
て
ゆ
み
も
た
る
す
ゑ
み
え
ぬ
迄
た
か
く
お
ひ
し
け
り

て
中
を
わ
け
行
に
た
け
し
は
と
い
ふ
寺
あ
り
云
ミ

此
物
語
を
見
て
此
豆
町
は
よ
ま
れ
た
る
な
る
へ
し
(
朱
)
、
と
誌
す
。

仙
一
行
末
に
あ
ふ
く
ま
川
の
な
か
り
せ
は
け
ふ
の
別
を
い
き
て
せ
ま
し
ゃ
別
離
間
歌
に
就
い
て
は
、

新
古
今
離
別

高
階
経
重
朝
臣
寄
に
似
た
り
(
朱
〉

い
か
に
か
せ
ま
し
け
ふ
の
わ
か
れ
を

新
古
今
(
朱
)
、
と
経
重
歌
の
下
旬
を
傍
記
す
る
。

付
草
枕
さ
L
A

か
き
う
す
き
芦
の
屋
は
所
せ
き
、
迄
袖
そ
露
け
き

俊
頼

玉
旅
O
一
旅
寄
の
中
に
0
肥
後
か
寄
也
玉
葉
誤
れ
り
/
万
代
集
十
七
に
も
誤
て
俊
頼
の
寄
と
せ
り
、

に
身
を
な
し
て
い
は
ひ
し
槻
の
さ
か
へ
〈
見
消
チ
、
え
ニ
訂
ス
〉
て
そ
み
る
(
朱
)

同
天
飛
や
か
る
の
社
の
斎
槻
に
く
よ
あ
る
へ
き
あ
た
し
ま
つ
り
に
釈
教
叩
歌
に
は
、

い

(

朱

)

か

く

し

つ

ま

そ

も

欺

(

朱

)

旅
宿
問
歌
に
は

と
両
集
を
訂
正
し
て
い
る
。

上
下
欄
余
白
に
、

- 44-



万
葉
の
寄
を
引
に
は
皆
本
一
骨
を
初
に
引
此
家
集
の
例
也
/
初
に
万
葉
の
本
寄
を
か
き
次
に
如
此
み
つ
か
ら
の
寄
有
へ
し
(
朱
)
、

朱
註
す
る
。
例
え
ば
後
出
の
恋
部
下
山
歌
に
は
、

万

一

言

(

朱

)

す

(

朱

)

た
ま
た
れ
の
こ
の
す
鶏
吉
に
い
り
か
よ
ひ
き
ね

は
れ
は
万
〈
朱
)
に
イ
(
朱
)

た
ら
ち
ね
の
は
t
A

か
と
て
や
と
か
せ
と
ま
う
さ
ん

れ

と

イ

〈

朱

)

〉

、

ミ

ミ

年
ふ
と
も
こ
す
の
き
け
き
の
絶
ま
よ
り
み
え
し
し
な
ひ
は
悌
に
た
っ

本

ノ

マ

、

〈

墨

)

・

・

2

此
二
行
異
本
在
経
年
恋
引
玉
(
朱
)

と
書
写
し
て
い
る
。
如
此
例
を
い
う
か
。

る
ハ
朱
)

納
秋
の
田
の
か
り
ほ
と
も
な
く
か
へ
さ
れ
て
忍
ひ
も
あ
へ
ぬ
ね
に
そ
t
A

ほ
つ
る

浬
繋
経
名
字
功
徳
品
目
善
男
子
警
如
耕
田
秋
耕
為
勝
此
経
如
是
諸
経
中
勝
ハ
朱
) 恋
部
下
山
歌
に
は
、

夫
木
云
此
帯
判
者
俊
頼
朝
臣
云
田
は
秋
か
へ
す
る
な
と
人
と
申
ま
t
A

尤
し
か
る
へ
し
証
寄
を
申
へ
け
れ
と
も
覚
え
侍
ら
す
但
浬
繋
経

の
名
字
功
徳
品
に
唐
古
如
耕
田
秋
耕
西
勝
此
経
如
是
諸
経
に
勝
と
い
へ
る
文
を
お
も
へ
は
な
と
か
秋
か
へ
す
と
よ
ま
さ
ら
ん
と
云
と

(
朱
)

浬
繋
経
第
二
哀
歎
品
目
世
尊
警
如
農
天
於
秋
月
時
深
耕
其
地
能
除
機
草
是
無
常
想
亦
復
如
是
能
除
一
切
欲
界
貧
愛
色
無
色
愛
無
明
矯

慢
及
無
常
想
世
尊
警
如
耕
田
秋
耕
為
上
如
諸
跡
中
象
跡
為
勝
於
諸
想
中
無
常
為
最
(
朱
)
、

次
郎
(
朱
)
な
与
次
郎
一
本
(
朱
)
こ
う
次
郎
こ
そ
次
郎
一
本
(
朱
)

付
い
の
る
こ
と
な
ら
の
を
や
し
ろ
こ
う
/
¥
と
こ
と
な
は
せ
よ
く
斗
ち
は
し
る
な
り
ハ
本
文
別
筆
、
傍
記
自
筆
)
雑
部
上
聞
に
は
、

と
典
拠
を
詳
記
す
る
。

夫
木
三
十
四
社
の
次
に
長
尾
社
次
に
な
ら
の
を
や
し
ろ
と
て
此
寄
を
出
す
寄
に
は
な
ふ
の
を
や
し
ろ
と
あ
れ
と
な
ら
の
誤
な
り
但
七

社
の
中
に
六
帖
類
題

衣
笠
内
大
臣

ゃ
を
と
め
の
ふ
る
て
ふ
す
ふ
の
こ
ろ
/
¥
に
な
斗
の
や
し
ろ
は
宮
ゐ
せ
り
と
そ
こ
れ
は
俊
頼

豆
町
を
も
て
よ
み
給
ふ
歎
こ
ろ
/
¥
は
俗
に
た
t
A

こ
ろ
/
¥
と
い
ふ
言
な
れ
は
七
社
か
な
へ
り
い
の
る
事
な
る
と
つ
ふ
け
た
る
歎
と
て と
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、tzノ
y
h
a
 

/
1
1
 

な
ら
の
を
や
し
ろ
と
は
た
か
へ
た
る
な
る
へ
し
(
朱
自
筆
)
、
と
見
ゆ
。

お
(
朱
)

伊
勢
に
侍
り
け
る
こ
ろ
祭
主
親
定
か
い
は
て
と
い
ふ
家
を
も
し
ろ
し
と
聞
で
ま
か
り
で
見
け
る
に
ま
こ
と
に

う
〈
墨
)

お
も
し
ろ
か
り
け
る
中
に
も
か
は
む
か
ひ
の
山
つ
ら
い
ふ
也
け
る
か
思
出
ら
れ
て
よ
め
る

ゅ
う
な
り
(
朱
〉
な
し
イ

を
ち
こ
ち
の
と
や
ま
の
す
そ
を
恋
し
と
も
い
は
て
思
へ
は
し
る
人
も
あ
ら
し
(
朱
傍
記
以
外
別
筆
)
雑
部
上
問
歌
に
は
、

新
拾
遺
集

伊
勢
に
祭
主
輔
親
か
立
た
る
い
は
て
寺
よ
り
三
味
堂
の
ほ
ら
貝
の
う
せ
た
る
を
こ
ひ
侍
り
け
る
を

っ
か
は
す
と
て

伊
勢
大
輔

か
す
か
な
る
谷
の
ほ
ら
を
と
お
も
ひ
や
る
秋
風
の
み
や
ふ
き
て
と
ふ
ら
ん
(
朱
自
筆
)

と
書
入
れ
て
い
る
。
本
書
の
転
写
本
に
は
一
二
本
が
す
べ
て
移
写
、
大
本
は

ω・
同
・
付
を
移
写
、
け
・
約
を
部
分
的
に
抄
出
移
写
す
る

に
と
立
め
、
李
本
は
更
に
付
・
村
の
一
部
を
任
意
略
省
し
て
転
写
す
る
に
す
ぎ
ず
、
全
般
的
に
見
て
三
本
が
忠
実
な
転
写
を
書
入
れ
に
於

て
も
試
み
て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

註
一
本
書
に
所
見
す
る
「
イ
」
本
朱
墨
校
異
は
次
の
ご
と
き
で
あ
る
。

の

イ

ハ

墨

)

ち

宍

木

同

(

朱

)

け

イ

(

墨

〉

け

イ

(

朱

)

春
部
出
第
二
句
色
を
は
や
み
に
、
町
初
句
こ
も
り
山
、
夏
部
川
第
五
句
あ
ふ
ひ
か
け
た
り
、
秋
部
制
第
二
句
駒
の
毛
つ
き
を
、
山
第
五
句
手
向

へ

(

朱

)

い

も

せ

イ

(

朱

)

つ

け

夫

木

(

朱

)

つ

れ

は

イ

(

朱

)

よ

め

る

(

朱

)

イ

宏

〈

朱

)

せ

イ

(

朱

)

そ

む

る

イ

(

朱

)

つ

ら

ム

イ

(

朱

)

し
つ
れ
は
、
問
詞
書
九
月
十
三
夜
殿
下
に
て
法
性
寺
関
白
、
冬
部
印
第
五
句
と
や
か
へ
り
け
り
、
問
第
一
ニ
句
あ
く
か
れ
初
る
、
間
第
三
句
つ
ら
ふ
ゐ
て
、

a

て

け

り

金

と

と

と

と

と

い

つ

る

詞

氷

夫

木

サ

一

二

(

朱

)

入

イ

(

朱

)

イ

エ

ん

(

朱

)

イ

元

(

朱

)

祝
部
制
詞
車
両
治
部
卿
通
俊
の
一
条
の
家
に
て
:
:
:
、
問
詞
書
:
:
:
あ
ふ
坂
の
関
よ
り
も
か
へ
る
と
て
:
・
、
問
詞
書
:
:
:
っ
か
は
し
け
る
か
お
ひ
に

思

イ

(

朱

)

イ

宏

(

朱

〉

イ

ニ

元

(

朱

)

寄
を
よ
み
て
:
:
:
、
旅
宿
町
詞
書
:
:
:
属
中
暁
恋
と
い
へ
る
:
:
:
、
町
詞
書
:
:
:
日
の
く
れ
け
れ
は
、
問
詞
書
一
の
す
に
こ
と
な
く
い
た
り
て
・
:

わ

イ

(

朱

)

は

(

朱

)

音

イ

(

朱

〉

イ

エ

ナ

ジ

(

朱

)

間
第
四
句
む
ね
を
か
く
と
も
、
間
第
一
一
一
旬
ひ
わ
の
ね
を
、
制
調
書
;
:
:
袖
の
雫
な
と
ひ
ま
な
き
ま
ふ
に
:
:
:
、

-
:
、
悲
歎
部

神
紙

制
上
旬
住
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の

え

の

神

さ

ひ

に

け

る

松

な

れ

は

イ

(

朱

)

ら

イ

〈

朱

)

さ

は

千

イ

ハ

朱

》

の

イ

(

朱

》

を

イ

(

朱

〉

あ

き

イ

〈

朱

〉

よ
し
の
ち
き
の
か
た
そ
き
ゆ
き
も
あ
は
て
、
恋
部
上
川
第
二
句
あ
れ
田
の
く
ろ
に
、
山
第
三
句
は
む
く
ま
も
、
山
第
四
句
ま
せ
の
秋
萩
な
ふ

ま

イ

〈

朱

〉

た

く

イ

(

朱

)

さ

イ

(

朱

)

イ

ニ

無

(

朱

》

主

主

、

イ

ニ

無

(

朱

)

の

イ

た
く
り
立
る
に
つ
け
て
、
山
詞
書
:
:
:
く
せ
/
¥
し
き
な
ん
た
く
ひ
な
き
と
申
侍
け
れ
は
ま
き
の
や
た
て
:
:
:
遣
し
侍
け
る
、
第
二
句
矢
立
の
竹
も
、

ま
-
A
(
朱
)

(

朱

)

よ

め

る

イ

(

朱

〉

く

イ

(

朱

)

さ

イ

(

朱

)

君

イ

(

朱

〉

う

ら

や

み

て

イ

・

夫

木

(

朱

〉

叩
詞
書
:
:
:
よ
め
り
け
る
、
同
第
二
句
と
か
は
に
う
へ
の
、
問
第
三
句
こ
ち
た
き
を
、
問
初
句
恋
/
¥
て
、
同
第
四
句
こ
や
か
ら
人
の
、
四
第
五
句

こ

イ

(

朱

)

か

L
(
朱

)

す

イ

(

朱

〉

す

イ

ハ

朱

)

か

さ

ぬ

イ

(

朱

)

な
か
め
か
ね
つ
る
、
問
第
四
句
つ
も
れ
は
い
か
に
、
山
第
三
句
め
を
わ
た
る
、
附
初
旬
ふ
み
a
A

ぬ
と
、
間
第
五
句
こ
ひ
わ
た
る
ら
ん
、
問
調
書
恋
催

醤

イ

(

朱

〉

あ

た

ら

し

を

イ

(

朱

)

あ

イ

(

朱

〉

く

(

朱

)

た

り

イ

(

朱

)

を

イ

(

朱

)

イ

ニ

無

(

朱

〉

遠
意
:
:
:
、
蜘
第
三
四
句
あ
た
し
ヘ
を
何
さ
ま
に
し
て
、
問
調
書
:
:
:
と
か
せ
に
つ
か
は
し
O
け
る
に
こ
と
さ
ま
に
な
ん
と
き
た
り
と
き
ふ
侍
け
る

ー

へ

し

夫

品

川

六

木

と

と

l

へ

ぬ

イ

(

朱

〉

他

イ

(

朱

)

ま

っ

l

八

イ

(

朱

)

君

イ

(

朱

)

を
:
:
:
、
問
第
二
句
忍
ひ
も
あ
ら
す
、
問
初
句
あ
ふ
こ
と
は
、
附
詞
書
人
の
ま
つ
と
い
へ
る
こ
と
を
、
同
第
三
句
人
ま
っ
と
、
附
第
一
・
二
句
す
く
せ

ゃ

な

イ

(

朱

)

そ

イ

(

朱

)

れ

イ

(

朱

)

ゆ

く

次

郎

一

本

(

朱

)

き

イ

(

朱

)

・

い

イ

(

朱

)

る

イ

イ

ニ

山
な
と
い
な
む
や
の
、
間
第
五
句
な
か
し
て
そ
ふ
る
、
附
第
五
句
す
ま
し
と
す
ら
ん
、
附
第
四
句
と
は
て
な
く
さ
む
、
山
詞
書
:
:
:
よ
め
り
け
る
、

!

と

次

郎

一

本

向

(

朱

〉

l

・

な

イ

(

朱

)

1

無

(

朱

)

て

イ

〈

朱

)

ら

イ

(

朱

)

る

イ

(

朱

〉

あ

れ

は

イ

(

朱

)

い

イ

(

朱

)

き

イ

附
第
二
三
句
滝
と
い
か
に
ゃ
な
か
れ
ま
し
、
間
第
三
句
氷
れ
と
も
、
川
町
詞
書
:
:
:
恨
侍
け
れ
は
O
昔
よ
り
思
ひ
初
た
れ
は
:
:
:
、
制
第
二
句
た
ま
は

な
与
イ
(
朱
〉
・

I

l

-

-

た
ま
り
て

(

朱

)

も

る

イ

(

朱

)

イ

ニ

無

(

朱

)

か

イ

(

朱

)

り
て
落
る
、
問
第
二
句
た
え
ま
を
ま
つ
は
(
該
歌
補
入
歌
)
、
問
詞
書
・
:
歎
き
侍
け
る
人
に
:
:
:
、
同
初
句
こ
よ
ひ
こ
し
、
問
第
三
句
も
り
な
れ

つ
も
る
夫
木
廿

l

や

イ

(

朱

)

か

た

は

ら

に

イ

(

朱

)

イ

ニ

無

(

朱

〉

ふ

(

朱

〉

は

イ

(

朱

)

イ

ニ

無

(

朱

)

は
、
防
詞
書
は
う
/
¥
な
き
名
た
ち
て
:
:
:
、
問
詞
書
:
:
:
歌
合
し
侍
け
る
に
初
恋
、
同
第
五
句
忍
ぬ
こ
ふ
ろ
を
、
附
詞
書
:
:
:
よ
め
り
け
る
、
同

ー

か

た

/

¥

に

歎

(

朱

)

/

l

・

ミ

・

l

・

は

イ

(

朱

)

つ

り

イ

(

朱

〉

i

に

イ

(

朱

)

か

け

与

る

イ

(

朱

〉

第
三
句
い
き
も
あ
へ
す
、
州
第
四
句
あ
ま
の
う
け
ひ
く
、
問
詞
書
:
:
:
き
ぬ
へ
た
て
ふ
ふ
し
て
か
へ
る
と
て
申
っ
か
は
し
け
る
、
同
第
四
句
う
ら
み

そ

イ

(

朱

》

イ

ニ

無

(

朱

)

て
も
ふ
る
、
附
調
書
:
:
:
か
へ
り
ね
と
申
侍
け
れ
は
よ
め
る
、
問
調
書
ノ
上
-
一
「
イ
ニ
此
前
書
/
次
に
有
」
、
附
詞
書
ノ
上
ニ
「
イ
ニ
此
前
/
書
前
に

に

イ

(

朱

)

あ

イ

(

朱

)

た

り

イ

な

と

有
」
ト
朱
訂
ス
、
問
詞
書
・
:
よ
も
す
か
ら
立
明
し
て
か
へ
り
O
け
れ
は
か
れ
よ
り
:
:
:
い
ひ
遣
し
侍
け
れ
は
:
:
:
、
問
詞
書
あ
る
ま
し
き
こ
と
そ

イ

ユ

無

(

朱

)

も

イ

(

朱

)

イ

ニ

無

(

朱

)

、
附
詞
書
恋
の
心
を
よ
め
り
け
る
、
問
第
五
句
や
ま
ふ
比
か
な
、
町
詞
書
人
〈
の
扇
に
て
、
問
調
書
返
し
を
な
ほ

ほ

と

ふ

る

イ

(

朱

)

ラ

ソ

イ

(

朱

)

と

イ

(

朱

)

く

イ

(

朱

)

州
第
句
ほ
そ
谷
川
の
、
問
第
五
句
わ
き
か
へ
る
哉
、
問
第
三
句
あ
は
ふ
や
々
、
同
第
五
句
さ
や
は
さ
い
へ
き
、
州
第
二
句

せ22・とf
さ〉い朱
りへ}
ける
れ
tま
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も

イ

〈

朱

)

ふ

な

小

(

朱

)

の

イ

(

朱

)

な

イ

(

朱

)

け

イ

(

朱

)

ら
て
、
問
第
三
句
七
夕
の
、
同
第
五
句
あ
ひ
ぬ
る
物
を
似
第
二
句
た
の
め
し
こ
と
を
わ
す
れ
ね
は
、
問
詞
書
:
・
と
い
は
れ
た
る
人
の

す
欺

l

け

る

イ

(

朱

)

め

る

イ

(

朱

〉

く

イ

(

朱

)

わ

り

さ

く

イ

(

朱

)

乃

会

イ

〈

朱

)

も
と
へ
:
・
、
問
詞
書
物
申
O
人
の
:
:
:
よ
み
て
遺
け
る
、
防
第
三
四
句
た
の
み
に
て
我
さ
へ
人
む
ね
を
、
問
堀
川
院
御
時
艶
書
合
と
:
:
:
、
向
第

の

え

イ

(

朱

)

の

江

イ

(

朱

)

て

イ

(

朱

)

す

歎

る

イ

(

朱

)

さ

イ

(

朱

)

わ

ず

二
句
世
に
住
吉
の
、
附
第
三
句
住
吉
の
、
叩
詞
書
た
か
ひ
に
あ
は
ん
と
:
:
:
、
叩
詞
書
:
・
:
よ
め
り
け
必
、
同
第
三
句
か
な
し
き
に
、
川
初
旬
わ
す

る
L

に

イ

〈

朱

)

イ

ニ

無

(

朱

)

イ

ニ

無

(

朱

〉

き

イ

ら
る
L
、
川
詞
書
大
股
の
帯
絵
の
中
に
:
:
:
ゐ
た
る
ま
へ
に
こ
ひ
お
も
ひ
あ
り
:
:
:
た
て
り
け
り
か
ら
の
女
:
:
:
、
山
詞
書
:
:
:
女
の
か
み
を
か
し

〈

朱

〉

イ

ニ

無

(

朱

)

し

イ

(

朱

〉

は

イ

(

朱

)

に

イ

(

朱

)

め

イ

イ

こ
し
て
な
つ
る
所
を
よ
め
る
、
川
初
二
句
雨
ふ
り
に
日
に
あ
や
に
く
に
、
四
第
五
句
人
の
な
み
た
を
、
恋
寄
下
山
詞
書
:
:
:
よ
み
け
る
に
よ
み
侍

ユ

無

(

朱

)

に

イ

(

朱

〉

い

へ

る

事

を

よ

め

る

イ

〈

朱

)

さ

イ

(

朱

)

す

イ

(

朱

)

滋

イ

(

朱

)

遇

イ

(

朱

)

ら

け
る
、
同
第
三
句
か
さ
ふ
き
の
、
出
詞
書
:
:
:
と
い
ふ
心
を
よ
み
侍
け
る
、
同
第
二
句
か
せ
な
か
れ
よ
る
、
山
詞
書
頼
不
逢
恋
、
同
初
句
た
の
め
ぬ

イ

(

朱

〉

ち

イ

(

朱

〉

イ

ニ

無

(

朱

)

イ

ニ

無

〈

朱

)

た

イ

(

朱

〉

を

る

る
、
山
第
四
句
ひ
ま
な
き
を
り
に
、
間
詞
書
:
:
:
の
司
を
よ
み
侍
け
る
に
恋
の
心
を
よ
め
り
け
る
、
四
第
四
五
勾
あ
み
け
る
ぬ
ま
に
や
つ
れ
て
そ
ふ

イ

(

朱

)

イ

ニ

無

(

朱

)

イ

ェ

無

(

朱

〉

つ

ま

・

ふ

た

を

ら

ん

イ

(

朱

)

る

イ

(

朱

)

を

ほ

イ

て

イ

(

朱

)

る
、
問
調
書
:
:
:
寄
を
よ
み
侍
け
る
に
よ
め
り
け
る
、
川
第
五
句
つ
ま
ち
つ
ら
ん
、
山
第
五
句
つ
る
は
へ
て
す
な
、
出
二
句
お
ろ
に
あ
た
し
く
、
出

l

ほ
り
に
わ
た
し
て
失
木
(
朱
〉

i

い

そ

イ

(

朱

)

つ

イ

〈

朱

〉

せ

は

イ

(

朱

)

か

さ

ぬ

る

イ

て

イ

(

朱

)

第
二
句
鵜
の
住
石
に
、
山
初
旬
ち
へ
の
ほ
き
、
向
第
五
句
心
な
り
け
り
、
別
第
二
句
隔
つ
る
月
を
、
問
初
句
あ
さ
を
き
の
、
山
詞
書
:
:
:
い
ふ
事
を

イ

ニ

無

(

朱

〉

る

イ

(

朱

)

け

れ

は

イ

ェ

無

(

朱

)

通

イ

〈

朱

〉

イ

ニ

無

よ
み
侍
け
る
、
同
第
二
句
か
り
ほ
と
も
な
く
、
問
詞
霊
園
・
:
・
:
な
と
申
侍
し
か
は
よ
め
る
、
出
詞
書
稀
友
恋
、
山
詞
書
:
:
:
お
ほ
し
き
ゃ
の
つ
く
り
さ

(

朱

)

イ

ニ

無

(

朱

〉

ま

イ

夫

木

廿

一

一

一

(

朱

)

も

イ

(

朱

〉

は

イ

(

朱

)

そ

め

む

イ

(

朱

〉

ま
に
:
:
:
よ
め
り
け
る
、
出
第
二
句
入
江
の
芦
の
、
同
第
四
五
句
い
つ
か
は
し
み
の
う
ち
も
と
く
へ
き
、
間
第
五
句
人
と
ね
ぬ
ら
ん
、
川
第
三
句
も

て

イ

(

朱

)

な

く

を

イ

(

朱

)

た

む

イ

(

朱

)

な

い

(

朱

)

そ

イ

(

朱

〉

さ

し

イ

(

朱

〉

え
す
も
物
を
、
山
第
二
句
鳴
や
た
ふ
く
と
、
山
第
二
句
と
ひ
七
と
ふ
と
も
、
同
第
四
・
五
句
み
き
と
て
し
ひ
て

L
は
し
も
ら
ま
し
、
山
詞
書
・
:
:
・
を

イ

ニ

無

ハ

朱

)

そ

へ

よ

イ

(

朱

)

し

ら

へ

イ

こ

イ

〈

朱

〉

よ

イ

(

朱

)

イ

-

一

無

(

朱

)

も

よ
め
り
け
る
、
同
第
五
句
ひ
こ
し
ろ
へ
と
や
、
昨
第
三
旬
以
下
も
ふ
し
か
へ
た
ま
に
あ
は
ね
は
つ
く
る
と
も
な
じ
、
川
句
あ
く
第
四
け
も
な
く
て

イ

(

朱

〉

イ

ニ

無

(

朱

)

く

ら

イ

は

ま

イ

(

朱

〉

イ

ニ

無

(

朱

)

た

か

し

ゃ

イ

(

朱

)

を

イ

(

朱

)

。、

m詞
書
:
:
:
を
よ
め
る
、
同
第
二
句
あ
さ
か
の
う
ら
の
、
別
詞
書
・
を
よ
め
り
け
る
、
出
第
二
句
ね
し
ろ
高
か
や
、
同
第
五
旬
せ
な
か
た
め

と

イ

(

朱

〉

ち

イ

(

朱

〉

イ

ニ

宋

(

朱

)

と

イ

(

朱

〉

っ

た

イ

(

朱

)

と
そ
、
問
初
句
は
る
け
く
は
、
向
第
五
句
お
り
さ
ら
め
や
は
、
川
詞
書
・
恋
の
心
を
よ
め
る
、
間
初
句
は
な
/
¥
も
、
同
第
四
句
た
つ
な
き
せ
な

弘
、

1
1

・

.夜立
Tーイ
、竹〆向、

かさ
'̂-.. 

、
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そ

す

る

イ

(

朱

)

隔

イ

(

朱

)

て

L
イ

(

朱

)

さ

は

イ

(

朱

》

そ
、
問
第
五
句
あ
さ
れ
よ
そ
す
て
、
問
障
本
夫
恋
、
同
第
句
く
け
て
し
く
れ
は
、
問
第
句
あ
は
さ
の
原
に
、
問
調
書

み

つ

イ

(

朱

)

め

る

イ

(

朱

)

イ

ニ

無

(

朱

)

イ

ニ

無

(

朱

)

第
三
句
さ
ふ
れ
石
、
間
詞
書
;
:
:
を
よ
み
侍
け
る
、
問
調
書
:
:
:
恋
の
心
を
よ
め
る
、
別
調
書
:
:
:
心
を
よ
み
侍
け
る
、
測

し

イ

(

朱

〉

爪

イ

(

朱

)

イ

エ

無

(

朱

)

を

ィ

ー

鴬

(

朱

〉

二
句
か
き
や
ら
む
と
そ
、
加
詞
書
:
:
:
顕
季
の
樋
口
に
て
:
:
:
を
よ
み
け
る
、
同
第
三
句
し
ら
と
り
も
、
加
詞
書
:
:
:
雨
中
恋
と
い
へ
る
こ
と
を

イ

ニ

無

(

朱

〉

長

イ

(

朱

〉

は

イ

(

朱

)

イ

ニ

無

(

朱

〉

:
・
を
よ
め
る
、
加
詞
書
大
弐
仲
実
の
:
:
:
、
同
第
二
句
こ
と
を
も
君
か
、
加
詞
書
:
:
:
か
は
り
て
よ
み
侍
け
る
(
自
筆
墨
細
補
)
、
加
詞
書
:
:
:
を

イ

ニ

無

(

朱

)

を

イ

(

朱

〉

共

イ

〈

朱

〉

は

イ

(

朱

)

よ
み
侍
け
る
、
同
第
二
句
人
の
み
て
く
ら
、
加
詞
書
:
:
:
八
条
の
家
に
て
公
有
障
恋
と
:
:
:
、
同
第
四
句
人
の
て
ま
を
も
、

m詞
書
;
:
:
物
い
ひ
わ

イ
ュ
無
(
朱
)

F

ゐ

じ

イ

(

朱

〉

J

イ

ュ

無

(

朱

)

也

、

、

下

上

イ

(

朱

v

，
に
い
っ
し
イ
(
朱
)

た
る
と
い
ふ
こ
と
を
開
て
:
:
:
同
第
三
句
か
へ
り
に
も
、
山
詞
書
:
:
:
を
よ
み
侍
り
け
る
、
同
初
二
三
句
さ
と
も
た
に
な
け
の
情
い
へ
し
か
な
、
叩

く
て
く
ら
し
つ
イ
(
朱
)
ゆ
L
(
朱

)

イ

ユ

無

(

朱

)

え

け

イ

(

朱

)

イ

ニ

無

第
五
句
な
き
心
か
な
、
出
第
五
句
ゆ
か
し
か
り
け
り
、
山
詞
書
:
:
:
を
よ
め
り
け
る
、
同
第
五
句
み
ゆ
な
る
も
の
を
、

m調
書
:
:
:
を
よ
め
り
け

新
千
同
(
朱

)

l

(

朱

)

う

ら

み

イ

(

朱

)

こ

ひ

イ

(

朱

)

長

イ

毛

イ

(

朱

)

る
、
同
第
四
句
し
け
き
お
も
ひ
は
、

m詞
書
い
は
て
の
関
の
こ
'A
ろ
、
問
調
書
大
弐
仲
実
:
:
:
、
邸
調
書
寄
馬
O
恋
と
:
:
:
、

m詞
書
:
:
:
か
は
り

イ

ニ

無

(

朱

)

見

く

る

し

た

は

し

・

は

く

ら

し

ヨ

リ

此

た

マ

テ

イ

ニ

無

(

朱

)

も

イ

(

朱

)

れ

す

イ

(

朱

)

の

て
よ
め
り
け
る
、
間
詞
書
:
:
:
み
ち
は
く
ら
し
と
て
し
は
し
た
て
と
女
房
の
申
け
れ
は
:
:
:
、
同
第
五
句
か
た
々
し
ら
ね
位
、
間
第
二
句
み
か
き
か

イ

(

朱

)

跡

イ

(

朱

)

に

た

イ

(

朱

)

の

小

イ

(

朱

)

井

く

ひ

イ

(

朱

)

波

イ

(

朱

)

原
の
、
同
第
五
句
宿
も
さ
た
め
す
、
初
第
二
句
空
迄
な
ひ
く
、
加
第
二
句
も
と
あ
ら
小
は
き
、

m第
二
・
三
句
千
草
に
か
ふ
る
白
露
の
、
別
初
句
よ

浦

イ

(

朱

)

イ

エ

ん

(

墨

)

は

し

け

る

イ

ハ

墨

)

こ

イ

さ
の
海
に
、
雑
部
上
‘
捌
詞
書
:
:
:
さ
も
さ
ふ
ら
ひ
ぬ
へ
き
さ
ま
に
:
:
:
つ
か
ま
つ
り
け
る
(
以
下
雑
部
上
下
、
本
文
又
校
異
共
ニ
別
筆
)
出
左
注
そ

夫
木
廿
三
同
(
朱
〉

l

(

墨

)

空

イ

(

墨

)

の

イ

〈

墨

)

い

ね

イ

ハ

墨

)

よ

れ

イ

(

墨

〉

の
た
ひ
な
り
け
る
と
そ
、
別
第
四
句
春
に
し
ら
れ
ぬ
、
加
第
三
句
う
き
雲
を
、
加
第
二
句
な
t
A

ひ
こ
の
か
ゆ
、

m第
四
句
忍
ひ
し
ふ
し
は
、
加
初
旬

l

次
郎
同
ハ
朱
〉

l

次
郎
(
朱

)

1

次
郎
(
朱

)

l

す

イ

(

墨

)

ち

イ

ハ

墨

〉

1

は
く
イ
(
墨
〉

5

通

イ

ハ

墨

〉

た

イ

(

墨

〉

う
ち
わ
た
る
、
制
第
三
句
あ
さ
に
す
る
、
間
第
二
句
な
み
ち
へ
さ
そ
ふ
、
問
詞
書
;
:
:
家
道
君
の
も
と
よ
り
、
問
詞
書
:
:
:
ほ
と
す
き
で
す
て
た
れ

-

夫

木

三

十

六

同

〈

朱

)

ら

ふ

か

(

朱

)

タ

リ

イ

(

墨

〉

か

し

あ

た

へ

イ

〈

墨

一

)

き

イ

(

墨

〉

に

と

イ

(

墨

〉

イ

宏

(

墨

)

は
、
制
調
書
し
り
た
る
人
の
も
と
よ
り
:
:
:
、
抑
制
第
五
句
蘇
よ
け
む
、
加
第
二
句
と
も
な
き
松
の
、
抑
制
第
四
句
に
し
の
宮
人
、
湖
初
旬
す
ま
の
浦
に
、

-

夫

同

(

朱

〉

l

心

イ

(

墨

)

も

イ

(

息

一

)

ν

イ

(

墨

)

道

イ

〈

墨

)

膏

イ

(

墨

)

間
詞
書
そ
の
こ
う
川
J

の
寄
、
問
第
五
句
た
き
喝
な
る
哉
、
問
第
四
句
き
こ
の
は
べ
て
も
、
附
第
句
さ
か
ゆ
く
身
か
は
、
雑
部
下
問
あ
す

を
を・よf
・よィ・み孟
・めニ・侍バ
無朱
・る小・け)
、さ3・る
同
第同
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の
イ
〈
墨
v

の

イ

(

墨

)

ほ

そ

イ

(

墨

)

花

イ

ハ

墨

〉

を

イ

(

墨

)

か
ゐ
と
、

mた
ら
ち
ね
そ
、
制
第
五
句
心
せ
は
さ
に
、
問
第
五
句
く
さ
か
も
ゆ
ら
ん
、
問
調
書
田
上
に
侍
け
る
こ
る
こ
も
り
か
い
ね
と
い
ふ
も
の
・

ぬ

イ

(

墨

)

か

な

イ

〈

墨

)

哉

イ

(

照

宮

〉

と

イ

〈

墨

)

見

ゆ

る

イ

ハ

息

一

)

・
、
問
第
四
五
句
ひ
と
つ
も
み
え
す
を
ち
に
け
る
か
や
、
制
第
五
句
よ
は
り
ゆ
く
ま
で
、
連
諸
問
和
句
し
は
し
も
や
と
に
、
別
唱
句
ゐ
た
る
か
な
、

l

続
千
同
(
朱

)

l

こ

な

は

る

イ

(

翠

)

に

イ

(

墨

〉

る

イ

(

墨

)

制
唱
句
を
し
は
か
り
、
問
和
句
す
t
A

た
る
か
ほ
と
、
問
唱
句
詞
書
:
:
:
は
た
け
に
か
よ
ふ
を
み
て
、

イ

(

暴

)

綱

イ

〈

墨

〉

に

イ

(

墨

)

永

イ

〈

暴

)

め
く
:
:
:
側
唱
句
作
者
家
総
、
問
唱
句
や
り
み
つ
の
、
問
唱
句
作
者
承
源
法
師
、

君
イ
ハ
愚
一
〉
権
イ
〈
思
一
)

甲
斐
公
、
印
唱
句
作
者
源
中
納
言
国
信
、

〈

墨

〉

か

〈

墨

〉

た
り
け
る
を
:
・
・
・
・
、

ち

附
唱
句
詞
書
:
:
:
ふ
ね
の
お
ほ
く
っ
き
て
ひ
し

の
イ
(
墨
〉

印
唱
句
詞
書
:
:
:
御
時
内
侍
所
へ
供
御
:
:
:
、

と
イ
〈
墨
〉

削
唱
句
詞
書
:
:
:
女
房
達
に
物
か
た
り
し
て
:
:
:
、
同
和
句
作
者

或

イ

(

墨

)

ひ

し

(

墨

)

か

れ

イ

問
唱
句
作
者
有
僧
、
間
和
句
詞
書
:
:
:
あ
る
し
の
を
こ

L

以
上
、
本
書
に
傍
記
す
る
朱
墨
の
イ
本
校
異
で
あ
る
。
そ
の
校
註
筆
者
は
複
数
で
あ
り
、
上
冊
巻
了
、
四
迄
は
契
沖
自
筆
と
認
め
ら
れ
る
が
、
下
冊

- 50ー

巻
五

i
十
は
別
筆
l
猶
判
断
に
迷
う
書
跡
も
多
少
を
交
う
が
!
と
認
定
さ
れ
、
且
つ
巻
九
・
十
両
巻
の
書
写
者
の
筆
跡
と
想
定
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

こ
の
朱
筆
校
異
は
上
掲
の
如
く
巻
七
・
八
の
両
巻
に
集
中
し
、
上
冊
部
分
と
巻
九
・
十
に
は
極
め
て
僅
少
に
し
か
所
見
さ
れ
な
い
。
し
か
も
前
者
は

朱
筆
を
主
と
し
、
後
者
は
墨
筆
の
み
で
あ
る
。
下
冊
に
か
、
ぎ
っ
て
み
る
と
、
後
補
別
筆
の
巻
九
・
十
は
屡
ミ
記
L
て
き
た
ご
と
く
に
契
沖
本
系
統
で

は
な
く
し
て
十
巻
本
系
統
の
第
一
二
・
四
類
本
系
本
文
の
相
交
る
系
統
本
ー
も
っ
と
も
此
両
巻
は
本
文
上
の
異
同
が
甚
だ
砂
い
ー
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が

朱
筆
校
異
が
顕
著
に
散
見
す
る
巻
七
・
八
両
巻
の
対
校
本
文
を
検
す
る
に
や
は
り
第
一
二
・
四
類
本
系
の
本
文
を
持
つ
伝
本
に
よ
る
校
勘
と
推
定
さ
れ

る
の
で
あ
る
。
従
っ
て
巻
七
・
八
併
び
に
巻
五
・
六
を
含
む
下
冊
の
校
記
は
、
補
写
別
巻
た
る
巻
九
・
十
両
巻
と
同
一
本
文
を
持
つ
一
伝
本
に
拠
っ

て
同
一
筆
写
者
の
手
に
な
る
も
の
と
想
定
す
る
の
が
自
然
で
あ
る
。
何
故
に
上
冊
巻
一

i
四
に
及
ば
な
か
っ
た
か
は
推
測
す
べ
く
も
な
い
。
あ
る
い

は
上
冊
を
欠
く
が
如
き
伝
本
で
も
あ
っ
た
ろ
う
か
。
と
も
か
く
下
冊
に
於
て
は
該
本
に
拠
る
校
勘
が
施
さ
れ
、
巻
九
・
十
の
依
拠
本
は
当
該
本
自
体

で
あ
る
が
故
に
当
該
本
が
一
五
来
傍
記
す
る
墨
筆
校
異
を
そ
の
ま
ま
に
と
ど
め
る
こ
と
に
な
っ
た
と
推
測
す
る
の
が
自
然
の
よ
う
で
あ
る
。
し
か
し
猶

不
審
を
残
す
の
は
契
沖
書
写
本
l
朱
筆
補
入
本
文
を
合
む
i
中
に
所
見
さ
れ
る
欠
落
本
文
に
対
し
、
此
イ
本
校
補
が
施
さ
れ
て
い
な
い
点
で
あ
る
。



当
該
本
に
も
同
様
の
欠
落
本
文
が
散
見
さ
れ
る
の
で
も
あ
ろ
う
か
。
そ
の
不
審
も
推
定
す
べ
く
も
な
い
。
以
上
下
冊
の
校
異
に
つ
い
て
の
推
測
で
あ

る
が
、
そ
の
校
勘
本
文
は
移
多
に
及
び
契
沖
書
写
本
と
他
伝
本
と
の
異
同
の
一
面
を
具
に
示
す
も
の
と
し
て
留
意
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
叉
、
上
冊
巻
一

ー
四
に
つ
い
て
は
墨
記
イ
本
は
契
沖
依
拠
本
元
来
の
傍
記
、
朱
記
イ
本
の
過
半
は
対
校
諸
集
の
本
文
に
見
る
イ
本
校
記
か
と
臆
測
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

註

そ
の
類
別
方
針
と
し
て
は
、
極
く
一
般
的
な
見
解
に
従
い
、

ω原
則
と
し
て
自
己
又
は
自
己
側
の
存
在
・
行
為
・
事
柄
・
事
実
な
ど
に
関
す
る
謙
譲
の
言
語
表
現
と
し
て
の
「
侍
り
」
、
叉
意
味
上
こ
れ
に
準
ず

る
も
の
、

ω同
様
に
特
定
の
他
者
又
は
こ
れ
に
準
ず
る
他
者
側
に
対
し
て
、
発
言
者
側
の
丁
寧
な
言
語
表
現
と
し
て
の
「
侍
り
」
、

の
大
枠
に
よ
る
こ
と
に
し
た
。
し
か
し
、
た
だ
単
に
雅
語
的
表
現
と
し
て
慣
用
化
し
た
用
例
も
散
見
す
る
が
上
記
の
区
分
に
従
う
こ
と
と
し
た
。
そ

の
際
、
動
調
・
補
助
動
調
・
助
動
詞
等
の
弁
別
を
と
ら
ず
敬
語
法
と
し
て
振
分
け
た
も
の
で
あ
る
。

前
記
一
ー

ω使
用
例

各
例
下
の
追
記
は
諸
本
に
於
け
る
当
該
部
分
の
叙
述
で
あ
る
、
書
陵
部
A
本
を
以
っ
て
代
表
し
た
。

4
朔
日
の
朝
に
霞
を
見
て
よ
み
侍
け
る
l
よ
め
る
、
日
百
首
の
豆
町
の
中
に
霞
を
よ
み
侍
け
る
l
よ
め
る
、
口
殿
下
に
て
関
霞
と
い
ふ
こ
と
を
よ
み
侍
り

ハ
他
本
間
〉

け
る

i
よ
め
る
、
お
扉
風
の
絵
に
:
:
:
若
な
つ
み
た
る
か
た
ち
を
か
け
る
所
を
よ
み
侍
り
け
る

l
よ
め
る
、
M
伊
勢
に
侍
け
る
年
:
:
:
卯
杖
な
と
奉
れ

引
(
朱
)

る
を
見
て
よ
み
侍
り
け
る

l
よ
め
る
、
お
お
な
し
心
を
よ
み
て
人
の
か
り
つ
か
は
し
侍
り
け
る
|
っ
か
は
し
け
る
、
釘
伊
勢
に
斎
宮
に
て
青
馬
を
み
て

よ
み
侍
け
る
|
よ
め
る
、
引
百
首
帯
の
中
に
残
雪
を
よ
み
侍
り
け
る
|
よ
め
る
、
U
百
首
の
歌
の
中
に
鷺
を
よ
み
侍
り
け
る
|
よ
め
る
、

mi---梅
花

落
水
と
い
へ
る
こ
と
を
は
よ
み
侍
り
け
る

1
よ
め
る
、
白
い
ま
た
さ
か
さ
る
花
と
い
へ
る
こ
と
を
は
よ
み
侍
け
る

l
よ
め
る
、
印
賀
陽
院
殿
の
歌
合
に

さ

く

ら

(

朱

)

(

マ

マ

〉

御
く
し
を
よ
み
侍
け
る
l
よ
め
る
、
鉛
北
山
の
ほ
と
り
に
ま
か
り
て
・
・
・
か
は
ら
け
を
と
り
侍
り
て
よ
め
り
け
る
ー
か
は
し
と
り
て
、
∞
∞
中
宮
の
御
堂
の

八
重
さ
く
ら
盛
り
な
り
と
聞
て
・
:
め
で
た
き
に
人
と
寄
よ
み
け
れ
は
よ
み
侍
け
る

i
よ
め
る
、
間
風
の
お
こ
り
て
心
ち
れ
い
な
ら
す
お
ほ
え
侍
け
る

2

3

1

2

3

 

比
花
の
散
侍
け
る
を
み
て
よ
み
侍
け
る
l
覚
け
る
比
・
ち
る
を
・
よ
め
る
、
山
白
川
の
花
見
に
ま
か
り
た
り
け
る
に
:
:
:
隆
源
あ
さ
り
に
云
か
け
侍
り

申
(
諸
本
)

け
る
|
・
か
け
ふ
る
、
旧
堀
川
院
御
時
后
宮
の
御
か
た
に
て
:
:
:
膏
を
よ
ま
せ
給
け
る
に
よ
み
侍
け
る
|
よ
め
る
、
間
百
首
歌
の
中
に
帰
雁
の
心
を
よ

- 51ー



蔵

み
侍
り
け
る
l
よ
め
る
、
間
殿
上
に
て
雨
中
の
す
み
れ
を
よ
み
侍
け
る
i
よ
め
る
、

m修
理
大
夫
顕
季
の
六
条
の
家
に
て
款
冬
O
橋
と
い
ふ
こ
と
を

よ
み
侍
り
け
る
i
よ
め
る
、
問
堀
川
院
御
時
に
:
・
:
・
め
さ
れ
た
り
け
れ
は
や
か
て
ま
い
ら
せ
侍
と
て
・
・
・
・
・
・

l
ま
い
ら
す
と
て
、
巾
堀
川
院
の
御
時
御
前

に
歎
(
朱
)

に
て
雨
中
の
藤
と
い
へ
る
こ
と
を
よ
み
侍
り
け
る
l
よ
め
る
、
間
三
月
尽
花
色
春
深
と
い
へ
る
こ
と
を
よ
み
侍
り
け
る
i
よ
め
る
、
間
百
首
歌
の
中
三

ナ

シ

諸

本

ま

問
殿
下
に
て
三
月
晦
日
の
心
を
よ
み
侍
け
る

l
・
・
・
、
別
堀
川
院
御
時
殿
上
の
を
の
こ
と
も
寄
っ
か
う

月
晦
日
の
心
を
よ
み
侍
け
る
l

よ
め
る
、

つ
り
け
る
に
よ
み
侍
け
る

i
よ
め
る
、

mi---人
の
も
と
に
ま
か
り
て
よ
も
す
か
ら
物
語
し
侍
け
る
に
:
:
:
!
し
け
る
に
、
出
五
月
五
日
男
女
の
も

と
に
:
:
:
女
に
か
は
り
て
よ
み
侍
け
る

i
よ
め
る
、
制
大
弐
仲
実
の
白
河
に
て
五
月
尽
時
鳥
か
へ
る
山
と
い
へ
る
事
を
よ
み
侍
け
る

l
よ
め
る
、

M
山

野
金
(
朱
)

二
条
関
白
殿
に
て
雨
後
O
草
花
と
い
へ
る
こ
と
を
よ
み
侍
け
る
|
よ
め
る
、
知
大
殿
絵
の
中
に
秋
の
野
に
:
:
:
と
い
ふ
も
の
を
ふ
た
つ
お
き
た
る
所

ナ

ツ

諸

本

滋

(

朱

)

を
よ
み
侍
り
け
る

l
よ
め
る
、
側
四
条
宮
の
扇
合
に
人
に
か
は
り
て
よ
み
侍
け
る

l
-
・
・
、
側
基
俊
の
君
の
堀
川
の
家
に
て
:
:
:
草
花
露
口
と
い

(
誤
字
〉

仰
殿
下
に
て
野
風
と
い
へ
る
こ
と
を
よ
み
侍
け
る

i
よ
め
る
、
ぽ
殿
下
に
て
旅
馬
と
い
へ
る
こ
と
を
は

へ
る
こ
と
を
な
ん
よ
み
侍
け
る
|
よ
め
る
、

み
て
よ
み
侍
け
る

l
よ
め
る
、

ω風
の
は
け
し
さ
に
屋
の
い
た
く
な
る
を
聞
侍
て
よ
め
る

l
開
て
、

仰
殿
下
に
て
お
な
し
心
を
よ
み
侍
け
る

l
よ
め

- 52ー

よ
み
侍
け
る

l
よ
め
る
、

mw
股
下
に
て
庭
の
露
と
い
へ
る
こ
と
を
よ
み
侍
け
る

l
よ
め
る
、

仰
や
と
り
た
る
家
に
・
・
・
・
・
・
・
・
・
風
の
吹
な
ら
し
侍
け
れ
は

る
、
切
殿
下
に
て
鹿
を
所
の
名
に
ょ
せ
給
ひ
け
る
に
よ
み
侍
け
る

l
よ
め
る
、
倒
四
条
宮
の
扇
合
に
き
り
を
よ
み
侍
け
る
|
よ
め
る
、
例
舟
に
の
り
て

に
(
墨
)

あ
そ
ひ
け
る
に
・
:
:
:
:
夕
月
夜
を
み
て
よ
み
侍
り
け
る

l
よ
め
る
、
仰
し
ら
川
の
て
水
上
月
と
い
ふ
こ
と
を
よ
み
侍
け
る

l
よ
め
る
、
制
殿
下
に
て

毎

千

(

朱

)

と

諸

本

の

秋

八
月
十
五
夜
の
こ
ふ
ろ
を
よ
み
侍
け
る
l
よ
め
る
、
問
股
下
に
て
月
O
秋
友
と
い
へ
る
こ
と
を
よ
み
侍
け
る
i
よ
め
る
、
制
重
服
に
侍
け
る
と
し
月

(

朱

)

号

谷

の

そ

こ

の

(

朱

)

の
ね
た
る
所
に
も
り
き
た
り
け
る
を
み
侍
り
て

i
見
て
、
別
殿
下
に
て
五
首
の
歌
:
:
・
:
:
庭
月
と
い
へ
る
こ
と
を
よ
み
侍
け
る
!
よ
め
る
、
間
顕
仲

上

(

朱

〉

弘

、

の
公
の
八
条
の
家
に
て
:
:
:
月
を
よ
み
侍
け
る

l
よ
め
る
、
別
殿
下
お
り
た
り
け
る
比
月
を
み
て
よ
み
侍
け
る
!
よ
め
る
、
間
股
下
に
て
野
径
月
と

ナ
シ
諸
本

い
へ
る
こ
と
を
よ
み
侍
け
る
J
-
・
・
、
別
九
月
廿
月
余
の
月
の
:
:
:
幽
に
み
え
け
れ
は
よ
み
侍
け
る
!
よ
め
る
、
別
修
理
大
夫
顕
季
の
六
条
の
家
に

て
残
菊
留
秋
と
い
へ
る
こ
と
を
よ
み
侍
け
る

l
よ
め
る
、

問
柿
の
木
の
枝
の
ほ
そ
き
に
実
の
な
り
た
り
け
る
に
:
:
;
ゆ
る
き
け
る
を
見
て
よ
み
侍
け

る
!
よ
め
る
、
開
一
回
上
の
む
か
ひ
の
山
:
:
:
お
も
し
ろ
か
り
け
る
夕
暮
に
よ
み
侍
け
る
!
よ
め
る
、
制
殿
下
に
て
散
紅
葉
を
よ
ま
せ
給
ひ
け
る
に
よ
み



す

(

朱

)

せ

(

朱

)

ナ

シ

諸

本

別
生
田
の
森
の
ま
へ
を
わ
く
る
と
て
よ
み
侍
け
る

i
よ
め
る
、
仰
い
し
ら
の
滝
に
あ
し
ろ
う
っ
と
間
て
よ
み
侍
け
る
ー
-
・
・
、

刷
頼
仲
か
長
岡
の
家
故
帥
殿
お
は
し
ま
し
て
j
i
-
-
-
山
家
冬
夜
と
い
へ
る
こ
と
を
よ
ま
せ
た
ま
ひ
け
る
に
よ
み
侍
け
る
J
よ
め
る
、
間
田
上
の
山
里

2

1

2

ナ

γ
諸
本

に
て
ふ
し
侍
る
所
に
ゆ
き
の
も
り
き
た
る
を
み
て
よ
み
侍
け
る
i

ふ
し
た
る
・
よ
め
る
、
問
な
ら
の
寄
合
に
人
に
か
は
り
て
よ
み
侍
け
る
ー
-
・
・
、

お

(

朱

)

り

と

ハ

墨

)

市
と
よ
み
て
を
く
り
た
り
け
る
を
み
て
:
:
:
:
・
た
ふ
の
か
た
ら
ひ
に
て
は
あ
ら
さ
り
け
れ
は
見
え
侍
け
れ
は
:
・
:
:
:
l
み
え
け
れ
は
、
市
修
理

太
夫
顕
季
の
な
き
さ
の
院
に
て
旅
賓
弱
公
と
い
へ
る
こ
と
を
よ
み
侍
け
る
l

よ
め
る
、
加
つ
く
し
よ
り
の
ほ
り
侍
け
る
に
は
か
た
と
い
ふ
所
に
て
:
・

2

1

2

 

・
:
:
と
も
か
く
も
い
は
ん
に
し
た
か
は
ん
と
申
け
る
を
き
ふ
て
よ
み
侍
け
る
ー
の
ほ
り
け
る
に
・
よ
め
る
、
間
む
さ
け
の
を
と
t
A

い
ふ
所
に
て
よ
み

つ
(
朱
)

侍
け
る

i
よ
め
る
、
間
百
首
寄
の
中
に
旅
の
心
を
よ
み
侍
け
る
|
よ
め
る
、
間
あ
ら
口
を
い
て
与
:
:
:
:
ゃ
う
/
¥
つ
く
し
を
は
な
れ
侍
事
な
と
心

ハ

誤

字

〉

つ

(

朱

)

ほ
そ
さ
に
ー
は
な
れ
ぬ
る
こ
と
、
市
む
へ
と
い
ふ
と
ま
り
に
て
・
:
:
:
:
所
か
ら
に
や
身
に
し
み
て
よ
み
侍
け
る

l
よ
め
る
、
明
む
ろ
す
み
と
い
ふ
所

に
て
j
i
-
-
-
を
過
て
ま
か
る
と
て
よ
み
侍
け
る

l
よ
め
る
、
制
に
は
か
に
こ
ち
ふ
く
と
て
こ
し
ま
と
い
ふ
所
に
と
ふ
ま
り
て
j
i
-
-
そ
れ
さ
へ
こ
と

た
か
ひ
た
る
心
ち
し
て
よ
み
侍
け
る
i
よ
め
る
、
制
舟
よ
り
お
り
て
た
与
す
み
侍
け
る
に
:
:
:
l
た
ふ
す
み
け
る
に
、

m叉
の
日
高
砂
に
ま
か
り
て

与
(
朱
)
諸
本

:
:
・
:
名
き
こ
ゆ
る
松
は
い
つ
れ
そ
と
尋
侍
け
れ
は
:
:
:
i
尋
け
れ
は
、
仰
な
る
お
を
過
侍
け
る
に
松
の
見
え
け
れ
は
よ
み
侍
け
る
|
よ
め
る
、

m

か
じ
ま
を
過
け
る
に
あ
そ
ひ
と
も
の
あ
ま
た
ま
う
て
き
て
:
:
:
か
ふ
る
お
も
ひ
を
か
ふ
り
て
の
ほ
り
侍
け
れ
は
:
:
:
ー
の
ほ
れ
は
、
間
山
さ
き
ち
か

左

(

朱

〉

笛

(

朱

)

く
な
り
て
:
:
:
:
お
も
ひ
い
て
ら
れ
侍
り
て
よ
め
る

l
思
ひ
い
て
ら
れ
て
、
町
山
崎
の
山
里
に
て
右
大
井
ま
い
り
あ
ひ
て
:
・
:
:
:
筆
の
は
こ
な
る
笛
の

お

(

朱

〉

お

(

朱

)

こ
ひ
て
を
き
侍
け
る
つ
ゐ
て
に
よ
め
る

l
お
き
け
る
、

mみ
つ
を
ち
と
い
ふ
所
を
は
す
き
侍
と
て
よ
め
る
ー
す
く
と
て
、
制
五
月
五
日
に
あ
た
り
け
れ

は
み
つ
の
の
し
ゃ
う
ふ
を
と
り
に
や
り
て
た
も
と
に
か
け
な
と
し
侍
け
る

:
:
:
lし
け
る
、

Mm
郁
芳
門
院
の
根
合
に
人
に
か
は
り
て
よ
み
侍
け
る

l

ま
し
(
朱
)

制
前
斎
宮
の
閑
院
に
お
は
し
O
け
る
比
:
:
:
南
お
も
て
の
も
り
の
下
に
か
く
れ
ゐ
て
み
侍
り
け
れ
は
:
:
:
l
み
れ
は
(
書
陵
部
A
本
欠
落

侍
け
る

l
よ
め
る
、

よ
め
る
、

制
た
へ
な
る
花
を
も
り
で
つ
ね
に
仏
に
奉
る
と
い
ふ
こ
と
を
よ
み
侍
け
る

l
よ
め
る
、
抑
心
み
た
ら
す
し
て
た
の
み
を

え
せ
(
朱
)

よ
く
か
く
れ
は
:
:
:
:
・
と
い
ふ
こ
と
を
よ
み
侍
け
る
j
よ
め
る
、
問
た
ら
ぬ
ひ
か
り
と
い
へ
る
事
を
よ
み
侍
け
る
i
よ
め
る
、
側
諸
の
衆
生
を
み
ち

む

と

ち

か

は

せ

給

ふ

(

朱

)

ミ

ひ
か
せ
お
は
し
ま
す
ち
か
ら
に
:
:
:
と
い
へ
る
事
を
よ
み
侍
け
る
l

・
・
・
ハ
但
し
第
二
・
三
類
本
系
一
部
ニ
よ
め
る
ア
リ
〉
、
側
諸
の
仏
の
御
国
よ
り

ナ
シ
諸
本

部
分
、
阿
波
国
本
ニ
拠
ル
)
、

- 53ー



ー
あ
へ
り
(
朱
)

2

1

2

ま
い
り
あ
つ
ま
り
給
ひ
た
る
仏
ほ
さ
っ
た
ち
の
御
光
:
:
:
さ
し
侍
と
い
ふ
こ
と
を
よ
み
侍
け
る
ー
さ
し
あ
へ
り
・
よ
め
る
、
町
空
を
か
け
る
さ
と
り
を

ナ

シ

諸

本

世

界

(

朱

〉

あ
ら
は
し
て
か
の
国
に
き
た
る
と
い
へ
る
こ
と
を
よ
み
侍
け
る

l
e
・
・
、
問
か
の
国
は
ひ
ろ
き
こ
と
な
ん
:
:
:
と
い
へ
る
こ
と
を
よ
み
侍
け
る

l

さ
イ
(
朱

)

1

イ
ニ
無
〈
塾
)

よ
め
る
、
?
附
物
申
け
る
人
の
つ
ね
に
あ
や
し
き
事
の
有
け
れ
は
-
j
i
-
-
く
せ
/
¥
し
き
な
ん
た
く
ひ
な
き
と
申
侍
け
れ
は
:
:
:
・
:
や
た
て
の
ひ
ら
な

ワ臼

1
ム

ワ

u

る
に
結
つ
け
て
遣
し
侍
け
る

l
申
け
れ
は
(
丁
寧
語
)
・
っ
か
は
し
け
る
、
間
あ
る
人
の
も
と
に
て
な
そ
/
〈
.
、
、
物
か
た
り
を
あ
ま
た
つ
く
り
て
:
:
:

イ
ニ
無
〈
朱

)

i

口
(
朱
〉

こ
と
さ
ま
に
な
ん
と
き
た
り
と
き
ふ
侍
け
る
を
・

:
i異
文
該
当
本
文
ナ
シ
、
附
物
も
う
し
け
る
人
の
は
ふ
に
申
へ
き
こ
と
あ
り
て
ま
か
り
で
た
っ
ね

め
イ
ュ
無
(
朱
)

侍
け
る
に
:
:
:
l
た
つ
ね
け
る
に
、
山
修
理
太
夫
顕
季
の
八
条
の
家
に
て
人
/
¥
恋
の
寄
よ
み
け
る
に
よ
み
侍
け
る

i
よ
め
る
、
間
よ
へ
と
も
か
へ

い

へ

る

事

を

よ

め

る

イ

(

朱

〉

ナ

シ

諸

本

イ

ニ

無

(

朱

〉

ら
す
と
い
ふ
心
を
v

よ
み
侍
け
る

i
-
e
・
、
山
殿
下
に
て
か
へ
さ
る
い
ふ
恋
と
い
ふ
事
を
よ
み
侍
け
る
l
書

A
本
ナ
シ
・
類
従
本
系
一
一
よ
め
る
ア
リ
、
問

殿
下
に
て
推
量
の
恋
と
い
ふ
こ
と
を
よ
み
侍
け
る

l
当
該
本
文
ナ
シ
、
第
三
類
本
等
一
一
よ
め
る
ア
リ
、
山
あ
る
所
に
て
タ
の
恋
と
い
へ
る
こ
と

イ

ユ

無

(

朱

)

ナ

シ

諸

本

め

る

イ

(

朱

)

i

を
よ
み
侍
け
る

1
・
・
・
、
間
同
殿
に
て
人
を
う
ら
む
る
と
い
へ
る
事
を
よ
み
侍
け
る

i
よ
め
る
、
問
中
納
言
国
信
の
坊
域
の
堂
に
て
:
:
:
恋
の
心

イ
-
一
無
ジ
(
朱
〉

l

:

l

イ

ニ

無

(

朱

)

ナ

ジ

諸

本

を
よ
み
侍
け
る
l
書

A
本
ナ
シ
、
第
二
類
本
一
部
ニ
よ
め
る
ア
リ
、
加
な
ら
の
寄
合
に
人
に
か
は
り
て
よ
み
侍
け
る
(
但
し
墨
細
補

)
1
0
・
.

1

長

イ

(

朱

)

イ

ニ

無

(

朱

)

ナ

シ

諸

本

3

間
大
弐
仲
実
の
八
条
家
に
て
晩
恋
と
い
へ
る
こ
と
を
よ
み
侍
け
る
1

・
・
・
、
問
左
京
大
夫
つ
ね
た
ふ
爪
条
の
家
に
て
恋
の
心
を
よ
み
侍
け
る
l

ナ

シ

諸

本

八

歎

(

朱

)

1

2

イ
ニ
無
(
朱

)

1

2

ナ
シ
諸
本

山
中
納
言
ま
さ
た
ふ
の
」
ハ
条
家
に
で
歌
合
し
侍
け
る
に
恋
の
心
を
よ
み
侍
り
け
る

l
寄
合
し
け
る
に
・
@
。
、

m左
京
大
夫
つ
ね
た
ふ
八

人
(
朱
)

条
家
に
て
恋
不
依
と
い
へ
る
こ
と
を
よ
み
侍
け
る

l
よ
め
る
、

m修
理
太
夫
顕
季
の
六
条
に
て
恋
不
知
程
と
い
へ
る
こ
と
を
よ
み
侍
け
る
i
よ
め
る

一

ll--ω
使
用
例
各
例
下
の
追
記
は
付

lω
と
同
様
で
あ
る
。

入

条

の

m

諸
本
同
)

5
顕
仲
の
君
の
一
家
に
人
/
¥
あ
つ
ま
り
て
十
首
の
寄
よ
み
侍
け
る
に
:
:
:
l
よ
み
け
る
に
、
四
国
上
な
り
け
る
所
に
侍
け
る
比
:
:
:
心
ほ
そ
く

哀
な
る
こ
と
も
あ
ら
ん
と
人
の
か
た
り
侍
り
け
る
そ
の
か
へ
し
に
:
:
:
l申
た
り
け
る
・
第
二
・
三
類
本
系
ニ
か
た
り
け
る
ア
リ
、
山
大
弐
仲
実
卿

(
諸
本
同
〉

間
故
源
中
納
言
国
信
の
坊
城
の
堂
に
中
宮
亮
仲
実
か
侍
け
る
比
人
と
ま
か

白
川
の
花
み
に
と
て
き
そ
は
れ
侍
り
け
れ
は
・
:
・
・
・

l
さ
そ
は
れ
け
れ
は
、

り
で
あ
そ
ひ
侍
け
る
に
・•• 
，
 

•• 

|
あ
そ
ひ
け
る
、

間
三
月
晦
日
人
ミ
寄
よ
み
侍
け
る
に

l
よ
み
け
る
に
、
知
皇
居
宮
太
夫
師
時
の
八
条
の
家
に
て
歌
合

し
侍
け
る
に
・
・
・
・
・
・

i
し
け
る
に
、

初
雲
居
寺
に
て
:
:
J
:
人
/
¥
あ
ま
た
ま
か
り
て
よ
み
侍
け
る
に
j
よ
め
る
に
、
お
八
条
入
道
の
い
つ
み
の
家
に
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市

ム

ヮ

“

1

4

9

“

ま
か
り
侍
て
十
首
の
寄
を
人
と
よ
み
侍
け
る
に

l
ま
か
り
で
・
よ
み
け
る
に
、
部
故
大
殿
政
所
よ
り
豆
町
ゑ
を
は
給
り
て
:
:
:
鶴
向
ひ
て
た
て
り
侍
り

あ
は
せ
歎
(
墨
)

空
に
郭
公
鳴
た
る
を
:
:
:
l
た
て
り
、
別
人
の
う
た
O
せ
ん
と
こ
ひ
侍
け
れ
は
|
こ
ひ
け
れ
は
、
問
都
の
か
た
よ
り
人
ま
う
て
き
て
寄
を
よ
み
侍
け

け
る
(
朱
V

の

官

官

衆

(

朱

)

る
に
:
:
:
l
よ
み
け
る
に
、
臨
み
ふ
に
侍
O
比
人
と
ま
う
て
き
て
五
十
首
O
よ
み
侍
け
る
に
:
:
:
|
よ
み
け
る
に
、
間
堀
川
院
御
時
所
泉
共
の
寄
を

の

(

朱

)

室

欺

(

朱

)

へ

(

墨

〉

と

よ
み
侍
け
る
に
:
・
:
:
:
i
よ
み
け
る
に
、
問
中
宮
。
、
衛
の
御
堂
に
わ
た
ら
せ
給
ひ
て
松
久
緑
な
り
と
い
ひ
侍
る
こ
と
を
:
:
:
j
い
へ
る
、
閣

は
(
朱
)

は
か
た
に
有
け
る
唐
人
と
も
の
あ
ま
た
ま
う
て
き
侍
り
て
と
ふ
ら
ひ
け
る
に
よ
め
り
け
る
l
き
て
、
加
あ
し
や
と
い
ふ
所
に
て
琵
琶
法
師
の
ひ
わ
を

を
(
朱
)

引
侍
け
る
と
ほ
の
か
に
開
て
:
:
:
l
ひ
き
け
る
を
、
仰
さ
よ
ふ
け
て
郭
公
の
こ
ゑ
き
こ
え
侍
け
れ
は
j
聞
え
け
れ
は
、
加
お
ま
へ
と
い
ふ
所
に
て
:
:

と

く

(

朱

〉

イ

ニ

ナ

シ

ナ

シ

〈

諸

本

)

:
い
ひ
さ
は
し
を
き
L
て
そ
の
か
み
に
侍
て
け
れ
は
み
て
く
ら
た
て
ま
つ
る
と
て
:
:
:
ー
そ
の
神
に
み
て
み
て
く
ら
・
当
該
本
文
諸
本
ナ
シ
、
制
ま
て

と
い
ふ
所
に
て
し
は
し
と
ふ
ま
り
て
:
:
:
き
し
の
い
へ
と
も
よ
り
/
¥
人
/
¥
の
あ
ま
た
き
侍
て
み
れ
は
よ
め
る
j
あ
ま
た
き
て
、
則
極
楽
に
生
る

へ

る

(

朱

)

弘

、

ふ
人
は
:
:
・
:
:
心
お
も
ひ
の
こ
と
く
に
な
ん
有
と
い
ひ
侍
る
こ
と
を
よ
め
る

l
い
へ
る
、
側
諸
の
仏
の
御
国
よ
り
ま
い
り
あ
つ
ま
り
給
ひ
た
る
:
:
:

ゆ
か
(
朱
)
1

あ
へ
り
(
朱

)

2

1

2

・
:
あ
み
た
ふ
つ
の
御
か
た
に
さ
し
侍
と
い
ふ
事
を
よ
み
侍
け
る
ー
さ
し
あ
へ
り
・
よ
め
る

(ω重
出
)
、
制
極
楽
に
は
い
か
に
も
あ
し
き
事
を
は
名
に

い

は

ず

(

朱

)

さ

イ

(

朱

)

1

イ
ニ
無
(
朱
)
ま
L
(
朱
)

た
に
い
ひ
侍
ら
す
と
い
ふ
こ
と
を
よ
め
る

l
い
は
す
、
川
:
・
く
せ
/
¥
し
き
な
ん
た
く
ひ
な
き
と
申
侍
け
れ
は
ま
き
の
や
た
て
の
ひ
ら
な
る
に
結
つ

2
イ
ニ
無
(
朱
)

1

2

け
て
遣
し
侍
け
る
l
申
け
れ
は
・
っ
か
は
し
け
る

(ω重
出
)
、
捌
人
の
も
と
に
ま
か
り
け
る
に
御
ま
へ
に
い
と
ま
ふ
た
か
り
て
え
お
り
す
と
申
侍
け

を

(

朱

》

イ

ニ

ナ

シ

(

朱

》

れ
は
:
:
:
l
申
た
り
け
れ
は
、
問
、
お
と
こ
か
れ
f
t
I
に
成
て
歎
き
侍
け
る
人
に
か
は
り
て
遣
し
け
る
!
な
け
き
け
る
、
附
中
納
言
国
信
の
家
に
て
恋

イ

ニ

無

(

朱

)

!

と

5

イ
ニ
無
(
朱
)

4

ι

め
歌
合
し
侍
け
る
に
初
恋

l
歌
合
し
け
る
に
、
川
人
の
も
と
に
ま
か
り
た
り
け
る
に
こ
よ
ひ
は
か
へ
り
ね
と
申
侍
け
れ
は
よ
め
る
!
申
け
れ
は
、
問
人

(

諸

本

同

)

あ

イ

(

朱

〉

を

(

朱

)

た

り

イ

(

朱

)

l

を
尋
け
る
に
う
へ
に
と
い
は
せ
て
あ
ひ
侍
ら
さ
り
け
れ
は
:
:
:
か
れ
よ
り
い
と
お
し
う
い
か
L
お
ほ
え
し
と
い
ひ
遣
し
侍
け
れ
は
つ
か
は
し
け
る
|

イ
ニ
無
(
朱
)
と

い
ひ
た
り
け
れ
は
、
附
堀
川
院
御
時
に
女
御
殿
の
御
か
た
に
:
:
:
・
:
人
/
¥
の
扇
に
て
な
ら
ひ
を
せ
さ
せ
侍
り
け
れ
は
か
き
付
け
る

l
せ
さ
せ
け
れ

け
れ
は
イ
(
朱
)

は
、
問
か
た
ら
ひ
け
る
人
の
此
こ
ろ
j
i
-
-
-
い
ろ
も
あ
を
み
お
と
ろ
へ
た
る
は
な
と
申
侍
し
か
は
よ
め
る
i
申
け
れ
は
、
印
刷
股
下
に
て
十
首
寄
よ
み

イ
ニ
無
(
朱
)

お
こ
な
ひ
侍
り
け
る
に
こ
ひ
の
心
を
つ
か
う
ま
つ
り
け
る
l
よ
ま
せ
給
け
る
に
、

以
上
、

一

llω
は
百
八
例
、

一
ー

ωは
三
十
二
例
、
が
散
見
さ
れ
る
。



一一
llω
、
引
用
本
文
は
書
陵
部
A
本
に
拠
る
。
他
本
と
の
問
に
多
少
の
相
違
を
見
出
す
が
僅
差
な
る
に
つ
き
省
略
し
た
。
各
例
下
の
追
記
は
契
沖
筆

写
本
に
於
け
る
当
該
部
分
の
異
岡
本
文
で
あ
る
。

6
は
か
た
め
の
鏡
の
お
し
き
の
し
き
も
の
に
書
つ
け
侍
け
る
、

7
伊
勢
に
侍
け
る
比
:
:
;
、
日
伊
勢
に
侍
け
る
こ
ろ
:
:
:
、
日
田
上
な
る
所
に
侍
け

る
比
:
:
:
、
羽
伊
勢
に
侍
け
る
と

Li---
、
日
東
北
院
の
花
さ
か
り
な
り
と
開
て
:
・
:
:
:
鷲
を
と
つ
れ
て
す
き
か
た
か
り
け
れ
は
た
ち
と
ま
り
て
侍
け

る
に
:
:
:
i
契
本
「
鷲
」
以
下
欠
文
、
日
法
成
寺
の
花
さ
か
り
と
関
て
人
/
¥
あ
ま
た
く
し
て
見
あ
り
き
け
る
に
柳
の
木
の
も
と
に
ゐ
で
侍
け
る
λ

内

A

/
¥
は
花
の
し
た
に
あ
そ
は
れ
け
れ
は
柳
の
木
に
か
き
つ
け
て
侍
け
る
、
出
伊
勢
に
侍
け
る
時
:
:
:
、
制
み
ふ
に
侍
け
る
こ
ろ
:
:
:
、
山
間
こ
れ
を
開

て
和
し
侍
け
る
、
制
下
麗
に
こ
え
ら
れ
て
な
け
き
侍
け
る
比
:
:
:
、
別
重
服
に
侍
け
る
と
し
:
:
:
、
間
田
上
に
侍
け
る
こ
ろ
:
:
:
、
別
田
上
に
侍
け

1

2

3

 

る
比
:
:
:
、
開
田
上
に
は
へ
り
け
る
ほ
と
俊
重
も
侍
け
る
か
の
ほ
り
て
の
ち
み
や
こ
よ
り
お
く
り
て
侍
け
る

i
2
・
3
ハ
弟
俊
重
ノ
事
柄
ニ
テ
自
己

側
ヲ
主
ト
ス
レ
バ
謙
譲
、
純
粋
ニ
第
三
者
ト
ス
レ
バ
丁
寧
語
、
仰
田
上
に
侍
け
る
比
:
:
:
、
間
田
上
に
侍
け
る
に
:
:
:
、
町
新
院
の
御
時
臨
時
の
祭

噌

i

の
陪
従
し
た
り
け
る
に
:
・
:
:
:
御
物
忌
に
あ
た
り
た
り
け
れ
は
地
下
の
人
も
こ
へ
ら
ん
と
ま
ち
に
は
へ
り
け
る
に
雪
ふ
り
て
思
ひ
い
つ
る
こ
と
も
あ

〈
マ
マ
〉

2

も
蔵
人
こ
へ
ら
ん
と
(
朱
)

り
て
か
へ
り
に
か
き
つ
け
侍
け
る

1
1諸
本
異
同
ア
リ
、
契
本
「
地
下
の
人
の
ま
ち
に
侍
け
る
に
」
ト
ス
・
今
取
敢
ズ
当
項
-
一
入
ル
、
的
み
ふ
に
侍

け
る
(
朱
)

け
る
比
:
:
:
l
侍
O
比
、
加
伊
勢
の
斎
宮
に
侍
け
る
比
:
:
:
、
間
伊
勢
斎
宮
に
侍
こ
ろ
い
し
な
と
り
の
石
あ
は
せ
と
い
ふ
事
j
i
-
-
十
の
石
に
ひ

2

ハ
マ
マ
〉

と
つ
つ
ふ
か
き
侍
け
る
、
市
:
:
:
さ
う
す
く
し
て
つ
か
は
し
け
る
帯
に
む
す
ひ
つ
け
て
侍
け
る

i
お
ひ
に
寄
を
よ
み
て
結
ひ
つ
け
て
侍
け
る
、
市
つ

噌

i

n

L

唱

i

く
し
よ
り
の
ほ
り
け
る
に
は
か
た
と
い
ふ
所
に
日
こ
ろ
侍
け
る
に
:
:
:
!
の
ほ
り
侍
け
る
に

(
前
掲
一
'It's川

W
に
入
ル
)
、

間
田
上
に
侍
け
る
こ
ろ

-
i
侍
比
、
仰
な
る
を
ふ
す
き
で
は
へ
り
け
る
に
:
:
:
、
制
服
ぬ
き
侍
り
け
る
日
よ
め
る
、
断
書
陵
部
A
本
欠
落
、
諸
本
、
田
上
に
侍
り
け
る
比
・

-
、
附
か
た
ら
ひ
け
る
人
の
こ
と
人
に
物
申
と
き
ふ
て
う
ら
み
侍
け
れ
は
:
:
:
、
附
堀
河
院
御
時
に
女
御
の
御
方
に
・
j
i
-
-
人
の
あ
ふ
き
手
な
ら
ひ

n
，“

τA 

を
せ
さ
せ
け
れ
は
か
き
つ
け
侍
け
る

i
せ
さ
せ
侍
け
れ
は
(
前
掲
一

iω
表
ニ
入
ル
〉
・
か
き
付
け
る
、

mな
か
月
の
晦
日
人
の
も
と
に
ま
か
り
た
り

け
る
に
:
:
:
し
ら
す
と
て
申
さ
り
け
れ
は
書
あ
つ
め
て
家
に
を
か
せ
侍
け
る
、

以
下
は
巻
九
・
十
両
巻
の
謙
譲
語
「
侍
り
」
の
用
例
で
あ
る
が
、
参
考
ま
で
に
掲
出
す
る
。
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加
下
璃
に
こ
え
ら
れ
て
な
け
き
侍
け
る
こ
ろ
:
:
:
、
山
こ
と
の
ゆ
か
り
あ
り
て
伊
勢
固
に
ま
か
り
で
ひ
さ
し
う
侍
り
け
る
に
:
:
:
、
加
思
こ
と
侍
け

る
こ
ろ
よ
め
る
、
別
田
上
に
侍
け
る
比
:
:
:
、
加
お
も
ふ
事
侍
り
け
る
こ
ろ
よ
め
る
、
制
隆
源
阿
闇
梨
七
条
一
房
に
申
へ
き
こ
と
あ
り
て
:
:
:
あ
は
さ

り
け
れ
は
か
み
さ
う
し
に
か
き
つ
け
侍
り
け
る
、
制
股
上
お
り
て
侍
り
け
る
比
・
:
:
・
、
山
下
賜
に
こ
え
ら
れ
て
叙
位
の
を
く
に
か
き
つ
け
侍
り
け
る
、

円
マ
マ

)

1

m四
位
し
て
殿
上
を
も
て
侍
り
け
る
こ
ろ
家
道
君
の
も
と
よ
り
つ
れ
/
¥
は
い
か
ふ
な
と
訪
て
侍
り
け
る
に
:
:
:
、
開
田
上
に
は
へ
り
け
る
比
:
:
:
、

抑
制
伊
勢
に
は
へ
り
け
る
こ
ろ
:
:
:
、
刻
み
や
こ
へ
の
ほ
る
と
聞
て
を
く
り
侍
り
け
る
、
制
人
の
も
と
よ
り
巻
物
に
手
な
ら
ひ
し
て
と
て
を
く
ら
れ
た

り
け
れ
は
か
た
の
こ
と
く
か
き
て
を
く
に
か
き
つ
け
侍
り
け
る
、
制
と
い
ふ
を
聞
て
和
し
侍
け
る
、
制
と
よ
め
る
を
聞
て
和
し
は
へ
り
け
る
、
抑
制
つ

く
し
に
侍
け
る
こ
ろ
:
:
:
、
制
田
上
に
侍
り
け
る
こ
ろ
:
:
:
、
羽
伊
勢
に
侍
り
け
る
こ
ろ
:
:
:
、
抑
制
人
の
も
と
に
ま
か
り
た
り
け
る
に
扇
を
わ
す
れ

て
侍
り
け
る
を
:
:
:
、
附
田
上
に
侍
り
し
比
:
:
:
、
抑
制
伊
勢
に
は
へ
り
け
る
比
:
:
:
、
附
伊
勢
に
侍
り
け
る
こ
ろ
:
:
:
、
聞
も
の
思
侍
り
け
る
こ
ろ
、

制
伊
勢
に
侍
り
け
る
比
:
:
:
、
山
伊
勢
に
侍
り
け
る
こ
ろ
:
:
:
、
問
は
る
つ
れ
/
¥
に
侍
け
れ
は
:
:
:
、
町
田
上
に
侍
け
る
こ
ろ
:
:
:
、
別
こ
れ
を

ケ
ル

開
て
す
ゑ
に
か
き
つ
け
侍
け
る
、
間
身
に
な
け
く
こ
と
侍
る
こ
ろ

l
侍
る
こ
ろ
、
部
田
上
に
侍
り
け
る
こ
ろ
:
:
:
、

二

lω
使
用
例
、
引
用
本
文
、
各
例
下
追
記
は

ωー

ωと
同
様
で
あ
る
。

u大
弐
長
実
卿
の
白
河
の
宿
所
に
て
寄
合
し
侍
り
け
る
に
:
:
:
目
人
の
も
と
よ
り
わ
か
な
を
ふ
く
り
て
侍
け
る
か
へ
り
こ
と
に
よ
め
る
、
回
修
理
大

夫
顕
季
卿
六
条
家
に
て
桜
寄
十
首
人
/
¥
に
よ
ま
せ
侍
け
る
に
、
自
・
・
・
・
・
・
修
理
大
夫
顕
季
の
も
と
よ
り
を
く
ら
れ
て
侍
け
る
、
出
権
僧
正
永
縁
か
花
林

院
に
て
帯
合
し
侍
け
る
に
:
:
:
、
凶
摂
政
殿
下
に
て
十
首
寄
よ
ま
せ
侍
け
る
に
:
:
:
|
よ
ま
せ
給
け
る
に
、
町
家
綱
か
も
と
よ
り
は
ま
く
り
を
ふ
こ

す
と
て
や
ま
ふ
き
を
上
に
さ
し
て
書
付
て
侍
け
る
、

m
:
:
:
か
ひ
の
君
の
も
と
よ
り
い
ひ
送
て
侍
け
る
、

mi---春
宮
大
夫
公
実
の
も
と
よ
り
を
く

ら
れ
て
侍
け
る
、

m:::修
理
大
夫
顕
季
の
許
よ
り
を
く
ら
れ
て
侍
り
け
る
寄
、

mむ
か
し
は
し
た
し
か
り
し
人
の
よ
の
あ
り
か
た
さ
に
人
に
つ
き

て
は
る
か
な
る
ほ
と
に
な
ん
思
ひ
た
つ
と
い
は
せ
て
侍
け
れ
と
も
:
:
:
、
問
高
階
経
敏
か
相
模
守
に
て
く
た
り
侍
け
る
に
:
:
:
、
市
五
節
の
こ
ろ
と
か

た
ら
ひ
て
侍
け
る
人
の
:
:
:
、

mi---
お
み
な
へ
し
に
つ
け
て
を
く
ら
れ
て
侍
け
る
、
問
常
陸
守
経
兼
か
く
た
り
侍
り
け
る
に

:
:
:
m
一
の
す
に
こ

司
a
ム

内

，

“

、
と
な
く
入
て
:
:
:
酒
な
と
心
さ
し
て
侍
り
け
る
を
人
/
¥
い
そ
き
の
み
け
る
心
こ
と
の
外
に
す
か
り
け
れ
は
の
み
さ
し
て
侍
け
る
を
み
て
よ
め
る
、
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問
ひ
く
し
ま
と
云
所
の
あ
ま
と
て
:
:
:
:
・
ま
う
て
き
て
も
の
と
も
心
さ
し
て
侍
け
る
か
:
:
:
:
・
た
ひ
い
ふ
魚
を
と
り
い
て
ふ
侍
け
る
を
み
て
よ
め

2

い

て

与

(

朱

)

お

(

朱

)

る
i
と
り
て
侍
け
る
を
、

mi---一
人
っ
て
に
い
は
せ
て
は
へ
り
け
れ
は
つ
か
は
し
け
る
、
問
:
:
:
人
の
も
と
よ
り
を
く
り
て
侍
け
る
ー
を
く
り
侍

け
る
、
附
人
の
も
と
に
ま
か
り
て
後
い
か
な
る
事
か
あ
り
け
ん
送
て
侍
け
る
ー
を
く
り
て
よ
め
る
、
附
人
を
尋
け
る
に
う
へ
に
と
い
は
せ
で
あ
れ
V

侍

さ
り
け
れ
は
:
:
:
、
胤
つ
れ
な
く
の
み
侍
け
る
人
の
か
り
:
:
:
、
別
:
:
:
か
れ
よ
り
を
く
り
て
侍
け
る
、

以
下
は
巻
九
・
十
両
巻
の
丁
寧
語
等
の
「
侍
り
」
の
用
例
で
あ
る
。
同
様
に
掲
示
す
る
。

制
皇
后
宮
弘
徴
殿
に
お
は
し
ま
し
け
る
時
に
j
i
-
-
-
畳
は
石
た
ふ
み
し
か
れ
て
侍
め
り
と
い
ふ
を
開
て
よ
め
る
、
問
権
僧
正
永
縁
か
も
と
よ
り
牛
を

心
さ
し
て
侍
り
け
れ
は
か
へ
り
事
に
:
:
:
、
知
:
:
:
つ
れ
/
¥
は
い
か
与
な
と
訪
て
侍
り
け
る
に
:
:
:
、
部
あ
そ
ひ
侍
り
け
る
所
に
て
隆
源
阿
闇
梨

い
た
く
ね
ふ
り
け
れ
は
:
:
:
、
犯
す
い
か
ん
を
人
の
よ
ま
せ
侍
り
け
れ
は
よ
め
る
、
制
人
の
も
と
に
ま
か
り
た
り
け
る
に
か
み
/
¥
を
ひ
き
て
も
の

に
と
り
い
て
ふ
侍
り
け
れ
は
:
:
:
、
抑
制
:
:
:
人
を
も
か
く
や
あ
た
に
わ
す
る
ふ
と
か
き
侍
り
け
る
を
見
て
よ
め
る
、
知
人
の
も
と
に
・
:
:
:
:
か
れ
よ

り
を
く
り
て
侍
り
け
る
、
制
式
部
大
夫
の
:
:
:
ふ
み
は
っ
し
と
い
ふ
事
を
し
て
烏
を
と
り
侍
け
る
を
:
:
:
、
問
:
:
:
別
当
実
行
公
卿
勅
使
に
て
大
神

宮
へ
ま
い
ら
れ
た
り
け
る
に
斎
宮
の
く
た
ら
せ
給
し
を
り
行
事
弁
に
て
侍
り
け
る
か
:
:
:
、
出
同
人
の
も
と
よ
り
松
た
け
に
う
へ
て
を
く
り
で
は
へ

り
け
る
、
邸
前
下
総
守
仲
正
く
に
よ
り
の
ほ
り
て
送
て
は
へ
り
け
る
、
間
:
:
:
こ
も
り
か
い
ね
と
い
ふ
も
の
を
も
ち
ゐ
に
し
て
と
り
い
て
ふ
侍
け
る
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を
ま
た
の
ひ
み
そ
う
つ
に
し
て
侍
け
る
を
み
て
よ
め
る
、
問
:
:
:
む
く
さ
の
物
を
ふ
く
り
て
侍
け
る
を
と
り
を
き
た
る
を
み
て
:
:
:
、

m中
納
号
一
口
重

資
蔵
人
頭
に
て
は
へ
り
け
る
時
:
:
:
、

Q
U
 

註
以
上
、
二

lω
は
六
十
二

i
五
例
(
内
巻
九
・
十
両
巻
三
十
一
例
〉
、
二

iω
一
ニ
十
九
例
(
内
巻
九
・
十
両
巻
十
六
例
)
が
散
見
さ
れ
る
。

加
藤
原
重
基
歌
・
加
藤
原
家
経
歌
・
制
源
雅
光
歌
の
詞
書
に
、
三
例

初
奏
本

註
四

公
夏
筆
本

日
メ
次
源
俊
頼
歌

-m権
僧
正
永
縁
歌
の
詞
書
に
、
二
例

註
五

正
保
版

i
修
理
太
夫
顕
季
歌
・
却
撰
政
左
大
臣
歌
・
刀
内
大
臣
歌
・

1
高
階
経
成
朝
臣
歌
・
ロ
右
兵
衛
督
伊
通
歌
・
郎
権
僧
正
永
縁
の
詞
書

に
、
六
例

以
上
註
四
・
五
旧
国
歌
大
観
番
号



註
六

三
奏
本
“
御
臣
殿
歌
・
口
下
野
歌
・
田
源
俊
頼
歌
・
叩
藤
原
盛
房
歌

-
m
(大
嘗
会
)
藤
原
敦
光
歌

-m大
宰
大
弐
長
実
歌
の
詞
書
に
、
六
例

註
七

勅
撰
集
に
所
見
す
る
此
「
よ
み
侍
り
け
る
」
の
用
例
は
、
叉
個
々
に
於
て
そ
れ
ぞ
れ
の
結
果
が
見
出
さ
れ
、

一
概
に
一
方
向
を
以
て
結
論
づ
け

る
こ
と
の
出
来
が
た
い
の
は
当
然
で
あ
る
。
従
っ
て
今
此
処
で
取
敢
え
ず
金
葉
集
前
後
の
勅
撰
集
に
つ
き
一
瞥
す
る
と
、
「
拾
遺
抄
」
は
、

系
の
群
書
類
従
本
五
九

O
首
中
に
二
六
例
、
二
類
の
書
陵
部
本
公
g
l
H
H
H
)
五
七
九
首
中
に
三
七
例
が
散
見
さ
れ
、

流
布
本

「
拾
遺
集
」
同
様
に
比
較
的
多

く
が
混
在
し
て
い
る
。
更
に
「
後
拾
遺
集
」
に
い
た
る
と
、
そ
の
頻
度
数
は
著
し
く
増
加
し
、
前
者
の
略
三
倍
を
超
え
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。
未

だ
前
者
同
様
に
諸
本
の
調
査
結
果
の
不
足
に
よ
り
数
字
的
結
果
は
不
充
分
な
が
ら
、
前
二
本
の
み
に
で
も
此
撰
者
の
意
向
の
如
き
を
暗
示
し
、
そ
の

意
図
を
も
窺
知
さ
せ
る
も
の
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
想
像
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
因
み
に
「
古
今
集
」
は
用
例
極
め
て
砂
く
し
て
寧
ろ
消
除
の
意
図

を
明
ら
か
に
す
る
の
で
あ
る
。
そ
の
点
で
は
「
金
葉
集
」
も
叉
そ
れ
に
襲
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
「
金
葉
集
」
に
続
く
「
詞
花
集
」
に
於
て
も
、

こ
の
傾
向
を
同
じ
く
し
流
布
本
八
代
集
抄
四
一
一
首
中
、
六
例
を
散
見
す
る
に
す
、
ぎ
ず
、
高
松
宮
本
四
一
五
首
中
、
八
例
と
多
少
の
増
減
を
み
る

が
、
略
同
程
度
の
使
用
例
で
あ
る
。
単
純
に
一
用
例
か
ら
云
々
す
る
の
も
い
か
が
と
は
思
わ
れ
る
が
、
金
葉
・
詞
花
両
集
か
ら
予
測
さ
れ
る
の
は
、

前
集
で
あ
る
「
後
拾
遺
集
」
と
は
別
す
る
詞
書
構
成
意
図
の
一
端
を
視
視
さ
せ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

一
方
、
叉
、
私
家
集
の
精
査
を
侯
た
ね
ば
な
ら
ぬ
が
、
自
撰
・
他
撰
の
間
に
揺
れ
る
諸
集
に
於
て
は
判
断
基
準
も
設
け
が
た
く
、
任
意
に
「
私
家

集
大
成
中
古
二
」
所
収
の
大
納
言
公
任
集
以
下
待
賢
門
院
堀
河
集
ま
で
の
諸
集
を
一
瞥
し
た
に
す
、
ぎ
な
い
が
、
「
よ
み
侍
り
け
る
」
の
表
現
の
み
に
限

っ
て
み
る
と
、
「
為
忠
集
」
に
顕
著
に
頻
出
す
る
が
該
集
に
は
諸
ミ
の
問
題
を
か
か
え
る
の
で
、
こ
れ
を
除
外
す
る
と
所
見
例
は
意
外
に
砂
い
。
「
能

因
法
師
歌
集
」

(
書
陵
部
蔵
呂
品
l
1
8
3
に
四
例

i
笥
・
臼
・
叩

-
m
lと
校
合
イ
本
一
例

l
H、
「
大
納
言
経
信
集
」
(
三
手
文
庫
蔵

に
三
例
!
日
・
叩
・
山
、
「
基
俊
集
」

申

j
N
ω
3

一
類
本
(
書
陵
部
蔵
ω
2
1
2
ω
〉
に
一
例

i
目
、
又
「
よ
み
侍
り
し
」
の
表
記
二
例
!
日
・
山
等
が
存
し
、
又

こ
れ
に
準
ず
る
謙
譲
語
の
表
記
が
散
見
す
る
が
、
そ
の
点
に
関
し
て
は
更
に
詳
細
な
類
別
の
検
証
を
必
要
と
す
る
の
で
言
及
を
さ
け
る
が
、
私
家
集

に
於
て
も
比
較
的
に
は
限
ら
れ
た
も
の
に
集
中
す
る
よ
う
で
あ
る
。

註
八

以
下
、
そ
の
歌
番
号
を
列
記
す
る
と
、
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春
部

2

J

?

“

2

d

q

d

o

d

q

ム

つ

J

P

D

9

6

0

d

q

t

d

t

u

庁

i

A

ザ

1

i

?

u

n

u

-

-

‘

0
3

司
d

E

J

E

U

A

U

9

1

勾ム
-
R
d

・世
l

.

q

J卸

.

4
吐

.
4
f
.

『
υ
.
R
υ
.
0
6
.
0
0
.
0
0
.
n
3
.
0
3

・1
1

・1
A
-
t
i

・句ム
-
n
f

“・
a
y
p
M

・ヨ
J

・号、
υ

・?
J
-
s
t
-
A
Y
-
d生

-
R
J

・に
d

1

1

1

1

1

1

1

1

1

 

q
‘d

内

t
u
a
m宝
「

「

d
p
h
d
p
n
υ
n
u
d

内

/

匂

内

〈

d

ハ
u
d

-
q
d
-
n
h
u
-
n
h
u
-
P
0

・ヴ
j

・マ
t

・η
i

・0
8

・R
v

・0
6

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

 

夏
部

198 

204 

212 

216 

231 

251 

263 

283 

284 

291 

298 

305 

311 

319 

321 

323 

324 

325 

327 

332 

338 

344 

345 

347 

349 

357 

358 

-

A

A

宮

古

υ

庁

i

n

u

d

n

u

nhHU
・

内

ム

H
u
-
n
h
u
u
-
n
h
H
M
w
-
n
h
H
υ

・

"

リ

aa

n〈
J

v

n〈
d

向ペ
υ

n

ぺ
d

q

ベ
J

u

qえ
JV

秋
部

371 

372 

379 

380 

396 

398 

401 

41l 

419 

421 

422 

429 

430 

433 

434 

454 

456 

465 

467 

468 

469 

m 
476 

484 

487 

492 

499 

n
u
d
n
u
d
n，
i

n

吋
u

t

t

A

A

H

V

A
吋

u

n
u
-
-
E
A
-
nく
υ

-

nぺ
d

・
4
t
-
z
d
-
R
J

E

d

R

d

E

d

q

d

q

υ

E

d

z

d

 

祝
部

別 573
離ー.
r-¥ 574 
部・
'-' 576 

577 

578 

582 

587 

591 

598 

599 

601 

605 

609 

614 

628 

629 

635 

637 

638 

654 

656 

664 

666 

678 

680 

冬
部

悲
歎
部
・
神
祇
・
釈
教
〔
部
〕

7&5 

786 

832 

853 

854 

855 

906 

907 

912 

916 

917 

924 

925 

932 

933 

936 

941 

982 

恋
部
上
(
下
〉

1017 

1045 

1061 

1069 

1089 

1107 

1114 

1123 

1132 

1135 

1162 

1176 

1180 

1217 

1219 

122。
1229 

の
一
七
三
例
を
散
見
す
る
。

註
九

井
上
宗
雄
氏
「
丹
後
守
為
忠
を
め
ぐ
っ
て
」

文
学
語
学

昭
和
M
・
9
、
「
私
家
集
大
成
中
古
E
」
所
収
、
森
本
元
子
氏
問
解
題

三
手
文
障
蔵

〔
江
戸
中
期
〕

存
自
巻
一
至
巻
十

今
井
似
関
写
カ

袋
線
一
冊
。
水
辺
草
花
文
様
打
曇
表
紙
、
堅
二
十
七
糎
、
横
二
十
・
六
糎
。
料
紙
、
薄
様
。
字
面
高
サ
約
二
十
一

-
八
糎
、
毎
半
葉
十

二
行
に
和
歌
一
行
書
き
、
詞
書
二
字
下
げ
に
書
写
す
る
。
本
文
墨
付
百
七
十
了
。

外
題
、
表
紙
中
央
に
「
散
木
集
俊
頼
家
集
」
(
本
文
同
筆
カ
〉
と
打
付
書
き
し
て
い
る
。

本
書
は
、
上
掲
契
沖
書
写
本
〈
別
筆
二
巻
を
含
む
)
十
巻
の
転
写
本
で
あ
る
。
但
し
、
転
写
に
際
し
、
以
下
に
誌
す
ご
と
く
本
文
に
は
一
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定
の
改
訂
を
施
し
、
契
沖
本
に
貝
る
混
成
の
諸
相
は
既
に
消
失
し
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
転
写
本
と
し
て
は
後
掲
二
本
に
比
し
て
は
丹

念
に
し
て
忠
実
な
書
写
態
度
を
持
し
て
い
る
。
似
閑
自
筆
と
す
れ
ば
前
掲
本
の
校
合
終
了
l
元
禄
六
年
l
後
に
程
経
ず
し
て
師
契
沖
よ
り

書
写
の
時
宜
を
与
え
ら
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。

印
記
、
「
賀
茂
三
手
文
庫
」

(
朱
陰
刻
)
「
上
鴨
奉
納
」

(
朱
印
)
等
を
巻
首
に
捺
し
て
い
る
。

瓢
形
印
は

(
瓢
形
朱
印
)
「
今
井
/
似
閑
」

似
閑
奉
納
本
で
あ
る
。

本
書
の
転
写
は
い
わ
ば
契
沖
朱
墨
補
訂
本
の
繕
写
と
も
称
す
べ
き
も
の
で
あ
り
、
本
集
伝
本
に
於
け
る
契
沖
校
訂
本
の
編
成
で
あ
る
。

そ
れ
は
複
合
的
本
文
の
再
編
成
と
も
い
う
べ
く
本
集
伝
本
の
本
来
の
面
白
は
こ
の
時
点
に
於
て
契
沖
本
と
し
て
新
た
に
派
生
し
た
と
位
置

付
け
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

そ
れ
な
ら
ば
、
そ
の
補
訂
本
文
の
繕
写
に
於
け
る
具
体
的
方
針
を
見
る
に
、
当
然
の
事
な
が
ら
、

そ
れ
は
本
文
に
就
い
て
の
事
柄
で
あ

り
、
契
沖
書
入
れ
に
関
す
る
限
り
は
寧
ろ
謹
直
な
移
写
を
心
掛
け
た
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。

倍
、
そ
の
本
文
は
、
前
掲
契
沖
本
の
解
題
に
於
て
緩
述
し
た
ご
と
く
、

ω巻
一

i
八
と
巻
九
・
十
両
巻
は
そ
の
依
拠
本
を
各
と
異
に
す

る
系
統
本
で
あ
る
こ
と
、
伸
し
か
も
契
沖
自
筆
部
分
(
巻
八
迄
)
に
於
て
は
伝
本
上
、

類
例
を
み
ぬ
欠
落
本
文
が
多
見
さ
れ
l

前
掲
解
題
一

覧
表
付
・

0
ー
そ
の
欠
落
本
文
に
は
過
半
に
わ
た
り
朱
筆
補
入
本
文

i
一
部
墨
筆

l
が
傍
記
細
註
さ
れ

l
同
一
覧
表

ω
l且
つ
細
部
に
於
け
る

校
異
補
訂
の
朱
校
ま
た
は
朱
訂
が
随
処
に
施
さ
れ
て
い
る
。
更
に
付
別
筆
巻
九
・
十
両
巻
の
依
拠
本
文
と
想
定
さ
れ
る
イ
本
の
校
合
が
下

冊
ー
巻
五
以
下
l

に
校
付
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
の
上
に
叉
付
諸
集
収
載
歌
に
よ
る
本
文
異
同
を
朱
註
す
る
が
ご
と
き
諸
相
を
併
せ

包
摂
す
る
の
が
契
沖
本
本
文
の
実
態
で
あ
る
。

こ
の
可
成
り
錯
雑
す
る
契
沖
本
を
、
こ
の
転
写
者
l
似
閑
ヵ
ー
は
統
一
的
一
本
と
し
て
そ
の
補
訂
に
沿
い
再
構
成
す
る
の
を
原
則
と
し
て
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書
写
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
的
は
当
然
の
事
な
が
ら
慮
外
さ
れ
、

M
W
朱
筆
補
入
本
文
は
契
沖
校
訂
本
文
と
し
て
原
則
に
従
っ
て
本
行
本
文

に
繰
入
れ
て
い
る
が
、
猶
的
詞
書
・
制
詞
書
・
歌
・
附
詞
書
・
歌

-m詞
書
・
旧
作
者

-m歌
-m詞
書
l
詳
細
同
一
覧
表

ω参
照
l
等
は

本
文
と
し
て
本
行
化
す
る
こ
と
は
認
め
ず
に
例
外
と
し
て
契
沖
本
通
り
細
補
し
て
い
る
処
な
ど
も
散
見
さ
れ
る
。
本
集
本
文
と
し
て
整
訂

す
る
に
は
猶
た
め
ら
い
が
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

叉
、
本
文
化
と
朱
補
の
両
面
の
残
映
す
る
一
例
を
挙
げ
れ
ば
、
秋
部
間

よ
め
る
(
朱
)
イ
元
〈
朱
)

九
月
十
三
夜
殿
下
に
て
法
性
寺
関
白
l

契
本

主

主

そ

イ

ニ

元

九
月
十
三
夜
殿
下
に
て
よ
め
る
法
性
寺
関
白

i
本
書

の
如
く
、
「
よ
め
る
」
を
本
行
化
し
、
見
消
ち
の
消
去
部
分
も
そ
の
ま
斗
に
と
ど
め
る
と
い
う
対
処
便
法
を
も
併
せ
用
い
て
い
る
の
で

あ
る
。右
例
に
み
る
が
ご
と
く
主
要
補
入
本
文
l
同
一
覧
表

ω
!と
は
別
に
随
処
に
所
見
さ
れ
る
朱
校
朱
訂
に
つ
い
て
も
原
則
は
保
持
さ
れ
な

が
ら
も
す
べ
て
採
入
す
る
の
み
で
な
く
、
そ
れ
に
伴
い
契
沖
本
本
行
の
本
文
が
入
代
り
傍
記
さ
れ
る
例
外
部
分
も
散
見
さ
れ
る
。
そ
の
こ

の

イ

(

墨

)

み

の

イ

夙

(

朱

)

浪

・
三
を
例
示
す
る
と
、
日
第
二
句
「
色
を
は
や
み
に
」
契
本
↓
「
色
を
は
や
へ
に
」
、

η
第
二
句
「
み
ね
こ
す
浪
に
」
同
↓
「
み
ね
こ
す
風

へ
〈
朱
)

や

(

朱

)

や

(

朱

〉

き

イ

を

(

朱

)

に

イ

に
」
、
山
初
旬
「
か
さ
し
き
な
」
同
↓
「
や
さ
し
ゃ
な
」
、
山
第
二
句
「
花
の
梢
に
」
同
↓
「
花
の
梢
を
」
:
:
:
、
の
ご
と
く
に
並
記
し
て

両
本
文
を
残
留
め
て
い
る
例
な
ど
は
散
見
さ
れ
る
。
そ
の
意
図
は
判
然
と
し
が
た
い
が
各
本
文
の
両
意
を
残
そ
う
と
す
る
配
慮
で
も
あ
ろ

さ

ふ

ら

ふ

(

朱

)

さ

ふ

ら

ふ

う
か
。
叉
削
詞
書
「
:
:
:
あ
そ
は
せ
給
ひ
け
る
に
俊
頼
い
た
る
め
り
:
:
:
」
契
本
↓
「
:
:
:
あ
そ
は
せ
給
け
る
に
俊
頼
い
た
る
め
り
:
:
:
」

と
契
沖
本
を
そ
の
儲
に
書
写
す
る
処
も
見
出
さ
れ
て
、
時
に
一
貫
性
を
欠
く
点
は
あ
る
が
、
勿
論
数
量
的
に
は
前
例
共
と
に
僅
少
で
あ

る
。
じ
が
し
其
等
は
本
文
異
同
に
於
け
る
校
訂
本
文
と
な
っ
て
い
る
処
に
種
と
問
題
を
は
ら
む
と
同
時
に
本
書
は
既
に
こ
の
時
点
に
於
て
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原
本
文
は
厳
密
に
は
湖
及
し
が
た
い
一
混
成
転
写
本
と
化
し
て
い
る
こ
と
は
否
ま
れ
な
い
の
で
あ
る
。

そ
の
こ
と
は
付
下
冊
l
巻
五
・
六
・
七
・
八
、
就
中
七
・
八
両
巻
ー
に
所
見
す
る
イ
本
校
記
l
契
沖
本
解
題
註
一
に
一
覧
し
た
ー
に
つ
い
て
も
同

様
で
あ
る
。
即
ち
、
原
則
と
し
て
、
契
沖
本
に
付
す
見
消
ち
本
文
箇
処
に
於
け
る
イ
校
傍
記
は
ほ
立
す
べ
て
を
本
行
と
し
、
そ
の
他
は
イ

校
傍
記
を
そ
の
ま
t
A

に
移
写
す
る
方
法
で
あ
り
、
猶
細
部
に
は
任
意
的
で
は
あ
る
が
略
統
一
さ
れ
て
い
る
。

し
か
し
、

こ
の
イ
校
と
は
異
る
が
、
約
諸
集
収
載
歌
に
よ
る
本
文
異
同
の
朱
校
記
に
つ
い
て
は
本
文
と
し
て
採
定
し
な
い
原
則
を
と
り

な
が
ら
に
、

ま
斗
こ
れ
を
本
文
と
し
て
本
行
化
す
る
と
こ
ろ
が
散
見
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
例
え
ば
夫
木
集
の
校
異
部
分
の
一

-
二
例
を
誌

す
と
、
秋
部
州
詞
書
は
、

ま
か
り
た
り
け
る
に
き
り
た
ち
こ
め
て
い
ふ
せ
か
り
け
れ
は
よ
め
り
と
云
々
夫
木
十
三

田
上
に
て
舟
に
の
り
て
や
し
ま
と
い
ふ
所
に
O
き
り
の
い
ふ
せ
か
り
け
る
を
み
て
よ
め
り
け
る
契
本る
を
み
て

田
上
に
て
舟
に
の
り
て
や
し
ま
と
い
ふ
所
に
ま
か
り
た
り
け
る
に
き
り
た
ち
こ
め
て
い
ふ
せ
か
り
け
れ
は
よ
め
り
け
る

、
巴
上
夫
木

と
両
本
文
を
複
合
し
整
訂
し
て
い
る
、
大
野
広
域
本
・
石
川
県
立
図
書
館
本
は
共
に
夫
木
集
校
記
を
除
き
契
沖
本
本
行
を
転
写
す
る
に

本
書

と
ど
め
て
い
る
。
叉
加
の
次
は

共
イ

中
納
言
雅
定
の
八
条
の
家
に
て
公
有
障
恋
と
い
へ
る
こ
と
を

等
ふ

あ
ふ
事
は
し
け
め
ゆ
ひ
か
と
思
ひ
し
を
と
を
か
り
に
こ
ん
人
は
た
の
ま
し

と

は

イ

浅
ま
し
ゃ
君
の
み
こ
と
に
こ
と
つ
け
て
人
の
さ
ま
を
も
し
ら
ぬ
な
り
け
り

と
書
写
し
て
い
る
。
「
あ
ふ
事
は
」
の
歌
は
夫
木
雑
部
十
八
所
収
の
源
仲
正
歌
で
あ
り
、
別
歌
の
類
歌
と
し
て
の
朱
書
入
れ
を
施
し
た
も

の
で
あ
あ
。
当
該
例
な
ど
は
偶
と
の
錯
誤
で
あ
ろ
う
が
夫
木
所
載
歌
が
本
集
に
混
入
す
る
顕
著
な
一
例
で
も
あ
る
。
こ
の
甚
し
い
例
は
と

を

夫

木

(

朱

)

の

次

郎

(

朱

)

日

第

四

句

「

花

こ

そ

風

に

」

契

本

↓

「

花

を

そ

風

に

」

、

日

第

三

・

四

・

五

句

「

鴛

は

声

の

色

さ

も
か
く
も
、

叉
次
郎
百
首
の
例
で
は
、
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も
〈
朱
)
か
な
次
郎
(
朱
)

へ
こ
と
に
そ
有
け
る
」
同
↓
「
驚
の
戸
の
色
さ
へ
こ
と
に
も
有
か
な
」
の
如
く
細
部
の
助
辞
に
わ
た
る
任
意
的
改
訂
を
施
す
処
な
ど
が
散

見
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
叉
そ
れ
は
上
記
の
両
集
に
か
ぎ
ら
ず
他
集
と
の
場
合
に
於
て
も
同
様
に
所
見
さ
れ
、
共
に
砂
い
な
が
ら
も
、
結
句

は
転
写
者
に
よ
る
任
意
撰
択
の
本
文
構
成
と
な
り
、
契
沖
校
合
の
内
包
す
る
諸
要
因
は
統
合
さ
れ
不
明
の
ま
ふ
に
其
意
義
を
失
う
の
で
あ

る
。
当
代
一
般
の
校
訂
本
文
で
は
あ
ろ
う
が
、
伝
本
系
統
論
上
の
課
題
対
象
と
し
て
は
排
除
さ
れ
る
べ
き
書
写
一
本
と
な
っ
て
い
る
。
そ

の
ほ
か
、
二
・
一
ニ
の
誤
脱
本
文
が
所
見
さ
れ
る
が
転
写
本
に
於
け
る
当
然
事
で
あ
ろ
う
。

以
上
の
本
文
校
勘
の
付
註
以
外
に
所
見
す
る
契
沖
本
の
書
入
れ

i
諸
集
入
集
歌
詞
書
・
類
歌
・
語
解
・
歌
解
等
そ
の
他
!
は
他
の
転
写
本
と

併
せ
向
解
題
に
も
付
記
し
た
ご
と
く
他
本
に
比
し
極
め
て
篤
実
に
移
写
さ
れ
て
い
る
。

叉
、
契
沖
書
写
本
に
所
見
さ
れ
る
別
筆
補
写
挿
入
一
紙
、
即
ち
、

倒
調
書
よ
り
似
歌
迄
の
四
首
十
二
行
は
当
該
筒
処
に
「
落
丁
」
と
誌

し
、
倒
か
ら
仰
の
聞
の
行
間
余
白
に
細
書
移
写
し
て
い
る
。
総
じ
て
本
書
は
書
写
行
数
は
も
と
よ
り
各
巻
丁
数
も
略
前
者
に
準
じ
ー
そ
の

朱
補
に
よ
る
丁
数
の
変
更
以
外
は
l

ま
さ
に
契
沖
校
訂
本
の
良
き
繕
写
本
た
る
面
白
を
と
ど
め
て
い
る
。

石
川
県
立
図
書
館
李
花
亭
文
庸
蔵

〔
江
戸
中
期
〕
写
存
自
巻
一
一
全
巻
十

袋
綴
、
二
冊
。
浅
標
色
表
紙
、
竪
二
十
七
・
二
糎
、
横
十
九
・
七
糎
。
料
紙
、
椿
紙
。
字
面
高
サ
約
二
十
一
・
二
糎
。
毎
半
葉
十
一
行

に
和
歌
一
行
書
き
、
詞
書
一
字
下
げ
に
書
写
す
る
。
本
文
墨
付
上
冊
七
十
一
丁
、
下
冊
百
十
四
了
。

題
策
〈
左
肩
)
短
冊
、
「
散
木
奇
詩
集
記
一
」
、
寸
散
木
奇
詩
集
割
一
九
」
(
同
筆
カ
)
と
墨
書
し
て
い
る
。

本
書
は
前
掲
書
同
様
に
契
沖
書
写
本
の
転
写
本
で
あ
る
。
前
掲
本
と
は
次
に
誌
す
ご
と
く
に
相
互
に
多
少
の
異
同
を
見
出
す
が
、
契
沖

本
の
朱
補
訂
加
筆
を
掛
酌
し
、
本
文
化
し
た
繕
写
本
で
あ
る
。
従
っ
て
、
前
者
と
同
じ
く
既
に
契
沖
校
合
本
と
し
て
の
面
影
は
消
亡
し
て
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い
る
。
転
写
の
時
期
は
未
詳
で
あ
る
が
、
契
沖
本
上
冊
に
追
補
さ
れ
た
押
紙
、
即
ち
秋
部
仰
詞
書
よ
り
似
歌
迄
四
首
十
二
行
が
転
写
さ
れ

ず
、
且
つ
仰
詞
書
初
行
の
朱
訂
部
分
l
追
補
本
文
に
よ
る
重
複
本
文
ー
も
所
見
さ
れ
ぬ
の
で
、
こ
の
押
紙
追
補
の
以
前
で
は
な
い
か
と
想
定

さ
れ
る
。

印
記
、
「
布
地
遠
香
」
(
円
朱
印
)
、
「
李
花
亭
文
庫
」

(
重
郭
長
方
形
朱
印
)
等
が
両
冊
巻
首
に
捺
さ
れ
て
い
る
。

本
書
の
転
写
方
法
も
前
掲
三
手
文
庫
本
と
基
本
的
に
は
異
る
と
こ
ろ
な
く
、
契
沖
本
の
朱
補
校
訂
に
沿
い
、
そ
の
殆
ん
ど
を
校
訂
本
文

と
し
て
採
定
し
本
行
化
し
て
い
る
。
そ
れ
に
つ
い
て
は
、
契
沖
本
解
題
に
一
覧
表
。
に
付
記
し
た
の
で
、
前
掲
本
と
の
異
同
箇
処
の
み
を

略
記
す
る
こ
と
に
す
る
。

秋
部
制
詞
書
は
前
掲
本
に
於
て
朱
補
入
本
文
を
相
交
え
柏
と
混
成
的
で
あ
る
に
比
し
、
本
書
で
は
、

九
月
十
三
夜
殿
下
に
て
よ
め
る

イ
ニ
走

と
補
訂
に
従
い
、
且
つ
「
法
性
寺
関
白
」
の
本
文
も
同
様
に
イ
本
校
記
に
よ
り
消
去
し
て
い
る
。
又
、
別
離
加
の
詞
書
・
作
者
は
「
返

し
/
加
賀
守
」
も
前
掲
本
と
相
違
し
本
文
本
行
と
す
る
と
同
様
に
、
釈
教

m歌
-m詞
書
は
追
補
本
文
を
そ
の
ま
ま
に
本
文
と
し
て
編
入

し
て
い
て
、
相
互
に
そ
の
本
文
の
採
定
は
各
個
の
任
意
が
や
は
り
働
き
独
自
本
文
を
構
成
す
る
要
因
と
な
っ
て
い
る
。

そ
の
ほ
か
に
も
、
諸
集
載
録
本
文
と
の
朱
校
異
を
も
誤
認
に
よ
る
の
で
あ
ろ
う
か
、
本
集
本
文
と
す
る
処
も
あ
る
。
例
え
ば
、
冬
部
制

歌
は
、
千

冬

か

(

朱

)

木

の

葉

に

あ

ら

し

ふ

か

す

は

(

朱

〉

い
か
は
O
り
秋
の
な
こ
り
を
詠
ま
し
今
朝
は
檎
に
時
雨
ふ
ら
す
は
契
本

千
冬い
か
は
か
り
秋
の
な
こ
り
を
詠
ま
し
今
朝
は
木
の
葉
に
あ
ら
し
ふ
か
す
は

と
、
千
載
集
秋
部
所
収
の
第
四
・
五
句
を
以
っ
て
整
定
し
て
い
る
。
本
集
の
諸
本
文
に
は
当
該
本
文
を
所
見
し
な
い
。

本
書

因
み
に
前
掲
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手
文
庫
本
も
同
じ
く
す
る
。
同
様
な
例
は
恋
部
上
に
も
所
見
さ
れ
、
そ
の
側
詞
書
に
も
l
前
掲
一
覧
表
付
既
出
i

新
古
恋
二
年
を
へ
て
こ
ふ
(
見
消
ち
、
た
る
恋
ト
訂
久
〉
と
い
へ
る
心
を
よ
み
侍
け
る
(
朱

)

l

君
恋
ふ
と
な
る
み
の
う
ら
の
浜
椴
し
ほ
れ
て
の
み
も
と
し
を
ふ
る
か
な

経
年
恋
欺

年
を
へ
た
る
恋
と
い
へ
る
心
を
よ
み
侍
け
る

新
古
恋
ニ
経
年
恋
欺

君
こ
ふ
と
な
る
み
の
う
ら
の
浜
椴
し
ほ
れ
て
の
み
も
と
し
を
ふ
る
か
な

契
本

本章一日

と
、
新
古
今
集
恋
部
こ
の
詞
書
を
採
り
本
集
本
文
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
前
者
同
様
に
本
集
独
自
本
文
と
し
て
改
訂
さ
れ
る
結
果
と

な
っ
て
い
る
。

叉
、
恋
部
下

m歌
「
を
し
め
と
も
立
も
と
ま
ら
ぬ
秋
露
は
云
と
L

は
細
書
補
入
さ
れ
て
お
り
、

り
は
単
な
る
追
補
歌
と
も
誤
解
を
招
く
の
も
避
け
が
た
い
。

契
沖
本
所
載
歌
た
る
前
提
の
な
き
か
ぎ

更
に
細
部
の
語
句
上
の
異
同
に
お
よ
べ
ば
、
そ
の
本
文
採
否
に
於
て
は
、
前
掲
コ
一
手
文
庫
本
と
の
間
に
は
相
違
は
増
幅
し
、
両
本
の
径

庭
は
契
沖
本
を
侠
つ
の
ほ
か
は
な
い
の
で
あ
る
。

そ
の
細
部
の
語
句
上
の
改
訂
に
つ
き
参
考
ま
で
に
二
・
一
二
例
示
す
る
と
、
契
沖
本
下
冊
に
多
見
す
る
l
契
沖
本
解
題
註
一
l

イ
本
朱
校
は
三

手
文
庫
本
同
様
に
移
写
傍
記
す
る
の
が
基
本
で
あ
る
が
、
以
下
の
ご
と
く
任
意
の
撰
択
が
な
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
日
詞
書
「
:
:
:
そ
の

イ
ニ
ナ
ツ
(
朱
)

か
み
に
侍
て
け
れ
は
み
て
く
ら
た
て
ま
つ
る
と
て
:
:
:
」
契
・
大
本
↓
「
:
:
:
そ
の
か
み
に
み
て
く
ら
た
て
ま
つ
る
と
て
:
:
:
」
本
書
・
一
一
一

へ
る
(
朱
)

本
、
似
詞
書
「
:
:
:
と
い
ひ
侍
こ
と
を
よ
め
る
」
契
・
大
本
↓
「
:
:
:
と
い
へ
る
こ
と
を
よ
め
る
」
本
書
・
三
本
、
間
第
三
句
「
も
り
な

や

イ

わ

り

さ

く

イ

〈

市

矢

田

一

り

ヲ

か

ト

訂

)

か

れ
は
」
契
・
大
・
三
本
↓
「
も
り
な
れ
や
」
本
書
、
問
第
四
句
「
我
さ
へ
人
む
ね
」
契
本
↓
「
わ
り
さ
く
む
ね
を
」
本
書
・
一
一
一
本
↓
「
わ

の
如
く
各
転
写
者
の
意
識
が
働
い
て
い
る
。
僅
か
数
例
を
挙
げ
る
に
す
ぎ
ぬ
が
、

か
さ
く
む
ね
を
」
大
本
、

か
か
る
異
同
は
相
当
笛
処
に

お
よ
ぶ
の
で
あ
る
。
又
、
書
写
に
伴
う
錯
誤
、
誤
脱
は
当
然
の
事
な
が
ら
一
所
見
さ
れ
、

つ
ま
る
と
こ
ろ
、
異
同
多
き
朱
補
校
勘
本
文
か
ら
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一
校
訂
本
を
整
定
す
る
こ
と
に
よ
る
一
本
の
派
生
で
あ
り
、
前
者
と
共
に
正
し
く
は
既
に
一
系
統
本
と
し
て
の
意
義
は
失
な
わ
れ
て
い
る

と
い
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。

本
書
に
移
写
す
る
右
本
文
以
外
の
書
入
れ
に
就
い
て
は
契
沖
書
写
本
備
考
に
も
併
せ
付
記
し
た
が
、
前
掲
三
手
文
庫
本
又
次
述
大
野
広

城
本
に
比
し
捌
省
す
る
所
が
随
所
に
所
見
さ
れ
る
。
書
写
者
の
意
図
的
な
も
の
か
否
か
は
判
断
し
が
た
い
。
が
、
三
手
文
庫
本
書
写
以
前

の
転
写
と
も
推
測
さ
れ
る
の
で
、
あ
る
い
は
契
沖
の
書
入
れ
終
了
以
前
の
補
訂
校
本
に
依
拠
し
た
可
能
性
も
皆
無
で
は
な
い
が
、
現
在
未

詳
と
い
う
ほ
か
は
な
い
。
し
か
し
、
契
沖
書
写
本
↓
繕
写
本
↓
本
書
と
、
そ
の
経
由
を
想
定
す
る
よ
り
も
、
契
沖
書
写
本
か
ら
の
直
接
の

浄
書
校
訂
本
と
す
る
の
が
妥
当
か
と
推
量
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
を
許
容
さ
れ
る
者
は
自
ら
限
ら
れ
る
の
で
あ
る
が
叉
審
ら
か
に
し
が

た
い
。
藤
岡
作
太
郎
氏
手
沢
の
後
か
と
思
わ
れ
る
書
入
れ
一
・
二
が
散
点
す
る
。
間
・
問
「
名
寄
」
の
校
異
な
ど
で
あ
る
。

国
立
公
文
書
館
内
閣
文
庫
蔵

天
保
二
年
写

存
自
巻
一
至
巻
十

大
野
広
域
手
校
本

袋
綴
、
三
冊
。
淡
茶
色
刷
毛
引
表
紙
、
堅
二
十
七
・
二
糎
、
横
十
八
・
七
糎
。
料
紙
、
堵
紙
。
字
面
高
サ
約
二
十
・
二
糎
。
毎
半
葉
十

行
に
和
歌
一
行
書
き
、
詞
書
二
字
下
げ
に
書
写
す
る
。
本
文
墨
付
、
上
冊
八
十
六
丁
、
中
冊
六
十
二
丁
、
下
冊
七
十
八
了
。

l
現
在
下
冊

に
綴
違
い
あ
り
、
連
歌
の
項
悶
唱
句
よ
り
協
和
句
ま
で
の
一
丁
を
、

m唱
句
作
者
名

(ω
丁
ウ
)
の
次
に
挿
入
す
i

外
題
、
表
紙
左
肩
に
「
散
木
奇
詩
集
上
〈
中
下
ど
と
本
文
同
筆
に
て
打
付
書
し
て
い
る
。

寄
イ

春
部

(
1雑
部
下
と
と
記
し
、
そ
の
許
に
「
源
俊
頼
家
集
」
と
誌
す
。
但
し
巻
七
は
「
謂
」

内
題
、
「
散
木
奇
詩
集
第
一

(
1十
)

奔
歎
後
准
之
(
朱
)

を
「
歌
」
に
作
り
、
契
沖
書
写
本
と
一
部
書
体
を
異
に
す
る
。

本
書
は
奥
書
が
存
し
、
第
三
冊
第
十
巻
の
末
に
、

一切ー



右
散
木
奇
詩
集
以
織
部
正
乗
安
本
校
合
了
(
但
し
次
記
奥
書
云
茶
墨
、
現
在
暗
緑
墨
)
」

区

〈

マ

マ

〉

従
四
位
下
左
京
太
夫
行
杢
頭
源
朝
O
俊
頼
従
四
位
帥
/
大
納
言
経
信
男

右
散
木
奔
歌
集

¥
E
F
J
 

，々
t

，，a
・‘.‘、、

七
十
八
丁
表

(ロ)

元
禄
六
年
八
月
下
旬
得
古
写
本
於
円
珠
庵
対
校
了

密
乗
沙
門
契
沖

や守

朱
書
入
契
沖
茶
色
類
衆
本
墨
書
浜
臣
其
外
後
人
/
書
入

天
保
二
卯
年
十
一
月
令
書
写
追
々
校
合
書
入
畢

約

元
本
寛
永
之
古
写
本

大
野
広
域

Gi今

忍、
野

と
誌
し
て
い
る
。

右
奥
書
は
、

ωは
群
書
類
従
本
に
記
す
校
合
本
奥
書
を
付
記
し
た
も
の
に
す
ぎ
な
い
の
で
、

M
w
i制
が
大
野
広
域
本
の
奥
書
で
あ
る
。

精
と
明
瞭
さ
を
欠
く
が
、
本
書
の
書
写
校
合
次
第
を
記
述
し
た
も
の
で
あ
る
。

そ
の
中
、
例
識
語
は
元
来
契
沖
書
写
本
に
存
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
が
、
前
掲
円
珠
庵
襲
蔵
契
沖
自
筆
本
に
は
所
載
せ
ず
、
叉
上
掲
転
写
二

本
に
も
見
え
な
い
。
そ
の
一
本
が
今
井
似
閑
書
写
本
で
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
、
本
書
に
至
り
唐
突
に
此
識
語
が
記
録
さ
れ
る
の
は
不
審
で
あ

る
。
し
か
し
、
そ
の
記
述
内
容
は
、
前
述
し
た
ご
と
く
、
契
沖
本
巻
一

i
八
の
書
写
後
、
巻
九
・
十
両
巻
の
令
補
写
と
下
冊
の
イ
本
校
合

と
し
て
使
用
さ
れ
た
対
校
本
と
推
定
さ
れ
、
極
め
て
よ
く
符
合
す
る
の
で
あ
る
。

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
経
由
は
辿
り
え
な
い
、
未
詳

で
は
あ
る
が
、
本
書
の
本
文
主
体
が
契
沖
本
本
文
の
転
写
本
で
あ
れ
ば
、
元
来
記
載
さ
れ
て
い
た
と
想
定
せ
ざ
る
を
え
な
い
。
現
契
沖
本

は
い
ず
れ
か
の
過
程
で
漏
脱
し
た
の
で
も
あ
ろ
う
か
。
あ
る
い
は
、
又
、
浜
箆
書
入
本
!
現
伝
存
未
詳
l
に
何
等
か
の
経
由
に
て
移
写
さ
れ

註
十
一

て
い
た
の
で
も
あ
ろ
う
か
。
そ
れ
は
仲
の
識
語
に
於
て
も
、
「
元
本
寛
永
之
古
写
本
」
と
あ
る
を
、
関
根
慶
子
氏
は
一
元
本
は
『
寛
永
之

古
写
本
』
と
称
し
て
ゐ
る
が
こ
れ
即
ち
契
沖
本
で
あ
る
ら
し
い
」
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
の
「
元
本
寛
永
之
古
写
本
」
の
記
載
も
叉
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円
珠
庵
襲
蔵
本
に
は
記
述
す
る
と
こ
ろ
が
な
い
。
本
書
が
共
に
記
録
す
る
と
こ
ろ
は
現
契
沖
本
か
ら
見
れ
ば
そ
の
信
窓
性
は
あ
り
な
が
ら

に
猶
両
記
載
事
項
の
経
路
は
審
ら
か
に
し
が
た
い
の
で
あ
る
。

次
に
、
併
の
識
語
は
対
校
本
書
入
れ
|
本
文
校
異
併
び
に
付
註
に
わ
た
る
ー
に
関
し
て
の
記
述
で
あ
る
。

本
書
は
以
下
に
述
べ
る
よ
う
に
、

契
沖
書
写
朱
校
本
を
そ
の
補
訂
に
沿
い
繕
写
し
た
本
文
併
び
に
校
異
を
基
礎
に
し
て
本
体
を
構
成
し
、
更
に
群
書
類
従
本
を
以
っ
て
補
校

-
対
校
し
て
い
る
。
本
識
語
に
よ
る
茶
色
l
現
在
暗
緑
の
墨
跡
で
あ
る
が
未
詳
l
の
校
合
で
あ
る
。
そ
の
上
に
、
墨
筆
の
浜
臣
其
外
の
書
入
れ

ー
殆
ど
付
註
書
入
れ
の
移
写
で
あ
る
ー
を
補
配
し
て
い
る
こ
と
を
述
べ
た
の
で
あ
ろ
う
。
「
元
本
寛
永
之
古
写
本
」
と
あ
る
の
は
上
記
の
事
実

か
ら
勘
案
し
て
契
沖
本
の
依
拠
本
と
し
て
、
関
根
氏
は
推
論
な
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
確
か
に
現
円
珠
庵
本
を
具
に
所
見
す
る
と
こ
ろ
、

り
の
識
語
と
併
せ
て
妥
当
な
結
論
で
あ
る
。
し
か
し
、
繰
返
す
が
猶
不
審
は
残
り
、
現
在
所
在
未
詳
な
清
水
浜
臣
手
校
本
の
出
現
を
倹
つ

ほ
か
は
な
い
と
思
う
の
で
あ
る
。

と
も
か
く
、
本
書
は
、
上
掲
契
沖
本
十
巻
二
冊
|
直
接
か
否
か
は
前
述
の
如
く
未
詳
部
分
を
残
す
が
ー
を
主
体
と
し
て
群
書
類
従
本
本
文
校

合
に
併
せ
て
浜
臣
等
付
註
書
入
れ
を
輯
し
て
本
書
が
構
成
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

印
記
、
下
問
首
尾
に
、
「
大
野
薬
園
/
文
庫
」
の
方
形
朱
印
を
捺
し
て
い
る
。

扱
、
本
書
本
文
の
基
幹
を
構
成
す
る
の
は
既
述
の
ご
と
く
契
沖
書
写
本
で
あ
り
、
前
掲
二
本
と
同
じ
く
そ
の
朱
校
・
補
入
傍
記
を
略
同

様
な
校
訂
方
法
に
よ
り
編
成
さ
れ
た
派
生
伝
本
の
一
つ
で
あ
る
。
従
っ
て
当
然
の
事
な
が
ら
両
三
本
は
転
写
・
校
訂
時
に
惹
起
さ
れ
た
意

図
的
或
は
偶
然
の
要
因
に
よ
る
差
異
が
相
互
の
異
同
の
主
た
る
も
の
と
な
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
猶
次
の
ご
と
き
顕
著
な
る
各
本
聞
の
異

同
も
所
見
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
の
大
概
は
既
に
契
沖
本
解
題
に
一
覧
し
た
が
重
ね
て
そ
の
目
安
に
そ
の
異
同
の
一
部
を
再
記
す
る
と
、

祝
部

m番
歌
は
本
書
で
は
欠
落
し
、
当
該
箇
所
に
群
書
類
従
本
に
て
本
書
識
語
云
茶
色
墨
に
て
、
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川
(
契
〉
乱
(
契
)
こ
、
ふ
ろ
(
契
)
打
〈
契
〉

君
か
す
む
く
し
た
河
に
や
み
た
れ
た
る
神
の
心
も
う
ち
と
け
ぬ
ら
ん
!
こ
斗
に
入

と
行
間
細
記
し
「
こ
t
A

に
入
」
と
ま
で
註
記
し
て
い
る
。
契
沖
書
写
本
に
直
接
に
依
拠
す
れ
ば
、
こ
の
補
λ
は
あ
り
え
ぬ
こ
と
と
も
思

わ
れ
る
の
で
あ
る
。
前
掲
二
本
に
は
当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
右
の
誤
脱
は
な
い
。

秋
部
川
別
番
詞
書
は
三
手
文
庫
本
は
契
沖
書
写
本
文
と
朱
校
本
文
と
に
よ
る
一
種
の
混
成
本
文
l
三
手
文
庫
解
題
に
掲
出
ー
を
構
成
す
る
の

に
対
し
、
本
書
及
び
李
花
亭
文
庫
本
で
は
、

田
上
に
て
舟
に
の
り
て
や
し
ま
と
い
う
所
に
0
霧
の
い
ふ
せ
か
り
け
る
を
み
て
よ
め
り
け
る

と
の
み
書
写
し
、
朱
傍
記

(
O印
筒
処
)

「
ま
か
り
た
り
け
る
に
き
り
た
ち
こ
め
て
い
ふ
せ
か
り
け
れ
は
よ
め
り
と
云
と
夫
木
十
三
」
を

原
則
に
従
い
!
諸
集
校
異
を
除
外
す
る
l
本
行
化
を
避
け
て
い
る
が
、
此
処
に
も
三
手
文
庫
本
と
の
異
同
を
生
ず
る
結
果
を
導
い
て
い
る
。

叉
、
二
一
手
文
庫
本
が
契
沖
本
の
朱
校
を
そ
の
ま
ま
に
細
書
傍
記
す
る
と
こ
ろ
の
、

川
町
詞
書
・
刷
詞
書
・
歌
・
側
詞
書
・
歌
・
削
詞
書
・

作
者
・
旧
作
者

-m歌
・

m詞
書

-m唱
和
句
作
者
等
は
本
書
は
い
ず
れ
も
本
行
と
し
て
い
て
依
拠
本
も
叉
相
違
す
る
ご
と
き
の
感
を
与

え
る
の
で
あ
る
。
因
み
に
李
花
亭
文
康
本
も
問
唱
和
句
作
者
細
書
傍
記
す
る
の
ほ
か
は
本
書
と
共
通
し
て
い
る
。

前
例
と
は
逆
に
、
三
手
・
李
花
亭
両
文
庫
本
が
契
沖
書
写
本
の
朱
補
を
本
行
と
本
文
化
す
る
に
対
し
、
本
書
は
次
の
如
く
に
契
沖
書
写

本
を
そ
の
ま
t
A

移
写
す
る
と
こ
ろ
も
あ
る
。
即
ち
、
恋
部
上
の

身
相
神
通
楽

に
身
を
な
し
て
い
は
ひ
し
槻
の
さ
か
え
て
そ
み
る

天
飛
や
か
る
の
社
の
斎
槻
に
く
よ
あ
る
へ
き
あ
た
し
ま
つ
り
に

天

飛

や

か

る

の

や

し

る

い

(

朱

)

か

く

し

つ

ま

そ

も

歎

(

朱

)

と
書
写
し
て
い
る
。
転
者
写
の
任
意
の
意
向
と
見
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
971 

更
に
次
の
一
例
な
ど
は
、
契
沖
書
写
本
の
原
型
を
既
に
不
明
な
も
の
と
し
て
い
る
。
同
じ
く
同
巻
の
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夜
恋

金
恋
上
国
信
卿
の
家
の
寄
ム
ロ
に
夜
恋
の
心
を
よ
め
る
(
朱
〉

よ
と
与
も
に
玉
ち
る
床
の
す
か
枕
み
せ
は
や
人
に
よ
は
の
け
し
き
を

経
年
恋
欺

新

古

恋

二

/

君

こ

ふ

と

な

る

み

の

う

ら

の

浜

鍬

し

ほ

れ

て

の

み

も

年

を

ふ

る

哉

(

朱

)

0

・

A
H可

ω

戸

h

，υ
A
H
U
V
 

4
E
E
A
 

nu 

n
h
H
u
 

n
H
u
u
 

.，E
A
 

と
、
附
歌
を
朱
筆
細
書
し
、
そ
の
歌
頭
に
「
塙
本
同
」
と
付
記
し
て
、
あ
た
か
も
契
沖
書
写
本
の
朱
書
補
入
歌
の
ご
と
く
に
書
写
し
て

い
る
の
で
あ
る
。
も
と
よ
り
、
契
沖
本
は
該
歌
を
本
行
と
し
墨
書
し
、
歌
頭
に
朱
の
集
付
を
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
前
掲
二
本
の
処
に
て

も
繰
返
し
言
及
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
各
筆
写
者
に
よ
る
本
文
採
否
の
任
意
性
が
l
略
共
通
す
る
校
訂
原
則
を
示
し
な
が
ら
に
|
避
け
え
ざ

る
結
果
を
導
い
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。

そ
の
こ
と
は
、
細
部
本
文
に
於
け
る
朱
補
・
訂
箇
処
に
で
も
同
様
で
あ
り
1
具
体
的
用
例
は
多
例
に
わ
た
り
省
略
す
る
|
前
掲
二
書
と
は
相

互
に
相
応
の
異
同
が
多
く
所
見
さ
れ
る
の
で
あ
る
が
、
な
か
で
も
李
花
亭
文
庫
本
が
朱
補
・
訂
に
準
拠
す
る
の
に
対
し
、
本
書
は
比
較
的

で
は
あ
る
が
、
例
の
イ
本
校
記
を
も
含
め
契
沖
書
写
本
の
傍
記
痕
跡
を
と
ど
め
て
い
る
と
こ
ろ
が
散
見
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

し
か
し
結
句

は
両
三
本
、
書
写
者
の
校
訂
意
識
が
各
と
の
校
訂
本
文
た
ら
し
め
て
い
る
の
で
あ
る
。

如
上
、
こ
の
三
本
の
校
訂
本
文
は
上
述
の
異
同
を
去
れ
ば
、
現
存
諸
本
の
中
で
は
、
本
文
語
句
そ
の
も
の
と
し
て
は
|
勿
論
排
列
・
欠
員

歌
の
異
同
は
除
く
i
第
二
類
八
巻
本
系
に
比
較
的
近
似
し
、
な
か
で
も
神
宮
文
庫
A
本
・
志
香
須
賀
文
庫
A
本
、
次
い
で
源
忠
房
本
に
近
似

関
係
が
所
見
さ
れ
、
契
沖
書
写
墨
筆
本
文
、
朱
補
書
入
本
本
文
と
を
含
め
て
、
相
互
の
聞
に
は
、
本
集
撰
述
の
経
過
か
、
或
は
伝
流
上
の

経
由
か
は
さ
て
措
き
、
両
系
を
結
ぶ
紐
帯
の
ご
と
き
も
の
が
感
得
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
契
沖
本
転
写
三
本
の
奥
に
併
せ
付
言
し
て
お
く
。

本
書
は
奥
書
識
語
に
誌
す
ご
と
く
、
契
沖
書
写
本
の
本
文
以
外
に
、
そ
の
欠
落
と
異
同
を
群
書
類
従
本
を
以
っ
て
対
校
し
て
い
る
。
識
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語
に
茶
色
と
あ
る
が
、
現
在
は
鷺
色
と
い
う
か
暗
緑
色
で
あ
る
。
そ
の
理
由
は
不
明
で
あ
る
、
が
、
と
も
か
く
可
成
り
詳
細
な
校
勘
傍
記

で
あ
り
、

l
秋
部
抗
詞
書
・
歌
「
秋
き
て
は
云
乙
等
に
於
け
る
対
校
見
落
し
な
ど
も
見
出
さ
れ
る
が
!
一
目
両
系
は
判
然
と
す
る
。
し
か
し
、
留
意

さ
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
の
は
、

さ
き
の
契
沖
校
勘
の
朱
傍
記
!
本
文
中
に
繰
込
ま
れ
ず
に
残
る
朱
校
傍
記
!
も
識
語
に
は
朱
筆
と
し
な
が
ら
に
時
な

ら
ず
墨
書
移
写
さ
れ
、
識
語
云
浜
臣
等
書
入
れ
と
梢
と
混
入
し
て
い
る
た
め
に
、
全
体
と
し
て
本
書
は
輸
と
紛
伝
と
し
た
処
が
生
じ
や
す

い
状
況
と
な
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
墨
校
記
に
か
ぎ
れ
ば
浜
臣
等
の
も
の
は
皆
無
に
近
く
、
契
沖
本
の
そ
れ
で
あ
る
。
本
書
披
閲
の
場

合
に
は
用
心
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

同
様
な
こ
と
は
、
右
の
本
文
校
異
書
入
れ
の
み
な
ら
ず
、
本
集
の
語
解
・
歌
解
・
類
歌
・
諸
集
関
聯
事
項
等
、
付
註
書
入
れ
に
関
し
て

も
、
原
則
と
し
て
契
沖
書
入
れ
は
朱
書
す
る
が
猶
半
ば
近
く
を
墨
移
写
し
、
叉
浜
臣
以
下
同
書
入
れ
も
墨
書
さ
れ
て
い
て
、
既
に
契
沖
書

写
本
と
対
照
す
る
以
外
に
は
弁
別
し
が
た
い
現
状
で
あ
る
。
因
み
に
契
沖
付
註
の
書
入
れ
も
三
手
文
庫
本
に
次
い
で
篤
実
に
移
写
さ
れ
て

い
る
の
で
あ
る
が
、
本
書
が
契
沖
書
写
本
よ
り
直
接
に
転
写
し
た
も
の
で
あ
れ
ば
、
前
者
本
文
校
記
と
共
に
、

か
か
る
混
用
は
想
定
し
が

た
い
の
で
あ
る
。
前
掲
二
本
と
も
異
同
す
る
と
こ
ろ
か
ら
、
更
に
第
三
者
の
転
写
経
過
な
ど
も
予
想
さ
れ
、
と
す
れ
ば
、
浜
臣
書
入
れ
を

極
め
て
多
く
移
写
す
る
の
を
併
せ
思
へ
ば
、
奈
辺
に
そ
の
経
由
、
が
臆
測
さ
れ
な
い
で
も
な
い
の
で
あ
る
。
と
も
か
く
も
、
既
述
の
契
沖
奥

章
一
閏
の
由
来
と
い
い
、
本
書
の
書
写
状
況
と
い
い
、
そ
の
依
拠
本
は
契
沖
書
写
本
そ
の
も
の
と
は
想
定
し
が
た
い
の
で
あ
る
。
叉
付
言
す
れ

ば
清
水
浜
臣
校
合
意
同
入
本
も
現
在
所
在
を
明
ら
か
に
し
な
い
が
、
そ
の
書
入
れ
は
多
項
に
一
旦
り
且
つ
詳
細
に
し
て
留
意
さ
れ
る
も
の
で
あ

る
。
本
書
の
書
写
者
、
大
野
広
域
の
書
入
れ
は
、
わ
ず
か
に
、
夏
部
末
に
「
大
野
広
域
去
竹
芝
寺
は
今
芝
三
田
台
町
済
海
寺
な
り
」
と
寸

記
を
偶
目
す
る
の
み
で
あ
る
。

註
十

関
根
慶
子
氏
「
散
木
奇
歌
集
の
研
究
と
校
本
」

明
治
書
院

昭
和
二
十
七
年
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第
二
類
本
系

神
宮
文
庫
蔵

〔
近
世
初
〕
写

存
自
巻
一
至
巻
八

袋
綴
、
二
冊
。
浅
葱
色
花
升
田
ツ
ナ
ギ
空
押
表
紙
、
堅
二
十
八
・
九
糎
、
横
十
九
・
五
糎
。
料
紙
、
橋
紙
。
字
面
高
サ
約
二
十
一
糎
。
毎

半
葉
九
行
に
和
歌
一
行
書
き
、
詞
書
一
字
下
げ
に
書
写
す
る
。
本
文
墨
付
、
上
冊
百
三
丁
、
下
冊
九
十
三
了
。

題
祭
、
斐
紙
短
冊
を
表
紙
左
肩
に
貼
付
し
、
「
散
木
集

上
(
下
と
と
墨
書
す
る
。

内
題
、
「
散
木
奇
歌
集
第
一

(
1
八
)

春
部

(
1恋
部
下
)
」
と
記
す
。
部
立
表
記
は
前
記
契
沖
書
写
本
と
同
じ
く
し
、

季
部
、
下
冊
四
巻
、
第
五
「
祝
部
・
別
離
・
旅
宿
」
、
第
六
「
悲
歎
部
・
神
祇
・
釈
教
」
、
第
七
・
八
「
恋
部
上
(
下
)
」

本
書
に
は
奥
書
は
見
え
ぬ
。
八
巻
本
で
あ
る
と
の
理
由
の
み
で
は
な
か
ろ
う
。

上
冊
四
巻
、
四

と
斗
誌
し
て
い
る
。

印
記
、
各
冊
巻
首
に
、
「
林
崎
文
庫
」
重
郭
方
形
印
、
各
尾
に
「
明
治
四
年
甲
辰
吉
旦
奉
納
/
皇
太
神
宮
林
崎
文
庫
以
期
不
朽
/
京
都

勤
思
堂
村
井
古
巌
敬
義
拝
」
と
奉
納
印
を
捺
し
て
い
る
。

倍
、
以
下
に
本
書
に
於
け
る
本
文
異
同
・
歌
序
次
第
、
叉
、
本
書
個
有
な
特
色
を
一
括
し
一
覧
す
る
こ
と
に
す
る
。

ハ
門
先
ず
例
に
倣
い
本
書
に
於
け
る
欠
員
歌
併
び
に
顕
著
な
る
欠
落
本
文
!
第
四
類
書
陵
部
A
本
に
対
す
る
ー
を
次
に
掲
示
す
る
こ
と
に
す

る
。
所
掲
の
欠
落
本
文
は
同
A
本
で
あ
る
。
叉
、
当
該
箇
処
に
於
け
る
類
系
諸
本
の
有
無
を
付
記
す
る
こ
と
に
し
た
。
但
し
葉
山
信
果
本
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に
は
村
上
忠
順
の
標
註
第
一
次
稿
と
し
て
群
書
類
従
本
・
野
口
本
の
校
記
が
散
見
す
る
が
、

こ
れ
は
除
外
し
、
信
果
筆
本
文
と
同
朱
補
の

み
を
対
象
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

1 

返

神
A

・志
A
-
忠
・
江
・
野
・
築
本
ナ
シ
、
信
本
「
原
本
ナ
シ
/
一
本
塙
ア
リ
」
ト
朱
註
。
他
類
本
に
つ
い
て
は
後
述
す

春
部
川
詞
書

る
、
以
下
向
。

2 

れ

は
し
か
き
に
さ
と
を
は
か
す
す
と
か
け
り

を
く
に
あ
ま
の
お
ふ
ね
も
と
か
け
り

心

を

よ

め

る

百
首
歌
中
衣
か
へ
の
・
.

神
A

・志
A

・
野
本
ナ
シ
、
忠
・
江
・
信
・
築
本
同
筆
細
補

同
187 
左
注

神

A
・志
A
-
野
本
ナ
シ
、
忠
・
江
・
信
・
築
本
同
筆
細
補

3 

同
協
左
注

4 

し

ら

し

な

人

に

う

ら

も

な

し

と

は

夏
こ
ろ
も
た
ち
き
る
け
ふ
の

L
ら
重
下
旬
無
本
・

.

.

.

.
 

夏
部
別
詞
書
・
歌

神
A
・志
A
-
野
本
傍
記

箇
処
ナ
シ

l
以
下
「
傍
ナ
シ
」
ト
略
記
ス

5 

も
ろ
共
に
今
そ
鳴
な
る
ほ
と
t
A

き
す

八

戸

の

鳥

は

を

の

か

つ

ま

か

は

無
本
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
同
部
歌

神
A

・志
A

・
忠
・
野
本
傍
ナ
シ
、
江
本
同
筆
朱

補
、
信
本
「
原
本
ナ
シ
一
本
塙
本
存
」
ト
朱
註

6 

涼

と

い

へ

る

事

を

よ

め

る

皇
后
官
権
大
夫
師
時
の
八
条
に
て
水
風
晩
・
;
・
・
・
[

同
抑
詞
書

神
A

・志
A
本
傍
ナ
シ

7 

秋
き
で
は
忍
ひ
な
あ
へ
そ
と
思
へ
は
や
風
を
と
つ
れ
て
く
れ
か
ふ
る
ら
ん

す

み

か

に

霧

ふ

り

ふ

た

か

り

て

問
所
に
て
と
ふ
人
も
な
き
た
ひ
の
・

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.
 ・
い
ふ
せ
か
り
け
る
に
み
や
こ
の
人
う
ら
め
し
か
り
け
れ
は

秋
部

m歌
神
A
-
志
A
本
ナ
シ

8 

印
刷
詞
書

9 

朝
夕
の神
神御 A
A ぃ~
手と?
?なリ

プみ忠
闇マ レ芋，. ι-
*な江
傍ん
ナ見信
1ン〉
そこっ野
プ1，弘、

し;:築
こ本
の傍
・事ナ

• vこじ/

. ペコ

・さ

• f工

・れ

・る

.人

・を

@は:

.そ

・の

・む

・し

・ろ

・ ì:1~ 
・し

.て

・も

P斗，
VJ、
兵b

さ
ー叫品
」司ー

(/ふ
小口

ひ

同
制
詞
書
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10 

秋
の
山
の
月
を
み
る
と
い
へ
る
事
を
よ
め
る

同
開
詞
書

神
A
・
志
A
・
忠
・
信
・
野
本
ナ
シ
、
江
本
同
筆
朱
補

加
賀
守
兼

経

盛

岡

山

作

者

神

A
・
志
A
・
忠
・
江
・
野
本
ナ
シ
、
信
本
同
筆
朱
補

お

ひ

風

ふ

き

な

と

す

ま

た

日

を

た

か

し

と

て

よ

ら

て

す

き

け

れ

は

よ

め

る

ふ
ち
と
斗
い
ふ
と
こ
ろ
に
と
ま
ら
む
と
し
け
る
に
・

11 

家
道
朝
臣

冬
部
間
作
者

神
A
・
志
A
・
忠
・
江
・
野
本
ナ
シ
、
信
本
同
筆
朱
補

12 

衣
手
の
さ
へ
ゆ
く
ま
t
A

に
神
な
み
の
み
む
ろ
の
山
に
雪
は
ふ
り
つ
t
A

同
問
歌

13 

別
離
凶
作
者

神
A
・
志
A
・
野
本
ナ
シ

14 15 

m調
書

16 

神
A
・
志
A
・
忠
本
傍
ナ
シ
、
江
・
信
本
同
筆
朱
補
そ

ひ

船

に

の

せ

う

っ

す

を

き

L

て

例
な
ら
ぬ
人
の
舟
に
あ
る
か
く
る
し
か
る
と
き
斗
て
・

.

.
 

本
傍
ナ
シ
、
江
・
信
本
同
筆
朱
補

17 

さ

け

君
こ
ふ
る
涙
の
滝
に
お
ほ
t
A

れ
て
ふ
り
・
・
さ
け
ふ
声
は
き
こ
ゆ
や

同
組
歌

18 

君
か
た
め
か
け
る
み
の
り
の
み
つ
く
き
に
わ
か
身
を
さ
へ
も
す
斗
き
つ
る
哉

神
力
品
の
心
を
よ
め
る

釈
教

m歌
-m詞
書

神
A
・
志
A
本
ナ
シ

19 

人
は
い
さ
ひ
か
り
の
す
ち
を
し
か
そ
と
も
お
な
し
ほ
と
け
や
し
ら
は
し
る
ら
ん

本
同
筆
朱
補

20 

あ
し
さ
ま
の
こ
と
の
ゆ
か
り
は
お
ほ
か
た
の
み
斗
の
っ
て
に
も
き
こ
え
さ
り
け
り

神
A
・
志
A
本
ナ
シ

悲
歎
部
制
詞
書

神
A
・
志
A
・
忠
・
野

神
A
・
志
A
・
野
本
傍
ナ
シ

同
制
歌

神
A
・
志
A
・
忠
・
野
本
ナ
シ
、
江
・
信

そ
の
国
に
生
ぬ
る
人
は
む
か
し
の
こ
と
を
し
る
さ
と
り
を
え
て
そ
の
か
み
の
事
を
し
る
と

い
へ
る
こ
と
を
よ
め
る

同
制
歌
・
仰
詞
書

神
A
・
士
山
A
本
ナ
シ

同
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と
に
す
る
。

21 

そ
の
ほ
と
斗
思
ひ
か
た
き
は
よ
も
の
う
み
に
そ
こ
ゐ
も
し
ら
ぬ
心
也
け
り

同
郷
歌
神
A

・志
A

・
忠
本
ナ
シ
、
江
・
信
本
同
筆
朱
補

22 

諸
の
花
く
さ
/
¥
に
さ
き
み
た
る
と
い
へ
る
事
を
よ
め
る

そ
こ
ば
く
の
花
の
ひ
も
と
く
庭
の
お
も
に
を
し
の
け
た
る
は
は
ち
す
也
け
り
同
制
詞
書
・
歌
神
A

・志
A

・
忠
・
信
本
ナ
シ
、
江
本

同
筆
朱
細
補

23 

恋
部
上
側
作
者

み
つ
き
と
い
ふ
は
つ
く
し
の
ふ
の
か
と
て
な
り

神
A
-
志
A

・
忠
・
野
本
ナ
シ
、
江
・
信
本
同
筆
朱
補

を
ん
な

神
A
・志
A
・
忠
・
江
・
野
本
ナ
シ
、
信
本
同
筆
朱
補

同
附
左
注

24 25 

同
附
詞
書

あ
さ
ま
し
ゃ
こ
は
な
に
こ
と
の
さ
ま
そ
と
よ
こ
ひ
せ
よ
と
て
も
む
ま
れ
き
り
け
り

神
A
-
志
A
・
忠
・
信
・
野
・

経
年
恋

神
A

・志
A
本
ナ
シ

恋
部
下
問
歌

26 

築
本
ナ
シ
、
江
本
向
筆
朱
補

27 

恋
の
Jむ
を同
よ 1160
め詞
る書

神
A
・志
A
-
忠
・
江
・
野
・
築
本
ナ
シ
、
信
本
間
筆
朱
補

海
路
恋

28 

岡
山
詞
書
・
歌

以
上
、
二
十
八
項
ほ
ど
が
、
そ
の
大
略
で
あ
る
。
葉
山
信
果
本
は
雑
部
上
下
両
巻
に
補
綴
が
あ
る
が
、
当
該
本
解
題
に
於
て
述
べ
る
こ

こ
ひ
す
と
も
身
の
け
し
き
た
に
か
は
ら
す
は
い
は
ぬ
に
人
の
あ
や
め
ま
し
や
は

神
A

・志
A
本
ナ
シ

(
ニ
〉
、
続
い
て
次
に
本
書
に
所
見
す
る
異
文

i
前
者
同
様
に
書
陵
部
A
本
に
対
す
る

i
の
主
た
る
を
掲
示
し
、

併
せ
て
二
類
諸
本
と
の
関
聯

を
付
記
す
る
こ
と
に
す
る
。
傍
記
校
は
書
陵
部

A
本
で
あ
る
。

な
ら
の
寄
合
に
人
に
か
は
り
て
ほ
と
斗
き
す
を
よ
め
る
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-
ナ
ジ
(
書
A
〉

塙
ね
郭
公
夏
部
川
詞
書
神
A
・
志
A
本
同

し
つ
く
の
た
も
と
に
は
ハ
書
A
)

た
な
は
た
の
か
へ
る
朝
の
雫
に
は
あ
ま
の
河
な
み
た
ち
や
そ
ふ
ら
ん

同
制
歌
第
二
・
三
句

神
A
・
志
A
・
忠
・
江
・
信
・
野
・
築
本

2 

問
、
信
本
同
筆
一
本
朱
補

挙
(
書
A
〉

人

k
秋
の
花
を
よ
み
け
る
に
(
脅
A
)

丹
波
前
司
重
房
の
い
ゑ
に
て
を
み
な
へ
し
を
よ
め
る
同
似
詞
書

神
A
・
志
A
・
忠
・
江
・
信
・
野
・
築
本
問
、
但
シ
信
本
「
季
」
ニ
作
リ
、

3 5 

「
重
閥
ト
本
/
ノ
」
ト
傍
記
、
「
ノ
」
ハ
野
本
ナ
リ

.
身
を
な
し
て
い
は
ひ
し
月
の
さ
か
へ
て
そ
み
る
ハ
書
A
)

天
飛
や
か
り
の
社
に
斎
槻
に
く
よ
あ
る
へ
き
あ
た
し
ま
つ
り
に
釈
教
叩
下
旬
神
A
・
志
A
本
同

(

マ

マ

)

ほ

そ

と

の

(

書

A
)

房

(

同

)

道

見

く

る

し

た

は

し

て

と

女

官

(

同

〉

皇
后
宮
の
弘
徽
殿
に
お
は
し
ま
し
け
る
こ
ろ
袖
殿
に
て
人
に
物
申
け
る
に
女
は
う
の
う
へ
斗
の
ほ
る
と
て
み
ち
は
く
る
し
と
て
し

方

ハ

同

)

ま

(

同

)

の

ち

(

問

〉

ま

い

り

や

す

る

と

ま

ち

け

る

に

(

向

)

見

ハ

同

)

は
し
た
て
と
女
宮
の
申
け
れ
は
た
ち
て
殿
上
の
か
た
へ
さ
か
り
け
る
を
後
に
ま
い
り
す
る
と
は
ん
へ
り
け
る
に
み
え
さ
り
け
れ
は

4 

異か
ア仇

えよ
N り

Tマ
掲り
ゲ o_ 
ル侍よ

け思
る

恋
部
下

m詞
書

神
A
・
志
A
本
問
、
忠
・
江
・
信
・
野
・
築
本
ハ
前
者
ト
梢
と
相
違
シ
、
各
本
-
一
モ
各
少

-77ー

比

ハ

忠

・

信

・

築

〉

ナ

シ

(

野

)

上

〈

野

)

み

ち

見

ハ

信

・

瞬

間

)

皇
后
宮
の
弘
徽
殿
に
お
は
し
ま
し
け
る
こ
ろ
細
殿
に
て
人
に
物
申
け
る
に
女
房
の
う
へ
斗
の
ほ
る
と
て
道
み
く
る
し
と
て
し
は
し

と

ハ

野

〉

房

ハ

野

〉

立

(

野

〉

方

ハ

野

〉

の

ち

ハ

信

・

築

)

見

(

忠

・

信

・

築

〉

た
て
と
女
官
の
申
け
れ
は
た
ち
て
殿
上
の
か
た
へ
ま
か
り
け
る
を
後
に
ま
い
り
や
す
る
と
ま
ち
け
る
に
み
え
さ
り
け
れ
は
か
れ
よ

送
ハ
忠
)
侍
ハ
信
・
野
・
築
〉

り
を
く
り
O
け
る
(
江
本
)

等
が
散
見
さ
れ
る
。

国
次
は
、
上
記
の
本
文
異
同
と
は
全
く
無
関
係
事
項
で
あ
る
が
、
前
掲
契
沖
書
写
本
に
も
所
見
さ
れ
、
叉
、
本
書
に
も
同
様
に
見
出
さ

れ
る
書
写
形
態
の
特
異
な
類
似
性
で
あ
る
。
即
ち
次
の
三
例
で
あ
る
。

1 

万
葉
に
引
幕



石
見
の
う
み
う
っ
た
の
山
の
木
の
ま
よ
り
/
わ
か
ふ
る
そ
で
を
い
も
み
つ
ら
ん
か

風
を
い
た
み
う
っ
た
の
山
に
散
花
や
ふ
り
け
ん
袖
の
名
h

残

成

ら

ん
l
以
上
四
行
本
行
ニ
書
写
ス
l
春
部
日
歌

註
一

同
)
、
忠
・
江
・
信
・
野
本
ハ
片
仮
名
交
リ
細
書
傍
記
、
築
本
当
該
部
ノ
ミ
平
仮
名
交
リ
縮
書

神
A

・志
A
本
同
(
契
本

2 

山
里
に
て
タ
良
を
み
て
よ
め
る

(

マ

マ

〉

〈

マ

マ

〉

〈

マ

マ

〉

万
に
一
五
あ
ら
玉
の
す
と
の
t
A

さ
か
き
め
に
/
よ
り
そ
の
い
も
し
え
す
は
わ
か
こ
ひ
め
や
も

(
マ
マ
〉

山
里
の
す
と
か
竹
か
き
え
た
も
を
す
タ
良
な
れ
り
す
か
ひ
/
¥
に
i
以
上
回
行
!
夏
部
制
詞
書
・
歌

註
二

シ
)
、
忠
・
江
・
信
・
野
・
築
本
ハ
片
仮
名
交
リ
細
書
傍
記

神
A

・志
A
本
同
(
契
本
引
歌
ナ

3 

経
年
恋
万
云

玉
た
れ
の
こ
す
の
す
鶏
舌
に
い
り
か
よ
ひ
き
ね
/
た
ら
ち
こ
の
は
斗
か
と
て
や
と
か
せ
と
申
さ
ん

と
し
ふ
と
も
こ
す
の
き
け
き
の
絶
間
よ
り
み
え
し
し
な
ひ
は
悌
に
立
j
以
上
回
行
l
恋
部
下
町
詞
書
・
歌

註
三

向
)
、
忠
・
江
・
信
・
野
・
築
本
ハ
片
仮
名
交
リ
細
書
傍
記

神
A
-
志
A
本
同
(
契
本

と
、
三
例
い
ず
れ
も
万
葉
集
引
歌
書
入
れ
を
本
文
同
様
に
本
行
と
し
て
書
写
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
忠
一
房
旧
蔵
本
以
下
五
本
に
も
付
註

し
た
ご
よ
く
問
書
入
れ
を
見
る

l
又
他
類
系
統
本
に
も
ま
ま
移
写
の
跡
を
所
見
す
る
ー
が
い
ず
れ
も
傍
記
細
書
の
形
式
を
と
り
、

こ
の
書
写
様

式
は
契
沖
書
写
本
と
の
関
聯
を
想
起
す
る
上
に
於
て
は
単
な
る
偶
発
的
な
結
果
と
は
推
測
し
が
た
い
も
の
が
存
す
る
か
と
も
考
え
、
此
処

に
付
記
し
た
。

次
に
側
、

本
書
の
歌
序
次
第
に
つ
き
一
覧
す
る
こ
と
に
す
る
が
、

次
掲
の
一
一
筒
処
は
前
掲
契
沖
書
写
本
系
統
i
一
類
本
系
l
に
所
見
さ

設
問

れ
、
同
様
に
二
類
本
系
で
は
本
垂
直
i
但
し
、
後
述
す
る
ご
と
く
極
め
て
類
似
形
態
を
示
す
ご
類
本
士
山
香
須
賀
A
本
の
一
本
が
存
す
る
i
に
の
み
見
出
さ
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れ
る
歌
序
の
誤
り
で
あ
る
。
恐
ら
く
伝
流
経
由
に
於
け
る
錯
綴
に
よ
り
惹
起
さ
れ
た
現
象
で
あ
ろ
う
。
契
沖
書
写
本
系
類
と
本
系
類
に
わ

た
る
の
を
み
る
と
、
そ
の
錯
綴
は
相
当
に
淵
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。
重
ね
て
掲
出
す
る
と
、
上
冊
四
十
八
丁
一
畏
終
行
は
夏
部
切
歌
を
以
っ
て

終
り
、
次
葉
四
十
九
了
初
行
は
同
部
制
詞
書
に
は
じ
ま
る
。
即
ち

堀
川
院
の
御
と
き
二
聞
に
で
か
な
ま
り
を
云
ミ
以
下
略

古
は
塵
を
た
に
こ
そ
い
は
ひ
け
れ
雨
に
し
ほ
れ
ぬ
撫
子
の
花
」

322 

泉
辺
納
涼
と
云
る
こ
と
を
よ
め
る

椴
お
ふ
る
か
た
山
か
け
の
石
井
筒
ふ
み
な
ら
し
て
も
む
す
ふ
比
哉

330 

と
続
き
、
以
下
四
十
九
丁
表
裏
に
は
歌
序
を
追
い
矧

i
蹴
詞
書
ま
で
が
書
写
さ
れ
て
い
る
。

つ
づ
く
五
十
丁
表
裏
は
、
四
十
八
丁
裏
終

行
を
う
け
、

部
詞
書
、
即
ち

な
て
し
こ
を
よ
め
る

(
マ
マ
)

撫
子
の
花
み
る
ほ
と
の
心
に
て
み
た
れ
み
国
を
ね
か
は
ま
し
か
は

323 

が
書
写
さ
れ
、
同
表
裏
に
以
下
御
歌
迄
が
歌
序
に
従
い
書
写
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
五
十
一
丁
表
初
行
は
四
十
九
丁
裏
終
行
問
詞
書
を

受
け
同
歌
「
塩
み
て
は
野
嶋
か
崎
の
云
々
」
に
は
じ
ま
り
排
列
は
整
序
に
一
戻
る
の
で
あ
る
。

本
書
の
み
に
か
ぎ
れ
ば
、
上
記
の
ご
と
く
、

四
十
九
丁
と
五
十
丁
の
単
な
る
綴
誤
り
と
し
て
処
理
し
得
る
。

し
か
し
、
本
書
と
系
類
を
異
に
す
る
契
沖
書
写
本
に
同
様
な
錯
序
が
見
出

さ
れ
る
の
で
あ
れ
ば
、
必
ず
し
も
本
書
の
誤
綴
と
し
て
対
処
し
が
た
く
、
本
書
の
拠
っ
た
先
行
本
に
既
に
存
す
る
あ
や
ま
り
と
推
測
せ
ざ

る
を
得
な
い
。
契
沖
書
写
本
か
ら
本
書
へ
の
移
行
は
あ
り
え
ぬ
と
同
時
に
、
本
書
か
ら
契
沖
本
へ
の
展
開
も
叉
そ
の
相
互
本
文
異
同
か
ら

想
定
し
え
な
い
か
ら
で
あ
る
。
従
っ
て
、
こ
の
錯
簡
は
両
類
の
分
派
す
る
以
前
に
於
け
る
執
れ
か
の
過
程
の
現
象
と
し
て
把
握
さ
れ
る
べ
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き
で
あ
ろ
う
。

し
か
し
、
現
在
、
そ
れ
を
推
測
す
べ
き
手
懸
り
を
見
出
さ
れ
な
い
の
で
あ
る
。

た
だ
し
、
両
類
の
交
錯
点
と
し
て
は
最
も

留
意
さ
れ
る
処
で
も
あ
る
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。
因
み
に
二
類
本
で
は
本
書
j

前
記
の
ご
と
く
志
香
須
賀
A
本
に
は
極
め
て
類
似
す
る
錯
叙
が
看

取
さ
れ
る
が
l
に
の
み
所
見
さ
れ
る
錯
簡
で
あ
る
。

上
記
本
書
の
錯
簡
を
除
け
ば
、

本
書
に
見
出
さ
れ
る
歌
序
次
第
の
異
同

i
前
例
同
様
書
陵
部
A
本
に
対
す
る

i
は
以
下
の
三
例
に
と
ど
ま

る
。
契
沖
書
一
写
本
に
於
て
既
に
掲
出
す
る
部
分
で
も
あ
る
が
、
ー
披
見
の
便
宜
を
思
い
同
例
を
重
出
す
る
。
叉
、
併
せ
て
本
書
同
類
本
系
諸

本
と
の
異
同
i

他
類
は
暫
く
措
き
ー
を
付
記
す
る
。

付
夏
部

殿
下
に
て
ほ
と
斗
き
す
の
歌
人
/
¥
よ
ま
せ
給
ひ
け
る

初
よ
り
身
の
は
し
め
よ
り
時
鳥
あ
か
で
も
世
と
を
過
し
つ
る
哉

223 

ほ
と
ふ
き
す
声
待
つ
け
て
き
〈
ほ
と
や
人
に
我
み
の
う
ら
や
ま
る
覧

225 

な
か
す
と
も
な
き
っ
と
い
は
ん
時
鳥
人
わ
ら
は
れ
に
な
ら
し
と
思
は

(
マ
マ
〉

時
鳥
な
か
ぬ
な
け
き
の
社
に
き
て
い
と
斗
も
声
を
ほ
し
め
つ
る
か
な

224 228 

し
と
み
山
風
は
お
ろ
せ
と
時
鳥
声
は
こ
も
ら
ぬ
物
に
そ
有
け
る

子
規
ま
ち
し
わ
た
ら
は
八
橋
の
雲
手
の
数
に
こ
ゑ
を
き
か
は
や

229 226 

ほ
の
め
か
す
う
き
田
の
社
の
時
鳥
思
し
つ
み
て
明
し
つ
る
か
な

227 

か
き
ね
に
は
も
す
の
は
や
に
ゑ
を
の
斗
け
り
し
て
の
た
を
さ
に
忍
か
ね
つ
ふ

230 

神
A
・
志
A
・
忠
・
江
・
信
・
築
本
伺
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ω同
部

大
弐
仲
さ
ね
し
ら
川
に
て
ほ
と
ふ
き
す
を
よ
め
る

ハ
マ
マ
〉

音
せ
ぬ
は
待
人
か
ら
か
時
鳥
誰
を
し
へ
け
ん
ゆ
へ
な
ら
ぬ
身
を

な
ら
の
寄
合
に
人
に
か
は
り
て

時
鳥
鳴
う
れ
し
さ
を
つ
斗
め
と
も
袖
に
は
声
も
と
ま
ら
さ
り
け
り

左
京
大
夫
経
忠
の
八
条
に
て
よ
め
る

子
規
戸
ま
ち
か
ね
て
ゆ
ふ
け
と
ふ
道
の
う
ら
に
も
こ
と
よ
き
物
を

時
鳥
不
乏
と
云
事
を

今
こ
そ
は
ふ
た
む
ら
山
の
時
鳥
声
お
り
は
へ
て
あ
や
に
鳴
也

神
A
・
志
A
・
忠
・
江
・
信
・
野
・
築
本
同

同
釈
教

智
恵
光
仏

千倍
人
の
心
の
う
ち
そ
よ
そ
な
か
ら
し
る
や
さ
と
り
の
光
な
る
ら
ん

不
断
光
仏

ち
か
ひ
お
き
て
導
引
人
の
隙
な
さ
に
光
も
た
え
ぬ
物
に
そ
有
け
る

神

A
・
志
A
・
忠
・
江
・
信
・
野
本
向
、
築
本
欠
巻
部

β
ι
H
u
 

伶

h
H

の，
J

“
263 

265 264 891 日
U
A
H
w
d
 

n
v
A
U
 

以
上
の
三
例
で
あ
る
が
、
二
類
本
系
は
、
付
に
於
て
排
列
に
小
異
を
見
る

i
後
述
ー
が
い
ず
れ
も
当
然
の
事
な
が
ら
共
通
す
る
の
で
あ
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る
。
殊
に
本
書
の
転
写
本
l
後
述
!
と
想
定
さ
れ
る
志
香
須
賀
A
本
は
本
文
異
同
、
更
に
漢
字
・
仮
名
に
於
て
も
全
く
一
致
す
る
。

註
五

且
つ
、
上
掲
三
例
は
契
沖
書
写
本
に
も
共
に
見
出
さ
れ
、
本
文
上
の
粕
と
独
自
異
文
に
於
て
も
共
有
す
る
処
が
所
見
さ
れ
、
前
記
の
錯

簡
と
共
に
本
書
と
契
沖
書
写
本
と
の
間
に
は
、
猶
遥
庭
を
存
し
な
が
ら
に
、
そ
の
交
錯
す
る
事
相
を
呈
示
し
て
い
る
。

上
掲
パ
門
・
同
・
同
併
び
に
右
記
排
列
が
本
書
に
所
見
す
る
諸
特
徴
の
概
要
で
あ
る
。
そ
の
概
要
一
覧
に
従
い
本
書
と
同
系
類
を
な
す
二

類
本
系
諸
本
と
の
関
係
を
各
項
類
別
に
整
理
す
る
こ
と
に
す
る
。

註

六

註

七

ま
ず
、
ハ
門
の
本
文
異
向
に
於
て
は
、
伝
本
の
中
に
は
、
本
文
同
筆
の
墨
追
細
記
l
忠
・
江
・
信
・
築
本
l
同
筆
朱
補
入
1

江
・
信
本
!
等
が

散
見
さ
れ
る
が
、
こ
れ
ら
は
執
れ
も
書
写
情
況
よ
り
判
断
し
て
、
依
拠
原
本
に
は
本
来
当
該
本
文
を
欠
く
も
の
と
推
測
さ
れ
、
追
補
以
前

の
本
文
に
従
っ
た
。
以
下
に
は
、
「
細
補
」
、
「
朱
補
」
を
略
記
付
注
し
た
。
叉
、
葉
山
信
果
本
に
は
当
該
本
文
を
書
写
し
な
が
ら
に
、

詮
ヘ

傍
に
「
原
本
ナ
シ
」
と
同
筆
朱
記
す
る
処
が
あ
る
。
こ
の
朱
註
は
梢
と
暖
昧
な
が
ら
祖
本
原
型
を
指
示
す
る
も
の
と
認
め
、
朱
註
に
拠
る

こ
と
ふ
し
、
略
称
「
原
」
を
付
記
す
る
こ
と
に
す
る
。
更
に
、

こ
の
信
果
本
は
村
上
忠
順
の
再
度
の
対
校
!
野
口
本
・
群
書
類
従
本
l
本
文

が
随
所
に
見
出
さ
れ
る
が
、
当
然
信
果
本
文
と
別
す
べ
く
除
外
す
る
も
の
で
あ
る
。

ω二
類
本
中
、
七
本
!
神
A

・志
A

・
忠
・
江
・
信
・
野
・
築
本
!
が
共
通
す
る
欠
本
文
は
上
掲
表
中

1
1
・
2
・
3
・
8
・

m
・幻、

六
例
で
あ
る
。
但
し
、

M

m

(

江
本
一
朱
補
」
)
、

幻
(
信
本
「
朱
補
」
〉
あ
り
。

-
(
信
本
「
原
」
〉
、

2
・
3
〈
忠
‘
江
・
信
・
築
本
「
細
補
」
)
、

制
同
じ
く
六
本
!
神
A

・志
A

・
忠
・
江
・
信
・
野
本
i
が
共
通
す
る
欠
本
文
は

1
5
・

m
-
H
・
M
・M
m

・
日
・
お

-
M
、
の
八
例
で
あ

る
。
但
し
、

5
(江
本
「
朱
補
」
・
信
本
「
原
」
〉
、

日
(
江
本
「
朱
補
」
〉
、

日
(
信
本
「
朱
補
」
〉
、

M
(信
本
「
朱
補
」
)
、

日
(
江
・
信
本
「
朱
補
」
)
、

川
口
(
江
・
信
本
「
朱
補
」
)
、

お
ハ
信
本
「
朱
補
」
)
、

M
(
江
・
信
本
「
朱
補
」
)
あ
り
。

約
同
じ
く
五
本
l
神
A

・志
A

・
忠
・
江
・
信
本
ー
が
共
有
す
る
欠
本
文
は
!
日
・
幻
・
刀
、

日
・
幻
(
江
・
信

の
三
例
で
あ
る
。
但
し
、

左
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本
「
朱
補
」
)
、
匁
ハ
江
本
「
朱
補
」
)
あ
り
。

約
同
じ
く
三
本
!
神
A

・志
A

・
野
本
j
が
共
通
す
る
欠
本
文
は

1
4
・
9
・
口
・
口
、

の
四
例
で
あ
る
。

制
同
じ
く
二
本
i
神
A

・志
A
ー
が
共
通
す
る
欠
本
文
は

l
6
・
7
・
ロ
・

mm-m-
お

-m、
の
七
例
で
あ
る
。

以
上
川
w
i約
は
上
記
七
本
聞
に
於
け
る
欠
本
文
l
書
陵
部
A
本
に
対
す
る
l
に
見
る
相
互
関
係
の
図
式
的
類
縁
を
一
応
は
具
示
す
る
も
の

で
あ
る
と
想
定
さ
れ
る
。

即
ち
、

ωi制
二
十
八
例
共
に
同
じ
く
す
る
二
類
本
は
神
A
・志
A
の
両
本
で
あ
る
。

両
本
は
後
述
す
る
ご
と
く
二
類
本
系
中
、

神
A 

本
↓
志
A
本
と
転
写
関
係
が
予
測
さ
れ
る
の
で
あ
れ
ば
当
然
の
結
果
で
あ
る
。

つ
い
で
、
川
w
i付
二
十
一
例
を
共
通
す
る
の
は
、

神
A

・志
A

・
野
本
の
三
本
で
あ
り
、

両
三
本
の
近
似
関
係
は
前
者
に
続
い
て
想
定

さ
れ
る
の
で
あ
る
が
、
こ
の
野
口
本
は
巻
一

i
四
、
巻
五
;
十
、
附
載
顕
昭
註
、
と
各
書
写
年
代
・
手
跡
を
異
に
す
る
取
合
本
で
あ
り
、

系
類
上
か
ら
は
巻
五

i
十
は
第
三
類
本
系
に
属
し
、
そ
の
聞
の
共
通
異
同
た
る
臼
・
口
は
寧
ろ
第
三
類
本
系
と
、
第
二
類
本
系
神
A

・志

A
本
と
の
偶
然
の
一
致
と
み
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

し
か
し
な
が
ら
、
巻
一

i
四
の
聞
に
於
て
は
、
他
本
に
見
ぬ
4

・
9
の
共
通
点
を
示
し

て
神
A
・志
A
本
に
隣
接
す
る
伝
本
で
あ
る
。

次
に
は
、

ω・
ω
W
・
付
十
七
例
を
共
通
す
る
神
A
・志
A
・
忠
・
江
・
信
本
の
五
本
は
前
二
者
に
次
い
で
近
似
関
係
が
推
測
さ
れ
る
こ

と
と
な
る
わ
け
で
あ
る
。
但
し
、
築
本
に
於
て
は
巻
四

i
七
の
中
冊
を
欠
き
、
付
項
三
例
!
日
-
n
-
n
!
の
本
文
異
同
に
関
し
て
は
不

明
で
あ
る
。
従
っ
て
、
結
局
十
七
例
を
同
じ
く
す
る
点
よ
り
す
れ
ば
、
上
記
五
本
が
二
類
本
系
中
、
叉
一
つ
の
系
統
を
な
す
も
の
で
あ
る

と
右
表
か
ら
は
予
測
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
而
し
て
築
本
も
不
明
部
分
を
含
み
な
が
ら
も
、
こ
の
系
列
に
入
る
一
本
で
あ
る
こ
と
は
予
想
さ

れ
る
。
勿
論
、

此
の
五

i
六
本
の
間
に
は
相
互
に
独
自
の
性
格
を
包
摂
し
、

神
A

・志
A
本
の
ご
と
き
転
写
関
係
は
想
定
し
え
な
い
が
、
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二
類
本
系
と
し
で
は
、
前
者
と
相
接
す
る
伝
存
本
と
し
て
措
定
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

伺
の
二
類
本
系
異
文
に
就
い
て
も
、
ハ
門
同
様
の
結
果
が
見
出
さ
れ
る
。
即
ち
、

神
A

・志
A
本
の
両
本
は
全
く
一
致
し
、

1
1
5
項
ま
で
同
一
本
文
で
あ
る
。

但
し
、

5
項
に
於
て
は
上
掲
の
ご
と
く
他
の
五
本
と
の

聞
に
小
異
が
所
見
さ
れ
る
。

叉
、
忠
・
江
・
信
・
野
・
築
本
の
五
本
は
、

上
掲
異
文
に
関
す
る
限
り
共
通
本
文
に
源
を
発
す
る
も
の
と
考
え
ね
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ

う
。
当
然
ハ
門
の
場
合
と
同
様
に
各
本
間
相
互
に
は
、
そ
の
異
同
が
存
す
る
の
は
い
う
ま
で
も
な
い
。

国
の
書
写
形
態
も
前
者
同
・
同
と
同
じ
く
す
る
結
果
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
本
歌
の
書
写
様
式
に
関
し
一
去
と
す
る
ま
で
も
な

い
こ
と
と
は
言
い
条
、
本
集
に
於
て
は
、

特
に
神
A

・志
A
本
と
契
沖
書
写
本
の
両
三
本
に
見
る
書
写
形
態
は
一
種
独
自
で
あ
り
、

単

偶
然
の
一
致
と
は
い
い
が
た
く
、

そ
の
源
流
に
淵
る
手
懸
と
も
な
ろ
う
。

他
の
忠
・
江
・
信
・
野
・
築
本
の
五
本
ば
、

い
ず
れ
も
本
歌
傍

註
の
様
式
を
と
り
、
次
の
三
類
本
系
に
於
て
も
同
例
を
散
見
す
る
と
こ
ろ
で
あ
れ
ば
別
し
て
留
意
す
べ
き
こ
と
で
は
な
い
が
、

1
1
3
項

を
共
有
す
る
点
に
於
て
は
書
入
れ
と
し
て
も
二
類
本
の
特
徴
を
示
し
、
系
類
の
源
を
同
じ
く
す
る
こ
と
を
示
唆
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

次
に
、
岡
の
歌
序
次
第
に
於
て
は
、
神
A
・志
A
本
に
所
見
す
る
排
列
の
錯
簡
部
、
既
述
し
た
ご
と
き
を
排
除
す
れ
ば
、

を
見
出
す
に
す
、
ぎ
ず
、
ハ
門
夏
部
に
於
け
る
野
口
本
の
一
部
相
違

l
m
-
m
に
対
す
る

m
-
m
の
順
ー
を
所
見
す
る
に
と
ど
ま
り
、

三
例
の
異
同

二
類
本
系

七
本
は
同
じ
く
す
る
の
で
あ
る
。

以
上
、

H
j個
の
異
何
事
項
よ
り
図
式
的
で
は
あ
る
が
、
冒
頭
一
覧
の
系
類
表
の
ご
と
き
を
想
定
し
た
の
で
あ
る
。
そ
の
細
部
に
つ
い

て
は
各
当
該
本
項
に
て
述
べ
る
こ
と
に
す
る
。

叉
、
他
類
本
と
の
本
文
上
に
於
け
る
類
縁
関
係
は
、
そ
の
概
要
を
契
沖
本
解
題
中
に
略
記
し
、
以
下
に
叉
詳
述
す
る
が
、
此
処
で
特
に
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留
意
さ
れ
る
の
は
、
本
系
類
に
最
も
隣
接
す
る
前
掲
一
類
本
、
そ
の
契
沖
書
写
本
と
の
異
同
に
つ
い
て
で
あ
る
。

ま
ず
、
ハ
〔
の
本
文
異
同
l
書
陵
部
本
(

A

)

に
対
す
る
!
と
契
沖
書
写
本
と
の
関
聯
で
あ
る
。
l
前
表
ハ
門
の
数
字
を
以
っ
て
本
文
掲
示
に
代
え
る
。

此
二
類
本
系
と
同
じ
く
す
る
契
沖
書
写
本
の
当
該
箇
処
は
、
次
の
イ
・
ロ
・
ハ
の
ご
と
く
で
あ
る
。

ィ、

1
・
2

¥

3

1

4

6

7

/

.

1

1

.

っ“.つ臼.っ“

の
七
例
で
あ
り
、
二
類
本
系
七
本
全
て
欠
本
文
|
但
し
前
に
倣
い
細
補
等
を
除
く
ー
で
あ
る
。
但
し
、
築
本
は

H
-
M
例
の
部
分
は
欠
巻
部
に

っ
き
不
明
で
あ
る
。

ロ
、
二
類
本
系
共
通
す
る
も
契
沖
書
写
本
に
於
て
は
朱
筆
補
入
し
て
い
る
当
該
箇
処
は
、

m-M-MW
・
お
の
四
例
が
二
類
本
系
中
、

神
A

・志
A
・
忠
・
江
・
信
・
野
本
六
本
に
所
見
さ
れ
る
欠
本
文
で
あ
り
、
ー
但
し
、
築
本
H
・
M
-
幻
項
は
欠
巻
部
に
て
不
明
l
、
日
・
幻

-nの

三
例
は
神
A
・志
A
・
忠
・
江
・
信
本
の
五
本
に
同
じ
く
所
見
し
l
但
し
築
本
同
欠
巻
部
に
て
不
明
、
叉
野
本
は
別
本
系
筒
処
で
あ
る
l
、
9
・U
の
二

例
は
神
A

・志
A
・
野
本
の
三
本
に
、
叉
、

6
・
7
・
ロ

-
m
-
m
・
お
・
犯
の
七
例
が
神
A
・志
A
両
本
に
見
出
さ
れ
る
欠
本
文
で
あ
る
。

ハ
、
叉
前
者
同
様
に
、
契
沖
書
写
本
に
於
て
墨
筆
補
入
す
る
当
該
箇
処
は
、

4
の
一
例
で
、
神
A
・志
A
・
野
本
の
両
三
本
に
所
見
さ
れ

る
同
欠
本
文
で
あ
る
。

以
上

註
九

ロ
・
ハ
十
七
例
、
計
二
十
四
例
が
、
ハ
門
表
二
十
八
例
中
に
於
て
契
沖
本
と
同
じ
く
す
る
欠
本
文
で
あ
る
の
は
契
沖
書

イ
七
例
、

写
本
と
の
類
縁
関
係
を
想
定
す
る
上
で
あ
ら
た
め
て
注
意
を
喚
起
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
叉
、
そ
の
中
で
も
、
わ
け
て
も
神
A
・志
A

i
野
本

は
巻
一

i
四
部
分
l
は
契
沖
書
写
本
に
近
接
し
、
又
、
忠
・
江
・
信
本
の
三
本
|
築
本
は
欠
冊
部
を
見
る
の
で
暫
く
措
き
l
は
自
ら
一
系
統
を
形

成
し
、
前
者
と
隣
接
し
て
二
類
本
付
系
を
形
成
し
て
い
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
と
措
定
す
る
の
で
あ
る
。
本
集
の
選
定
経
過
は
推
測
す
ベ

く
も
な
い
が
、
こ
の
二
類
本
系
の
根
幹
を
な
す
八
巻
本
諸
本
は
仮
り
に
第
一
類
本
系
か
ら
の
移
行
を
想
定
す
る
時
、
上
記
ロ
ハ
に
み
る
ご
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と
き
の
本
文
の
増
幅
を
、
そ
の
過
程
の
中
に
組
入
れ
る
と
、
そ
れ
は
極
め
て
自
然
な
経
過
が
予
測
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

因
み
に
、
そ
の
こ
と
は
、
第
一
類
本
系
に
於
け
る
契
沖
書
写
本
の
転
写
三
本
に
於
け
る
契
沖
朱
補
入
本
文
の
本
行
化
に
よ
る
一
一
種
の
整

定
本
文
と
こ
の
第
二
類
本
系
本
文
j
就
中
神
A

・志
A
両
本
!
と
の
素
朴
な
校
勘
作
業
の
結
果
か
ら
も
抽
出
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

と
み
れ

ば
、
未
だ
そ
の
是
非
の
ほ
ど
は
と
も
か
く
も
、
契
沖
書
写
本
の
持
つ
、
朱
補
書
入
れ
本
文
の
意
味
す
る
も
の
は
重
ね
て
再
顧
さ
れ
る
べ
き

対
象
と
な
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。

い
ず
れ
に
せ
よ
、
第
一
類
本
、
契
沖
書
写
本
と
そ
の
補
訂
転
写
三
本
と
、
当
第
二
類
本
と
の
類
縁
関
係
は
否
認
し
が
た
い
諸
要
因
が
相

互
の
間
に
多
と
見
出
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
の
移
行
経
過
が
自
撰
経
過
に
よ
る
も
の
か
、
転
写
途
次
に
於
け
る
偶
発
的
な
こ
系

類
の
派
生
に
す
ぎ
な
い
も
の
か
は
卒
爾
に
判
断
し
が
た
い
が
、
契
沖
書
写
本
!
墨
筆
書
写
部
分
l

に
所
見
し
た
独
自
の
語
法
、
例
え
ば
、

め
り
け
る
、

の
彩
多
に
わ
た
る
本
集
伝
本
唯
一
の
用
例
等
を
考
慮
に
入
れ
る
と
き
、
両
系
類
の
派
生
を
転
写
、
相
伝
上

よ
み
侍
り
け
る
、

の
本
文
改
訂
と
し
て
の
み
把
握
す
る
こ
と
は
叉
同
様
に
卒
爾
の
難
は
ま
ぬ
が
れ
ぬ
も
の
と
思
わ
れ
る
。

い
ま
仮
り
に
両
系
類
に
わ
か
ち
、

そ
の
淵
源
は
深
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
と
臆
測
す
る
に
と
ど
め
た
い
の
で
あ
る
。

両
系
類
は
し
か
し
な
が
ら
共
に
本
文
誤
脱
の
多
き
伝
存
本
で
あ
る
こ
と
は
否
ま
れ
な
い
。
そ
し
て
、
そ
れ
ら
は
相
伝
経
過
に
於
て
奈
辺

に
ま
で
湖
り
う
る
も
の
で
あ
る
か
は
現
在
推
測
す
べ
く
も
な
い
が
、
本
書
に
か
ぎ
っ
て
み
て
も
、
上
表
ハ
門
に
所
見
す
る
す
べ
て
を
単
一
に

伝
存
経
過
に
於
け
る
本
書
の
誤
脱
と
し
て
の
み
律
す
る
こ
と
も
出
来
が
た
く
、
私
に
云
う
第
一
類
本
た
る
契
沖
章
一
日
写
本
の
祖
系
を
捜
査
す

る
と
共
に
、
第
二
類
本
系
の
本
書
と
の
縁
因
を
猶
今
後
の
課
題
と
し
て
残
す
も
の
で
あ
る
。

註

忠
本
以
下
第
二
類
本
系
五
本
に
は
、

万
一
疋
引
奇
石
見
ノ
海
ウ
ツ
タ
ノ
山
ノ
木
ノ
マ
ヨ
リ
我
フ
ル
袖
ヲ
イ
予
ζ

ツ
ラ
ン
カ

よ
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と
行
間
一
行
に
細
書
し
て
い
る
。

註

同
様
に
忠
本
以
下
第
二
類
本
系
五
本
に
は
、

万
云
引
一
叶
ア
ラ
タ
マ
ノ
ス
ト
カ
竹
カ
キ
ア
メ
ニ
ヨ
リ
イ
モ
シ
ミ
ヘ
ス
ハ
ワ
レ
コ
イ
メ
ヤ
ハ

と
行
間
一
行
に
細
書
す
る
。

註一

同
様
に
忠
本
以
下
第
二
類
本
系
四
本
に
は
、

ハ
マ
マ
)

万
云
タ
マ
タ
レ
ノ
コ
ス
ノ
寸
鶏
舌
ニ
ノ
リ
カ
ヨ
イ
キ
ネ
タ
ラ
チ
ネ
ノ
ハ
、
ヵ
ト
テ
ヤ
ト
カ
セ
ト
マ
ウ
サ
ン

と
行
間
一
行
l
忠
本
1

又
ハ
一
一
行
1

江
・
信
・
築
本
l
に
片
仮
名
交
り
細
書
傍
記
す
る
。
野
本
は
書
入
れ
を
欠
く
。

志
香
須
賀
A
本
解
題
に
於
て
重
ね
て
詳
記
す
る
が
、
本
書
の
場
合
、

次

葉

一

丁

次

葉

一

丁

次

葉

一

丁

m
歌
」
湖
詞
書

imω
詞
書
」
部
詞
書

i
m歌
」
抑
制
歌

1
加
歌
」
湖

i
、
と
錯
綴
す
る
に
対
し
、
志
香
須
賀
A
本
は
、

次
葉
一
丁

知
詞
書

1
m歌
制
詞
書

i
m州
詞
書
」
湖
歌

1
制
歌
部
詞
書

i
m歌
」
制
詞
書

1
剖
歌
制
詞
書

1
、
と
錯
簡
し
て
極
め
て
類
似
す
る
。
初
調
書

i
m歌

の
聞
の
位
置
の
相
違
に
す
ぎ
な
い
と
も
い
え
よ
う
。
そ
の
根
を
同
じ
く
す
る
と
想
定
さ
れ
る
。

註
五
掲
示
本
文
中
に
於
て
、

m初
・
二
句
「
初
よ
り
身
の
は
し
め
よ
り
」
、
同
第
五
句
「
過
し
つ
る
哉
、

m第
五
句
「
ほ
し
め
つ
る
か
な
」
、

を
(
朱
〉

書
「
大
弐
仲
さ
ね
:
:
:
」
、
制
第
二
句
「
心
の
う
ち
そ
」
!
但
し
契
本
「
そ
」
と
あ
り

l
の
如
く
、
本
文
は
共
通
す
る
処
が
所
見
さ
れ
る
。

2
・
3
例
に
於
て
は
、

註
四

mw
伺

9
u
-吉
岡

註
六

一
例
を
挙
げ
る
と
、
松
平
忠
房
旧
蔵
本
は
、

立
か
へ
り
春
お
も
ふ
た
に
有
物
を
君
を
さ
へ
け
ふ
ま
ち
く
ら
し
つ
る

春
部
閉

返
し

は
し
か
き
に
さ
と
を
は
か
れ
す
と
か
け
り
川
左
注

お
く
に
あ
ま
の
を
ふ
ね
と
も
か
け
り
川
左
注

暮
て
行
春
を
思
ふ
も
こ
ぬ
人
を
ま
つ
に
も
増
る
ゆ
か
ぬ
心
は

同
188 

と
書
写
さ
れ
、
両
左
注
は
書
写
状
況
よ
り
見
て
追
記
本
文

l
本
書
又
は
依
拠
本
!
と
想
定
さ
れ
る
。
他
、

江
・
信
・
築
本
も
同
様
の
書
写
形
態
を
と

っ
て
い
る
。
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註
七

同
じ
く
一
例
を
掲
示
す
る
と
、
内
閣
文
庫
蔵
「
江
本
」
に
は
、
5
例
で
は
、

も
ろ
と
も
に
今
そ
な
く
な
る
時
鳥
『
八
声
の
鳥
は
お
の
か
妻
か
は
』

夏
部

m

『
』
圏
内
は
本
文
同
筆
に
て
朱
補
さ
れ
て
い
る
。
信
本
も
叉
同
様
で
あ
る
。

原
本
ナ
シ
〈
朱
)

「
か
へ
し
府
本
ア
リ
(
朱
)
」
春
部
山
、
と
本
行
に
書
写
さ
れ
、
信
果
筆
の
朱
校
が
付
記
さ
れ
て
い
る
。
原
本
l
後
述
解
題
参
照
l
の
意
は
記

し
た
ご
と
く
信
果
の
依
拠
原
本
と
想
定
さ
れ
る
。

と
註
八

註
九

以
上
二
十
四
例
の
契
沖
豊
富
写
本
と
の
同
一
欠
落
本
文
の
ほ
か
に
、
四

l
m
歌
欠
(
六
本
、
但
し
築
本
欠
巻
部
)
が
契
本
は
向
詞
書
・
歌
を
共
に
欠

く
、
叉
、
日

l
凶
作
者
名
欠
(
神
A

・志
A

・
野
本
)
が
契
本
は
詞
書
・
作
者
名
共
に
欠
す
る
な
ど
、
両
系
全
く
同
一
と
は
い
い
が
た
い
が
、
以
上
二

例
に
於
け
る
類
綾
関
係
も
ま
た
其
処
に
存
す
る
の
は
い
な
み
が
た
く
、
本
書
に
所
見
す
る
付
表
の
異
同
本
文
は
殆
ん
ど
其
健
に
契
沖
書
写
本
中
に
見

出
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

志
香
須
賀
文
庫
蔵

(
A
)

〔
江
戸
後
期
〕
写

存
自
巻
一
至
巻
八

袋
縮
、
合
一
冊
。
濃
紺
色
艶
出
表
紙
、
竪
二
十
三
・
五
糎
、
横
十
七
・
一
糎
。
料
紙
、
橘
紙
c

字
面
高
サ
約
十
八
・
一
一
組
。
毎
半
葉
十

一
行
に
和
歌
一
行
書
き
、
詞
書
三
字
下
げ
に
書
写
す
る
。
本
文
墨
付
、
百
三
十
八
了
。

題
祭
、
黄
葉
色
短
冊
を
表
紙
左
一
屑
に
貼
付
し
、
「
散
木
和
詩
集

全
」
(
本
文
同
筆
)
と
墨
書
す
る
。

内
題
、
「
散
木
奇
歌
集
第
一

春
部

(
i恋
部
下
ど
と
記
す
。
後
表
紙
見
返
し
に
、
「
右
俊
頼
朝
臣
之
家
集
也
」
と
中
央
に
大
書

(
1八
)

す
。
奥
書
叉
印
記
等
な
し
。

本
書
は
第
二
類
本
系
中
、
前
掲
神
宮
文
庫
A
本
の
忠
実
な
転
写
本
で
あ
る
。
次
に
誌
す
相
互
の
多
少
の
異
同
を
除
け
ば
、
漢
字
・
仮
名

に
至
る
ま
で
殆
ん
ど
同
じ
く
し
寧
ろ
神
宮
文
庫
A
本
か
ら
の
直
接
の
転
写
本
と
も
推
定
さ
れ
る
。
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以
下
に
、
両
本
相
互
間
の
異
同
を
掲
示
す
る
こ
と
に
す
る
。

的

w
ま
ず
両
本
の
歌
序
次
第
に
お
け
る
錯
簡
部
分
の
相
違
で
あ
る
。
そ
の
錯
簡
部
分
は
両
本
共
に
そ
の
起
因
を
同
じ
く
し
な
が
ら
に
錯
誤

経
過
が
想
定
さ
れ
る
。
本
書
の
当
該
箇
処
は
次
の
ご
と
く
で
あ
る
。
即
ち
、
三
十
五
丁
、
六
・
七
・
八
行
に
、

古
は
塵
を
た
に
こ
そ
い
は
ひ
け
れ
雨
に
し
ほ
れ
ぬ
撫
子
の
花

夏
部
切

泉
辺
納
涼
と
云
る
こ
と
を
よ
め
る

同
330 

鰍
お
ふ
る
か
た
山
か
け
の
石
井
筒
ふ
み
な
ら
し
て
も
す
斗
む
比
哉

同
330 

と、

m歌
か
ら
制
詞
書
・
歌
に
と
転
じ
、
一
二
十
五
丁
裏
よ
り
三
十
六
丁
裏
四
行
ま
で
に
、

制
番
歌
、
即
ち
、

世
間
を
あ
く
た
に
く
ゆ
る
か
や
り
火
の
思
ひ
む
せ
ひ
て
過
る
比
か
な

を
書
写
し
、
次
行
に
於
て
、

な
て
し
こ
を
よ
め
る

同
部

(
マ
マ
〉

撫
子
の
花
み
る
ほ
と
の
心
に
て
み
た
れ
み
国
を
ね
か
は
ま
し
か
は

同
部

と
転
じ
て
、
三
十
五
丁
表

m歌
を
継
い
で
い
る
。
そ
し
て
更
に
三
十
七
丁
表
九
行
ま
で
に
訓
番
歌
九
即
ち
、

た
つ
の
市
う
る
ま
の
清
水
冷
し
さ
に
け
ふ
は
か
ひ
あ
る
心
ち
こ
そ
す
れ

を
書
写
し
て
お
り
、
そ
し
て
次
行
に
は
、

左
京
大
夫
つ
ね
た
ふ
の
家
に
て
か
や
り
火
を
よ
め
る

同
346 

山
賎
の
か
せ
い
と
ひ
け
る
す
く
も
火
に
心
を
さ
へ
も
そ
へ
て
や
る
か
な

同
346 

と
叉
し
て
転
じ
、
三
十
六
丁
裏
四
行
目
の
加
番
歌
を
承
け
て
い
る
の
で
あ
る
。
以
下
は
本
集
一
般
の
歌
順
を
追
い
書
写
さ
れ
て
い
る
。
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神
宮
文
庫
A
本
と
の
異
同
を
見
る
た
め
に
、
以
下
に
簡
略
に
歌
番
号
を
以
て
誌
す
と
、
本
書
は
、

0

0

ム

ム

ム

ム

m歌
-m詞串一一日
iM州
歌
・

m詞
書

i
m歌
・
制
詞
書
・
歌

j
、

そ
れ
に
対
し
、
神
宮
文
庫
A
本
は
、

0

0

ム

ム

ム

ム

初
歌

-m詞
書

1
抑
制
詞
書
・
部
詞
書

j
m歌
-m歌
i
、

と
な
っ
て
い
る
。

つ
ま
る
と
こ
ろ
傍
簸

o
符
と
ム
符
と
の
間
の
相
違
に
す
ぎ
ず
、

問
詞
書
以
下
を
承
け
る
処
を
異
に
す
る
に
と
ど
ま

り
、
そ
の
間
の
三
葉
を
各
と
錯
序
す
る
に
よ
っ
て
惹
起
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
そ
の
基
根
は
同
じ
く
す
る
の
で
あ
る
。
当
然
、
本
書
の
依

拠
本
の
誤
綴
が
想
起
さ
れ
る
。
そ
の
点
よ
り
す
れ
ば
、
本
書
は
、
厳
密
に
は
神
宮
文
庫
A
本
か
ら
の
直
接
の
転
写
本
と
は
い
い
が
た
い
。

し
か
し
、
も
っ
と
も
単
に
右
記
の
物
理
的
理
由
の
み
に
て
説
明
し
が
た
い
書
写
形
態
は
河
本
に
所
見
す
る
と
こ
ろ
で
は
あ
る
が
。

制
次
に
、
両
本
に
見
出
さ
れ
る
本
文
の
異
同
に
於
て
は
、
神
祇
加
番
歌
の
詞
書
に
、

れ
は
ま
か
り
け
る
に
鳥
井
の
あ
り
け
(
神
A
)

田
上
に
侍
り
け
る
こ
ろ
か
み
の
さ
と
ふ
云
け
る
所
に
ゆ
わ
か
し
て
人
の
む
か
へ
け
・

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.
 ・
・
・
る
ま
へ
に
道

し
る
へ
の
も
の
ふ
お
そ
ろ
し
け
れ
は
(
下
略
)

と
あ
り
、
傍
記
の
本
文
を
本
書
は
誤
脱
し
て
い
る
。
「
け
」
文
字
よ
り
の
目
移
り
で
あ
ろ
う
。
こ
の
一
箇
処
を
の
ぞ
け
ば
、

他

t土

二
字
の
誤
写
・
誤
脱
を
見
出
す
に
す
ぎ
な
い
。
参
考
ま
で
に
掲
出
す
る
こ
と
に
す
る
。

を
(
神
A
)

た
〈
神
A
)

千
な
と
て
か
く

日
第
二
句
色
・
は
閣
に
、
町
第
三
句
お
い
い
て
ふ
、
況
初
旬
さ
し
も
な
そ
(
神
A
本
、
上
記
傍
記
ニ
加
へ
、
「
い
か
に
イ
」
ト
校
記
ス
)
、
初

れ
〈
神
A
〉

の

(

神

A
)

ナ
シ
ハ
神
A
〉

け

(

神

A
〉

詞
帯
一
一
日
前
斎
宮
に
て
歌
よ
ま
せ
け
る
に
、
山
詞
書
す
す
き
・
風
に
、
制
詞
書
そ
ゐ
む
れ
て
ゐ
た
る
を
事
を
、
間
第
五
句
空
も
知
ら
ん
、

に
(
神
A
)

は
(
神
A
〉

ゆ

(

神

A
)

回
廊
(
神
A
〉

と

(

神

A
)

問
第
四
句
ょ
を
う
み
か
き
て
、
制
第
三
句
行
も
あ
か
て
、
問
第
四
句
み
し
・
め
の
ま
の
、
削
詞
書
遇
不
逢
恋
、
加
詞
書
寄
馬
・
恋
と

云
る
事
を
、
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な
ど
瞥
見
す
る
に
す
ぎ
ず
、
傍
記
す
る
神
宮
文
庫
A
本
と
の
相
違
の
過
半
は
本
書
の
錯
誤
と
認
め
ら
れ
る
が
、
転
写
本
と
し
て
は
寧
ろ

甚
だ
す
く
な
き
と
い
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。

そ
の
他
に
は
、
織
か
神
宮
文
庫
A
本
に
見
ぬ
本
書
筆
写
者
の
傍
註
、
「
本
ノ
」
叉
「
カ
」
の
ご
と
き
を
務
所
見
す
る
に
と
ど
ま
り
、

本
書
は
第
二
類
本
付
系
を
な
す
伝
本
の
忠
実
な
転
写
本
で
あ
る
。

本

ノ

ひ

カ

本

ノ

本

マ

、

註
加
第
五
句
ふ
か
緑
な
り
、
巾
詞
書
し
ほ
湯
あ
は
に
ま
か
り
で
、
制
第
五
句
声
は
き
こ
ゆ
也
、
問
第
五
句
み
は
行
す
ゑ
、
山
第
四
句
い
も
ま
と
は
け

カ

普

町

古

る
、
山
第
三
句
す
む
庵
も
、
等
を
散
見
す
る
。
い
ず
れ
も
神
宮
文
庫
A
本
の
誤
謬
を
訂
す
も
の
で
あ
る
。

国
立
国
会
図
書
館
蔵

(
江
戸
前
期
〕
写

存
自
巻
一
至
巻
八

袋
綴
、
二
冊
。
標
色
毘
沙
門
格
子
牡
丹
唐
草
空
押
表
紙
、
竪
二
十
七
・
二
糎
、
横
二
十
糎
。
料
紙
、
椿
紙
。
字
面
高
サ
約
二
十
一
糎
。

毎
半
葉
十
行
に
和
歌
一
行
書
き
、
詞
書
一
字
下
げ
に
書
写
す
る
。
本
文
墨
付
、
上
冊
八
十
三
丁
、
下
問
七
十
一
了
。

題
築
、
斐
紙
白
地
短
冊
を
左
一
屑
に
貼
付
し
、
「
散
木
奔
歌
集

上
(
下
ご
と
墨
書
す
る
。

内
題
、
「
散
木
奔
詩
集
第
一

春
部

(
1恋
部
下
)
」
と
記
す
が
、
冬
部
の
み
「
冬
寄
」
と
表
記
し
て
い
る
。

又
、
第
五
・
七
・

(
1八
)

八
の
三
巻
は
「
謂
」
を
「
歌
」
に
作
る
。

部
立
表
記
は
第
一
類
本
系
、
叉
前
掲
神
宮
文
庫
A
本
と
同
じ
く
し
、
上
冊
四
巻
、
四
季
部
、
下
冊
四
巻
、
第
五
「
祝
部
・
別
離
・
旅

宿
」
、
第
六
「
悲
歎
部
・
神
祇
・
釈
教
」
、
第
七
・
八
「
恋
部
〔
上
〕
下
」
と
誌
す
。
但
し
恋
部
〔
上
〕

は
「
上
」
字
を
脱
し
て
い
る
。
本

書
に
も
奥
書
は
見
え
ぬ
が
、

八
巻
本
と
し
て
相
伝
し
た
一
本
で
あ
ろ
う
。

印
記
は
各
冊
の
巻
尾
に
、
「
尚
舎
源
忠
房
」
の
重
郭
長
方
形
藍
印
と
「
文
庫
」
重
郭
方
円
朱
印
を
列
捺
し
て
い
る
。
装
訂
も
叉
島
原
松
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平
文
庫
旧
蔵
書
と
同
じ
く
す
る
が
、
蔵
書
中
で
は
比
較
的
早
期
の
書
写
本
と
推
測
さ
れ
る
。

本
書
一
と
恐
ら
く
祖
本
j
或
は
依
拠
本
と
み
て
も
よ
い
か

i
を
同
じ
く
す
る
伝
存
本
に
、
次
掲
の
国
立
公
文
書
館
内
閣
文
庫
蔵
林
羅
山
旧
蔵

本
が
あ
る
。

神
宮
文
庫
A
本
解
題
で
述
べ
た
ご
と
く
、
こ
の
第
二
類
本
系
の
中
で
も
、
本
書
忠
一
房
本
・
林
羅
山
旧
蔵
本
・
葉
山
信
果
本
の
両
三
本
は

一
系
統
を
形
成
す
る
。
特
に
本
書
・
羅
山
旧
蔵
本
は
同
一
伝
本
上
か
ら
の
転
写
本
と
想
定
さ
れ
る
の
で
、
そ
の
本
文
上
の
性
格
に
就
い
て

は
一
括
し
後
述
す
る
こ
と
に
す
る
。
叉
、
信
果
本
に
は
朱
筆
校
合
補
訂
、
あ
る
い
は
村
上
忠
順
の
手
に
よ
る
類
従
本
・
野
口
本
の
校
合
等

を
全
巻
に
施
し
て
い
る
の
で
、
別
項
を
設
け
解
題
す
る
こ
と
に
す
る
。

国
立
公
文
書
館
内
閣
文
庫
蔵

存
自
巻
一
至
巻
八

〔
江
戸
前
期
〕
写

林
羅
山
旧
蔵
本

袋
綴
、
二
冊
。
栗
皮
表
紙
、
竪
二
十
九
・
二
糎
、
横
二
十
・
六
糠
。
料
紙
、
椿
紙
。
字
面
高
サ
約
二
十
二
糎
。
毎
半
葉
十
行
に
和
歌
一

行
書
き
、
詞
書
略
二
字
下
げ
に
書
写
す
る
。
本
文
墨
付
、
上
冊
八
十
三
丁
、
下
冊
七
十
三
了
。
悶
み
に
本
書
の
本
文
丁
数
は
前
掲
忠
一
房
旧

蔵
本
と
略
一
致
し
、
特
に
上
冊
に
於
て
は
、
丁
数
又
各
葉
の
書
写
行
数
も
殆
ん
ど
同
じ
く
す
る
。
下
冊
に
於
て
書
写
状
況
は
柏
と
崩
れ
、

本
音
一
日
が
二
葉
ほ
ど
を
増
加
す
る
結
果
と
な
っ
て
い
る
が
、
両
書
の
書
写
形
態
か
ら
も
依
拠
本
を
同
じ
く
す
る
か
と
も
推
測
さ
れ
る
の
で
あ

る。
外
題
、
題
祭
は
既
に
剥
落
し
た
の
で
あ
ろ
う
、
表
紙
左
一
屑
に
「
散
木
奔
歌
集
」
と
別
筆
朱
書
し
て
い
る
。

春
部

(
1
恋
部
下
)
」
と
記
し
、
忠
一
房
旧
蔵
本
と
同
じ
く
し
、
冬
部
の
み
「
冬
寄
」
と
表
記
し
て

い
る
が
、
「
詩
」
字
を
「
歌
」
に
作
る
の
は
、
本
書
で
は
第
五
・
六
・
七
の
三
巻
で
あ
る
。

内
題
、
「
散
木
奔
詩
集
第

(
1八
)
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部
立
表
記
も
前
者
と
全
く
一
致
す
る
。
即
ち
、
上
冊
四
巻
、
四
季
部
、
下
冊
四
巻
、
第
五
「
祝
部
・
別
離
・
旅
宿
」
、
第
六
「
悲
歎
部

-
神
祇
・
釈
教
」
、
第
七
・
八
「
恋
部
上
(
下
)
」
と
誌
す
。
但
し
、
「
旅
宿
」
小
題
左
に
、
「
罷
旅
部
」
と
朱
筆
傍
記
し
て
い
る
。

こ
の
朱
傍

記
は
後
述
す
る
ご
と
く
本
書
墨
筆
本
文
に
施
さ
れ
た
る
別
本
校
合
で
あ
り
、
本
書
本
来
の
本
文
で
は
な
い
。
本
書
に
は
上
冊
冒
頭
部
に
一

ケ
処
錯
綴
す
る
。
即
ち
、

一
i
二
丁
に

1
1
U
番
歌
、
三
丁
表
裏
に
目
番
詞
書
j
お
番
歌
、
四
丁
表
裏
に
別
番
詞
書
後
半
部

i
n番
歌
、

五
丁
表
裏
に
日
番
歌

i
m
番
詞
書
前
半
部
、
と
な
り
第
六
丁
以
下
は
正
し
く
綴
っ
て
い
る
。
従
っ
て
、
現
在
の
誤
綴
は
、

一
・
二
・
五

-
四
・
三
丁
の
順
に
訂
す
べ
き
で
あ
る
。

印
記
は
、
「
江
雲
清
樹
」
重
郭
長
方
形
朱
印
、
「
林
氏
/
蔵
書
」
方
形
朱
印
、

「
浅
草
文
庫
」
重
郭
長
方
形
朱
印
等
が
両
冊
巻
首
に
捺
さ

れ
て
い
る
。
前
記
両
頼
よ
り
林
家
旧
蔵
書
で
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
そ
の
「
江
雲
滑
樹
」
印
は
羅
山
蔵
書
印
で
あ
る
。
「
刊
誌
内
内
閣
文
庫

蔵
書
印
譜
」
解
説
に
は
、

こ
の
印
は
羅
山
が
使
用
し
た
こ
と
は
勿
論
で
あ
る
が
、
明
暦
三
年
正
月
羅
山
病
没
後
ま
も
な
く
、
林
鷲
峯
が
そ
の
遺
書
を
旧
知
・
門

弟
ら
に
領
布
・
寄
贈
す
る
と
き
、
旧
蔵
の
し
る
し
と
し
て
こ
の
印
を
押
し
た
こ
と
や
、

ま
た
没
後
十
二
年
目
に
あ
た
る
寛
文
八
年
夏
、

曝
書
の
折
に
、
鷲
峯
が
先
考
羅
山
か
ら
伝
え
ら
れ
た
蔵
書
に
こ
の
印
を
押
し
た
こ
と
を
、
そ
の
日
記
「
国
史
館
目
録
」
な
ど
に
し
る
し

て
い
る
。
ど
ち
ら
も
今
日
で
は
当
文
庫
に
あ
わ
せ
て
保
存
さ
れ
て
い
る
が
、
押
印
の
先
後
を
弁
ず
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

し
か
し
、

ず
れ
に
し
て
も
、
こ
の
印
の
あ
る
も
の
が
羅
山
手
沢
本
で
あ
る
こ
と
は
確
実
で
あ
る
。
こ
の
事
実
は
、
蔵
書
印
が
本
人
の
没
後
、
後
人

に
よ
っ
て
用
い
ら
れ
た
明
確
な
一
例
と
し
て
最
も
早
い
も
の
で
あ
ろ
う
。

と
記
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
羅
山
旧
蔵
書
の
ひ
と
つ
と
想
定
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
書
写
年
紀
は
明
示
し
が
た
い
が
、
江
戸
前
期
頃
と

推
測
さ
れ
、
羅
山
晩
年
の
手
沢
本
で
も
あ
ろ
う
か
。
前
掲
忠
房
旧
蔵
本
に
比
し
柏
と
遡
る
時
期
が
予
想
さ
れ
る
が
、
猶
そ
の
前
後
は
明
確
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に
し
が
た
く
、
略
同
年
代
の
書
写
本
と
す
る
の
ほ
か
は
な
い
。

ま
ず
、
以
下
に
両
本
併
び
に
前
掲
神
宮
文
庫
A
本
・
志
呑
須
賀
A
本
と
の
共
有
す
る
欠
落
本
文
!
書
陵
部
A
本
に
対
す
る
!
に
就
い
て
略

示
す
る
こ
と
に
す
る
。
簡
略
を
期

L
、
神
宮
文
庫
A
本
の
一
覧
表
に
於
て
使
用
し
た
番
号
を
ゴ
チ
ッ
ク
体
に
て
挙
げ
、

~ 

)
圏
内
に
念

の
た
め
本
集
歌
番
号
を
記
す
こ
と
に
す
る
。
神
宮
文
庫
本
解
題
を
参
照
さ
れ
た
い
0
2

脚
注
な
き
場
合
は
上
記
四
本
が
共
通
す
る
欠
落
本
文

た
る
こ
と
を
意
味
す
る
も
の
で
あ
る
。
林
羅
山
旧
蔵
本
に
は
ま
ま
朱
補
す
る
処
が
散
見
す
る
。
当
該
朱
補
部
分
は
元
来
底
本
に
は
存
せ
ざ

る
も
の
と
認
め
ら
れ
、
略
同
時
期
に
於
け
る
別
本
校
合
本
文
と
推
測
さ
れ
る
の
で
「
朱
補
」
と
注
記
し
後
掲
一
覧
す
る
。

ハ
門

1
1
(
山
詞
書
)
、
同

2
(
問
左
注
〉
|
忠
・
江
本
墨
細
補
、
同
3
(
問
左
注
)
!
忠
・
江
本
塁
細
補
、
同
5
(
加
歌
下
句
〉
!
江
本
朱
補
、
同

8
(
一
郎
詞
書
)
、
同
叩
(
問
詞
書
〉
|
江
本
朱
補
、
同
日
(
間
作
者
〉
、
同
日
(
間
作
者
)
、
同
日
(
問
詞
書
)
!
江
本
朱
補
、

同
時
(
別
詞
書
)

!
江
本
朱
補
、
間
四
(
脱
歌
)
l江
本
朱
補
、
同
紅
(
附
歌
)
!
江
本
朱
補
、
同
幻
(
問
詞
書
'
歌
)
i江
本
朱
補
、

同
お

(
側
作
者
)
、
同
M

(
附
左
注
〉

j
江
本
朱
補
、
同
M

m

(

川
歌
)
!
江
本
朱
補
、
同
幻
(
川
詞
書
)
、

以
上
、
四
本
間
相
互
に
於
て
共
通
す
る
顕
著
な
る
欠
落
本
文
は
略
十
七
ヶ
処
を
数
え
、
神
宮
文
庫
A
本
系
の
欠
落
本
文
二
十
八
ケ
処
中

の
過
半
を
占
め
る
の
で
あ
る
。
第
二
類
本
系
の
類
同
近
似
を
提
示
す
る
も
の
に
ほ
か
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。

林
羅
山
田
蔵
本
は
右
記
脚
注
し
た
ご
と
く
朱
補
本
文
を
散
見
す
る
の
で
以
下
広
掲
出
じ
て
一
応
の
弁
別
の
拠
り
ど
こ
ろ
と
し
た
い
。

以
下
朱
補

同
5
も
ろ
と
も
に
ふ
I

そ
な
く
な
る
時
鳥
「
八
声
の
鳥
は
お
の
か
妻
か
は
」
別
歌

以
下
朱
橋

間
叩
「
秋
の
山
の
月
を
み
る
と
い
へ
る
事
を
よ
め
る

L

m詞
書

以
下
朱
補

向
日
ふ
ち
と
ふ
云
所
に
と
ま
ら
ん
と
し
け
る
に
「
お
ひ
風
ふ
き
な
と
す
日
も
た
か
し
と
て
よ
ら
で
す
き
け
れ
は
よ
め
る
」

mm
詞
書
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以
下
朱
様

同
時
れ
い
な
ら
ぬ
人
の
舟
に
あ
る
か
く
る
し
か
る
と
開
て
「
そ
ひ
船
に
の
せ
う
っ
す
を
開
て
」

以
下
朱
補

同
四
「
人
は
い
さ
光
の
す
ち
を
し
る
そ
と
も
お
な
し
仏
や
し
ら
は
し
る
ら
む
」
脱
歌

以
下
朱
補

同
紅
「
そ
の
ほ
と
L
思
ひ
か
た
き
は
よ
も
の
う
み
に
そ
こ
ゐ
も
し
ら
ぬ
こ
t

ふ
ろ
成
け
り
」

以
下
朱
補

同
幻
「
諸
の
花
く
さ
/
¥
に
さ
き
み
た
る
と
い
へ
る
事
を
よ
め
る

制
詞
書

936 
歌

そ
こ
は
く
の
は
な
の
ひ
も
と
く
庭
の
面
に
お
し
の
け
た
る
は
は
ち
す
な
り
け
り
」

以
下
朱
補

同
M

「
み
つ
き
と
い
ふ
は
つ
く
し
の
ふ
の
か
と
て
也
」
附
左
注

以
下
朱
補

同
お
「
あ
さ
ま
し
ゃ
こ
は
何
こ
と
の
さ
ま
そ
と
よ
こ
ひ
せ
よ
と
て
も
む
ま
れ
さ
り
け
ん

問
詞
書
・
歌

山川歌

林
羅
山
旧
蔵
本
の
以
上
朱
補
本
文
を
別
す
れ
ば
、
松
平
忠
一
房
旧
蔵
本
と
上
記
十
七
ケ
処
は
同
じ
く
し
、
同
時
に
神
宮
文
庫
A
本
系
と
も

共
有
す
る
欠
落
本
文
で
あ
り
、
第
二
類
本
系
の
ひ
と
つ
の
特
徴
と
も
な
る
の
で
あ
る
。

次
に
、
上
記
四
本
に
所
見
す
る
欠
落
本
文
に
於
け
る
神
宮
文
庫
A
本
系
と
松
平
忠
一
房
旧
蔵
本
・
林
羅
山
旧
蔵
本
と
の
異
同
を
誌
す
と
、

ω神
宮
文
庫
A
本
系
に
欠
脱
し
忠
房
・
羅
山
旧
蔵
本
に
存
す
る
も
の
、
幼
前
者
に
存
し
後
者
に
欠
脱
す
る
も
の
と
に
区
分
さ
れ
る
。

ま
ず
、

ωに
就
き
前
述
の
方
法
に
よ
り
列
記
す
る
と
、

H
1
4
(山
詞
書
・
歌
部
分
〉

l
忠
・
江
本
存
、
同
6
(
抑
詞
書
部
分
〉

l
忠
・
江
本
存
、
同
7
(
抑
歌
〉

l
忠
・
江
本
存
、
同
9

(
捌
詞
書
部

分
)
l忠
・
江
本
存
、
同
ロ
ハ
附
歌
)
l忠
・
江
本
存
、
同
口
〈
組
歌
部
分
〉

i
忠
・
江
本
存
、
同
凶
〈
肌
歌

-m詞
書
〉
!
忠
・
江
本
存
、
同
加

(
川
歌

-m詞
書
)
|
忠
・
江
本
存
-

同
お
(
附
詞
書
)
l忠
・
江
本
存
、
同
お

(m詞
書
・
歌

)
i忠
・
江
本
存

の
略
十
ヶ
処
が
顕
著
な
部
分
と
し
て
散
見
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

叉、

一
方
制
に
就
い
て
は
、
忠
一
局
・
羅
山
旧
蔵
両
本
の
欠
落
本
文
は
、
例
に
倣
い
書
陵
部
A
本
を
以
て
掲
示
す
る
こ
と
に
す
る
と
、
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1 

家
は
け
に
花
の
み
ふ
ね
と
見
え
つ
る
は
君
か
ち
と
せ
を
つ
め
る
也
け
り

忠
本
ナ
シ
、
江
・
信
本
朱
補
、
神
A

・志
A
存

春
部
川
出
歌

2 

返
人
は
い
さ
わ
れ
は
よ
ひ
よ
り
あ
ふ
さ
か
の
タ
つ
け
と
り
の
ね
を
の
み
そ
ま
つ

夏
部
別
詞
書
・
歌

忠
・
江
本
ナ
シ
、
神
A

・志
A

信
本
存

3 

も

み

ち

を

折

で

き

た

り

け

る

を

み

て

よ

め

る

田
上
の
南
の
山
に
て
椎
ひ
ろ
ひ
け
る
つ
い
で
に
・

.

.
 

忠
本
傍
記
本
文
(
書

秋
部
開
詞
書

陵
部
A
本
、
以
下
同
〉
ナ
シ
、
江
本
朱
補
、
神
A

・志
A
-
信
本
存

4 

か
へ
し

加
賀
守

よ
ろ
こ
ひ
を
く
は
へ
に
い
そ
く
旅
な
れ
と
心
は
君
に
と
斗
め
て
そ
ゆ
く

~Ij 
離

忠
・
江
本
ナ
シ
、
信
本

山
詞
書
・
作
者
・
歌
、

存
、
神
A

・志
A
本
詞
書
存
・
作
者
ナ
シ

5 

一
択
を
は
硯
の
水
に
せ
き
れ
つ
t
A

む
ね
を
や
く
と
も
か
く
み
の
り
か
な
悲
歎
部
加
歌
忠
本
ナ
シ
、
江
本
朱
補
、
神
A

・志
A
本
・
信
本
存

6 

ゆ
り
は
な
(
書
A
本
欠
落
部
)

忠
本
ナ
シ
、
江
本
朱
補
、
神
A

・志
A
・
信
本
存

神
祇
制
作
者

7 

思
ふ
事
み
つ
の
を
し
へ
を
と
ふ
の
へ
て
は
す
の
は
つ
花
み
る
よ
し
も
か
な

8 

そ
の
は
ち
す
に
は
戒
を
た
も
ち
た
る
人
な
ん
生
る
と
い
ふ
事
を
釈
教
側
歌
山
詞
書

く
ひ
な
け
れ
は
(
朱
〉

さ
り
と
も
と
な
ほ
か
こ
と
に
も
た
の
む
哉
つ
も
れ
る
つ
み
も
た
ふ
く
・
・
・
・
釈
教
則
歌

忠
本
傍
記
本
文
ナ
シ
、
江
本
朱
補
、
神

忠
・
江
本
ナ
シ
、
神
A

・志
A
-
信
本
存

A
-
志
A

・
信
本
存

9 

あ
さ
か
ら
す
思
へ
は
こ
そ
は
ほ
の
め
か
せ
ほ
り
か
ね
の
井
の
つ
ふ
ま
し
き
身
を

大
弐
長
突
の
八
条
家
に
て
恋
の
心
を

恋
部
下
加
歌

-m詞
書

忠
本
ナ
シ
、
江
本
朱
補
、
神
A
-
志
A

・
信
本
存
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10 

(
マ
マ
〉

く
れ
な
ゐ
の
袖
に
は
つ
れ
し
ま
み
よ
り
も
な
か
れ
つ
L
り
の
わ
斗
け
を
そ
思
ふ

修
理
大
夫
顕
季
の
六
条
に
て
恋
不
知
程
と
い
へ
る
事
を
よ
め
る

恋
部
下

m歌
-m詞
書

忠
・
江
ナ
シ
、
信
本
朱
補
、
神
A

・志

A
本
存

11 

山
か
は
の
い
く
ひ
に
か
ふ
る
し
ら
波
の
ゆ
く
衛
も
し
ら
ぬ
恋
を
す
る
か
な

恋
部
下
邸
歌

忠
・
江
本
ナ
シ
、
神
A

・志
A
・
信
本
存

と
、
以
上
十
一
ヶ
処
に
亘
る
同
様
な
著
し
い
異
同
を
見
出
す
の
で
あ
る
。

第
二
類
本
系
、
神
宮
文
庫
A
本
・
志
香
須
賀
A
本
の
両
本
と
松
平
忠
房
旧
蔵
本
・
林
羅
山
旧
蔵
本
と
は
、
欠
落
本
文
中
に
は
、
記
述
し

て
き
た
ご
と
く
、
確
か
に
他
系
類
と
は
別
す
る
類
同
共
有
す
る
明
著
な
相
関
々
係
を
持
し
な
が
ら
に
、

一
方
に
於
て
は
、
上
記
的
・
併
に

見
る
ご
と
き
較
著
な
る
異
同
が
歴
然
と
存
し
、
同
類
中
に
於
て
も
自
ら
両
系
統
を
構
成
し
て
い
る
こ
と
は
否
ま
れ
な
い
。
し
か
し
な
が

ら
、
第
一
類
本
系
、
叉
他
類
本
系
と
は
前
述
し
叉
後
述
す
る
ご
と
く
本
文
自
体
に
於
け
る
異
質
的
側
面
よ
り
観
れ
ば
上
記
の
異
同
の
ご
と

き
は
系
類
上
の
問
題
と
し
て
は
黙
許
す
る
こ
と
も
過
当
な
見
解
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
掲
示
し
た
欠
落
本
文
の
過
半
は
主

に
伝
写
経
過
上
に
於
け
る
誤
脱
と
推
測
さ
れ
る
本
文
で
も
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
論
述
の
紛
乱
を
避
け
個
々
に
亘
る
言
及
は
暫
く
措
く
が
、

第
二
類
本
系
上
記
四
本
l
葉
山
信
果
本
以
下
三
本
を
も
含
む
が
ー
は
恐
ら
く
元
そ
の
祖
本
を
同
じ
く
し
、
第
一
類
本
系
に
継
い
で
派
生
し
た
系

類
と
し
て
想
定
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

次
に
、
第
二
類
本
系
中
、

一
系
統
を
構
成
す
る
松
平
忠
一
房
旧
蔵
本
と
林
羅
山
旧
蔵
本
と
は
上
述
し
て
き
た
ご
と
く
同
一
本
よ
り
派
生
、

又
は
転
写
さ
れ
た
も
の
と
想
定
さ
れ
、
林
羅
山
旧
蔵
本
に
所
見
す
る
朱
筆
補
校
本
文
l

朱
補
は
本
行
中
に
書
写
さ
れ
る
こ
と
な
く
行
間
傍

註

記
で
あ
る
ー
を
除
け
ば
全
く
同
じ
く
す
る
の
で
あ
る
。
但
し
、
別
註
す
る
ご
と
く
一
・
二
字
の
異
向
、
漢
字
仮
名
の
相
違
、
相
互
の
書
写

誤
謬
等
は
散
見
す
る
が
。
因
み
に
羅
山
本
の
朱
補
校
箇
処
は
顕
著
な
上
掲
部
分
を
除
く
も
約
二
百
ヶ
処
に
及
ぶ
の
で
あ
る
が
、
偶
然
の
符
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合
以
外
に
は
忠
一
房
本
の
本
文
に
傍
記
叉
移
写
さ
れ
て
は
い
な
い
。
即
ち
、
羅
山
本
が
同
一
系
伝
本
に
拠
り
書
写
の
後
、
他
の
一
本
に
よ
り

朱
補
、
補
校
し
た
も
の
で
あ
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

叉
、
同
本
が
同
一
伝
本
よ
り
の
派
生
で
あ
る
こ
と
は
、
次
に
記
述
す
る
、
異
文
・
排
列
・
墨
書
入
れ
等
と
共
に
細
微
な
点
で
一
致
す
る

こ
と
か
ら
も
云
得
る
の
で
あ
る
。
そ
の

-
二
を
記
す
と
、

ま
ず
、
集
付
に
於
て
は
全
く
と
い
っ
て
よ
く
同
一
に
移
写
さ
れ
て
い
る
の
は

云
う
ま
で
も
な
い
が
、
歌
句
本
文
中
に
於
け
る
欠
字
の
空
格
笛
処
を
も
同
一
表
記
す
る
と
い
う
書
写
態
度
を
持
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
数

例
を
次
に
掲
出
す
る
と
、

か
し
欺

(
忠
本

)
l
「
な
っ
か
り
し
」

加

第

二

句

「

な

つ

口

口

か

り

し

」

(

江

本

、

以

下

同

省

略

)

、

問

第

四

句

「

い

く

世

の

口

」

(

忠

)
l
「い

万

(

朱

補

〉

た

に

(

朱

補

)

く
世
の
口
」
、
問
第
四
句
「
口
口
せ
き
あ
へ
ぬ
」
(
忠
〉
!
「
口
口
せ
き
あ
へ
ぬ
」
、
加
第
二
句
「
く
ま
な
き
に
口
口
口
」

光

に

(

朱

補

)

に

有

け

る

(

朱

補

)

「
く
ま
な
き
に
口
口
口
」
、
制
第
五
句
「
物
そ
口
口
口
口
」

l
「
物
そ
口
口
口
口
」
側
第
五
句
「
た
斗
く
口
口
口
口
」

た

く

ひ

な

け

れ

ば

(

朱

補

〉

は

(

朱

補

〉

ふ
く
口
口
口
口
」
(
江
)
、
附
第
二
句
「
滝
と
口
い
か
に
」
(
忠
〉

i

「
滝
と
口
い
か
に
」

の
ご
と
く
で
あ
り
、
そ
の
依
拠
本
の
形
態
を
共
に
模
し
た
も
の
と
推
量
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

〈忠〉

l

本
(
墨
)

(忠

)
i
「た

(
江
)

次
に
、
両
本
の
異
文
明
著
な
る
を
観
る
こ
と
に
す
る
。
ー
前
掲
神
宮
文
庫
A
本
の
一
覧
番
号
を
ゴ
チ
ッ
ク
体
に
て
略
記
す
る
の
で
前
表

を
併
せ
参
照
さ
れ
た
い
。
重
複
し
掲
示
す
る
が
、
掲
出
本
文
は
忠
房
本
、
右
傍
校
記
は
書
陵
部
A
本
で
あ
る
。
但
し
、
漢
字
・
仮
名
の
異

同
等
は
誌
さ
な
い
。

玉
菜
ハ
ナ
シ
、
書

A
)
し
つ
く
の
た
も
と
に
は
(
議
A
)

1
七
夕
の
か
へ
る
朝
の
雫
に
は
あ
ま
の
川
な
み
立
や
そ
ふ
ら
ん

季
(
欝

A
)

人
/
九
秋
の
花
を
よ
み
け
る
に
ハ
番
A
)

2

丹
波
前
司
重
一
房
の
家
に
て
女
郎
花
を
よ
め
る
同
3
ハ
仰
詞
書
〉

-
以
上
五
字
ナ
シ
ハ
書

A
)

3
九
月
十
三
夜
法
性
寺
関
白
殿
下
に
て
よ
め
る

同
ー
2
(
蹴
歌
)
!
神
A

・志
A

・
忠
・
江
本
向
、
以
下
「
四
本
同
」
ト
略
記

四
本
間

ハ
間
詞
書
)

「
九
月
十
三
夜
殿
下
に
て
法
性
寺
関

忠
・
江
本
向
、
因
み
に
神
A
-
志
A
本ハ
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白
」
-
一
作
ル

た
は
し
て
と
(
書
A
)

4

皇
后
宮
の
弘
徴
殿
に
お
は
し
ま
し
け
る
比
細
殿
に
て
人
に
物
申
け
る
に
女
房
の
う
へ
斗
の
ほ
る
と
て
道
見
く
る
し
と
て
し
は
し
た
て

と
女
官
(
房
見
消
チ
)
の
申
け
れ
は
た
ち
て
殿
上
の
か
た
へ
ま
か
り
け
る
を
後
に
ま
い
り
や
す
る
と
ま
ち
け
る
に
見
え
さ
り
け
れ
は
か

.

を

く

り

て

侍

け

る

(

書

A
〉

れ
よ
り
送
け
る
同
5
(
間
詞
書
〉
忠
・
江
本
問
、
神
A
・志
A
本
略
同

の
四
例
が
両
本
の
特
徴
的
異
文
で
あ
る
。
脚
注
し
た
如
く
神
宮
文
庫
A
本
系
二
本
の
前
掲
例
示
五
例
中
の
三
例
を
略
同
じ
く
し
、
こ
の

点
に
於
て
も
両
本
は
神
宮
文
庫
A
本
系
に
隣
接
す
る
伝
写
本
で
あ
る
こ
と
が
判
明
す
る
。

次
い
で
、
両
本
の
歌
序
排
列
を
誌
す
と
、
第
一
類
本
系
、
叉
神
宮
文
庫
A
本
系
に
所
見
し
た
夏
部
錯
筒
を
除
け
ば
、
書
陵
部
A
本
排
列

と
異
る
三
例
は
第
一
類
本
系
、
叉
神
宮
文
庫
A
本
系
と
全
く
同
一
で
あ
る
。
即
ち
、

付
夏
部

223 

225 

224 

228 

229 

226 

227 

230 

仁)
同
部

-

E

E

-

-

n

H

H

W

 

Anwυ

・
向
日
苛
"
"

の
V
A
u
n
v
A
V

m
-
m
-
m
-
m、
白
釈
教

で
あ
る
。
両
本
は
繰
返
す
ま
で
も
な
く
、
上
述
の
主
要
特
徴
の
例
示
に
よ
り
、
第
二
類
本
系
中
、

一
系
統
を
構
成
す
る
も
の
で
あ
る
と

い
え
よ
う
。

両
本
の
概
要
は
、
略
如
上
の
記
述
に
て
端
る
の
で
あ
る
が
、
第
一
類
本
系
と
共
に
第
二
類
本
系
中
、
神
宮
文
庫
A
本
系
二
本
と
此
両
本

ー
或
は
葉
山
信
果
本
を
含
む
も
可
ー
と
は
、
八
巻
本
系
に
於
て
、
そ
の
中
核
を
占
め
、

本
集
伝
存
本
の
な
か
に
あ
っ
て
は
、

そ
の
欠
脱
甚
し

き
伝
存
諸
相
を
と
ど
め
な
が
ら
に
、
相
互
に
依
侍
し
相
補
足
し
な
が
ら
に
観
望
す
れ
ば
、
そ
れ
は
単
一
な
誤
伝
本
文
と
し
て
処
理
し
え
な

い
伝
本
群
と
し
て
重
視
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
寧
ろ
現
存
諸
本
の
包
摂
す
る
混
濁
的
要
因
を
解
く
鍵
錦
と
も
な
る
べ
き
基
底
を
も
示
唆
す
る

伝
存
本
文
を
一
面
に
胎
す
も
の
と
し
て
最
も
留
意
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
敢
て
賛
言
す
れ
ば
本
集
撰
集
の
経
過
を
も
暗
示
す
る
も
の
で
は
な

か
ろ
う
か
と
。
そ
の
意
味
で
は
両
本
に
所
見
す
る
所
謂
欠
落
本
文
に
関
す
る
再
度
の
精
査
と
検
証
が
要
請
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
う
。
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備
考

柳
、
繁
緩
に
わ
た
る
言
及
と
な
る
が
、
両
本
の
書
入
れ
、
叉
校
勘
・
補
訂
に
つ
い
て
誌
す
こ
と
に
し
た
い
。
林
羅
山
旧
蔵
本
朱
校
・
補

本
文
に
関
し
て
は
既
述
し
た
の
で
墨
跡
部
分
に
つ
き
略
記
す
る
。

第
一
類
本
系
又
第
二
類
本
神
宮
文
庫
A
本
系
に
所
見
さ
れ
た
万
葉
引
歌
三
例
に
み
る
梢
と
特
異
な
書
写
形
態
の
類
似
性
は
既
述
し
た
如

く
で
あ
る
が
、
忠
房
・
羅
山
両
旧
蔵
本
に
は
そ
れ
ら
は
単
に
本
歌
書
入
註
と
し
て
行
間
に
付
記
さ
れ
る
に
す
、
ぎ
な
く
な
っ
て
い
る
。
が
、

そ
の
源
は
前
記
諸
本
に
発
す
る
も
の
で
あ
っ
た
ろ
う
。
神
宮
文
庫
A
本
解
題
の
註
一

1
三
に
忠
一
房
本
を
掲
示
し
た
の
で
、
此
処
で
は
念
の

た
め
羅
山
本
本
文
を
誌
し
て
お
く
。
即
ち
、

1
万
云
引
寄
石
見
ノ
海
ウ
ツ
タ
ノ
山
ノ
木
ノ
マ
ヨ
リ
我
フ
ル
袖
ヲ
イ
モ
ミ
ツ
ラ
ン
カ

春
部
刊

-
U
歌
行
間

2
万
云
ア
ラ
タ
マ
ノ
ス
ト
カ
竹
カ
キ
ア
メ
ニ
ヨ
リ
モ
イ
モ
イ
モ
シ
ミ
へ
ス
ハ
ワ
レ
コ
イ
メ
ヤ
ハ

ヒ

ヒ

恋
部
下
山
詞
書
脚
欄

・
二
類
本
系
と
も
に
共
通
す
る
も
の
で
あ
る
。

夏
部
制
詞
書
・
歌
行
間

3
万
云
一
一
万
ヴ
一
一
M

一γ沼
津
河

U
V
刊一口一一パキネタチ

と
附
註
し
て
い
る
。
書
写
形
態
の
推
移
は
あ
れ
第

次
に
、
墨
筆
校
合
は
、
「
イ
」
本
と
註
記
を
誌
す
校
記
と
無
註
記
の
墨
校
が
主
で
あ
り
、
「
イ
」
本
校
合
箇
処
は
両
本
多
少
の
異
同
は
散

見
す
る
が
、
恐
ら
く
親
本
を
同
じ
く
す
る
と
こ
ろ
か
ら
移
写
の
際
に
於
て
、
相
互
の
見
落
し
に
よ
り
惹
起
さ
れ
た
相
違
で
あ
ろ
う
か
と
推

測
さ
れ
る
。
両
本
共
に
凡
そ
四
・
五
十
ヶ
処
に
及
ぶ
。
そ
の
い
く
つ
か
を
例
示
す
る
と
!
本
文
は
忠
本
を
掲
出
す
、
江
本
と
の
異
同
は
左
傍
に

校
記
す
る
も
漢
字
・
仮
名
の
相
違
は
省
略
す
る
j

消
ぬ
や
や
か
て
春
の
は
つ
花
イ

却
下
旬
「
消
る
そ
春
の
し
る
し
な
り
け
る
」

l
忠
・
江
本
問
、

待
イ

詞
書
「
:
:
:
連
夜
口
子
規
」

l
両
本
岡
、

郭
公
(
江
〉

-
五
句

の

け

た

イ

花

咲

イ

「
つ
ふ
し
か
間
に
あ
せ
み
さ
く
也
」

l
両
本
問
、
別

あ
る
を
あ
っ
き
し
め
ら
ひ
イ

※
制
第
三
・
四
匂
「
暮
も
あ
り
あ
へ
れ
し
め
し

制
第
五
句

夜
は
更
ぬ!2156
ら1第
しイ四
Lー

河
本
向
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る

を

イ

っ

き

し

め

ら

ん

イ

(

朱

)

た

ち

イ

ひ
」
!
忠
本
・
「
暮
も
あ
り
あ
へ
れ
し
め
し
ひ
」
l

江
本
、
制
第
五
句
「
す
み
の
ほ
る
哉
」

l
両
本
問
、
別
詞
書
「
:
:
:
柳
の
木
に
そ

は

イ

か

け

イ

径

イ

お

き

て

け

り

イ

ま
む
き
と
云
物
を
書
た
る
か
:
:
:
」
!
両
本
問
、
叩
詞
書
「
野
亭
寒
草
」

i
両
本
向
、
同
第
五
句
「
霜
を
き
に
け
り
」

i
両
本
問
、
間

の

ほ

る

イ

み

て

こ

そ

ゆ

か

め

イ

は

し

も

イ

※
第
五
句
「
立
な
を
る
哉
」
|
忠
本
(
江
本
イ
校
ナ
シ
)
、
※
問
第
五
句
「
ぬ
れ
す
は
や
ま
し
」
|
忠
ハ
江
本
イ
校
ナ
シ
)
、
問
第
四
句
「
石
間
尋

ふ

る

雪

に

イ

の

イ

し

も

と

ゆ

ふ

か

つ

ら

き

イ

て」

l
両
本
問
、
附
初
句
「
雪
ふ
れ
は
」

l
両
本
問
、
同
第
四
句
「
梢
そ
冬
は
」
l
両
本
問
、
開
第
三
・
四
句
「
神
な
ひ
の
み
室
の
山
に
」

に

イ

に

イ

1

か

イ

、

ー

か

は

イ

ー
両
本
問
、
問
第
五
句
「
人
は
別
る
」
l

忠
本
・
「
人
は
別
る
ふ
」
|
江
本
、
※
山
第
五
句
「
あ
さ
衣
と
は
」

i
忠
本
・
「
あ
さ
衣
と
は
」

よ

イ

き

心

哉

イ

と

イ

l
江
本
、

m第
五
句
「
あ
さ
れ
を
そ
す
る
」
山
第
五
句
「
な
く
て
暮
し
つ
」

l
両
本
向
、

m第
五
句
「
た
ま
ら
さ
り
け

ー
両
本
問
、

り」

l
両
本
同

等
々
で
あ
る
。
偶
目
す
る
ま
ま
に
掲
示
し
た
の
で
あ
る
が
※
印
の
ご
と
く
両
本
相
異
す
る
処
も
あ
る
が
概
ね
は
同
じ
く
す
る
。

し
か
し

な
が
ら
、
こ
の
依
拠
す
る
「
イ
」
本
は
現
存
本
中
に
は
確
認
し
が
た
く
、
又
各
集
に
載
録
す
る
本
文
に
拠
る
か
と
も
推
測
さ
れ
る
と
こ
ろ

も
あ
り
、
伝
写
経
過
の
途
次
に
於
け
る
複
合
的
結
果
で
も
あ
ろ
う
か
と
想
像
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

そ
の
他
、
墨
校
・
訂
・
補
等
の
傍
記
は
忠
一
房
本
に
約
三
十
余
ヶ
処
、
羅
山
本
に
約
六
十
ヶ
処
ほ
ど
が
散
見
さ
れ
る
。
両
本
の
こ
れ
ら
墨

校
・
補
訂
は
共
通
す
る
処
極
め
て
縮
か
に
し
て
、
そ
の
相
互
関
係
は
、
過
半
が
羅
山
本
の
墨
校
補
が
忠
一
房
本
に
於
け
る
本
行
と
な
っ
て
い

る
の
で
あ
る
が
、
上
記
数
値
か
ら
は
忠
房
本
か
ら
羅
山
本
本
文
へ
と
の
関
聯
も
考
え
ら
れ
、
叉
あ
る
一
本
か
ら
羅
山
本
本
文
へ
と
の
関
聯

も
想
定
さ
れ
て
、
特
定
一
本
か
ら
他
本
へ
の
本
行
化
、
即
ち
羅
山
本
校
・
補
・
訂
か
ら
忠
一
房
本
本
文
化
と
い
う
単
純
な
転
写
関
係
に
図
式

化
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。
寧
ろ
、

こ
の
補
訂
傍
記
の
殆
ん
ど
は
両
本
筆
写
者
に
於
け
る
書
写
後
の
本
文
校
訂
作
業
の
跡
と
み
る
の
が

妥
当
で
あ
ろ
う
。
従
っ
て
前
記
「
イ
」
本
の
そ
れ
と
は
別
し
て
対
処
す
べ
き
性
質
の
も
の
で
あ
ろ
う
か
と
推
測
さ
れ
る
。
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註

以
下
、
参
考
ま
で
に
、
南
本
に
見
出
さ
れ
る
本
文
異
同
の
概
ね
を
掲
示
し
て
お
く
。
但
し
、
羅
山
本
に
み
る
朱
補
訂
は
除
外
し
、
両
本
に
所
見
す

る
墨
補
訂
は
各
訂
正
本
文
に
従
う
こ
と
と
す
る
。
上
部
は
忠
一
局
本
文
・
下
部
は
羅
山
本
文
で
あ
る
。

は
(
朱
〉

M
A

第
三
句
雪
ふ
れ
は
(
忠
本
、
以
下
略
〉
!
雪
ふ
れ
と
(
江
本
、
以
下
略
)
、
お
詞
書
:
:
:
と
い
ふ
を
開
て
な
と
か
よ
ま
さ
ら
ん
:
:
:
ー
と
い
ふ
を

よ

(

朱

)

の

イ

す

イ

聞
て
な
と
か
ま
さ
ら
ん
:
:
;
、
日
第
二
句
色
を
は
や
み
に
!
色
を
は
や
み
に
、

m初
句
お
の
れ
か
っ
ー
を
の
れ
か
す
、
旧
第
五
句
す
く
ひ
成
け
り
i

-
F

』

J
H
，

す
く
ひ
成
け
り
、
山
第
五
句
花
の
よ
そ
め
を
j
花
の
よ
そ
め
を
、
山
詞
書
百
首
寄
の
中
に
・

:
i百
首
寄
中
に
・

k

m
詞
書
百
首
寄
の
中
に
・
:
!
百
首

を
イ

寄
中
に
・
:
、
問
第
五
句
た
ね
も
か
し
け
る

l
た
ね
も
か
し
け
る
、
山
詞
書
:
:
:
き
こ
し
め
し
て
た
ち
け
れ
は
・

:
lき
こ
し
め
し
た
り
け
れ
は
:

は

イ

け

ふ

削
第
二
句
く
る
事
た
ら
し

l
く
る
こ
と
た
え
し
、
山
第
五
句
春
も
暮
ぬ
る

l
春
も
暮
ぬ
る
、
山
第
二
句
み
る
空
と
な
き
l
み
る
空
そ
な
き
、
別
初
句
世

イ

ぬ

欺

ち

イ

に
ふ
れ
は

l
世
に
ふ
れ
は
、
加
第
四
句
L
の
ひ
ね
す
る
と

i
し
の
ひ
す
る
と
、
制
詞
書
お
な
し
心
を
:
:
:
!
同
心
を
:
:
:
、
制
初
句
あ
っ
さ
ゐ
の

i
あ

ね
(
朱
)

っ
さ
ゐ
の
、
問
初
旬
往
古
は

i
い
に
し
へ
は
、
制
第
二
句
あ
た
り
も
し
み
に

l
あ
た
り
も
し
み
よ
、
初
詞
書
百
首
寄
中
に

:
:
:
l百
首
請
の
中
に
:
・

さ

イ

折

(

朱

)

は

(

朱

〉

・
、
羽
第
五
句
は
か
ら
れ
ぬ
ら
ん
j
は
か
ら
れ
ぬ
ら
ん
、
知
第
五
句
折
も
こ
そ
あ
れ
l
軒
も
こ
そ
あ
れ
、
初
第
二
句
は
す
の
た
ち
葉
に
j
口
す
の
た

ひ

こ

ほ

し

は

毎

イ

ヘ

イ

一

字

不

明

ち
葉
に
、
知
:
:
:
七
夕
の
心
を
j
i
-
-
-
七
夕
の
心
を
よ
め
る
、
制
初
句
七
夕
の

i
七
夕
は
、
制
初
旬
朝
夕
に

i
朝
夕
に
、
同
第
四
句
し
か
ひ
て
君
か

お

ふ

は

に

け

り

た

ひ

ー
し
か
ひ
て
君
か
、
制
第
三
・
四
・
五
句
た
ひ
に
し
て
結
ひ
挟
や
し
ほ
れ
し
ぬ
ら
ん

i
玉
に
し
て
結
ふ
挟
や
し
ほ
れ
し
ぬ
ら
ん
、
制
第
二
句
か
た
ち

岡

イ

萩

(

朱

)

お

ひ

(

朱

)

も

は

も

(

朱

)

は

の
お
の
ふ
|
か
た
ち
の
を
の
与
、
船
第
二
句
荻
た
ち
か
へ
す
!
荻
た
ち
か
く
せ
、
川
第
四
・
五
句
さ
ま
に
は
を
い
ぬ
す
り
衣
き
つ
ー
さ
ま
に
は
を
ひ

(

朱

)

つ

(

朱

)

ま

歎

さ

ら

ぬ
す
り
衣
き
て
、
出
詞
書
:
:
:
大
原
の
一
房
に
さ
か
り
で
荻
女
郎
花
j
i
l
-
-
:
:
大
原
の
房
に
ま
か
り
で
荻
女
郎
花
;
:
:
、
山
第
二
句
ま
か
き
に
さ
ほ

イ

め

(

朱

〉

す
l
離
に
さ
ほ
す
、
山
第
五
句
露
し
め
り
け
り
i
露
し
け
り
け
り
、
制
百
首
寄
の
中
に
:
:
:
j
百
首
寄
中
に
:
:
:
、
叩
詞
書
田
上
に
て

:
:
:
l田
う
へ

(

マ

マ

〉

す

め

に
て
:
:
:
、
仰
:
:
:
原
上
鹿
と
い
へ
る
と
い
へ
る
事
を
:
-
j
i
-
-
:
:
原
上
鹿
と
い
へ
る
事
を
:
:
:
、
印
刷
第
四
句
長
閑
に
過
る
l
長
閑
に
過
る
、
印
刷
第
二

の

け

と

句
駒
O
毛
つ
き
を
!
こ
ま
の
毛
つ
き
を
、
制
初
旬
い
と
か
し
く
l
い
と
ふ
し
く
、
制
第
五
匂
曇
も
な
き
哉
l
く
ま
も
な
き
哉
、
出
初
旬
曇
も
な
き
l

る
を
み
は

く
ま
も
な
き
、
山
第
五
句
照
増
る
ら
ん
1

照
ま
さ
る
也
、
間
詞
書
問
し
心
を
:
:
;
i
同
心
を
:
:
:
、
加
初
旬
ち
り
こ
に
て
1

ち
り
こ
に
で
、
山
第
二

あ

け

(

朱

)

は

イ

ゆ

ほ

句
色
を
も
霜
の
!
霜
を
は
霜
の
、
別
第
五
句
明
く
ら
す
哉
j
有
く
ら
す
哉
、
仰
第
二
句
み
か
り
も
ゆ
か
し
!
み
か
り
も
ゆ
ふ
し
、
同
第
五
句
雪
散
を
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の

ほ

る

イ

ま

(

朱

〉

な

る

イ

ひ
て

l
雪
散
を
ひ
て
、
問
第
四
・
五
句
う
ら
や
ま
し
く
も
立
な
を
る
哉
|
う
ら
や
し
く
も
た
ち
な
を
る
哉
、
問
第
五
句
人
を
も
て
は
や
す
哉
!
人
を
も

み
て
こ
そ
ゆ
か
め
イ

て
は
や
す
哉
、
間
詞
書
:
:
:
臨
時
祭
陪
従
し
た
り

:
:
:
l臨
時
祭
の
陪
従
し
た
り
:
:
:
、
問
第
五
句
ぬ
れ
す
は
や
ま
し

l
ぬ
れ
す
は
や
ま
し
、
仙
第
二

あ

け

つ

〈

朱

)

あ

さ

り

根

イ

句
く
ち
あ
け
た
れ
は

l
く
ち
は
て
た
れ
は
、
附
第
三
句
回
鳥
す
る
j
あ
さ
り
す
る
、
仙
第
二
句
か
つ
く
岩
間
の

l
か
つ
く
岩
ま
の
、
間
詞
書
真
野
池
水

え

歎

お

(

朱

)

石

ー
真
野
池
氷
と
い
へ
る
心
を
、

ω第
三
句
さ
み
/
¥
て
ー
さ
え
/
¥
て
、
間
初
句
雪
を
お
も
み

l
雪
を
も
み
、
間
詞
書
一
:
:
:
水
不
契
久
と
:
:
:
l
・:

石

(

朱

)

こ

(

朱

〉

け

:
・
水
不
契
久
と
:
:
:
、
剛
山
詞
書
又
同
し
心
を
|
叉
同
心
を
、
間
第
五
句
今
日
や
越
ら
ん

l
け
ふ
や
み
ゆ
ら
ん
、
問
第
五
句
か
け
ち
を
そ
ゆ
く
ー
か
き

ち

(

朱

)

カ

こ

と

与

め

る

イ

り
を
そ
ゆ
く
、
問
詞
書
:
:
:
な
か
め
あ
か
し
け
れ
は
:
:
:
lな
か
め
あ
る
し
け
れ
は
:
:
:
、
間
初
旬
も
と
め
つ
る
ー
も
と
め
つ
る
、
加
詞
書
:
:
:
有
か

た
か
り
ぬ
へ
き
さ
ま
に
:
:
:
ー
あ
り
か
た
か
り
ぬ
へ
き
や
う
に
、
同
調
書
:
:
:
覚
え
け
る
事
:
:
:
l
お
ほ
え
け
る
事
を
:
:
:
、
制
詞
書
:
:
:
み
な
と
ふ

み

μ

ま
り
け
れ
は
:
:
:
l
み
な
と
ふ
ま
り
に
け
れ
は
:
:
:
、
山
第
五
句
こ
ち
も
ふ
か
な
ん
l
こ
ち
も
ふ
り
な
ん
、
制
第
五
句
み
え
ん
物
か
は
!
み
え
ん
物
と

ぅ

歎

ら

(

朱

)

は、

m調
書
ひ
き
か
へ
の
う
し
を
:
:
:
l
ひ
き
か
へ
の
こ
し
を
:
:
:
、
制
詞
書
:
:
:
申
を
開
て
と
ら
せ
ん
と
:
:
:
|
申
を
聞
て
と
う
せ
ん
と
:
:
:
、

法

か

(

朱

)

ほ

れ

イ

よ

へ

イ

と

m第
三
句
我
な
れ
は
!
命
な
れ
は
、
制
第
三
句
か
よ
へ
る
は

l
か
ほ
れ
る
は
、
捌
詞
書
お
ほ
か
た
ふ
さ
ね
て
:
:
:
l
お
ほ
か
た
ふ
さ
ね
て
、
山
第
五

防
第
五
句
瀬
に
流
る
覧
j
せ
に
成
ぬ
ら
ん
、

句
思
ひ
ま
す
ら
ん

i
思
ひ
し
る
ら
ん
、
山
詞
書
:
:
:
と
い
へ
る
事
を
!
:
:
:
と
い
へ
る
事
を
よ
め
る
、
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問
第
五
句
か
へ
て
ま
す
か
な
l
か
へ
て
さ
す
か
な
、
捌
詞
書
此
身
は
い
か

れ
(
朱
)

な
る
か
た
へ
か
ほ
は
さ
り
て

:
:
:
l此
身
は
い
か
な
る
か
た
へ
か
を
は
さ
り
て
:
:
:
、
問
第
五
句
た
の
も
し
み
思
ふ

l
こ
の
も
し
み
思
、
恋
部
口
|

ひ

恋
部
上
、
問
初
句
む
や
ゐ
す
る

l
む
や
ゐ
す
る
、
間
詞
書
と
を
に
み
ち
を

:
:
:
lと
を
き
み
ち
を
:
:
:
、
制
第
二
句
あ
な
は
つ
ら
は
し
|
あ
な
わ
っ

い
(
朱
)

ら
は
し
、
問
第
四
句
と
・
ふ
ろ
き
を
ら
ん
!
と
t
A

ろ
き
お
ち
む
、
側
詞
書
:
:
:
む
か
し
よ
り
い
ひ
そ
め
た
れ
は
:
:
:
l
む
か
し
よ
り
御
ひ
そ
め
た
れ
は

も
イ

・
、
肌
:
:
:
殿
上
人
:
:
:
j殿
上
の
人
と
:
:
:
、
問
調
書
十
月
は
か
り
に
人
に
か
り
:
:
:
l
十
月
斗
に
人
か
り
:
:
:
、
附
第
四
句
恨
て
そ
ふ
る
|

そ

歎

も

イ

う
ら
み
て
も
ふ
る
、
叩
詞
書
智
た
り
け
る
人
の
:
:
:
i
し
り
た
り
け
る
人
の
:
:
:
、
附
第
三
句
や
ま
ひ
こ
を
ー
や
ま
ひ
こ
も
、

m第
五
句
あ
さ
衣

、

は

イ

思

〈

朱

)

と
は

l
あ
さ
衣
と
は
、
問
詞
書
:
:
:
人
と
十
首
寄
:
:
:
i
人
と
十
首
の
寄
:
:
:
、
山
調
書
思
夫
!
恩
夫
、
山
第
五
句
水
こ
ふ
る
こ
と
l
水
こ
ふ
か
こ

も

わ

か

(

朱

)

!

と
、
問
第
二
・
三
句
な
こ
そ
の
関
は
わ
か
こ
ふ
る
!
名
こ
そ
の
関
は
か
る
こ
ふ
る
、
山
詞
書
同
し
殿
に
て
:
:
:
l
同
殿
に
て
:
:
:
、
出
第
五
句
う
れ

間
詞
書
・
・
・
・
・
・
お
も
む
き
あ
し
き
事
な
し
l
お
も
む
き
に
あ
し
き
事
な
し
、



ゆ

〈

朱

)

に

(

朱

)

し
か
り
け
り
!
ゆ
か
し
か
り
け
り
、
山
第
二
句
を
く
る
に
た
て
る
ー
を
く
ろ
わ
た
て
る
、

以
上
、
南
本
の
本
文
上
異
同
の
大
概
で
あ
る
。
そ
の
相
違
は
極
め
て
稗
か
な
る
一
・
二
語
に
わ
た
る
も
の
で
あ
り
、
書
写
上
に
屡
占
惹
起
さ
れ
る
誤

写
・
誤
脱
等
の
錯
認
に
よ
る
相
互
の
結
果
と
も
い
い
う
る
も
の
で
あ
る
。
イ
本
移
写
を
ま
ふ
羅
山
本
に
於
て
誤
脱
す
る
の
も
向
様
な
事
情
に
よ
る
の

で
あ
ろ
う
。
し
か
し
厳
密
に
判
断
す
る
と
す
れ
ば
、
上
掲
の
異
同
と
共
に
漢
字
・
仮
名
の
差
異
、
仮
名
遣
い
の
相
違
等
々
、
そ
の
依
拠
本
は
同
一
本

よ
り
の
転
写
と
は
い
い
が
た
い
。
が
又
一
方
、
両
本
は
親
本
の
、
そ
の
間
に
猶
一
本
の
経
過
が
存
す
る
と
し
て
も
、
き
わ
め
て
近
き
同
一
伝
本
と
し

て
相
互
の
錯
誤
を
相
補
足
す
る
も
の
で
あ
る
。

刈
谷
市
立
図
書
館
蔵
天
保
十
二
年
葉
山
信
果
写

ー
村
上
忠
順
標
註
草
稿
自
筆
書
入
本

存
自
巻
一
至
巻
十

袋
綴
、
四
冊
。
淡
茶
色
刷
毛
引
表
紙
、
堅
二
十
六
・
七
糎
、
横
十
八
・
七
糎
。
料
紙
、
格
紙
。
字
面
高
サ
約
二
十
一
・
一
糎
。
和
歌
一

行
書
き
、
詞
書
二
字
下
げ
、
標
註
眉
欄
字
面
高
サ
約
一
ニ
・
八
糎
。
毎
半
葉
は
、
第
一

j
八
巻
は
十
行
、
第
九
・
十
巻
は
十
二
行
に
書
写
し

て
い
る
。
後
述
す
る
ご
と
く
依
拠
本
を
二
種
と
す
る
取
合
本
で
あ
る
。

本
文
墨
付
!
柱
-
一
丁
付
、
忠
順
追
記
!
、
第
一
冊
「

四
十

了
)
」
、
第
二
冊
「
一

(
1三
十
八
了
)
」
、
第
三
冊
「
一

(
1四
十
五
了
)
」
。

(
1六
十
六
了
〉
」
、
第
四
冊
一
i

外
題
、
「
散
木
棄
歌
集
一

(
i
四
)
」
と
表
紙
左
一
屑
に
打
付
書
き
し
て
い
る
。
忠
順
筆
欺
。

奇
塙
(
忠
版
校
)

内
題
、
「
散
木
奔
詩
集
第
一

十
¥......1 

春
部

(
i雑
之
部
と
を
基
本
と
す
る
が
、
第
九
・
十
巻
は
「
散
木
和
歌
集
」
と
し
、
第
二
巻
は
「
散

木
奇
詩
集
」
と
記
す
。
部
立
も
叉
巻
四
を
前
掲
二
本

l
松
平
忠
房
旧
蔵
本
・
林
羅
山
旧
蔵
本
!
と
同
じ
く
「
冬
寄
L

、
巻
九
・
十
両
巻
を
「
雑
之

部
」
と
誌
す
な
ど
檎
と
混
乱
が
所
見
す
る
。
特
に
「
雑
之
部
」
は
本
書
独
自
の
表
記
で
あ
る
。
各
冊
編
次
と
併
せ
て
一
括
別
註
す
る
の
で
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註
一

参
照
さ
れ
た
い
。

各
冊
の
識
語
は
次
の
如
く
で
あ
る
。

第
一
冊
以
古
紗
本
埜
~
腕
及
塙
氏
群
書
類
従
本
輸
耕
一
僻
校
勘
了

天
保
二
年

仲
秋

況
斎
岡
本
保
孝

同
十
二
年

晩
春

篤
斎
葉
山
信
果
」
州
知
オ
(
以
上
朱
筆
〉

第
二
冊天

保
十
二
年

晩
春
校
合
了

信
果
」
お
ウ
(
同
朱
筆
梢
と
小
字
)
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第
三
冊
以
古
本
塙
本
校

此
本
欠
巻
九
以
下
今
以
古
本
補
之
附
子
後

此
原
本
及
古
本
並
被
斎
狩
谷
先
生
所
蔵

天
保
二
年
仲
秋

岡
本
保
孝

天
保
十
二
年
晩
春

葉
山
信
果
」
侃
ウ
(
同
朱
筆
〉

第
四
冊

以
塙
本
校
了

塙
本
巻
末
云

右
散
木
奇
詩
集
以
織
部
正
乗
予
本
校
合
了
」
必
ウ
(
同
朱
筆
〉



奇

右
散
木
奔
歌
集
全
部
十
巻
四
冊
俊
頼
朝
臣
家
集
也
或
称
散
木
寄
歌
/
或
云
散
木
歌
並
非
也
此
古
鈴
本
題
散
木
奔
歌
甚
佳
也
奔
歌
与
散

阪

木
棺
/
照
且
中
世
有
須
天
宇
多
之
辞
亦
可
以
証
失
僧
契
沖
嘗
云
宜
作
奔
歌
/
達
人
之
慧
眼
可
服
也
此
古
紗
本
被
斎
狩
谷
先
生
惟
中
之

物
今
影
照
/
新
写
以
蔵
子
家
惜
乎
此
本
欠
巻
九
以
下
雑
部
故
以
一
古
鈴
本
繕
写
/
補
入
此
藍
本
亦
係
先
生
之
蔵
鳴
呼
先
生
徳
崇
学
富

儲
室
田
亦
称
震
保
/
孝
生
平
浴
於
先
生
之
徳
沢
有
年
於
蕊
子
孫
其
勿
忘
諸
天
保
二
年
八
/
月
廿
四
日
夜
況
斎
岡
本
保
孝
識
於
歳
計
草
堂

天
保
十
二
年
晩
春
写
之

篤
斎
葉
山
信
果
」
羽
オ
(
同
朱
筆
)

如
上
、
各
冊
朱
筆
識
語
は
、
本
書
の
書
写
者
、
篤
斎
葉
山
信
果
の
手
跡
で
あ
る
。

右
識
語
の
ほ
か
に
、
第
四
冊
四
十
五
丁
裏
塙
本
奥
書
に
次
い
で
、
村
上
忠
順
が
、

嘉
永
四
年
辛
亥
四
月
十
二
日
尾
張
関
琵
琶
島
野
口
道
直
本
校
合
了
道
直
通
称
青
物
問
屋
市
兵
衛
路
一
入

と
、
謹
細
墨
書
し
て
い
る
。
本
書
購
得
の
後
、
本
集
標
註
の
第
一
次
稿
た
る
べ
く
諸
註
書
込
み
に
併
せ
て
、
藍
色
を
以
っ
て
校
合
を
全

巻
に
施
し
て
い
る
。
忠
順
の
校
合
は
道
直
本
以
外
に
も
葉
山
信
果
本
に
看
過
さ
れ
た
塙
本
本
文
も
再
度
校
記
さ
れ
、
更
に
諸
集
に
載
録
す

る
俊
頼
歌
を
も
重
ね
て
校
勘
墨
記
し
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
そ
の
こ
と
は
、
標
註
稿
本
の
成
立
の
処
に
て
触
れ
る
こ
と
に
す
る
。

倍
、
信
果
書
写
本
に
立
返
っ
て
、
上
掲
識
語
を
見
る
に
、

ま
ず
本
書
「
散
木
奔
詩
集
」
十
巻
四
冊
の
本
文
は
、

篤
斎
葉
山
信
果
が
、

況
斎
岡
本
保
孝
書
写
本
に
拠
り
、
天
保
十
三
年
晩
春
に
転
写
せ
る
も
の
で
あ
る
。
而
し
て
、
こ
の
保
孝
本
は
、
天
保
二
年
八
月
、
狩
谷
被

斎
本
l
所
持
本
欺
、
帳
中
之
物
と
記
す
ー
を
影
照
書
写
し
、
該
本
の
関
巻
部
、
巻
九
・
十
の
両
巻
を
向
じ
く
椴
斎
所
蔵
古
紗
一
本
を
以
っ
て

繕
写
補
綴
し
た
も
の
で
あ
る
と
い
う
の
で
あ
る
。

一
種
の
取
合
せ
本
で
あ
る
。
且
つ
、
第
一
・
一
ニ
・
四
各
冊
末
の
識
語
に
よ
れ
ば
、

一「

以

古
鈴
本
一
向
同
区
及
塙
氏
群
書
類
従
本
輸
耕
一
腕
校
勘
了
」
、
「
以
古
本
塙
本
校
」
、
「
以
塙
本
校
了
/
塙
本
巻
末
一
広
以
下
略
」
の
ご
と
く
、
古
紗
一
本

!
被
斎
所
蔵
本
欺
!
と
群
書
類
従
本
を
以
っ
て
本
文
校
合
を
施
し
て
い
る
。
本
書
の
中
に
は
全
巻
に
亘
り
、

「
保
本
」
、
「
一
本
」
、
「
塙
」
と
略

ハU



記
し
、
そ
の
校
異
を
朱
書
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
従
っ
て
右
掲
識
語
の
文
脈
よ
り
す
れ
ば
、
就
中
、
第
三
冊
の
「
此
本
欠
巻
九
以
下
今
以

古
本
補
之
云
と
」
の
識
語
と
の
関
係
よ
り
捉
れ
ば
、
古
鈴
本
即
一
本
(
第
一
冊
識
語
〉
で
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
第
一
・
二
・
三
冊
、
即
ち
自
巻

一
至
巻
八
の
他
巻
全
般
に
亘
る
校
勘
も
一
見
岡
本
保
孝
の
手
校
に
か
か
る
も
の
と
し
て
把
握
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
即
ち
、
第
四
冊
末
に
天

保
二
年
岡
本
保
孝
の
誌
す
奥
書
に
よ
り
、
上
述
の
如
く
、
巻
一

i
八
を
械
斎
所
持
一
本
(
原
本
|
第
三
冊
識
語
)
と
巻
九
・
十
両
巻
を
同
所

持
古
紗
本
に
て
合
せ
完
本
と
す
べ
く
影
照
繕
写
し
、
そ
の
後
、
同
古
紗
本
と
塙
本
を
も
っ
て
朱
校
勘
記
を
附
し
た
、

と
。
そ
の
故
に
、
影

照
繕
写
本
の
識
語
の
前
に
校
合
本
と
略
省
を
併
せ
追
記
し
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
と
。
但
し
、
精
と
疑
問
と
な
る
の
は
、
第
二
冊
末
の

「
天
保
十
二
年

晩
春
校
合
了

信
果
」
と
あ
る
細
字
の
朱
書
奥
書
で
あ
る
。
こ
の
「
校
合
」
は
果
し
て
何
を
意
味
す
る
の
で
あ
ろ
う

か
。
当
該
箇
処
に
は
以
外
何
も
付
記
す
る
と
こ
ろ
が
な
い
の
で
猶
明
瞭
に
し
が
た
い
が
、
こ
の
「
校
合
」
の
意
が
、
「
一
本
」
又
は
「
塙
」

本
を
示
唆
す
る
も
の
と
す
れ
ば
、
前
述
の
推
論
は
一
転
す
る
。
朱
書
校
勘
部
分
は
す
べ
て
葉
山
信
果
の
そ
れ
で
あ
る
。
夙
に
築
瀬
一
雄
氏

は
「
『
散
木
奔
歌
集
標
註
』
の
成
立
」
に
つ
き
論
及
せ
ら
れ
、
そ
の
中
に
於
て
、

信
果
は
保
孝
が
第
九
巻
以
下
の
補
入
に
使
用
し
た
械
斎
所
蔵
の
別
本
及
び
群
書
類
従
本
を
以
て
、
全
巻
を
校
合
し
た
。
以
上
は
天
保

十
二
年
の
こ
と
で
あ
る
。

と
論
断
せ
ら
れ
た
。
確
か
に
御
推
断
の
ご
と
き
が
中
正
に
し
て
妥
当
な
見
解
で
あ
ろ
う
、
と
当
初
す
べ
て
諒
承
し
た
の
で
あ
っ
た
が
、

其
後
、
篤
斎
葉
山
信
果
の
伝
記
不
審
な
る
ま
ま
に
、

信
果
の
書
写
年
紀
天
保
十
二
年
!
被
斎
残
年
天
保
六
年
!
の
期
に
、

被
斎
所
持
本
|
右

記
の
別
本
ー
を
借
覧
し
得
る
こ
と
が
可
能
で
あ
り
得
た
か
否
か
。
叉
此
処
ま
で
言
及
す
る
こ
と
を
避
け
た
が
、
朱
校
勘
記
の
中
に
は
、
「
一

本
」
、
「
塙
」
本
の
ほ
か
に
、
「
原
本
云
ミ
」

の
朱
校
が
散
見
す
る
。
こ
の
「
原
本
」
は
械
斎
所
蔵
の
巻
一
;
八
の
一
本
を
指
す
も
の
と
推

定
さ
れ
る
ー
も
っ
と
も
、
後
述
す
る
ご
と
く
巻
九
・
十
両
巻
に
校
記
す
る
「
原
本
」
と
は
異
る
|
。
然
れ
ば
、

信
果
は
、
核
斎
所
持
二
本
を
借
覧
し
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校
合
し
た
こ
と
と
な
る
の
で
あ
る
。
更
に
信
果
と
保
孝
と
の
子
弟
関
係
も
不
明
な
る
ま
ま
に
、
披
斎
と
の
結
び
つ
き
に
い
た
っ
て
は
想
定

す
べ
く
も
な
い
の
で
あ
れ
ば
、
械
斎
所
蔵
古
紗
二
本
は
如
何
な
る
経
由
に
よ
り
矯
関
の
機
を
得
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
本
書
に
見
る
両
三
本

の
校
勘
は
細
心
詳
密
の
態
勢
を
持
し
て
い
る
こ
と
か
ら
も
、
そ
れ
な
り
の
有
識
者
と
み
る
の
ほ
か
は
な
い
こ
と
な
ど
併
せ
暗
推
す
る
と
す

れ
ば
、
多
少
の
魁
離
は
存
す
る
と
し
て
も
、
本
書
の
朱
書
校
勘
を
施
せ
し
は
岡
本
保
孝
そ
の
人
と
想
定
し
、
信
果
i

保
孝
!
被
斎
の
、
就

中
信
果
i

椴
斎
の
人
的
関
係
に
留
意
し
な
が
ら
、
右
掲
識
語
の
謂
う
本
意
を
辿
る
べ
く
、
後
考
の
機
を
侠
つ
こ
と
に
し
た
い
。

い
ず
れ
に
せ
よ
、

こ
の
信
果
手
写
本
は
、
械
斎
所
持
の
二
本
に
依
拠
し
た
と
こ
ろ
の
取
合
せ
本
で
あ
り
、
そ
の
朱
補
部
分
を
排
除
す
れ

ば
、
所
謂
両
古
紗
本
の
原
態
を
遡
及
し
得
る
こ
と
と
な
る
の
で
あ
る
。
従
っ
て
、
此
処
に
そ
の
顕
著
な
る
朱
補
入
本
文
の
概
略
を
掲
出
す

る
こ
と
に
す
る
。
以
下
掲
出
本
文
中
、
『

』
圏
内
が
上
記
朱
補
入
筒
処
で
あ
る
。
猶
そ
の
本
文
中
に
は
本
書
手
沢
後
の
村
上
忠
順
の
校

合
を
追
記
し
て
い
る
。
後
述
す
る
同
標
註
本
本
文
解
題
に
係
る
と
こ
ろ
で
も
あ
れ
ば
併
せ
掲
示
す
る
。
そ
の
掲
示
本
文
に
傍
記
す
る

(
墨
)

(
藍
)
筆
の
校
勘
記
は
忠
順
の
追
訂
で
あ
る
。

一寸

ノ

墨
筆
の
そ
れ
は
俊
頼
歌
所
載
諸
集
を
主
と
す
る
も
の
で
あ
る
が
、

藍
筆
は

口
L_ 

「
ノ
日
本
」
と
略
記
さ
れ
、
前
述
の
野
口
道
直
本
に
拠
る
校
合
で
あ
る
。
私
に
補
註
追
記
し
た
の
は
、
前
掲
諸
本
と
の
係
り
を
示

す
と
同
時
に
、
原
本
文
の
改
訂
後
に
於
け
る
同
標
註
本
文
へ
の
移
行
の
一
端
を
点
示
す
る
が
た
め
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
叉
、
時
に
必
要
に

応
じ
、
私
註
を
加
え
た
処
も
あ
る
。

先
ず
、
本
文
の
補
入
状
況
を
概
観
す
る
と
、

ー
故
源
中
納
言
お
ま
へ
に
り
て
そ
の
き
し
な
か
ら
つ
か
う
ま
つ
れ
と
せ
め
ら
れ
け
れ
は
つ
か
う
ま
つ
れ
り

夫

木

雑

十

五

け

に

か

さ

は

(

圏

直

)

を

よ

そ

ひ

て

も

夫

木

〈

墨

〉

ノ

ロ

本

ア

リ

ハ

藍

〉

『
い
へ
は
け
に
花
の
み
ふ
ね
と
み
え
つ
る
は
君
か
千
と
せ
を
つ
め
る
な
り
け
り
』
春
部
問

忠
本
欠
、

江
本
朱
補
。
『

』
圏
朱
筆
細
補

す
。
三
冊
本
(
標
註
第
二
次
稿
本
)
・
板
本
「
標
註
」
共
に
「
一
本
走
」
と
歌
頭
付
記
す
。

-108-



2 

三
月
晦
日
時
一
房
か
も
と
に
:
:
:
:
:
:
(
中
略
)
:
:
:
:
:
:
送
り
て
侍
け
る

立
か
へ
る
春
お
も
ふ
た
に
有
物
を
君
を
さ
へ
け
ふ
待
く
ら
し
つ
る

シ
ハ
藍
)

返
し
司
は
し
か
き
に
さ
と
を
は
か
れ
す
と
か
け
り

お
く
に
あ
ま
の
を
ふ
ね
と
も
か
け
り
』
ハ
朱
補
細
記
)

暮
て
行
春
を
思
ふ
も
こ
ぬ
人
を
ま
つ
に
も
ま
さ
る
ゆ
か
ぬ
心
は

同
部
1&7 

同
川
右
記
の
如
く
問
・
間
歌
の
左
注
を
並
記
し
且
つ

m左
注
を
と
点
に
て

指
示
し
「
一
本
/
塙
」
と
校
記
す
。
神
A
・
志
A
本
欠
、
忠
・
江
本
細
補
。
三
冊
本
・
板
本
共
に
無
註
記
な
る
も
当
該
部
に
両
左
注
補
記
す
。

ペ
i
O
一
本
/
塙
(
朱
)

百
首
の
寄
中
に
卯
花
を
よ
め
る

3 
卯
花
も
神
の
ひ
も
ろ
き
と
き
て
け
り
と
ふ
さ
も
た
は
に
ゆ
ふ
か
け
て
み
ゆ

夏
部
川

右
歌
調
書
に
朱
筆
合
点
を
付
し
「
O
一
本
/
塙
」
と

朱
書
し
て
い
る
の
で
、
詞
書
本
文
は
墨
書
本
行
と
し
て
い
る
が
、
或
は
「
一
本
」
「
塙
本
」
に
よ
る
補
入
を
意
味
す
る
と
も
予
測
さ
れ
る
。
但
し
猶
未

詳
。
上
記
四
本
・
三
冊
本
・
板
本
共
に
存
。

4 

暁
郭
公

原
本
ナ
シ
一
本
塙
ア
リ
(
朱
)
・
ノ
本
ナ
シ
〈
藍
)

も
ろ
と
も
に
今
そ
な
く
な
る
時
鳥
『
八
戸
の
鳥
は
お
の
か
つ
ま
か
は
』

同
部
加

五
句
墨
書
本
行
と
す
る
も
朱
閤
符
を
付
し
、
原
本
以
下
を
傍
記
す
。

神
A
・
志
A
・
忠
本
欠
、
江
本
朱
補
。

『
』
圏
第
四

一
本
又
は
塙
本
に
拠
る
校
訂
追
補
で
あ
ろ
う
。
三
冊
本
・
板
本
共
に
、
「
下
旬

一
本
走
」
、
「
下
旬
一
本
脱
」
と
付
註
す
。

5 

か
へ
し

『
家
道
朝
臣
号
』

春
と
し
も
わ
か
れ
ぬ
物
を
み
や
こ
に
は
心
を
と
め
て
こ
し
ち
と
を
し
れ

冬
部
開

神
A
・
志
A
・
忠
・
江
本
欠
。
『

』
圏
作
者
補
入
は

朱
本
行
な
る
も
前
者
同
様
に
一
本
又
は
塙
本
に
拠
る
校
訂
で
あ
ろ
う
。
三
冊
本
・
板
本
は
無
註
記
な
る
も
本
行
本
文
と
す
る
。

6 

か
へ
し

『
経
兼
tr本
』
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へ
せ
し
(
墨
)

わ
か
る
と
も
思
わ
す
る
な
千
は
や
ふ
る
か
し
ま
の
お
ひ
の
中
は
た
ゆ
と
も
別
離
別

神
A
-
志
A
・
忠
・
江
本
欠
。
『

』
圏
作
者
補
入

は
朱
本
行
、
同
じ
く
一
本
・
塙
本
に
拠
る
校
訂
で
あ
ろ
う
。
三
冊
本
・
板
本
は
「
経
兼
」
と
す
る
。

イ
ナ
シ

シ

一

本

/

塙

〈

朱

〉

む

(

藍

)

ふ
ち
と
ふ
と
一
五
所
に
と
ま
ら
ん
と
し
け
る
に
『
お
い
風
ふ
き
な
と
す
日
も
た
か
し
と
て
よ
ら
で
す
き
け
れ
は
よ
め
る
号
』

7 
さ
た
め
な
き
空
の
け
し
き
に
を
ひ
風
を
ま
つ
に
ふ
ち
と
を
か
け
て
き
り
ぬ
る

旅
宿
川

神
A

・
志
A
・
忠
本
欠
、
江
本
朱
補
。
『

閤

朱
細
補
、

一
本
・
塙
本
に
拠
る
校
合
で
あ
ろ
う
。
一
二
冊
本
・
板
本
共
に
本
行
と
し
、
『

』
圏
内
を
「
ナ
シ
イ
」
と
付
註
す
る
。

8 

れ
い
な
ら
ぬ
人
の
舟
に
あ
る
か
く
る
し
か
る
と
聞
て
『
そ
ひ
舟
の
せ
う
っ
す
を
き
斗
て
砕
本
』

い
と
を
し
ゃ
叉
う
き
こ
と
を
そ
ひ
舟
に
う
つ
し
心
も
な
く
成
に
け
り

悲
歎
部
制

神
A

・
志
A

・
忠
本
欠
、
江
本
朱
補
。

補
、
同
様
に
一
本
叉
塙
本
に
拠
る
補
訂
で
あ
ろ
う
。
一
二
冊
本
・
板
本
共
に
『

』
圏
内
を
「
ナ
シ
イ
」
と
付
註
す
る
。

9

難
思
光
仏

ノ
ロ
本
宏
(
藍
)

『
人
は
い
さ
光
の
す
ち
を
し
る
そ
と
も
お
な
し
仏
や
し
ら
は
し
る
ら
む
和
本
』

釈
教
問

神

A

・
志
A
-
忠
本
欠
、
江
本
朱
補
。

巴 2官

=司

』
圏
朱
細

』
圏
朱
細
補
二
本
・
塙
本
に
拠
る
校
合
で
あ
ろ
う
。
一
二
冊
本
に
、
「
一
本
走
/
釈
教
題
林
関
」
、
板
本
「
一
本
宏
釈
教
題
林
亦
歓
」
と
付
註
す
る
。

10 

思
ひ
か
た
き
ひ
か
り
と
云
へ
る
事
を
よ
め
る

『
そ
の
ほ
と
斗
お
も
ひ
か
た
き
は
よ
も
の
海
に
そ
こ
ひ
も
し
ら
ぬ
心
也
け
り
保
本
』

同
部
936 

神
A
・
志
A
・
忠
本
欠
、

醐弓

』
閤
朱
細
補
は
前
者
同
様
で
あ
る
。
歌
脚
に
叉
「
釈
教
ナ
シ
」
と
忠
順
の
追
記
あ
り
。
三
冊
本
に
「
釈
教
題
林
宏
/
一
本
無
」
、

欽
釈
教
題
林
亦
関
」
と
付
註
す
る
。

11 

『
を
ん
な
勺
』

は
(
墨
〉

な
を
き
り
に
き
た
る
人
を
や
さ
よ
衣
か
へ
す
は
か
り
の
恋
に
よ
そ
へ
ん

神
A
-
志
A
-
忠
・
江
本
欠
。
『

返
し

恋
部
上
側4EB
A
 

江
本
朱
補
。

板
本
に
又
「
一
本

』
朱
補
本
行
、

ハU



一
本
又
は
塙
本
に
拠
る
校
訂
で
あ
ろ
う
。
三
冊
本
・
板
本
は
共
に
註
記
な
く
本
行
本
文
と
す
る
。

12 

本
隔
一
本
/
塙
〈
朱
)

摂
月
恋

か
き
た
え
て
み
つ
き
に
な
り
ぬ
こ
れ
や
さ
は
心
つ
く
し
の
か
と
て
な
る
ら
ん

『
み
つ
き
と
い
ふ
は
つ
く
し
の
ふ
の
か
と
て
な
り
府
本
』
阿
部
附

神
A
・
志
A
・
忠
本
欠
、
江
本
朱
補
。

=lJ 

』
圏
朱
細
補
同
前
、
三
冊

本
・
板
本
共
に
註
記
な
く
本
行
に
補
入
す
る
。

ノ
本
元
ハ
藍
)

口
『
海
路
恋
』

の

ノ

(

藍

〉

つ

(

墨

)

ち

(

墨

〉

く

夫

ハ

墨

〉

恋
く
さ
を
さ
し
に
ふ

O
め
る
舟
な
れ
は
か
し
も
み
と
ろ
し
心
せ
よ
な
み
同
部
下
川

校
勘
本
の
註
記
を
欠
く
が
、
い
ず
れ
一
本
又
は
塙
本
で
あ
ろ
う
。
三
冊
本
・
板
本
は
共
に
註
記
な
く
本
行
に
補
入
す
る
。

の
一
本
/
塙
(
朱
)

M

左
京
大
夫
経
忠
八
条
の
家
に
て
恋
不
依
人
と
い
へ
る
こ
と
を
よ
め
る
同
部
下

m

ムせ
き
も
あ
へ
ぬ
涙
に
て
こ
そ
わ
か
恋
の
つ
も
れ
る
ほ
と
を
し
る
へ
か
り
け
れ
同
部
下

m

E司

神
A
・
志
A
・
忠
・
江
本
欠
。

』
圏
朱
細
補
、

ム
印
部
に
つ
き
眉
欄
余
白
に

『
此
処
寄
一
首
と
後
の
寄
の
調
書
と
を
脱
せ
り
古
本
及
塙
本
に
は
左
の
こ
と
し
』

と
誌
し
、

夫

木

雑

十

八

(

墨

〉

か

夫

(

墨

〉

『
紅
の
袖
に
は
つ
れ
し
ま
み
よ
り
も
な
か
れ
つ
t
A

り
の
わ
L
け
を
そ
お
も
ふ
』
同
部
下

m

ハ

マ

マ

)

と

『
修
理
大
夫
顕
輔
の
六
条
の
家
に
て
恋
不
知
程
と
い
へ
る
こ
と
を
よ
め
る
』
同
部
下

m

と
朱
筆
細
書
し
て
い
る
。
忠
・
江
本
欠
。
三
冊
本
・
板
本
は
共
に
右
掲

m歌
に
の
み
「
一
本
元
」
と
付
註
し
て
い
る
。

以
上
、
巻
八
に
至
る
朱
補
入
本
文
の
主
要
欠
落
筒
処
で
あ
る
。
既
述
の
如
く
、
以
下
は
械
斎
所
蔵
の
別
一
本
に
拠
る
補
綴
で
あ
る
の



で
、
ー
当
然
の
事
な
が
ら
別
し
て
対
処
す
べ
き
も
の
と
し
て
、
当
該
本
に
つ
い
て
は
一
括
後
述
す
る
こ
と
と
し
、
当
面
上
記
の
八
巻
本
に
課

題
を
絞
り
言
及
す
る
こ
と
に
す
る
。

猶
、
上
記
朱
補
本
文
の
ほ
か
に
、
巻
一

j
巻
八
の
本
文
に
は
、
細
部
に
百
一
る
詳
密
な
る
、
「
一
本
」
叉
「
塙
本
」
と
の
対
校
を
傍
記
し

註
二

て
い
る
。
当
然
の
こ
と
な
が
ら
上
例
朱
補
本
文
と
共
に
信
果
本
原
形
か
ら
排
除
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
る
。
繁
穫
を
避
け
一
括
し
た
。
そ

の
際
、
併
せ
て
脚
欄
に
林
羅
山
旧
蔵
本
l

江
本
i

本
文
と
を
対
比
す
る
こ
と
と
し
た
。

そ
の
結
果
を
簡
略
に
付
言
す
れ
ば
、
本
書
と
羅
山
旧
蔵
本
と
は
相
互
に
猶
異
同
を
示
し
な
が
ら
も
、
そ
の
過
半
に
於
て
特
徴
的
に
共
通

し
、
異
同
の
多
く
は
本
書
の
誤
写
に
よ
る
も
の
と
想
定
さ
れ
、
本
文
上
の
末
端
に
於
て
も
、
そ
の
類
縁
関
係
の
近
似
性
は
否
定
し
が
た

く
、
朱
校
の
ご
本
」
、
「
塙
本
」
と
の
聞
に
見
る
淫
庭
を
自
ら
垣
間
見
る
も
の
で
あ
る
。

註
三

こ
れ
も
前
者
同
様
に
別
註
一
覧
し
た
。
こ
の
謂
う
所

の
「
原
本
」
で
あ
る
が
、
本
書
第
三
冊
末
識
語
l
巻
八
恋
部
下
i

に
、
「
比
本
欠
巻
九
以
下
今
以
古
本
補
之
附
子
後
/
此
原
本
及
古
本
並
被

次
に
、
巻
一
;
八
の
間
に
所
見
す
る

「
原
本
一
去
と
」

の
朱
筆
校
記
で
あ
る
が
、

斎
狩
谷
先
生
所
蔵
」
と
誌
す
な
か
の
、
「
原
本
」
を
指
す
も
の
で
あ
ろ
う
。

し
か
る
に
、

次
の
ご
と
く
、
本
行
に
墨
書
し
な
が

例
え
ば
、

ら
に
、

原
本
ナ

γ

一
本
塙
本
ア
リ
・
ノ
本
ナ
シ
ハ
藍
)

も
ろ
と
も
に
今
そ
な
く
な
る
時
鳥
「
八
声
の
鳥
は
お
の
か
つ
ま
か
は
」

夏
部
別

と
下
旬
を
「
原
本
ナ
シ
」
と
朱
註
す
る
の
で
あ
る
。

一
見
、
墨
書
本
行
の
下
旬
は
元
来
械
斎
所
蔵
の
「
原
本
い
た
る
べ
き
と
判
断
さ
れ

る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
重
ね
て
「
原
本
ナ
シ
」
の
付
一
註
は
詩
し
く
、
二
種
の
「
原
本
」
の
存
在
を
も
想
像
さ
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
が
ご
と
き
錯
覚

に
さ
え
落
入
り
か
ね
な
い
の
で
あ
る
。

し
か
し
こ
れ
は
、
寧
ろ
当
時
代
一
般
の
校
訂
方
法
と
見
る
べ
く
、
そ
の
欠
落
本
文
に
対
す
る
補
訂

本
行
化
に
伴
う
補
助
手
段
と
し
で
の
付
註
と
理
解
す
べ
き
も
の
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
、
本
書
に
屡
と
所
見
す
る
「
原
本
云
と
」
の
校
記
は

つ削



全
て

l
巻
九
・
十
を
除
く
l
岡
本
保
孝
書
写
械
斎
所
蔵
八
巻
本
を
表
示
す
る
も
の
と
想
定
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
の
校
訂
者
は
、
恐
ら
く
保

孝
そ
の
人
で
あ
っ
た
ろ
う
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

か
く
右
の
所
見
に
従
い
別
註
一
覧
を
概
要
す
る
と
、
そ
の
本
文
は
第
二
類
本
文
、
就
中
、
林
羅
山
旧
蔵
本
に
極
め
て
近
似
し
、
そ
の
隣

接
す
る
一
本
た
る
こ
と
を
立
証
す
る
の
で
あ
る
。
そ
の
こ
と
は
、
叉
逆
に
右
記
の
推
定
を
確
認
す
る
こ
と
と
も
な
り
、
信
果
本
本
文
の
原

形
措
定
に
於
て
留
意
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
従
っ
て
、
こ
の
朱
註
付
記
は
前
者
の
校
合
傍
記
と
は
別
す
べ
き
こ
と
を
付
言
し
て
お
き
た
い
。

以
上
が
本
書
巻
一

i
八
に
見
る
朱
校
本
文
の
大
抵
で
あ
る
。

倍
、
右
述
の
本
文
取
捨
を
考
慮
の
上
に
、
第
二
類
本
の
中
で
最
も
相
接
す
る
松
平
忠
房
旧
蔵
本
・
林
羅
山
旧
蔵
本
と
本
書
と
の
異
同
に

っ
き
前
例
に
倣
い
概
括
し
て
ゆ
く
こ
と
に
す
る
。

ま
ず
、
既
述
の
羅
山
旧
蔵
本
解
題
に
於
け
る
と
同
様
に
、
神
宮
文
庫
A
本
の
一
覧
表
番
号
に
拠
り
、
本
書
本
文
の
欠
落
箇
処
を
示
し
、

そ
の
許
に
羅
山
旧
蔵
本
本
文
の
存
否
を
対
比
し
、

参
考
ま
で
に
既
述
第
二
類
本
!
神
A

・志
A
・
忠
本
ー
の
そ
れ
を
併
せ
付
記
す
る
こ
と
に

す
る
。
但
し
、
本
書
以
下
す
べ
て
共
通
す
る
場
合
に
は
書
名
を
省
略
す
る
こ
と
と
す
る
。
叉
羅
山
旧
蔵
本
の
朱
補
本
文
も
既
述
の
ご
と
く

別
本
補
入
で
あ
る
の
で
、
信
果
本
同
様
に
欠
落
本
文
と
し
て
対
処
し
た
。

ハ
門

l
l
(
山
調
書
「
原
本
ナ
シ
」
〉
、
!
神
A

・志
A
・
忠
・
江
本
欠
、
同
2
(
問
左
注
「
細
補
」
)
|
神
A

・志
A
本
欠
、
忠
・
江
本
細
補
、
同
3

(
問
左
注
「
細
補
」
〉
!
神
A

・志
A
本
欠
、
忠
・
江
本
細
補
、
同

5
(
別
下
句
「
原
本
ナ
シ
」
)
|
神
A
・志
A

・
忠
本
欠
、
江
本
朱
補
、
同
8
(
仰
詞

書
〉
、
向
叩
(
問
詞
書
)
、
同
日
(
間
作
者
)
、
同
M
(
凶
作
者
)
、
同
日
(
削
詞
垂
直
)
、
同
時
(
制
詞
書
)
、
岡
山
山
(
脱
歌
)
、
同
公
(
附
歌
)
、
同
辺

〈
問
詞
書
・
歌
)
、
同
お
(
側
作
者
)
、
同
お
(
附
左
注
〉
、
同
部
(
附
歌
〉
、
同
幻
〈
川
詞
書
)
、

-113ー



以
上
、
本
書
に
於
て
も
、
第
二
類
本
神
宮
文
庫
A
本
系
に
所
見
す
る
欠
落
本
文
二
十
八
ヶ
処
に
対
し
、
羅
山
旧
蔵
本
系
十
七
ヶ
処
と
共

通
し
、
そ
の
近
似
類
縁
関
係
を
提
示
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

忠
房
旧
蔵
本
・
羅
山
旧
一
蔵
本
共
に
欠
落
す
る
問
歌
!
但
し
江
本
別
本
朱
補
す
i
と
加
歌
・

m
詞
書
は
本
書
は
前
述
す
る
ご
と
く

「
古
本
・
塙
本
」
等
に
て
欄
外
朱
補
す
る
も
の
で
あ
り
、
単
に
偶
発
的
な
同
一
欠
落
本
文
と
は
認
め
が
た
い
も
の
を
も
示
唆
し
て
い
る
。

旦
つ
、

し
か
し
な
が
ら
、
羅
山
旧
蔵
本
系
と
本
書
に
は
猶
次
の
如
き
顕
著
な
異
同
が
所
見
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

そ
の
異
同
本
文
の
主
な
る
は
、
羅
山
旧
蔵
本
系
に
欠
き
本
書
一
に
存
す
る
も
の
で
あ
る
。
従
っ
て
以
下
の
例
示
は
、
羅
山
旧
蔵
本
解
題
に

於
て
掲
示
し
た
例
表
番
号
!
九
五
頁
以
下
参
照
i

に
拠
り
誌
す
こ
と
に
す
る
。

-
(
問
歌
)
j忠
本
欠
、
江
・
信
本
朱
補
、

2
〈
別
詞
書
・
歌
〉
!
忠
・
江
本
欠
、
信
本
存
、

3
(
問
詞
書
)
、

l
忠
本
欠
、
江
本
朱
補
、
信
本
存
、

4
(
加
詞
書
・
作
者
・
歌
)
!
忠
・
江
本
欠
、
信
本
存
、

5
(
協
歌
)
l忠
本
欠
、
江
本
朱
補
、
信
本
存
、

6
(
制
作
者
)
l忠
本
欠
、
江
本
朱
補
、
信

本
存
、

7
(
附
歌
・
叩
詞
書
)
i忠
・
江
本
欠
、
信
本
存
、

8
(
蜘
歌
)
l忠
本
欠
、
江
本
朱
補
、
信
本
存
、

9
(
加
歌
・
加
詞
書
)
i忠
本
欠
、
江
本

朱
補
、
信
本
存
、
日
ハ
凶
歌

-m詞
書
〉
l
忠
・
江
本
欠
、
信
本
失
補
、
日
(
胤
歌
)
|
忠
・
江
本
欠
、
信
本
存

と
、
神
宮
文
庫
A
本
に
対
す
る
羅
山
田
蔵
本
系
の
欠
落
本
文
、
如
上
十
一
例
は
其
鑑
に
本
書
の
羅
山
旧
蔵
本
に
対
す
る
比
較
対
象
項
目
と

な
る
。
土
記
略
表
に
於
て
は
羅
山
旧
蔵
本
の
朱
補
を
も
併
註
し
た
が
、
該
本
元
来
の
本
文
は
朱
補
本
文
を
欠
如
す
る
も
の
で
あ
れ
ば
、
本
書

と
同
じ
く
す
る
欠
落
本
文
は
緩
か
に
二
例
1
1
・
叩
ー
に
す
、
ぎ
ず
、

他
九
例
は
羅
山
旧
蔵
本
に
欠
き
本
音
一
聞
に
所
載
す
る
本
文
と
な
る
の
で

あ
る
。
両
書
に
於
て
は
最
も
顕
著
な
る
異
同
と
い
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。
現
時
点
に
推
す
れ
ば
、
本
書
は
羅
山
旧
蔵
本
系
の
脱
漏
本
文
を
補

う
一
伝
存
本
と

L
て
措
定
さ
れ
る
の
で
は
あ
る
が
、
前
述
の
両
本
共
通
要
因
を
考
慮
に
入
れ
る
と
、
右
の
推
測
は
そ
の
ま
ま
に
首
肯
し
が
た

く
臨
時
跨
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

し
か
し
、

一
方
又
そ
れ
を
検
証
す
べ
く
も
な
い
が
、
本
書
、
信
果
本
の
伝
写
過
程
に
は
羅
山
旧
蔵
本
系
の
脱

4
 



漏
を
補
足
す
る
が
ご
と
き
の
経
過
も
其
処
に
は
一
部
存
し
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
と
。
例
え
ぽ
、
上
例
中
、

3
・
5
・
6
・
8
・
9
、

於
て
羅
山
旧
蔵
本
に
所
見
す
る
別
本
に
拠
る
朱
補
本
文
の
ご
と
き
が
本
行
化
し
、
本
書
の
ご
と
き
本
文
を
形
成
し
て
ゆ
く
経
過
で
あ
る
。

当
然
の
事
な
が
ら
、
そ
の
逆
方
向
の
推
測
も
想
定
さ
れ
る
が
、

い
ま
暫
く
そ
の
臆
測
を
賛
言
し
て
、
と
も
か
く
も
、
両
書
に
は
か
か
る
顕

著
な
異
同
は
存
し
な
が
ら
も
、
第
二
類
本
系
に
於
て
は
、
松
平
忠
一
房
旧
蔵
本
・
林
羅
山
旧
蔵
本
の
両
本
に
隣
接
す
る
伝
本
と
、
ま
ず
如
上

欠
落
本
文
上
か
ら
設
定
し
う
る
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

叉
、
両
本
が
相
近
似
す
る
伝
本
た
る
こ
と
は
、
次
述
す
る
、
異
文
・
排
列
な
ど
に
於
て
も
類
似
叉
共
通
す
る
こ
と
か
ら
も
検
証
さ
れ
る

の
で
あ
る
。

ま
ず
、
羅
山
旧
蔵
本
の
後
を
追
い
、
本
書
歌
句
本
文
中
に
於
け
る
欠
字
・
空
格
箇
処
に
見
る
書
写
状
況
を
掲
出
す
る
と
|
羅
山
旧
蔵
本

の
用
例
箇
処
に
準
ず
る
!
、か
し

一

本

/

塙

か

し

歎

万

一

本

/

塙

本

ノ

加
第
二
句
「
な
つ
O
か
り
し
」
(
本
書
、
以
下
同
省
略
)
j
「
な
つ
か
り
し
」
(
羅
山
本
、
以
下
同
)
、
問
第
四
句
「
い
く
代
の
ー
ー
ー
」

l

「い

万

ハ

朱

補

〉

せ

一

本

/

塙

た

に

(

朱

補

)

ナ

シ

一

本

/

塙

光

に

ハ

朱

補

〉

く
世
の
口
」
、
※
悶
第
四
句
「
を
き
た
に
あ
ヘ
ぬ
」
l
「
口
口
せ
き
あ
へ
ぬ
い
、
※
制
第
二
句
「
く
ま
な
き
光
に
」
l
「
く
ま
な
き
に
口
口

に

有

け

る

(

朱

補

〉

本

〈

墨

)

た

く

ひ

な

け

れ

は

(

朱

補

)

口
」
、
※
側
第
、
五
句
「
物
に
そ
有
け
る
」
l

「
物
そ
口
口
口
元
※
蜘
第
五
句
「
た
く
ひ
な
け
れ
は
」
|
「
た
ふ
く
口
口
口
口
」
、
附
第
二

は

(

忠

順

補

)

は

ハ

朱

補

)

句
「
滝
と
い
か
に
」
l
「
滝
と
口
い
か
に
」
、

と
、
わ
ず
か
な
例
で
あ
る
が
、

そ
の
半
ば
を
特
徴
的
に
同
じ
く
す
る
が
、

さ
す
が
に
本
書
に
は
※
符
の
ご
と
き
訂
正
さ
れ
た
本
文
を
示

し
、
両
書
の
間
の
相
違
を
見
せ
て
い
る
。
あ
る
い
は
前
者
の
「
朱
補
」
の
ご
と
き
の
本
行
化
も
想
像
さ
れ
な
く
も
な
い
。

と
も
か
く
も
、
次
に
本
集
伝
本
に
所
見
す
る
顕
著
な
る
異
文
を
観
る
こ
と
に
す
る
。
右
傍
に
羅
山
旧
蔵
本
を
校
記
す
る
が
岡
本
に
見
る

朱
補
等
は
省
略
す
る
。
!
こ
れ
も
羅
山
旧
蔵
本
解
題
に
て
挙
げ
た
用
例
に
準
ず
る
、
同
処
を
参
照
さ
れ
た
い
l
。



玉

菜

た

も

と

イ

塙

1
七
夕
の
か
へ
る
あ
し
た
の
し
つ
く
に
は
あ
ま
の
川
な
み
立
や
そ
ふ
ら
ん

し
つ
く
の
た
も
と
一
本
(
朱
)

重
塙
一
本
・
原
本
(
朱
)
、
議
(
江
本
)

2
丹
波
前
司
季
一
局
の
家
に
て
女
郎
花
を
よ
め
る

一
本
・
塙
本
マ
、
(
朱
)

3
九
月
十
三
夜
法
性
寺
関
白
殿
下
に
て
よ
め
る

秋
部
抑
制
歌

同
似
詞
書

同
制
詞
書

ナ
シ
一
本
・
塙
(
朱
)
、

4
皇
后
宮
の
弘
徽
殿
に
お
は
し
ま
し
け
る
比
細
殿
に
て
人
に
物
申
け
る
に
女
房
の
う
へ
与
の
ほ
る
と
て
み
ち
見
く
る
し
と
て
し
は
し
た

お
は
じ
梼
(
朱
)

て
と
女
官
の
申
け
れ
は
た
ち
て
殿
上
の
か
た
へ
ま
か
り
け
る
を
の
ち
に
ま
い
り
や
す
る
と
ま
ち
け
る
に
見
え
さ
り
け
れ
は
か
れ
よ
り

侍
ナ
シ
〈
江
本
)

を
く
り
侍
け
る
恋
部
下

m

て
一
本
/
塙
(
朱

)

1

.

以
上
、
四
例
に
は
す
、
ぎ
ぬ
が
、

2
「
季
房
」
と
4

「
侍
げ
る
」
の
ご
字
に
異
同
を
見
出
す
の
み
で
あ
る
。
し
か
も

2
「
季
」
は
原
本

「
重
」
と
あ
り
、
異
文
に
見
る
両
本
は
殆
ん
ど
向
一
本
文
で
あ
る
。

更
に
、
両
本
の
歌
序
・
排
列
に
つ
い
て
は
、

付
夏
部

223 

225 

224 

228 

229 

226 

227 

230 

ω同
部

m
-
m
-
m
-
m、
局
釈
教

m
-
m

と
、
羅
山
旧
蔵
本
系
と
全
く
一
致
す
る
。
前
者
と
共
に
、
両
本
は
そ
の
基
底
に
於
て
は
同
系
類
本
上
よ
り
派
生
し
た
系
統
本
を
措
定
し

て
差
支
え
な
き
も
の
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

本
書
巻
一
よ
り
巻
八
に
至
る
l
葉
山
信
果
書
写
本
文
l
と
羅
山
旧
蔵
本
と
の
異
同
は
大
略
如
上
の
危
述
を
以
っ
て
尽
る
の
で
あ
る
が
、

互
の
関
聯
に
於
て
、
羅
山
旧
蔵
本
系
本
文
に
所
見
す
る
誤
脱
本
文
に
対
し
、
本
書
の
、
そ
の
訂
正
本
文
を
以
て
直
に
第
二
類
本
系
を
具

現
す
る
伝
存
本
と
俄
か
に
結
論
づ
け
る
に
は
猶
未
だ
に
踏
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
其
処
に
、
書
写
者
の
一
種
の
本
文
校
訂
の
ご
と
き
が
!
例

え
ば
「
原
一
本
云
と
」

と
し
て
本
行
本
文
化
す
る
が
ご
と
き
|
懸
念
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
が
、
現
在
の
処
、
そ
れ
を
立
証
す
る
手
懸
り
を

ハ
h
u

本目



見
出
し
て
い
な
い
。

註
四

猶
、
本
書
に
は
、
別
註
の
ご
と
き
朱
墨
両
筆
の
イ
本
傍
記
が
散
見
さ
れ
、
羅
山
旧
蔵
本
と
の
関
聯
を
示
唆
す
る
か
と
も
思
わ
れ
る
。
叉
、

些
細
な
こ
と
な
が
ら
本
書
に
散
見
す
る
勅
撰
集
の
集
付
l
朱
補
の
そ
れ
を
除
く
l
は
、
そ
の
殆
ん
ど
が
羅
山
旧
蔵
本
系
と
同
じ
く
し
、

そ
の

点
に
も
祖
系
同
類
を
暗
示
す
る
か
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

倍
、
次
に
本
書
巻
九
・
十
の
両
本
に
つ
き
、
そ
の
概
要
を
誌
す
こ
と
に
す
る
。

既
に
奥
書
の
処
に
て
記
述
し
た
ご
と
く
、
第
三
冊
尾
1
巻
八
末
j
に
、
「
此
本
欠
巻
九
以
下
今
以
古
本
補
之
附
子
後
/
此
原
本
及
古
本
並

被
斎
狩
谷
先
生
所
蔵
」
と
見
え
、
第
四
冊
尾
i
巻
十
末
ー
に
は

「
此
本
欠
巻
九
以
下
雑
部
故
以
一
古
紗
本
繕
写
/
補
入
此
藍
本
亦
係
先
生

之
蔵
」
と
、
天
保
二
年
岡
本
保
孝
の
識
諾
す
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
械
斎
儲
書
一
本
に
て
補
綴
し
た
両
巻
で
あ
る
。

此
両
巻
は
以
下
に
記
す
ご
と
く
第
四
類
本
系
に
属
し
本
類
項
と
は
別
し
て
対
処
す
べ
き
で
あ
る
の
で
、
わ
ず
か
、
そ
の
概
略
を
述
べ
る

に
と
ど
め
る
こ
と
と
す
る
。

ま
ず
、
本
書
の
欠
落
本
文
!
書
陵
部
A
本
に
対
す
る
l
の
顕
著
な
る
処
を
掲
げ
る
と
、

1 

雑
之
部
上
制
作
者

わ
き
か
へ
り
な
み
ち
ゑ
さ
そ
う
た
き
っ
せ
に
た
え
て
も
た
て
る
い
は
ま
く
ら
か
な

但
シ
忠
順
ニ
ヨ
リ
野
口
本
ニ
テ
補

阿
闇
梨

類
・
永
・
宗
本
等
欠

同
知
歌

2 

-
宗
本
等
欠
、
永
本
細
補

3 

岡
山
制
作
者

:
:
:
わ
か
身
の
う
へ
に
な
り
は
て
ぬ
:
・

類
・
宗
本
等
欠
、
永
本
細
補

修
理
大
夫
三
宮
御
製
云
と

同
忠
順
岡
本
補

類
・
宗
本
等
欠
、
永
本
細
補

雑
之
部
下
町
詞
書

同
ジ
ク
忠
順
岡
本
等
ニ
テ
補

4 

類



5 

ま
こ
と
に
や
の
り
の
は
し
よ
り
を
ち
に
け
る

同
制
唱
句

類
・
宗
本
等
欠
、
永
本
細
補

同
ジ
ク
忠
順
間
本
補

6 

イフ

く

く
_I.. 

Jつ
ま
t土
し
は
ま
くは
り
き
て
を
り

7 

殿
義
入
寺

同
:ン

ク

最岡
野 1叩
口不U

本句

ア

補

類
・
宗
本
等
欠
、
永
本
細
補

但
シ
唱
句
頭
-
一
ム
朱
符
ヲ
付
シ
朱
補
ス

類
・
永
・
宗
本
等
存

同
制
唱
句
作
者

等
が
瞥
見
さ
れ
る
。
本
書
の
欠
落
本
文

6
を
除
け
ば
第
四
類
本
の
中
で
も
群
書
類
従
本
・
間
宮
永
好
校
合
本
・
萩
原
宗
国
本
に
近
似

し
、
細
部
の
本
文
自
体
も
両
三
本
本
文
の
複
合
態
と
も
云
う
べ
き
様
相
を
示
し
て
い
る
。
そ
の
詳
細
は
第
四
類
本
各
本
解
題
中
に
て
言
及

す
る
こ
と
に
す
る
が
、
惣
じ
て
本
書
巻
九
・
十
両
巻
本
文
に
は
精
と
誤
文
が
目
に
付
く
と
こ
ろ
の
伝
本
で
あ
る
。

此
の
雨
巻
も
巻
一

i
巻
八
と
伺
じ
く
、

葉
山
信
果
書
写
の
朱
校
合
!
原
本
・
塙
本
、

一
部
堀
川
百
首
・
永
久
百
首
等
!
と
村
上
忠
順
の
追
校

i
野
口
本
・
塙
本
・
勅
撰
集
・
私
撰
集
等
j
が
傍
記
さ
れ
て
い
る
。
後
者
は
忠
順
の
追
校
な
る
を
も
っ
て
別
す
る
が
、
前
者
に
謂
う
「
原
本
」

な
る
は
何
本
を
指
す
か
の
問
題
が
残
る
。
勿
論
、
被
斎
所
蔵
の
八
冊
本
で
な
い
と
す
れ
ば
、
既
述
八
冊
本
本
文
中
に
も
所
見
さ
れ
た
ご
と

く

一
種
の
部
分
的
本
文
改
訂
の
後
、
依
拠
本
の
原
姿
を
と
ど
め
る
べ
く
、

同
じ
く
巻
九
・
十
両
巻
に
於
て
も
械
斎
所
持
古
紗
一
本
!
巻
註
五

別
註

九
・
十
両
巻
依
拠
本
ー
を
「
此
藍
本
」
、
即
「
原
本
!
一
と
記
し
て
原
態
を
表
示
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
、
と
解
し
て
お
く
こ
と
と
す
る
。

し
た
ご
と
く
「
原
本
云
と
」
の
校
合
笛
処
は
わ
ず
か
十
数
箇
処
に
す
ぎ
な
い
が
、
そ
の
す
べ
て
が
、

一
ー
塙
」
本
本
文
で
あ
る
。
と
す
る
と

信
果
依
拠
本

i
岡
本
保
孝
書
写
本
l
の
校
訂
者
は
「
塙
」
本
に
惹
れ
て
の
改
訂
で
あ
っ
た
か
と
推
測
さ
れ
る
。
既
述
巻
一
r-1
ノ
八
の
間
に
於

て
も
、
そ
の
大
略
は
同
様
で
あ
っ
た
の
が
符
合
す
る
の
で
あ
る
!
註
三
参
賎
1
0

そ
し
て
、

そ
の
校
訂
者
に
保
孝
そ
の
人
を
想
定
す
る
の

も
同
様
で
あ
る
。

叉
、
別
誌
は
「
塙
」
本
校
記
も
併
掲
し
た
が
、
こ
れ
も
五
十
余
箇
処
の
僅
少
な
る
異
向
、
が
主
で
あ
る
。

i
猶
、
「
原
本
」
、
「
塙
本
」
等
の
註

口む



記
を
欠
く
信
果
筆
朱
傍
記
が
散
見
さ
れ
る
が
、
そ
れ
ら
は
主
に
墨
書
本
文
の
誤
写
を
訂
し
た
も
の
と
認
め
ら
れ
る
l
。
そ
の
点
に
於
て
も
、
本
書
l
械
斎

所
持
古
秒
一
本
l
は
、
第
四
類
本
系
統
の
中
で
も
、
先
に
記
し
た
ご
と
く
に
、
群
書
類
従
本
・
間
宮
永
好
校
合
本
・
萩
原
宗
国
本
と
類
縁
を

な
す
本
文
で
あ
る
と
い
い
う
る
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
こ
の
椴
斎
所
蔵
古
紗
一
本
の
巻
一

i
八
の
聞
に
つ
い
て
は
、
そ
の
所
在
不
明
な
現
在
、
そ
の
実
態
は
確
認
し
が
た
く
、
本
書

当
該
部
に
施
さ
れ
た
「
一
本
」
朱
校
に
依
存
す
る
の
ほ
か
は
な
い
。
註
五
に
一
覧
し
た
か
ぎ
り
に
於
て
は
、
そ
の
過
半
が
「
塙
」
と
共
通

す
る
と
こ
ろ
か
ら
当
然
又
近
似
的
本
文
を
予
測
さ
れ
る
の
で
あ
る
が
、
二
・
三
猶
疑
問
を
提
示
す
る
処
が
所
見
さ
れ
る
。

先
ず
、
さ
き
に
掲
示
し
た
本
書
の
顕
著
な
る
欠
落
本
文
箇
処
で
あ
る
が
、
そ
の
大
概
は
「
一
本
」
叉
「
塙
本
」
を
以
っ
て
朱
補
し
て
い

る
。
且
つ
又
そ
の
朱
補
部
分
は
略
共
通
す
る
。

し
か
し
、
次
の
両
首
に
は
こ
の
朱
補
を
欠
い
て
い
る
。
即
ち

諸
の
花
く
さ
/
¥
に
さ
き
み
た
る
と
い
へ
る
事
を
よ
め
る

そ
こ
は
く
の
花
の
ひ
も
と
く
庭
の
お
も
に
を
し
の
け
た
る
は
は
ち
す
也
け
り

釈
教
問
(
書
A
)

恋
部
上
問
(
同
)

の
二
首
で
あ
る
。
当
然
の
推
定
と
し
て
両
首
は
「
一
本
」
叉
「
塙
本
」
に
不
載
の
本
文
と
措
定
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

あ
さ
ま
し
ゃ
こ
は
な
に
こ
と
の
さ
ま
そ
と
よ
こ
ひ
せ
よ
と
て
も
む
ま
れ
さ
り
け
り

v

も
っ
と

も
、
村
上
忠
順
が
信
果
本
手
沢
後
、
「
塙
本
」
も
以
っ
て
追
補
し
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
「
一
本
」
に
於
け
る
存
否
に
つ
い
て
は
厳
密
に
は

単
な
る
看
過
と
し
て
処
理
し
え
な
い
で
あ
ろ
う
。

叉
、
次
の
、

い
へ
は
け
に
花
の
み
ふ
ね
と
み
え
つ
る
は
君
か
千
と
せ
を
つ
め
る
な
り
け
り

春
部
川

と
朱
補
し
て
い
る
が
、
そ
の
対
校
本
は
「
一
本
」
な
る
か
「
塙
本
」
な
る
か
全
く
無
註
記
の
ま
ま
で
あ
る
。
「
塙
本
」
の
そ
れ
は
確
認



し
得
て
も
「
一
本
」
の
有
無
は
叉
不
明
と
い
う
ほ
か
は
な
い
。

更
に
、
詩
書
に
移
る
と
、

重
塙
一
本
/
原
本
人
ヒ
秋
の
花
を
よ
み
け
る
に
〈
類
本
存
、
本
書
欠
文
〉

丹
波
前
司
季
一
房
の
家
に
て
O
女
郎
花
を
よ
め
る
秋
部
制

一
本
/
塙
本
マ
、

す
み
か
に
霧
降
ふ
た
か
り
て
ハ
類
本
存
、
本
書
欠
文
〉

同
所
に
て
と
ふ
人
も
な
き
た
ひ
の
O
い
ふ
せ
か
り
け
る
に
:
:
:
:
・
同
部
仰

〈
以
下
五
字
本
書
ア
リ
、
類
本
ナ
シ
〉

九
月
十
三
夜
法
性
寺
関
白
殿
下
に
て
よ
め
る
同
部
制

駄

の

山

の

月

を

み

る

と

い

へ

る

事

を

よ

め

る

(

類

本

存

〉
同
部
間

イロノ、

の
四
例
は
、
傍
記
す
る
ご
と
く
信
果
本
に
欠
落
、
又
は
異
文
l

ハ
!
と
な
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
「
一
本
」
叉
「
塙
本
」
に
て
校
記
す

る
と
こ
ろ
が
な
い
。

イ
・
ロ
・
ニ
の
三
例
は
後
に
忠
順
が
「
塙
本
」

に
て
追
校
し
て
い
る
。

l
私
に
傍
記
し
た
の
は
類
従
本
本
文
で
あ
る
!
。

し
か
し
、
こ
れ
も
叉
ご
本
」

に
於
け
る
本
文
の
如
何
は
推
す
べ
く
も
な
い
。
念
の
た
め
に
、
「
塙
本
」
顕
著
な
欠
落
歌
!
ω
ω
詞
書
・

歌
、
ω
聞
は
詞
書
・
作
者
・
歌
l

の
当
該
部
は
ω
は
そ
の
上
欄
に
ご
本
及
塙
本
此
二
行
ナ
シ
」
を
同
詞
書
・
歌
二
行
に
朱
註
す
る
が
、
ω

に
つ
い
て
は
無
註
記
で
あ
る
。
こ
れ
も
先
例
問
様
に
忠
順
の
「
塙
本
ナ
シ
」

の
追
校
が
付
記
さ
れ
て
い
る
に
と
ど
ま
り
、
「
一
本
」

の
存

否
は
知
る
べ
く
も
な
い
。

以
上
、
「
一
本
」
本
文
の
原
形
は
既
に
確
認
し
が
た
き
諸
点
を
見
る
が
、
「
一
本
」
本
文
は
こ
れ
ら
不
明
諸
点
を
の
ぞ
け
ば
類
従
本
系
に

極
め
て
相
近
似
す
る
伝
存
一
本
と
推
論
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
寧
ろ
如
上
不
明
諸
点
は
校
勘
記
に
ま
ま
所
見
す
る
偶
発
的
な
看
過
に
よ
る
と

こ
ろ
と
、
そ
の
過
半
は
判
断
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

次
に
、
参
考
ま
で
に
、
「
一
本
」

の
歌
序
排
列
に
言
及
し
て
お
く
こ
と
に
す
る
。

信
果
本
に
み
る
排
列
は
、
既
述
ω
γ
ω
-
H
W
i
二
六
頁
参
照
!
の
一
一
一
例
で
あ
る
。

当
該
箇
処
の
朱
校
書
入
れ
は
、
付
に
於
て
は

m歌
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引
歌
の
各
歌
頭
に
、
「
jr
本
後
一
一
ア
リ
」
、
「
府
本
前
ニ
ア
リ
」
と
、
そ
れ
ぞ
れ
朱
書
し
、
「
一
本
」
、
「
塙
本
」

の
排
列
が
、

m
-
m
-
m
の
順
序

た
る
を
指
示
し
て
い
る
。

し
か
し
、
信
果
本
加
の
次
は
加
・

m
-
m
-
m
-
m
-
mに
対
し
、

「
塙
本
」
は

m
-
m
-
m
・

m
-
m
-
m

と
配
し
て
い
る
異
同
を
何
等
付
註
し
て
い
な
い
。
「
一
本
」
も
叉
不
明
と
い
う
ほ
か
は
な
い
。
叉
、
信
果
本
別
・
別
に
対
し

「
塙
本
」

問
の
異
同
も
付
註
せ
ず
、
同
様
に
ご
本
」

の
排
列
も
不
明
で
あ
る
。

加
歌
頭
に
「
此
歌
ト
上
ノ
寄
ト
ノ
間
空
行
ナ
シ
ト
跡
時
」
と
朱
書
し
、
更
に
加
詞
書
を
別
詞
書
の
前
半

註
六

と
合
す
べ
き
朱
線
指
示
を
付
し
、
「
一
本
/
塙
」
と
朱
書
し
て
い
る
。
要
す
る
に
類
従
本
の
排
列
を
表
示
し
、
「
一
本
」
も
叉
同
じ
く
す
る

次
に
、
信
果
本
∞
の
当
該
部
は
、

こ
と
を
印
し
た
も
の
で
あ
る
。

信
果
本
局
の
当
該
部
に
は
、

制
の
上
欄
に
、

ご
本
」
が

m
-
mの
順
序
た
る
を
誌

ご
本
此
二
行
在
/
智
恵
光
仏
上
」
と
朱
書
し
、

し
て
い
る
。
因
み
に
「
塙
本
」
は

m
-
mと
配
さ
れ
、
本
書
と
同
じ
く
し
て
い
る
。

以
上
、
信
果
本
l
巻
一

1
八
l
が
「
一
本
」
歌
序
排
列
に
つ
き
校
合
朱
書
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
記
し
た
ご
と
く
猶
確
認
未
詳
の
点
は

残
す
が
、
そ
の
排
列
に
於
て
も
第
四
類
本
中
の
群
書
類
従
本
・
間
宮
永
好
校
合
本
・
萩
原
宗
国
本
と
略
同
じ
く
す
る
伝
本
と
推
測
さ
れ
る

の
で
あ
る
。
付
言
す
る
に
、
第
四
類
本
に
於
て
も
、
上
記
排
列
に
は
各
本
間
相
互
に
異
同
が
見
出
さ
れ
、
そ
れ
も
叉
上
記
付
註
を
以
つ

て
、
そ
の
原
態
の
推
定
を
困
難
な
も
の
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

聯
か
綾
述
に
お
よ
ん
だ
が
、
本
書
|
信
果
書
写
本
|
の
依
拠
し
た
岡
本
保
孝
本
が
既
に
核
斎
所
持
の
両
系
統
本
を
合
綴
し
一
本
と
し
て
成

立
っ
た
経
過
を
も
ち
、
そ
の
問
、

「
一
本
」
、
「
原
本
」
、
「
塙
本
」
叉
「
原
本
」
の
ご
と
き
輸
と
統
一
性
を
欠
く
校
勘
過
程
を
経
た
複
合
態

ー
更
に
言
え
ば
墨
筆
本
行
本
文
に
も
補
訂
の
ご
と
き
も
予
想
さ
れ
る

i
の
書
写
本
で
あ
る
が
故
に
紛
雑
な
る
言
及
も
避
け
ら
れ
な
い
こ
と
で
も
あ

っ
た
。
と
も
か
く
も
、

か
か
る
書
写
本
が
村
上
忠
順
の
「
散
木
棄
詩
集
標
註
」
本
文
の
基
底
に
お
か
れ
、
其
後
、
野
口
道
直
本
・
塙
本 A

H
H
U
 

-
-
B
A
 

E1υ 
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(
追
校
)

-
諸
集
載
録
歌
等
の
校
合
が
施
さ
れ
て
「
標
註
i

一
本
文
の
基
本
が
形
成
さ
れ
て
ゆ
く
の
で
あ
る
。
が
、
そ
れ
は
向
時
に
忠
順
校

訂
「
散
木
棄
歌
集
」
と
し
て
、
信
果
書
写
本
の
経
過
に
加
え
複
合
改
訂
化
さ
れ
た
も
の
に
と
移
行
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
野
口
本
以
下
、

忠
順
の
校
合
に
就
い
て
は
敢
て
省
略
し
た
が
、
葉
山
信
果
書
写
本
の
実
態
を
辿
る
べ
く
煩
雑
を
避
け
た
故
に
す
ぎ
な
い
。

「
標
註
」
稿
本

の
成
立
経
過
と
し
て
後
に
一
括
す
る
こ
と
に
す
る
。

叉
、
本
書
は
「
標
註
」
第
一
次
稿
本
と
し
て
上
欄
余
白
を
主
に
行
間
を
も
ふ
く
め
た
標
註
資
料
を
捜
蒐
し
、
同
標
註
の
基
礎
的
草
稿
た

ら
し
め
て
い
る
。

「
標
註
」
第
二
次
稿
本
の
本
文
に
就
き
僅
か
に
付
ニ
一
目
す
れ
ば
、
右
記
の
校
合
経
過
の
許
に
同
本
文
は
村
上
忠
順
校
訂
本
と
し
て
編
成
さ

れ
、
第
四
類
本
、
就
中
類
従
本
に
程
近
き
形
態
に
と
改
訂
さ
れ
、
嘉
永
三
年
序
刊
本
本
文
と
し
て
転
用
さ
れ
て
ゆ
く
の
で
あ
る
。

前
者
と
併
せ
l
第
四
類
本
系
の
後
に
l
別
叙
す
る
こ
と
に
す
る
。

註

以
下
、
傍
記
校
異
部
分
(
朱
筆
信
果
、
墨
・
藍
筆
忠
順
)
を
含
め
て
掲
示
す
る
こ
と
に
す
る
。

奇
塙
(
墨
〉

散
木
奔
詩
集
第
一

冬
可
l
以
下
、
右

秋
部
、
散
木
奔
歌
集
第
四

第
一
冊

春
部
、
散
木
奇
謂
集
第
二

散
木
奔
歌
集
第
三

夏
部
、
第
二
冊

傍
校
異
一
一
「
部
」

l
一
本
/
塙
(
朱
)
・
ノ
(
藍

)
l、
第
三
冊

祝
部
・
別
離
之
部
l
右
傍
校
異
一
一
「
之
部
」

l
原
本
ナ
シ
(
朱
)

散
木
奔
歌
集
第
五

(
朱
)

-
ノ
(
藍
)
、
左
傍
校
異
一
一
「
部
」

i

一
本
ア
リ
ハ
朱
〉
、
旅
宿
部
|
「
部
恥
本
(
朱
〉
」
、
右
傍
校
異
-
一
「
蕗
旅
山
崎
(
朱
)
」
、
散
木
山
弁
歌
集
第
六

(
朱
)

悲
歎
部
・
神
祇
・
釈
教
部
!
「
部
ト
本
(
朱
)
」
、
右
傍
校
異
-
一
「
部
」
l

ナ
シ
原
本
〈
朱
)
、
散
木
奔
歌
集
第
七
恋
部
上
、
散
木
奔
歌
集
第
八
恋

ふ
吋

奔

(

墨

)

奔

(

墨

〉

・

奇

ノ

(

墜

)

部

ノ

〈

藍

〉

散
木
和
歌
集
第
九
雑
之
部
上
、
散
木
和
歌
集
第
十
雑
之
部
下
痢
長
歌
・
設
頭
司
・
混
本
帯
沓
活
折
句
奇
・
思
題
F

連耳町、

部
下

第
四
冊

と
書
写
、
校
具
さ
れ
て
い
る
。
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註

本
書
の
主
要
な
朱
筆
補
入
箇
所
の
ほ
か
に
、
細
部
に
わ
た
り
、
原
本
・
一
本
・
塙
本
の
朱
校
を
付
記
し
て
い
る
。
繁
穫
に
お
よ
ぶ
が
そ
の
全
て
を

掲
示
し
葉
山
信
果
書
写
本
の
原
形
を
湖
及
す
る
こ
と
に
し
た
い
。

i
但
し
、
信
果
本
に
は
忠
順
手
沢
後
の
野
口
本
、
叉
塙
本
の
追
校
、
書
入
れ
等
が

詳
記
さ
れ
る
が
、
除
外
事
項
で
あ
る
と
共
に
紛
雑
を
避
け
却
除
し
た

l
。
且
つ
類
本
た
る
林
羅
山
旧
蔵
本
、
略
称
江
本
本
文
を
対
照
し
脚
記
す
る
。

但
し
江
本
も
叉
別
本
朱
校
を
施
す
も
の
で
あ
る
が
当
然
の
事
な
が
ら
こ
れ
を
排
除
し
比
校
し
た
も
の
で
あ
る
。
叉
、
両
書
本
文
の
対
校
は
言
う
ま
で

も
な
い
が
、
両
書
の
原
形
た
る
墨
筆
本
文
の
み
を
対
比
し
た
も
の
で
あ
る
。
猶
両
書
の
漢
字
と
仮
名
、
仮
名
遣
い
、
活
用
語
尾
等
の
異
同
は
省
略
す

る
こ
と
に
す
る
。
そ
の
上
に
て
両
書
同
一
本
文
の
場
合
は
「
向
上
」
と
し
て
省
略
し
、
異
同
部
分
は
掲
示
の
上
に
於
て
当
該
箇
処
の
不
分
明
の
場
合

は
左
傍
に
・
符
を
付
す
こ
と
と
し
た
。
猶
信
果
本
に
ま
ま
散
見
す
る
無
註
記
朱
墨
訂
も
併
せ
収
載
す
る
こ
と
と
し
た
。
末
尾
に
、
両
書
本
文
以
外
に

所
見
す
る
本
文
上
の
書
入
れ
を
加
え
付
記
し
た
。

春
部

れ

一

本

/

塙

の

一

本

/

塙

1
調
書
(
以
下
「
詞
」
ト
略
)
:
:
:
心
を
つ
か
ふ
ま
つ
り
け
る

l
本
文
向
上
(
以
下
単
ニ
「
向
上
」
ト
略
〉
、

4
調
朔
日
朝
に
:
:
:
i
同
上
、
6
詞

を

一

本

/

塙

か

与

に

一

本

/

塙

:
:
:
か
ふ
み
の
折
敷
の
:
・

j
i
-
-
:
:
o
み
の
折
敷
の
:
:
:
、

8
初
句
さ
ほ
山
の
|
向
上
、
ロ
詞
:
:
:
心
を
よ
め
ふ
(
朱
本
行
)
ト
本
j
i
-
-
心
を
、

の

一

本

/

塙

・

も

か

す

み

(

朱

)

η
第
二
句
あ
し
み
を
駒
に
l
向
上
、
日
詞
:
・
よ
も
の
山
へ
霞
(
朱
本
行
可
〉
わ
た
り

:

1

・
ょ
口
の
山
へ

o
わ
た
り
;
、
問
団
第
五
句
立

る

ら

一

本

/

塙

申

た

り

一

本

/

塙

っ

か

は

し

け

る

一

本

/

塙

に

一

本

/

塙

と
ま
り
け
む
1
向
上
、
山
詞
:
:
:
人
の
か
た
り
け
る
返
事
に
い
ひ
け
る
|
同
上
、
初
詞
:
:
:
い
ふ
な
る
物
わ
す
る
を
:
:
:
l
向
上
、
お
第
二
・
三

な
一
本
/
塙

そ

一

本

/

塙

若

(

朱

)

お

一

本

/

塙

み

う

幻
第
五
句
あ
ら
ふ
ね
せ
り
か
!
向
上
、
加
詞
:
:
:
君
莱
を

o
く
り
て
:
:
:
l
向
上
、
担
詞
:
:
:
う

あ
た
り

叫
第
四
句
花
の
あ
り

一
本
/
塙
ナ
シ

皇
后
宮塙

む

一

本

/

稿

ゑ

一

本

/

塙

ね

一

本

/

塙

句
う
き
つ
に
は
ゆ
る

o
こ
の
う
な
を

l
向
上
、

っ
き
一
本
/
稿

一
本
/
塙

ち
に
う
つ
え
な
と
:
:
:
l
向
上
、
戸

h
d
コ
吋

qa-2肩

一
本
/
塙
ア
リ
/
古
ナ
シ

は
つ
卯
の
日
よ
め
る
ー
は
つ
卯
日
よ
め
る
、

必
第
四
句

社
の
た
ま
.えま

ti予
同塙
上
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l
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、
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第
五
句
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シ
一
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て
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け
る
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・
・
・
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か
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塙
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句
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シ
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本
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塙

せ
に
か
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る
ら
ん

l
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:
:
:
風
に
か
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れ
る
を
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-
i
l
-
-
:
:風
に
か
ほ
れ
た
る
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:
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日
詞
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:

ナ

シ

一
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ら

し
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一

本

/

塙

さ

は

ら

肝
詞
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:
:
よ
ま
せ
侍
け
る
に
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め
る

l
向
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旬
あ
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し
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i
向
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、
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第
二
句
か
せ
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i
向
上

へ
る
一
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/
塙
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と
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ふ
こ
と
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め
る

l
向
上
、
同
初
旬

せ
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え
け
る
一
本
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塙
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こ
も
れ
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i
向
上
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四
句

塙
一
本
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第
四
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一

本

/

塙

ナ

シ

一

本

/

塙
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本

/

塙

本

ノ

マ

、

花
の
さ
か
り
に

l
向
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、
山
詞
風
の
お
こ
り
て

l
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上
、
山
詞
大
弐
長
実
の
亭
に
て
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i
大
弐
長
実
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亭
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又
一
本

に

一
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/
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せ

一

本

/

塙

け

一

本
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に

て
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/
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け
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l
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、
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句
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、
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る
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本

/

塙
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シ
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本
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塙
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初
旬
春
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う
ち
は

l
向
上
、
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第
三
句
花
さ
き
て

l
花
さ
き
ぬ
、
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第
二
句
あ
か
す
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さ
ら
ん
i
向
上
、
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詞
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上
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一
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塙
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塙
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/
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所
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l
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し
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i
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句
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句

一
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本
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た
を
れ
は
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ら
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第
四
句
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に
人
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l
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:
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落
花
:
:
:
!
向
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、
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塙

し

塙
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句
空
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塙

一

本
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け
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本
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し
て
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i
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第
四
句
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と
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句
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句
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句
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岡
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叉
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句
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句
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句
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句
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司
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句
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は
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、
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句
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句
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、
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本

/

塙
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本

二

関

に

て

一

本

/

塙

き
か
ん

l
向
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、
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第
五
句
く
き
ふ
鳴
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く
き
ら
鳴
也
、
出
初
句
柴
の
庵
に

l
向
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、
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河
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御
時

o
殿
上
の
を
の
こ
と
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:
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上
、

本

/

塙

塙

ら

一

本

/

塙

ら

歎

た

ゆ

一

本

/

塙

ナ

シ

原

本

待

イ

権

一

本

別
第
三
句
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つ
ふ
ね
ば
|
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つ
ふ
ね
は
、
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第
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句
も
と
る
も
お
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し
l
向
上
、
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詞
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待
郭
公
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:
連
夜
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公
、
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大
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塙
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/
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崎
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/
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の

一
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の
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本

/

塙

師
時
:
:
:
i
向
上
、
出
詞
:
:
:
よ
み
け
る
に
!
向
上
、
お
詞
故
大
殿
の
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政
所
!
向
上
、
山
詞
:
:
:
中
宮
綱
方
に
て
:
:
:
i
向
上
、
同
第
四
匂
し
の

ね

一

本

/

潟

ね

(

朱

)

は

一

本

ひ

o
す
る
と
i
し
の
ひ
す
る
と
、
日
第
五
句
な
き
ぬ
へ
き
か
な
!
向
上
、

mを
と
せ
ぬ
は
一
五
、
、
歌
ト
加
時
鳥
云
と
歌
ト
ノ
間
一
一
「
此
苛
ト
上
ノ
豆
町

ぬ

歎

塙

せ

塙

へ

一

本

/

塙

開

一

本

/

塙

ト
ノ
関
空
行
ナ
シ
ト
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塙
本
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朱
書

i
ナ
シ
、
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第
四
句
き
な
を
の
さ
と
の
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向
上
、
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第
五
句
い
く
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な
り
と
も
|
向
上
、
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て

一

本
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塙

き

一
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/

塙
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中
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に
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句
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葉
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一
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句
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仁
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/
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塙
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句
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朱

)

あ

さ

む

一

本

制
第
三
句
ま
こ
も
草
i
ま
こ
も
草
、
同
第
五
句
玉
と
つ
ら
ぬ
く

i
向
上
、

塙

の
一
本
/
塙

雨

o
ふ
り
け
れ
は
:
:
:
i
向
上
、

担
司
q
u
三一ロ

同
初
旬

838 占

詞 E
昔ナか
・のシ・くは
ーあ原すー
ちま本 |ラ
塙う 同塙

う
歎
(
墨
〉

ひ
き
か
へ
の
こ
し
を
:
:
:
、

う
一
本
/
塙

こ
し
と
思
ふ
事
|
う
し
と
お
も
ふ
事
、
邸
調

向
第
四
句

上
、
制
第
五
句

力、

~ '--

.て主

本F
り

同
上

や
一
本
/
塙
や
イ
(
朱
)

ち
ら
し
て
き
l
ち
ら
し
て
き
、
制
第
二
句

る
一
本
/
塙

ひ
ま
も
と
め
け
り

i
向
上
、

制
第
三
句

か
一
本
/
塙

問
第
五
句
か
く
る
け
ふ
哉

l
向
上
、
問

ナ
シ
一
本
/
塙

同
詞
・
・
・
・
・
・
な
き
た
る
か
た
を
・
・
・
・
・
・

i
向
上
、

第
五
句

袖
・のに
ひ本
つ/
ら塙
ん

向
上

秋
一
本
/
塙

糊
第
五
句
よ
そ
の
夕
暮

i
向
上
、

に
一
本
/
塙

制
詞
:
:
:
四
巻
を
あ
た
り
た
り
け
る
に
:
:
:
i
同
上
、

捨
原
本

山
削
第
五
句
朽
は
て
ぬ
ら
ん
l
同
土
、

一
本
/
稿
本
ノ

に
一
本
/
塙

同
初
旬
あ
ら
ぬ
よ
ふ
|
あ
ら
ぬ
よ
に

へ
に
:
:
:
i
昔
あ
ま
う
へ
に
:

本
ノ

朽
一
本
/
塙

制
第
四
句
捨
に
し
袖
に
l
向
上
、

同
詞

の
塙

:
・
経
妙
文

o
よ
り
:
:
:
!
向
上
、

字
一
本
/
塙

わ

一

本

/

塙

我

イ

(

朱

)

二
句
ね
か
ひ
の
も
と
の
1

ね
か
ひ
の
も
と
の
、
開
詞

み
L

ら

く

一

本

/

塙

み

L

ら
く
の
一
本
/
山
崎

制
詞
:
:
:
極
楽
の
し
ま
の
:
:
:
l
向
上
、
同
初
句
極
楽
の
!
同
上
、

同
第

に
一
本
/
塙

と
し
こ
ゑ

o
け
れ
は
よ
め
る
i
向
上
、

神
祇離
別
一
本
/
塙

初
詞
悔
別
離
と
:
:
:
l
向
上
、

紛
第
三
句

や
一
本
/
塙

お
も
へ
は
く
る
し

l
向
上
、

と

一

本

/

塙

た

か

一

本

/

塙

制
初
旬
身
を
は
っ
き
l
向
上
、
腕
初
旬
お
り
の
ほ
る
!
向
上
、
同
第
四
句

つ
一
本
/
塙

籾
第
四
句
よ
み
け
む
な
へ
の
!
向
上
、

塙
一
本

-こ跡
・と二
を?
た塙
る
み
の

向

上

わ

ひ

ぬ

一

本

、

た

一

本

制
第
三
句
見
は
す
と
も
!
向
上
、
向
第
四
句
君
か
し
も
と
の
i
向
上
、

塙

山

摘

み

れ

と

も

一

本

/

塙

み

れ

と

も

(

朱

)

籾
第
五
句
吹
と
お
も
へ
と

l
吹
と
お
も
へ
は
、

858 
日司

一隠陰
本官原

毛宮本
本 j
/ 

陰
家
と

860 
詞

社社
σ〉
下

864 Vこ
第 i

句:

見米神
、ずの
5fみ}社社
わ』れ本tこ原
せー/.'~本
t土本塙_，.
14今た
同町る

ら
一
本
/
塙

:
:
い
ふ
ふ
れ
は
・
:
:
i
s
-
-
:
:
い
ら
ふ
れ
は
:
:
、

-・・・・・
1

・
・
司
・
・
・
杜
の
下
に
・
・
・
・
・
・
・
・
・
神
の
社
に
似
た
る
・
・
・
・
・
・
、

間
詞

わ
一
本
/
筏

上
、
問
詞
:
:
:
ゆ
い
か
し
て
:
:
:
!
:
:
:
ゅ
は
か
し
て
:
:
、

向
詞

も
ち

の{
・神竺

キラ

同
上

は
一
本
/
塙

同
詞
:
・
:
・
た
い
ふ
れ
て
:
・

:
i・e
・-:た

は
ふ
れ
て
・
・
・

制
第
三
句

ま
• v土ゐ
ら工
まJン
し塙

ま
し、

ら
ま t

L 
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ナ
シ
原
本

釈
教
部
|
釈
教

一
本
/
塙
ア
リ

陀
〈
校
本
記
ナ
シ
)

開
第
二
句
弥
胞
の
み
き
り
に
l
向
上
、

を
一
本
/
塙

向
上
、
同
第
四
句
わ
か
身

o
さ
へ
も
l
我
身
を
さ
へ
も
、

本
/
塙
法
イ
(
朱
)

な
れ
は

l
命
な
れ
は
、

た

一

本

/

塙

ま

せ

け

る

に

一

本

/

鳴

く

一

本

/

塙

m詞
論
義
講
し
け
る
所
に
:
:
:
l向
上
、

m詞
:
:
:
心
を
よ
め
る
|
向
上
、
同
第
三
句
み
つ
か
き
に
|

ナ

シ

原

本

ナ

シ

一

本

法

一

m詞
:
:
:
心
を
よ
め
る
l
:
:
:
心
を
、
的
詞
経
の
文
を
:
:
:
i
向
上
、
同
第
三
句
命

一

本

/

塙

ア

リ

塙

・ま

た

塙

一

本

へ

一

本

/

塙

つ
t
A

む
に
さ
へ
も
|
向
上
、
間
第
五
句
を
し

o
さ
り
せ

み
.なこ
と本
など
ら硝

ね
は

み

と
な
ら
ね
は

制
第
二
句

間
第
四
句

は
ー
を
し
へ
さ
り
せ
は
、

ナ
シ
原
本

別
詞
・
:
:
・
心
を
よ
め
る
|
:
:
:
心
を
、

一
本
/
塙
ア
リ

と
一
本
/
塙

別
第
三
句
花
な
れ
は

l
向
上
、

天
一
本
/
塙

側
詞
四
巻
経
功
徳

o
品
中
に
:
:
:
l
向
上
、

花

一

本

/

塙

ナ

シ

原

本

・

同
詞
:
:
:
功
徳
夜
光
と
云
文
を

l
:
:
:功
徳
夜
光
と
い
ふ
文
、
同
第
五
句
花
を
し
見
は
や

l
向
上
、

ア

リ

一

本

/

塙

ら

一

本

/

塙

け

る

一

本

/

塙

は

一

本

/

塙

ら

塙

同
第
三
句
も
れ
ぬ
れ
は

l
向
上
、
総
第
二
句
か
す
か
き
り
な
き
!
向
上
、
第
四
句
き
ふ
は
れ
ぬ
へ
き

l
き
ら
は
れ
ぬ
へ
き
、

一本

の
く
ま
そ
一
本
/
橋
の
く
ま
そ
〈
朱
)
と
一
本
/
塙

心
そ
い
ま
の

l
心

こ

そ

い

ま

の

、

閣

に

ま

よ

は

ん

l
向
上
、

ナ

シ

一

本

/

塙

光

に

(

朱

)

制
第
二
句
く
ま
な
き
光
に
!
く
ま
な
き
に
、

無
尋
光
仏
、

制
第
四
句

制
第
二
句

，む
の
う

.2主
J ;本 885
同ど吉I
上稿問

ふ.雪辱
第光玉
四 11/
句 T塙

同
第
四
句

つ

一

本

/

塙

心

一

本

/

塙

い

へ

る

一

本

制
第
二
句
待
へ
け
つ
れ
は
l
待
つ
け
つ
れ
は
、
制
詞
:
:
:
と
云
事
を
j
向
上
、
制
詞
:
:
:
と
云
事
を

に

一

本

/

塙

と

一

本

/

塙

よ

へ

る

塙

よ

へ

イ

(

墨

〉

も

る

一

本

/

塙

し

一

問
調
:
:
:
大
空

o
は
楽
の
音
な
ん
す
る
!
向
上
、
同
第
三
句
か
ほ
れ
る
は

l
か
ほ
れ
る
は
、
制
初
・
二
句
諸
人
は
誰
と
も
な
き

一

本

・

本

/

塙

ナ

シ

一

本

/

塙

い

は

一

本

/

塙

く

一

本

/

稿

に

l
向
上
、
卿
詞
:
:
:
鳥
の
あ
つ
ま
り
て
法
を
と
な
ふ
と
:
:
:
|
向
上
、
同
第
五
句
法
を
と
ふ
ら
ん

l
向
上
、
抑
詞
:
:
:
た
の
み
を
か
く
れ
は

か

な

ら

ず

(

校

本

記

ナ

シ

〉

か

よ

ふ

ら

し

一

本

/

塙

ひ

か

一

本

/

塙

ナ

シ

一

本

/

塙

0
極
楽
に

:
:
:
l向
上
、
鵬
第
二
句
ふ
き
ま
か
ふ
ら
む

l
向
上
、
州
第
五
句
か
さ
り
成
ら
ん

l
向
上
、
附
第
四
句
金
の
ま
砂
を
|
向
上
、
鵬
詞
・
:

と

く

一

本

/

塙

ほ

と

一

本

/

塙

陀

一

本

/

塙

・
:
み
な
法
を
は
な
ふ
と

:-ili---み
な
法
を
と
な
ふ
と
:
:
:
、
川
詞
つ
く
れ
る
仏
の
あ
り
さ
ま

:
:
:
l向
上
、
山
詞
阿
弥

o
仏
の

:
:
:
l
阿

弥

の

一

本

/

塙

の

一

本

/

塙

か

た

塙

一

本

施
仏
の
:
:
:
、
同
第
二
句
天
津
御
空
に
|
向
上
、
山
第
二
句
か
り
そ
め
こ
と
を
l
向
上
、
同
第
五
句
人
に
お
ら
る
な
j
向
上
、
問
詞
:
:
:
と
云

塙

-

本

塙

一

本

へ

る

一

本

/

塙

す

く

一

本

こ

と

を

一

本

/

塙

ぬ

み

塙

た

る

一

事
を

l
向
上
、
同
初
句
人
す
く
ふ

l
向
上
、
制
詞
:
:
:
見
た
て
ま
つ
ら
ん
と
思
|
向
上
、
同
第
二
句
蓮
の
す
ゐ
と
i
向
上
、
山
詞
:
:
:
生
ぬ
れ

-

塙

・

・

し、

ふ
台、

?こ
.りも
~J:* 
き4
L、
ふ
台、

?こ
も
?ζ 
き

/
塙
よ
め
る
!
向
上
、

本
/
塙

は
・
・
・
・
・
・
ー
向
上
、

ナ
シ
一
本
/
塙
い
ふ
塙

叩
詞
:
:
:
人
な
む
生
す
る
と
云
へ
る
:
:
:
l本
文
欠
、

-
本

919 
3司

-
・
・
・
昔
の
事
を
し

918 
5司

き
ょ
く
さ

-.:n，~二
本方塙

て

向
上
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る

一

本

/

塙

い

へ

る

一

本

/

塙

は

一

本

/

塙

す

一

本

/

塙

り
さ
と
り
を

l
向

上

、

問

詞

云

事

を
l
向
上
、
山
詞
か
の
く
に

o
か
t
A

み
の

l
向
上
、
問
詞
:
:
道
を
返
せ

o
と
い
へ
る

1
同

も

一

本

/

塙

ナ

シ

一

本

/

塙

ま

一

本

/

塙

や

へ

一

本

/

塙

'

上
、
町
第
二
句
か
け
て
し
ほ
と
を
i
か
け
て
も
ほ
と
を
、
山
詞
仏
の
御
光
・
:
:
J
l
向
上
、
同
初
・
二
句
つ
れ
ご
活
し
神
の
い
う
か
き
|
妻
子
」
ぬ
レ

み

や

こ

一

本

/

潟

ナ

シ

一

本

/

塙

み

一

本

/

塙

神
の
八
重
か
き
、
防
第
二
句
我
と
こ
や
は
に

i
我
と
こ
や
み
に
、
問
詞
一
切
の
経
の
:
:
:
!
向
上
、
同
第
四
句
き
よ
き
か
せ
き
と
i
同
上
、
制
詞

ナ

シ

一

本

/

塙

蔦

一

本

/

塙

く

一

本

/

塙

河

二

本

/

塙

れ

一

本

其
国
に
て
は
前
た
い
ら
か
に
て
た
か
く

o
ほ
な
る
所
な
し

l
向
上
、
制
詞
:
:
;
な
か
る
ふ
水
の
み
有
て
:
:
:
j
向
上
、
間
詞
:
:
:
み
な
か
く

o
な

・
な
塙
一
本

/

塙

ナ

シ

一

本

/

塙

て

一

本

/

塙

ナ

シ

一

本

/

山

崎

支

す

一

本

/

塙

ん
と
き
く
に

;
:
:
l同
上
、
同
第
三
句
け
ぬ
も
せ
す

l
向
上
、
制
詞
竜
樹
の
十
二
礼
文

l
同
上
、
同
詞
:
:
:
お
は
し
け
ん
と
:
:
:
!
向
上
、
間

光

一

本

/

塙

へ

一

本

/

塙

の

欺

(

朱

)

の

一

本

/

塙

の

欺

第
四
句
い
つ
る
日
影
に

l
向
上
、
制
第
二
句
む
か
ひ
を
の
へ

o
lむ
か
ひ
を
の
へ
の
、
川
町
第
四
句
心
ひ
ろ
さ
に
i
心
ひ
ろ
さ
に
、
問
詞
:
:
:
み

む

と

寄

せ

給

一

本

/

塙

床

一

本

/

塙

れ

一

本

/

塙

ち
ひ
か
せ
給
ち
か
ら
に
よ
り
て

:
:
:
l向
上
、
問
詞
:
:
:
阿
弥
陥
仏
の
御
か
た
に

:
:
:
l同
上
、
問
第
三
句
あ
ら
は
し
て

l
向
上
、
問
詞
か
の

に

(

校

本

記

ナ

シ

)

ま

な

一

本

/

塙

・

ゆ

二

本

/

塙

は

一

く
に

o
は
:
:
:
!
か
の
く
に
は
・
:
:
・
、
制
第
二
句
こ
と
の
み
し
け
き
!
同
上
、
同
第
四
句
名
に
た
に
い
は
ぬ
l
向
上
、
町
初
句
そ
の
く
に
ふ
|

本

/

塙

末

一

本

/

塙

も

一

本

/

塙

も

(

朱

)

は

(

朱

)

ナ

シ

一

本

/

塙

向
上
、
同
第
五
句
ま
な
ひ
や
か
に
l
末
な
ひ
や
か
に
、
問
第
五
句
し
て
は
や
す
ら
ん
ー
し
て
け
や
す
ら
ん
、
問
第
五
句
心
ち
成
け
り
l

向
上
、

と

く

一

本

/

塙

ナ

シ

一

本

/

塙

さ

一

本

/

塙

け

焔
第
四
句
こ
ゑ
に
は
つ
ら
ん
!
向
上
、
加
詞
:
:
:
仏
の
法
を
と
く
く
に
を
:
:
:
!
向
上
、
的
詞
:
:
:
光
を
ま
す

l
同
上
、
間
第
五
句
か
へ
て
さ

る

一

本

一

首

一

本

/

塙

は

一

本

/

塙

た

に

一

本

/

塙

す
か
な

l
向
上
、
仰
詞
:
:
:
十
楽
を
よ
め
る

o
l向
上
、
叩
初
旬
し
か

o
あ
れ
と

l
向
上
、
問
第
三
句
海
に
出
て
i
向
上
、
山
第
二
句
む
す
ひ
と

と

一

本

/

塙

く

な

一

本

/

塙

と

な

一

本

/

塙

る

一

本

/

塙

も

o
め
し

l
む
す
ひ
と
ふ
め
し
、
山
第
五
句
き
ふ
も
い
と
は
し

i
向
上
、
町
初
句
と
き
も
と
く
!
向
上
、
問
初
・
二
句
は
う
/
¥
も
の
ほ
ら
ん
こ
と
そ塙

る

一

本

/

塙

ナ

シ

一

本

/

山

崎

れ

一

本

/

塙

間
第
四
句
た
て
ぬ
す
か
た
に
i
向
上
、
問
詞
此
身
い
か
な
る
か
た
へ
か
を
は
さ
り
て
:
:
:
l
向
上
、

へ
ゆ
か
ん
と
す
ら

一

本

道

一

本

/

塙

l
向
上
、
同
第
四
句
仏
の
く
に
や
i
向
上

た

一

本

/

塙

れ

一

本

/

塙

も

一

本

/

塙

向
第
句
ま
ち
け
る
し
か
の
お
は
さ
し
て
i
同
上
、
同
第
四
・
五
句
お
り
は
ぬ
か
た

よ

そ

一

本

/

塙

の

一

本

/

塙

ん

、

・

身

の

あ

り

さ

ま

に

ま

か

ふ
1
1
向
上
、
問
初
旬
身
の
ほ
と
を
!
向
上
、
問
詞

へ
一
本
/
塙

向
上
、
同
第
五
句
と
な
み
し
も
す
る
ー
と
な
へ
し
も
す
る
郎
第
句

Of土

す工
れア 981
と塙詞
も

ゆ
・はか
んす
と/
す塙
ら
ん

お
も
は.
ぬ
方

力、

く
る」念
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本

/

塙

み

一

本

/

塙

よ
す
|
向
上
、
問
詞
思
事
の
し
た
か
ふ
み
な
れ
は
:
:
:
l
向
上
、

こ

と

一

本

/

塙

と

一

本

/

塙

る
な
る
を
:
:
:
|
向
上
、
同
初
旬
い
か
に
/
¥
o
j向
上
、

つ
一
本
/
塙

句
せ
ち
り
も
す
た
も
l
向
上
、

君
か
一
本
/
塙

側
詞
極
楽
の
か
た
は
し
に
た
ち
た
に
ま
い
り
:
:
:
|
向
上
、
同
詞
:
:
:
お
ほ
ゆ

ナ

シ

一

本

/

塙

え

し

一

本

/

塙

問
詞
後
世
の
事
と
も
:
:
:
l
向
上
、
同
第
四
句
な
き
も
た
ゆ
れ
と
|
同
上
、
則
第
二

風

に

一

本

/

塙

し

一

本

/

塙

井

一

本

/

塙

井

イ

(

墨

〉

抑
詞
:
:
:
舟
な
と
に
乗
て

o
ゆ
ら
さ
る

t
A
i
-
-
-
1向
上
、
同
第
二
句
あ
ら
れ
か
さ
き
に
l
あ
ら
れ
か
さ
き
に
、

の

一

本

/

塙

と

一

本

一

れ

一

本

/

塙

郎
詞
:
:
:
女
な
と

o
後
の
世
の
こ
と
な
れ
と
:
:
:
i
向
上
、
同
詞
:
:
:
と
き
/
¥
も
思
入

o
て
:
:
:
|
向
上
、

な
れ
と
ナ
シ

お
一
本
/
塙

か
み
に
は
真
言
の
文
字
を

o
き

o
よ
め
れ
は
:
:
:
|
向
上

て塙

同
第
五
句

く
一
本

こ
の
も
し
み
思
ふ
|
同

と塙

上
、
則
詞

-のら 995
・む竺詞
と本 r 恋
な/豆部
み塙史中上

tF 謡と
白中本

Z F4 

向
上

附
第
三
句

遇
一
本
/
塙

仰
詞
初
逢
恋

l
向
上
、

さ
塙

か
な
し
き
は
|
向
上
、

一
本
/
塙
一
本

1000 
第
四
句

今
朝
し
も
し
・めぬ

るつk
I/. 
同病
上

1001 
H司

過遇
不工
逢ア
恋、塙

向
上

制
第
二
句

-こう

?香
里詰

同
第

句

な
ふ

・7こま
く一
本
り/
|塙
向
上

川
作
者
を
ん
な
争
本

は

一

本

く

ま

の

一

本

あ

さ

川
第
五
句
袖
も
ぬ
る
ら
め
!
向
上
、
山
第
三
句
は
む
駒
も

l
向
上
、
山
第
二
句
ま
を
の
秋
は

l

塙

l

つ

塙

一

本

ふ

さ

一

本

/

塙

の

恋

一

本

/

同
第
五
句
を
く
る
君
哉
|
向
上
、
川
第
二
句
し
つ
の
た
も
と
に
l
向
上
、
山
詞
夏
口
の
心

さ
一
本
/
塙

J

い
へ
る
一
本
/
塙
一
本

附
詞
:
:
:
く
せ
/
¥
し

o
な
ん
た
く
ひ
な
き
と
:
:
:
|
向
上
、
山
詞
:
:
:
は
ら
た
つ
と
云
る
事
を
よ
め
る
|
同
上
、
同
第

と
一
本
/
塙

l

い
ふ
塙

り
一
本
/
塙

み
な
く
ふ
る

l
向
上
、

い
一
本
/
塙

附
詞
:
:
:
口
ひ
っ
か
は
し
け
る
(
口
柏
ミ
不
明
書
体

)
l向
上
、

-135-

(
本
行
ナ
ル
モ
対
校
本
ニ
ヨ
ル
朱
補
入
〉
i
ナ
シ
、

塙
ナ
シ
原
本

を
よ
め
る
|
夏
恋
の
心
を
、

一
本
/
塙
ナ
シく
一
本
/
塙

二
句
と
か
は
に
う
え
の
l
向
上
、

塙
一
本

/
塙
る
し
ほ
を

l
う
ち
さ
与
し
あ
ら
ふ
る
塩
を
、

た
ち
一
本
/
塙
一
本
ら
一
本

間

第

四

句

山

第

三

・

四

句

う

ち

さ

ら

し

あ

く

ふ

i

・

・

塙

・

や

一

本

/

塙

す

一

本

/

塙

し

塙

う

敷

町
第
二
句
ふ
ち
の
ま
ろ
ね
は
l
向
上
、
間
初
旬
文
見
ぬ
と
l
向
上
、
第
三
句
う
た
れ
め
の
!
こ
た

ら
一
本

て

一

本

/

塙

旧

一

本

/

塙

ら

塙

よ

め

る

一

間
第
二
句
さ
や
た
に
た
を
る
|
向
上
、
問
詞
恋
催
遠
意
を
:
:
:
!
向
上
、
間
第
三
句
あ
た
へ
し
を

l
向
上
、

m詞
:
:
:
と
て
0

0

0

ー

ナ

シ

一

本

/

塙

l

た
一
本

l

さ

一

本

/

塙

へ

き

一

本

/

塙

恋

一

本

/

塙

も

一

本

間
第
三
句
あ
た
り
す
る

l
あ
さ
り
す
る
、
第
五
句
人
め
も
る
ら
ん
|
向
上
、
附
初
句
わ
ひ
し
と
も

l
向
上
、
同
第
四
句
筆
の
を
よ
は

待

人

一

本

/

塙

君

一

本

/

稿

ナ

シ

一

本

/

塙

ナ

シ

一

本

/

塙

人
の
ま
っ
と
:
:
:
l
向
上
、
第
三
句
人
ま
っ
と
!
向
上
、
附
詞
:
:
:
御
か
へ
り
も
な
き
は
・
:
:
:
:
人
の
返
し
に
つ
か
は
し
け
る
|

間
初
句

ゃ
う
ら
や
み 4

・の二
|本
同ど
上碕

れ
め
の
、

|宅
同/
塙
上

ん毛
向
上

K
N
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ー
向
上
、

れ

一

本

/

塙

れ

に

イ

(

墨

〉

句
人
は
わ
す
れ
て
l
人
は
わ
す
れ
て
、
間
第
一

に
一
本

1

ひ

一

本

/

塙

す

一

本

/

稿

い
ち
か
さ
雨
に

i
ひ
ち
か
さ
雨
に
、
向
第
四
句
さ
ほ

o
と
は
い
は
ん
j
向
上
、
蹴
初

ナ
シ
一
-
本
/
塙

l

し
つ
一
本
/
塙

!
向
上
、
同
第
二
句
か
へ
し
と
思
ひ
し

l
か
し
つ

く
一
本
/
塙

問
第
句
き
し
に
も
か
ふ
る
!
同
上
、

上、 と
思
ひ
し
、

け
る
一
本
/
様

。
人
の
あ
ま

附
第

の

一

本

/

塙

・

た
o
人
に
物
申
と

l
向
上
、
制
第
五
匂
う
き
ふ
し
ゃ
あ
る
と
!
向
上

ー

す

塙

一

本

へ

た

つ

一

本

/

塙

く

塙

一

本

句
た
つ
ぬ
れ
は

i
向
上
、
制
第
五
句
た
ち
は
は
っ
と
も
i
桁
は
は
っ
共
、

1090 宏、
墾 .2
2 ・は孟
HJ ・しぶ

七 ・のみ
タJ ・こ:;
の竺・まy
l本・ふ塙
同ζ・み
上稿朽

1091 や
第向
上

附

詞

七

月

七

日

o
寄
織
女
恋

ー

に

一

本

/

塙

の
一
本
/
塙

句
た
の
め
し
こ
と
を
忘
ね
は
l
向
上
、

な
一
本
/
塙

附
詞
物
申

く

か

一

本

く

一

本

問
第
一
一
四
句
た
の
み
に
て
わ
り
さ
へ
む
ね
を

l
向

-
な
く
塙

も
一
本
/
塙

別
第
二
句
人
を
つ
ら
し
と
!
向
上
、
四
詞
た
か
ひ
て
あ

句
せ
た

に
一
本
/
塙
に
歎
(
墨
)

問
第
二
句
袖
は
な
み
た
の
l
袖
は
涙
の
、
附
第
二
句、

了を 1076
1か詞
r、
1082き
目司

上
、
即
第

九
山
第
一
ニ

塙

i

と
一
本
/
稿

向
上
、
附
詞
御
ま
へ
に
い
と
ま
ふ
た
か
り
で

塙
一
本

か

よ

ひ

一

本

/

塙

ナ

シ

一

本

/

塙

、

の

か

り

一

本

/

塙

斗

哉

塙

一

本

今
夜
こ
し
!
同
上
、
問
詞
十
月
斗
に
人
に
つ
か
は
し
け
る

i
十
月
斗
に
人
か
り
つ
か
は
し
け
る
制
第
五
句
見
す
る
は
ち
哉

l
向
上
、
防
詞
か

は

ら

に

一

本

/

塙

遇

一

本

/

塙

ナ

シ

一

本

/

塙

は

一

本

た
/
¥
無
名
た
ち
て

:
:
:
i向
上
、
問
詞
過
不
逢
恋

l
向
上
、
問
第
四
句
つ
み
せ
は
や
人
に
j
み
せ
は
や
人
に
、
州
第
三
句
い
き
も
あ
へ
す

i

に
塙
一
本

1

1

・

/

塙

母

一

本

/

塙

か

け

一

本

/

塙

そ

一

本

向
上
、
紛
調
物
申
け
る
人
の
舟
に

:
:
:
l物
申
け
る
人
の
母
に
:
:
;
、
附
調
:
:
;
と
て
申
っ
か
は
し
け
る

l
向
上
、
同
第
四
句
う
ら
み
て
も
ふ

橋
一
本

/

塙

そ

歎

(

墨

〉

菊

原

本

・

/

¥

一

本

/

潟

た

り

一

本

/

塙

る
!
う
ら
み
て
も
ふ
る
、
附
第
三
句
葛
な
れ
や

l
向
上
、
同
第
四
句
夜
な
ら
く
れ
と
l
夜
な
/
¥
く
れ
と
、
問
詞
:
:
:
と
い
ひ
っ
か
は
し
け

i

一

本

/

橋

本

ノ

よ

ひ

塙

一

本

ナ

シ

原

本

さ

一

本

/

塙

一

本

れ

は

叩

詞

・

恋

の

心

を

よ

め

る

i
:

、
問
第
句
か
そ
ふ
ら
ん

l

-

一

本

/

塙

ア

リ

ま
ひ

な
ら
ひ
・をナ
せシ
さ;;
せ〆ン
け塙
れ
は

同

上

、

仰

詞

文

塙
っ
か
は
し
け
る
一
本

女
に
か
は
り
て
0

0

0

0

o

i
向
上
、
同
第

向
上

21些
は刊

し人
たを
りう
けら
るむ
oに・るナ
返玉とシ
事;; I.t<; 
:塙へy
る塙
dむ
を

同
1080 上
第

句

ぁ句
はや
ふま
やひ
なとこ
I ;玉塙もを
用よ l五
ム問や

円
ベ
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向
上

-
恋
の
心
を

句

そ

一

本

/

塙

れ

一

本

/

塙

句
な
と
い
な
む
や
の

l
向
上
、
問
第
五
句
な
か
し
て
そ
ふ
る
j
同
上
、

も

り

一

本

/

塙

こ

塙

は
た
っ
せ
り
l
向
上
、
同
第
五
句
な
つ
む
し
ろ
か
な
!
な
つ
む
比
か
な

怒
一
本た
り
一
本
/
塙

・申

o
け
れ
は
:
:
:
i
同
上
、

隔

一

本

/

協

す

ら

ん

塙

一

本

問
詞
摂
月
恋
i
向
上
、
附
第
五
句
す
ま
し
と
成
ら
は
!
同

ん
一
本
/

る

一

本

/

塙

た

て

一

本

/

塙

、
開
第
三
句
こ
ほ
れ
と
も
i
向
上
、
制
初
句
春
く
れ
は

l

/
¥
一
本
/
塙

悦
詞
男
か
れ
し
に
:
:
:
j
男
か
れ
/
¥
に
、
同
初
旬



句

れ
と
一
本
/
塙

し
ふ
と
も

I
向
上

.L 
-てよ
悲表
L5 

Tlm 
Z 箸
そ間

悲
き

、

間
第

も
我
一
本
/
塙

附
第
句
名
こ
そ
の
せ
き
は
か
る
こ
ふ
る
1

向
上

に

一

本

/

塙

こ

じ

ろ

へ

一

本

/

塙

五
句
や
は
か
け
た
る
は
日
比
へ
よ
と
や

l
向
上
、
川
第
三

は
一
本
/
橋

間
第
四
句
た
ま
/
¥
き
て
も
|
同
上
、
四
第
四
句

句

も
一
本
/
塙

同
第
四
句
後
世
ま
て
と

l
向
上
、

る
一
本
/
塙

も
定
め
し
、
出
第
二
句
か
り
ほ
と
も
な
く
i
同
上

一
本
/
塙
る
裳
一
本
/
塙

女
の
き
ひ
と
い
ふ
物
を
を
き
た
り

如
シ

)
l君
ま
っ
と
、
同
第

玉
も
(J) 

床bこ
・(J)ー
ムラ主
主塙字
、ど 1157
て詞
台、

り

は
ら

人

の

こ

の

こ

・

l
向

上

、

問

詞

そ

の

か

た

o
に

こ

一

本

/

塙

ま

一

本

/

塙

こ
o
の
っ
と
ひ
た
る
所
を
|
向
上
、
同
初
旬
君
さ
っ
と
(
但
シ
万
ノ
誤
写
ノ

ま

一

本

/

塙

は

イ

(

朱

)

め

一

本

/

塙

句
入
江
の
あ
し
の
|
向
上
、
山
初
・
二
句
侶
つ
ふ
も
た
の
み
た
に
せ
よ
i
向
上
、

を
一
本
/
塙

一
、
問
第
四
句
あ
く
と
も
け
さ
は

l
向
上
、

m初
旬
と

も
し
ら
へ
一
本
/
塙
あ
一
本
/
塙

四
句
も
ら
し
か
へ
こ
ま
に
か
は
ね
は

i
向
上
、

m第
五

塙
一
本

l

紐
一
本
/
塙

ド
し
き
の
袖
は

l
向
上
、
問
第
五
句
身
を
か
は
し
っ

う
一
本

句
一
仮
に
く
つ
る
|
向
上
、
同
第
四
句

そ
へ
塙

猶
一
本
/
塙

、
町
第
二
句
名
を
ぬ
れ
き
ぬ
と
j
向
上
、
山
第
三
句

ら

一

本

/

塙

磯

一

本

/

塙

い
は
れ
さ
り
け
り
l
向
上
、
山
第
二
句
鵜
の
す
む
石
に
|
向
上

塙

一

本

!

と
一
本
/
塙

句

o
な
ふ
れ
と
ー
と
な
ふ
れ
と

上を
01ま

1150 ろ芸
初にY
句あ塙

あた
し

さ て
を 1

5て中
占ラlJ
長塙第

五
同句
第

、

ろ
o It 1152 
い三初
かア句
な稿
る
事

か せ
塙

お
ろ
さ
れ
て
l
向
上
1146 
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泉
一
本
/
塙

宗
家
に
て

恋
部
下
か

さ

プ

本

/

塙

不

一

本

/

橋

山
第
二
句
風
な
か
れ
す
る
j
向
上
、
山
詞
思
ち
一
百
l
思
不

を

-

本

/

塙

一

本

ね
は
l
向
上
、
問
第
五
句
や
つ
れ
て
そ
を
る
l
向
上
、
問
第

-

み

塙

1

八
条
の
泉
家
に
て

か

は

-

本

/

塙

か

は

イ

や

一

本

/

塙

言、

m第
五
句
あ
さ
衣
と
は
l
あ
さ
衣
と
は
、
問
初
一
旬
し
る
し
あ
れ
よ
竹
の
ま
ろ

-

塙

一

本
ら
一
本
/
塙

っ
か
の
ま
た
に
や

l
向
上
、
防
詞
八
条
の

こ
一
本
/
塙

み
さ

o
ゐ
る

l
み
さ
こ
ゐ
る
、

句

間
第
三
句
け
る
か
な
一
本

ー
向
上
、
同
第
五
句
思
ひ
出
る
に
l
向
上
、

稿

た
一
本
/
塙

し
け
み
に
す
ふ
く
1
し
け
み
に
す
た
く

1116 
詞

へ・はず
る んー
と宅
玄塙
'̂' 
る
事
を

同
上、

ふ
-
本
/
塙

ふ
与
き
し
て

l
向
上、

同
第
五
句

人

ヵ、
は
り心
てち
ょナこ

め三そ
塙る本・せ-lt
| ・ね竺
同|本
上向
、上

1118 
第 1110
四詞
句

し、

も
せ

そを・
-7，J.二
本へ

塙?
同
上

1120 
第

、

、ー・

ひ
思
ひ

あ
り宇
・たた
.ま士
'̂'万

と橋
し、



る
一
本
/
塙

tAi向
上
、

塙
一
本

m山
ヰ
吋

1
l
a
-
-
ロ

ー

と
一
本
/
塙

い
や
し
き
を
い

o
ふ
i

い
や
し
き
を
い
と
ふ
、

山
第
五
句

は
一
本
/
塙

お
ち
さ
ら
め
や

o
l
お
ち
さ
ら
め
や
は
、

1188 
詞

ノ、

条
0の
に，_.一一-

正宅
て塙

る
一
本
/
塙

悶
初
旬
は
な
/
¥
と
l
同
上
、

れ

一

本

/

塙

ら

(

朱

訂

〉

恨

一

本

/

塙

上
、
山
詞
:
:
:
っ
か
う
ま
つ
り
け
る

l
同
上
、
向
初
旬
う
ち
や
ま
し
i
う
ら
や
ま
し
、
山
詞
:
:
:
人
を
う
ら
む
る
と
:
:
:
I
向
上
、

を

一

本

/

塙

久

し

き

一

本

/

鴇

の

一

本

/

塙

共

一

本

/

塙

し
ら
と
り
も

i
向
上
、
問
詞
:
:
:
く
し
て
恋
の
心
を
l
同
上
、
加
詞
:
:
:
経
忠

o
八
条
の
家
:
;
:
l
向
上
、
加
詞
:
:
:
公
有
障
恋
と
:
:
:
l
同

i

塙
一
本

ひ

山

崎

一

本

、

は

(

墨

)

の

一

本

/

塙

さ

一

本

/

塙

つ

一

上
、
同
第
四
句
人
の
て
ま
を
も
i
人
の
て
ま
を
も
、

m第
三
句
あ
し

o
音
を
l
向
上
、
出
第
四
句
き
も
身
を
と
を
る

l
向
上
、
加
第
三
句
い
へ

本

/

塙

き

心

哉

イ

(

朱

)

え

け

一

本

/

塙

え

け

る

イ

(

墨

)

も

一

本

/

塙

し
か
な

i
同
上
、
山
第
五
句
な
く
て
く
ら
し
つ

l
向
上
、
山
第
五
句
見
ゆ
な
る
物
を

l
み
ゆ
な
る
も
の
を
、

m初
句
こ
ひ
す
と
て

i
向
上
、

馬

一

本

/

塙

に

一

本

/

塙

の

一

本

/

塙

寄
鳥
毛
恋
:
:
:
l
向
上
、
同
第
二
句
を
く
ろ
わ
た
て
る
l
向
上
、
出
詞
:
:
:
経
忠

o
八
条
の
:
:
:
l
向
上
、
問
詞

/

腐

て

一

本

/

塙

は
し
た
て
と
・
:
:
・
・
:
:
・
・
:
を
く
り

o
侍
け
る
i
み
ち
み
く
る
し
と
て
し
は
し
た
て
と
:
:
:
・
:
:
・
・
・
・
を
く
り
け
る
、

は
し
塙

二
本
/
塙

か
た
を
し
ら
ね
は
、

-

1

・
・
・
・
・
・
六
条
の
家
に
て
・•• 

同
第
四
句
つfこ
可冒

I~-"'..ザコ

本字墓
75訂
せ)

な
y ょ

た
イコ

な
き
せ
な
そ

1191 
両司

隔
一
本
/
塙

障

本

夫

恋

i
同

加
第
三
句

1231 
第
五
句

宿跡
もー
さ本

存急
死〉

す

同
上

わ
ル
コ
吋

作
/
世
吋
}
一
』
ロ

ー

あ
る
所
を

ザ〉

お
け
れ
.とは

:本
:〆
I塙
同
上

同
第
五
句 J

千井かち
種杭たみ
に玉・をも く
カミ/ しーる
斗塙ら宅し
る ・れ塙・とす
| ・はれ・てこ 1225
当 !すおし本 百司

m第
二
句

該
歌
欠
、

山
第
四
句

ペコ
ゐ

・えは

と二
けア
て塙

向
上

以
下
、
巻
九
・
十
の
両
巻
は
記
し
た
如
く
に
、
本
書
は
別
系
統
本
に
拠
る
補
綴
た
る
に
つ
き
省
略
す
る
。
但
し
、
本
書
!
葉
山
信
果
書
写
部
分
に

所
見
す
る
本
集
本
文
以
外
の
書
入
れ
に
つ
き
掲
示
し
、
江
本
と
の
関
聯
の
参
考
に
供
す
る
と
、

ー
万
云
引
一
叶

石
見
ノ
海
ウ
ツ
タ
ノ
山
ノ
木
ノ
マ
ヨ
リ
我
フ
ル
袖
ヲ
イ
モ
ミ
ツ
ラ
ン
カ
ト
一
一
一
句
春
部
九

ス

ト

ハ

江

)

ヨ

(

江

)

ヘ

ス

(

江

)

ワ

レ

ハ

江

)

ハ

(

江

)

ア
ラ
タ
マ
ノ
末
戸
カ
竹
カ
ギ
ア
メ
ニ
ユ
リ
モ
イ
モ
シ
ミ
エ
ナ
ハ
我
コ
イ
メ
ヤ
モ
ト
一
川
崎
本

天
飛
ヤ
軽
ノ
社
ノ
斎
槻
イ
ク
ヨ
ア
ル
へ
キ
ア
タ
シ
マ
ツ
リ
モ
ト
バ
域
格
釈
教
山

江
本
問
、
第
一

-
一
一
類
本
略
同

2
万一五

夏
部
制

江
本
略
向
、
第
二
類
本
略
同

3
万
十

江
本
ナ
シ
、
第
一
類
本
及
第
二
類
本
中
、
神
A

-
志
A
両
本
ハ
第
三
句
以
下
一
一
「
斎
槻
云
と
」
ノ
句
ヲ
本
行
ト
ス
、
他
本
ハ
江
本
ト
向
シ
ク
シ
書
入
レ
ナ
シ
、
神
A
・
志
A
本
ヲ
除
キ
、
本
文
ハ
、



あ
ま
と
ふ
や
か
り
の
や
し
ろ
に
身
を
な
し
て
い
は
ひ
し
つ
き
の
さ
か
へ
て
そ
み
る

ト
訂
セ
ラ
レ
、
以
下
第
三
・
四
類
本
本
文
ト
シ
テ
定
着
ス
ル

ノ

(

江

〉

チ

ハ

江

)

テ

(

江

)

タ
マ
タ
レ
ノ
コ
ス
ノ
寸
鶏
舌
-
一
イ
リ
カ
ヨ
ヒ
キ
ネ
タ
ラ
チ
ネ
ノ
ハ
、
ヵ
ト
ハ
サ
ハ
ヤ
ト
カ
セ
ト
マ
ウ
サ
ン

一
本
塙
本

並
ニ
ナ
シ

恋
部
川

江
本
略

4
万
云

問
、
第
一
・
二
類
本
略
同

の
四
項
で
あ
る
。
そ
の

3
を
除
け
ば
第
二
類
本
に
共
有
す
る
書
入
れ
で
あ
り
、

1
・
4
は
第
一
類
本
と
も
同
じ
く
し
、
本
書
が
本
文
上
に
於
て
右

に
掲
示
し
た
如
く
極
め
て
特
徴
的
に
江
本
と
相
隣
接
す
る
と
同
じ
く
、
こ
れ
ら
書
入
れ
も
叉
単
な
る
移
写
に
よ
る
も
の
で
な
い
こ
と
が
検
証
さ
れ
る

の
で
あ
る
。
右
記
の

3
は
付
註
し
た
ご
と
く
、
第
一
類
本
・
第
二
類
本
付
の

ωと
同
制
系
以
下
を
わ
か
っ
本
文
上
の
異
同
|
恐
ら
く
他
本
に
拠
る
改

訂
に
於
て
惹
起
し
た
残
津
で
も
あ
ろ
う
か
|
の
問
題
と
し
て
対
処
す
べ
き
事
柄
と
想
定
さ
れ
る
。

註

註
二
と
同
じ
く
本
書
巻
一

1
八
に
所
見
す
る
「
原
本
云
t

」
の
校
記
箇
処
を
掲
示
し
、
脚
下
に
林
羅
山
旧
蔵
本
の
本
文
を
対
比
し
た
。
註
三
の

場
合
は
、
本
書
に
付
す
、

一
本
・
塙
本
・
野
口
本
の
付
校
も
併
掲
し
、
所
謂
「
原
本
」
と
の
異
同
比
較
の
一
端
を
表
示
す
る
こ
と
と
し
た
。
叉
、
羅

山
旧
蔵
本
に
於
て
も
参
考
ま
で
に
同
書
朱
校
を
併
記
し
た
。
所
掲
本
文
中
の
ム
符
は
本
書
「
原
本
」
と
の
異
同
部
分
で
あ
る
。

春
部

超
原
本

山
詞
書
(
以
下
「
詞
ト
略
記
ス
)
尋
花
越
山
i
尋
花
超
山
、

塙

第
四
句

花
さ

ーきh
本τ鼠
I .本
望花:

23 
.ばミ

原
本
・
ノ
ナ
シ

山
詞
か
へ
し

I
欠
、
同

一
本
・
塙
ア
リ

に

原

本

・

ノ

は

原

本

と

(

朱

)

い
そ
し
の
み
ね
を
|
い
そ
し
の
峰
に
、
出
第
二
句
た
を
れ
と
ち
ら
ぬ

l
た
を
れ
は
ち
ら
ぬ
、
山
第
四

一

本

・

塙

本

マ

、

.

塙

本

マ

、

一
本
ア
リ

(
朱
補

)
J
d
y刷
ナ
シ
|
家
綱
、
間
詞
堀
河
院
の
御
時
:
:
:
|
堀
一
河
院
御
時
:
:
:
、
胤
詞

原
本
・
塙
ナ
シ

望

原

本

暮

(

朱

)

ナ

シ

原

本

間
詞
:
:
:
旅
中
春
暮
と
:
:
:
|
旅
中
春
望
と
、
山
詞
:
:
:
心
を
よ
め
る

i
心
を
、
同

一

本

・

塙

本

ノ

・

一

本

・

塙

本

ノ

ナ
シ
原
本

山
詞
:
:
:
さ
く
ら
を
み
て
よ
め
る
|
:
:
:
さ
く
ら
を
み
て
、

一
本
・
塙
ア
リ

山
第
四
句

も
原
本

句
ひ
と
り
や
苔
の
|
ひ
と
り
や
苔
の
、
間
作
者
家
綱

一
本
・
橋
本
マ
、
ム

ナ
シ
原
本

加
賀
守
顕
輔
の
も
と
に
て
・
-
-
-
-
-
|
加
賀
守
顕
輔
も
と
に
て
、

一
本
・
塙
ア
リ

も
原
本
・

第
五
句
春
は
暮
ぬ
る
l
春
も
暮
ぬ
る
、

一
本
・
塙
本
ノ
、
け
一
本
・
塙

夏
部

-139ー



191i 
初
句

寸

く

ら

ーたを
宇tこ寒
塙|
本さ
ノく

ら
・谷

ナ

シ

原

本

待

イ

・
・
・
連
夜
待
郭
八
ム
|
-
.
，••• 

連
夜

o
郭
去
、

一
本
・
塙
ア
リ

ナ
シ
原
本

へ
を
よ
め
る
l
:
:
:
み
な
月
は
ら
へ
を
よ
め
る

一

本

・

山

崎

と

と

〉

秋
部

超
原
本

初
詞
夏
日
越
関
1
夏
目
超
関
、

一
本
・
塙

日
司

q
'
B
三
日
目

別
詞
:
:
:
み
な
月
は
ら

む

原

本

・

ノ

て

歎

制
初
句
あ
ひ
見
て
は

i
あ
ひ
見
ん
は
、

一
本
・
橋
本
ノ
マ
、

た
原
本
・
ノ
お
ひ
(
朱
)

制
第
一
ニ
句
お
ひ
に
し
て
!
た
ひ
に
し
て
、

一
本
・
塙
本
ノ
マ
、

露

原

本

に

原

本

山
詞
萩
花
廃
風

l
萩
露
廃
風
、
山
詞
:
:
:
殿
上
人
と
秋
花
を

:
:
:
l殿
上
人
に
秋
花
を
:
:
:
、
山
第
三
句
む

一
本
・
塙
本
ノ

-

t

一
本
・
塙

原

本

ナ

シ

た

に

原

本

ナ

シ

原

本

・

ノ

山
詞
松
虫
を

i
松
虫
、
印
刷
初
旬
露
に
さ
へ
!
露
に
た
に
、
蛸
詞
:
:
:
き
ふ
て
よ
め
る

i
開
て
、

一

本

・

塙

ア

リ

一

本

・

塙

本

ノ

・

・

一

本

・

塙

ア

ワ

の
一
本
・
潟
、
に
ナ
シ
原
本

側
詞
四
条
宮
扇
合
に

i
四
条
宮
扇
合
、

一
本
・
塙
ア
リ

つ殿
るるカー下原

正れま干に李
.と塙下、ン
塙|ア:・
す作 リ:ノ

つ 1
.か手間
れら正殿
と'-'vこ
、て

蓑
原
本
・
筏
一
本
・
j

m詞
丹
波
前
司
季
一
房
:
:
:
i
丹
波
前
司
重
房
:
:
:
、

一
本
・
橋
本
ノ
マ
、

山
詞
同

口
原
本

側
詞
夜
深
開
鹿
!

一
本
・
塙
本
ノ

山

風

原

本

し

・

れ

原

本

れ

イ

夜
深
関
鹿
、
制
詞
鹿
の
こ
ゑ
嵐
に

:
:
:
l鹿
の

こ

ゑ

山

風

に

:

・

、

制

第

二

句

あ

れ

ま

を

分

て

l
あ
し
ま

ム

一

本

・

塙

本

ノ

・

・

一

本

・

塙

本

ノ

(

朱

)

月

制

原

本

芦

原

本

を
分
て
、
拙
詞
・
:
・
:
詠
関
見
日
副
隔
一
夜
恋
和
歌
:
:
:
j
i
-
-
-
詠
閑
見
月
制
隔
一
夜
恋
和
歌
:
:
:
、
向
序
:
:
:
初
雁
の
か
き
つ
ら
ぬ
へ
き
万
に
は
ふ

一

本

・

塙

本

ノ

・

・

一

本

・

塙

本

ノ

か
り
の
関
の
:
:
:
!
初
罵
の
か
き
つ
ら
ぬ
へ
き
万
に
は
ふ
か
り
関
の
:
:
:
、

ム

そ

原

本

か

(

朱

)

別
第
五
句
き
の
ふ
斗
か

I
き
な
ふ
は
か
り
そ
、
制
詞
殿
下
に
て
五
首

一
本
・
塙
本
/

ナ
シ
原
本

山
調
:
:
:
か
は
り
て
よ
め
る
!
か
は
り
て
、

一
本
・
塙
ア
リ

ナ
シ
原
本

の
寄
・
・
・
・
・
・
1

殿
下
に
て
五
首
寄
:
・
・
・
¥

一
本
・
塙
ア
リ

句

は
な
ふ
く
秋

~Vこよ

本 I!!
塙苧小
本な
ノふ〉

く
秋
・よ

せ
原
本
・
ノ

問
第
二
句
ゆ
く
ゑ
し
ら
れ
し
i
ゆ
く
へ
し
ら
せ
し
、

一
本
・
塙
本
ノ

原
本
ナ
シ

問
詞
:
:
:
九
月
尽
を

l
九
月
尽

一
本
・
塙
ア
リ

間
第

572 
詞
υ 先
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本:ノ
ノ・

出来
-Z水喜
本原
.関本雨
塙水

?? 
ム氷
問
水
d鳥

ー
山
家
風
を
よ
め
る
、

原

本

ナ

シ

所

原

本

間
詞
:
:
:
紅
葉
を

i
紅
葉
、
制
詞
:
:
:
旅
宿
落
葉
を
l
:
:
:
旅
所
落
葉
を
、

一

本

・

塙

ア

リ

一

本

・

山

橋

本

ノ

上
一
本
・
塙
原
本
ナ
ジ

間
詞
氷
満
池
と
い
へ
る
を

i
氷
満
池
と
い
へ
る
、

一
本
・
塙
ア
リ

民
原
本

間
詞
山
家
嵐
を
よ
め
る

一
本
・
橋
本
ノ

同
初
旬
メL
J 

7日朝ー
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塙り?
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よ
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部

699 
第

句

祝
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本る与
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第
一
二
匂

か

く

原

本

ら

(

朱

)

み

た

ら

の

ー

み

た

か

く

の

、

か
一
本
・
橋
本
ノ
・
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第
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句

あ
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あ
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ハU
A
せ



別
離
ーゥ原
本語本
アロiナ

リ""シ
.之
・部
朱
補

別
離

に
原
本

川
詞
:
:
:
思
た
ち
け
る
人
の
:
:
:
l
:
:
:
思
た
ち
け
る
人
に
:

-
・
本
・
橋
本
ノ

悲
歎
部

よ

原

本

を

ナ

ジ

原

本

間
第
三
句
ま
と
へ
と
も
|
ま
と
へ
と
も
、
間
詞
:
:
:
む
か
し
思
出
ら
る
ふ
事
あ
り
て
|
:
:
:
む
か
し
思
は
る
ふ
事
有
て
:
・

一

本

・

塙

本

ノ

ム

一

本

・

塙

本

ア

リ

間
第
五
句

く
原
本

し
ら
ね
一
本
・

を
そ
す
る

l
し
く
ね
を
そ
す
る
、

橋
本
ノ

ぬ
ら
ん

838 
i詞

昔
ーのナ

干あ高
塙ま示
本う
ノ
'̂-

を
く
れ

昔
あ

ま
う

'̂-

に
を
く
れ
:
・
・
、

捨
原
本

純
第
五
句
朽
は
て
ぬ
ら
ん

l
朽
は
て

一

本

・

橋

本

ノ

ム

神
祇

陰
原
本
る
(
墜
)

蹴
詞
:
:
:
隠
家
と
云
こ
と
を
よ
め
る
l
i
-
-
-
陰
家
と
云
こ
と
を
よ
め
る
、

一
本
・
塙
本
ノ

に
似
た
る
・
・
・
・
・
・
ナ
シ
原
本

釈
教
部
(
部
朱
補

)
l釈
教

一
本
・
稿
ア
リ

ナ
シ
原
本

m詞
:
:
:
心
を
よ
め
る
l
i
-
-
-
心
を
、

一
本
・
塙
ア
リ

恋
部
上

10 i5 
詞

d心
を
よ
ー減、ナ

宇孫
塙 I;本
ナ・
シ

Jむ
を

社
原
本

側
調
:
:
:
こ
の
社
は
神
の
社
に
斗
た
る
:
:
:
|
:
:
:
こ
の
杜
は
神
の
社

一

本

・

塙

本

ノ

・

878 
百司

dむ
を
二よナ
?め長

??五
d心
を

菊

原

本

・

ノ

ナ

シ

原

本

側
第
三
句
葛
な
れ
や
!
葛
な
れ
や
、

m詞
:
:
:
心
を
よ
め
る
|
:
:
:
心
を

l

一
本
・
塙
本
ノ
ム

l

一
本
・
塙
ア
リ

恋
部
下

書
原
本

国
第
五
妻
も
さ
た
め
し

l
書
も
さ
た
め
し

1

一
本
・
塙
本
ノ

以
上
が
「
原
本
」
と
付
記
す
る
処
の
ほ
H
A

す
べ
て
で
あ
る
。
付
言
す
る
ま
で
も
な
い
が
、

「
原
本
」
本
文
は
、

上
掲
本
文
に
見
る
か
ぎ
り
羅
山
旧

蔵
本
本
文
と
略
一
致
し
、
「
一
本
」
、
「
塙
本
」
と
は
別
類
を
な
す
系
類
た
る
こ
と
を
又
提
示
し
て
い
る
こ
と
が
判
る
。
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誌
四

本
書

l
信
果
本
本
文
J
に
散
見
す
る
イ
本
校
合
は
次
の
如
く
で
あ
る
。
す
で
に
依
拠
本
文
中
に
存
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
掲
示
本
文
の
許
に
、

内
閣
文
庫
林
羅
山
田
蔵
本
(
江
本
)
を
対
照
し
た
。

i
両
本
に
於
け
る
漢
字
・
仮
名
、
仮
名
遺
の
小
異
は
省
略
す
る
i

春
部

消
ぬ
や
L

か
て
春
の
は
つ
花
イ

mu
第
四
・
五
句
き
ゆ
る
そ
春
の
し
る
し
な
り
け
る
j
向
上
、

新
後
援
を
と
は
の
イ
を
と
は
の
集

を
は
っ
せ
山
の
ー
を
は
っ
せ
山
の

引
第
四
句

夏
部た
イ
〈
朱
)

山
初
旬
こ
れ
き
か
ん
!
向
上
、

に
け
り
イ
(
朱
)

ぬ
ら
し

l
向
上
、

千

な

と

て

か

く

千

な

と

て

か

く

イ

・

い

か

て

イ

た

イ

(

朱

)

た

歎

切
初
旬
さ
し
も
な
そ

i
さ
し
も
な
そ
、
制
第
五
句
を
ち
か
へ
り
け
れ
ー
を
ち
か
へ
り
け
れ
、

を
イ
(
朱
)

制
初
句
柴
の
蕗
l
柴
の
庵
を
、

山
第
五
句
夜
は
更

秋
部

そ
イ

捌
第
二
句
萩
の
末
こ
す
i
萩
の
末
こ
す
、

イ
本
み

山
初
句
ま
く
ま
の
に
i
ま
く
ま
の
に

冬
部

も
み
ち

4

m第
五
句
木
の
葉
成
け
り
!
木
の
葉
成
け
り

神
l祇

制
作
者
ゆ
り
は
な
ィ
!
ゆ
り
は
な
イ
(
朱
)

恋
部
下

き

心

哉

イ

(

朱

〉

と

イ

(

朱

)

山
第
五
句
な
く
て
く
ら
し
つ
j

向
上
、

m第
五
句
た
ま
ら
さ
り
け
り

l
向
上

等
を
瞥
見
す
る
に
と
ど
ま
る
。
上
掲
の
ご
と
く
イ
本
校
記
は
両
本
相
互
に
異
同
を
見
出
す
の
で
あ
る
が
、

39 

41 

245 

252 

3H 

861 

1217 

122円

に
所
見
す
る
主
要
校
記
に
於
て
は
同
じ
く
し
、
同
一
系
本
上
の
移
写
と
し
て
辿
り
う
る
も
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

巻
九
・
十
両
巻
に
も
、
「
原
本
云
己
、

雑
之
部
上

註
五

「
塙
」
本
の
校
合
を
傍
記
し
て
い
る
。
巻
一

l
八
に
併
せ
掲
出
す
る
こ
と
に
す
る
。
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ナ

シ

原

本

か

塙

は

さ

塙

山
地
詞
お
も
ふ
事
あ
り
け
る
こ
ろ
よ
め
る
、
出
第
二
句
か
は
り
ぬ
袖
を
、

m第
二
句
み
な
さ
は
か
ま
く
、

塙
ア
リ

l

池

塙

ち

塙

く

原

本

四
句
あ
そ
の
み
を
き
に
、
捌
第
五
句
く
t

A

O

は
し
る
也
、
別
詞
お
ひ
ぬ
る
こ
と
を
な
け
き
て
、

塙
本
ノ

五
塙

書
、
初
詞
四
位
し
て
:
:
:
、

加
第
二
句

し
tま
し
ま
塙き十
本れ原
よ4

別
第

ち
(
朱
訂
)

ニ
句
こ
ろ
か
へ
て
、

た
塙

ま
す
・け?1:
の明
か
ふ

み

制
歌
本
書
欠
、
上
欄
一
一
「
塙
本
ニ
モ
空
行
ア
リ
」
朱

く

塙

つ

原

本

か

原

本

如
第
二
句
あ
ふ
そ
ま
川
の
、
制
詞
ま
へ
の
す
ひ
つ
に
す
る
こ
と
も
な
く
て
:
:
:
、
問
第

1

塙
一
本

l

塙

本

ノ

橋

本

l

申

塙

い

ふ

塙

桜

原

本

矧
詞
:
:
:
つ
る
と
な
ん
い
ふ
と
申
を
聞
て
:
:
:
、
制
詞
:
:
:
梅
花
貝
と
い
ふ
も
の
や
:
:
:

ー

塙

本

ノ

塙

本

空

欠

海

塙

仰

ら

れ

け

る

塙

0

於
期
も
首
を
、
制
第
四
句
く
る
し
き
跡
を
、
制
詞
・
:
:
・
ま
い
ら
ん
す
ら
ん
と
ま
た
れ
け
る
に
・

1330 
第

句

君
か
を
し
.ま高

1376 
2司

ぐ〉

み
な
と
し 1355
・てナ第
.シー
:塙一
、句

、
制
第
二
句

え

さ
ら
ま
し
・はか
、塙 1383
第
四
句

の

塙

ゐ

塙

山
第
三
句
松
竹
は
、
山
詞
も
の
へ
ま
か
り
け
る
道
に
:
:
:
、
山

さ
原
本

間
第
二
句
忍
ひ
か
た
き
に
、

l

塙

詞

鏡
を
.iJ、す
?干i:;/

S位塙

1439 
初
旬

し
塙みは

つ原

山本
れ

.2t 
判 1445
第

句

くた

・たえ
・って
.と塙
も

的
初
旬

σ〉
iJ、
れ

• vまて
.へ塙

し

叉
原
本

山
第
二
句
今
も
こ
ん
よ
の
、

l

塙

出
第
五
句

ね
は
な
か

塙る空 1518
ら壁長
ん吊歌雑

、 i弘幸
eそ桶 l

は
ぬ

山
第
二
句

る

原

一

ナ

シ

塙

開
初
旬
あ
か
し
に
は
、

m和
句
詞
一
:
:
:
む
か
ひ
ゐ
ら
れ
て
:
:
・
、

l

塙

l

み

塙

え

塙

に
、
問
唱
句
す
み
の
ひ
な
ら
め
、

た
0を 1519
り塙長
め歌
L _ 
て」
ょた
・ふく

み塙

を

同

わ

原

せ

塙

別
第
四
句
き
く
の
は
な
に
の
、
問
詞
:
:
:
は
ま
く
り
に
し
を
と
:

l

塙

l

こ
み
ん
山
崎
一

別
唱
句
詞
:
:
:
人
く
へ
し
と
き
斗
け
れ
と
:
:
:
、
問
和
句
し
か
へ
し
そ
き

光

一

本

光

原

間
唱
句
詞
:
:
:
別
当
法
印
元
清
か
:
:
:
(
光
一
本
ハ
塙
イ
本
敵
〉
、
同
和
句
詞
元
清
し
き
り
に
・
:
:
、

塙

塙

し
をけ
れ塙
思
ひ

同

跡
そ
ね
カミ

'̂' 
塙る品
、示
1521 
第
五
句

d夕、え

や塙
は
き
ょ
む
る

間
第
四
句
な
こ
り
な

1549 
第
五
句

恋
し
き
oゃ
な塙

そ

拙
唱
句
調

ez'aA 

の :
斗・

おみ
ほそ
.るナ・かナ
. ~シ . v;:シ
塙.'-塙
を ι 申
け
る
、を

へ
塙
一
本

蹴
和
句
は
ふ
な
か
る
へ
き
、

う
塙

別
和
句
詞
き
な
る
口
り
を
:
:
:
(
口
字
不
明
瞭
)
、
問
唱
句
詞

問
唱
句
欠
、

上
欄
-
一
「
塙
本
亦
一
行
空
欠
」
と
朱
書
、

制
唱
句
詞
:
:
:
と
い
ふ
も

も
塙

ほ
と
な
く
を
と

o
せ
す
と
:
・

ま
こ
と
に
や

同
唱
句
こ
ふ
と
し

原

本

う

塙

ゃ
、
鵬
唱
句
詞
:
:
:
く
ぶ
つ
し
さ
む
か
ま
ふ
し
て
:
:
:
、

塙

l

鵬
和
句
欠
、
上
欄
一
一
「
つ
く
く
ふ
つ
ま
は
し
は
ま
は
り
き
て
を
り
」
ト
朱
書
、

側
唱
句



き

塙

ら

原

本

け

原

本

詞
:
:
:
ひ
へ
か
へ
の
う
し
の
:
:
:
、
同
詞
:
:
:
程
に
か
た
は
し
さ
ま
に
、
間
唱
句
あ
そ
ひ
な
る

塙

i

塙

群
書
類
従
本
の
当
該
筒
処
は
、

註
六

大
弐
長
実
卿
白
川
の
家
に
て
郭
公
を
よ
め
る

続
古
を
と
せ
ぬ
は
待
人
か
ら
か
ほ
と
t
A

き
す
誰
お
し
へ
け
ん
数
な
ら
ぬ
身
を

向ほ
と
ふ
き
す
鳴
う
れ
し
さ
を
つ
ふ
め
と
も
袖
に
は
声
も
と
ま
ら
さ
り
け
り

左
京
大
夫
経
忠
の
八
条
の
家
に
て
よ
め
る

263 
a
h
E
υ
 
R
u
 

q
L
 

ほ
と
ふ
き
す
声
待
か
ね
て
ゆ
ふ
け
と
ふ
道
の
う
ら
に
も
こ
と
よ
き
も
の
を

264 

な
ら
の
歌
合
に
人
に
か
は
り
て
郭
公
不
乏
と
ふ
い
ふ
事
を

今
こ
そ
は
ふ
た
む
ら
山
の
ほ
と
L
き
す
声
を
り
は
へ
て
あ
や
に
な
く
な
れ

266 

と
な
っ
て
い
る
。
因
み
に
、
加
歌
は
〔
天
治
元
年
春
〕
権
僧
正
永
縁
花
林
院
歌
合

一
番
右

中
納
言
君
(
教
縁
)
歌
と
し
て
提
出
さ

事F
/.' μ; 

れ
て
い
る
。
も
っ
と
も
甲
本
廿
巻
本
に
は
、
下
旬
を
「
空
に
は
声
も
と
ま
ら
ざ
り
け
り
」
と
相
違
す
る
が
、
乙
本
書
陵
部
本
と
は
全
く
一
致
す
る
|

平
安
朝
歌
合
大
成
六

l
。
孫
教
縁
に
代
つ
て
の
俊
頼
の
代
詠
で
あ
ろ
う
。
同
書
「
副
文
献
資
料
」
中
の
補
6
に
右
記
抑
詞
書
・
歌
を
挙
げ
て
い
る
が

群
書
類
従
本
本
文
で
あ
り
、
類
従
本
系
l
間
宮
永
好
投
合
本
・
萩
原
宗
国
本
等
l
の
誤
り
で
あ
ろ
う
。

村
上
家
蔵
野
口
道
直
旧
蔵
本

春
部

t
冬
部
〔
江
戸
中
期
〕
写
・
祝
部

t
雑
部
下
〔
江
戸
後
期
〕
写
・

顕
昭
註
〔
江
戸
後
期
(
末
)
〕
写

存
十
巻
付
註

註
一

本
書
は
夙
に
築
瀬
一
雄
氏
に
よ
る
詳
密
な
る
御
紹
介
が
あ
る
。
重
ね
て
此
処
に
緩
述
す
る
ま
で
も
な
い
が
、
前
掲
解
題
の
論
旨
に
沿
い

併
せ
言
及
す
る
こ
と
に
す
る
。
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袋
綴
、
取
合
せ
本
五
冊
。
茶
褐
色
刷
毛
引
改
装
表
紙
、
堅
二
十
六
・
五
糎
、
横
十
九
糎
。
料
紙
は
上
記
書
写
年
代
別
に
檎
と
紙
様
を
異

に
す
る
が
、
共
に
堵
紙
で
あ
る
。
字
面
高
サ
約
二
十
一
・
八
糎
(
歌
本
文
〉
1

但
し
、
取
合
せ
各
本
毎
に
多
少
の
相
違
あ
り
|
。

和
歌

行
書
き
、
詞
書
、
巻
一

j
四

二
字
下
げ
、
巻
五
;
十

二
字
下
げ
、
毎
半
葉
、
巻
一

j
十
各
十
二
行
、
同
註
十
行
。

三
字
下
げ
、
同
註

本
書
は
、
上
記
し
た
ご
と
く
三
種
の
手
跡
よ
り
な
る
取
合
せ
本
で
あ
り
、

悲
歎
部
・
神
祇
部
・
釈
教
部
・
恋
部
上
、
第
四
冊

第
一
冊

春
部
・
夏
部
、
第
二
冊

秋
部
・
冬
部
(
以
上
向

恋
部
下
・
雑
部
上
、
第
五
冊

筆
、
第
一
手
跡
)
・
祝
部
・
別
離
・
覇
旅
部
、

第
三
冊

雑
部
下
(
以
上
第
二
冊
祝
部
以
下
同
筆
、
第
二
手
跡
)
・
顕
昭
注
(
第
三
手
跡
)
、
と
な
っ
て
い
る
。
別
本
三
種
を
合
綴
に
際
し
現
在
の
ご
と
く

に
装
-
訂
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。

各
本
の
書
写
年
代
は
前
掲
葉
山
信
果
本
に
村
上
忠
順
が
本
書
を
以
て
藍
色
筆
校
合
を
施
し
て
い
る
が
、
そ
の
雑
之
部
下
巻
尾
に
、

嘉
永
四
年
辛
亥
四
月
十
二
日
尾
張
国
琵
琶
島
野
口
道
直
本
校
合
了
道
直
通
称
青
物
問
屋
市
兵
衛
眺
臨
入
/
野
口
本
四
季
部
帯
モ
書
モ
一

様
ニ
メ
百
年
前
ノ
モ
ノ
ト
ミ
ユ
祝
部
以
下
ハ
帯
新
シ
ク
書
モ
劣
レ
リ
顕
昭
注
一
巻
ハ
帯
四
季
部
ニ
似
タ
レ
ト
今
少
シ
後
ナ
ル
ヘ
シ
書

モ
別
人
ニ
メ
イ
タ
ク
劣
レ
リ
終
-
一
/
文
禄
三
年
四
月
廿
七
日
写
之
顕
昭
親
筆
之
本
也
0
寛
文
十
歳
庚
成
卯
月
十
白
書
写
我
足
軒
ト
ア

リ
/
文
禄
三
年
ヨ
リ
今
弦
嘉
永
四
年
マ
テ
二
百
五
十
七
年

o
寛
文
庚
戊
ヨ
リ
嘉
永
庚
戊
マ
テ
百
八
十
一
年
也

と
、
忠
順
特
有
な
謹
細
な
書
風
に
て
追
記
し
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
、
築
瀬
氏
は
上
掲
の
忠
順
の
記
を
踏
え
な
が
ら
に
、
「
私
見
に
よ

れ
ば
、
第
一
筆
(
巻
固
ま
で
〉
が
古
く
、
近
世
初
期
慶
安
・
承
応
の
こ
ろ
、

第
三
筆
(
註
の
部
)
は
奥
書
通
り
寛
文
十
年
三
六
七
O
)
、
第

五
巻
乃
至
第
十
巻
は
ず
っ
と
下
っ
て
、
文
化
か
文
政
に
な
っ
て
か
ら
の
も
の
」
と
推
定
さ
れ
、
「
既
存
四
巻
分
と
註
に
対
し
て
、
第
五
巻

乃
至
第
十
巻
を
補
写
せ
し
め
た
の
は
、
古
書
躍
で
あ
っ
た
か
と
思
ふ
」
と
本
書
の
取
合
せ
に
至
る
詳
細
な
経
過
を
辿
ら
れ
て
お
ら
れ
る
。

し
か
し
、
敢
て
殊
更
に
異
を
立
て
る
と
い
う
の
で
は
な
い
が
、
本
書
繕
閲
の
折
の
印
象
と
し
て
は
、
忠
順
追
記
の
見
解
に
近
く
、
第
一
手



跡
四
巻
が
本
書
の
中
で
は
最
も
古
く
江
戸
中
期
頃
、
第
二
手
跡
六
巻
は
檎
ミ
下
り
江
戸
後
期
に
入
り
、
第
三
手
跡
向
註
は
一
史
に
降
る
頃
、

文
化
・
文
政
晴
(
か
と
の
感
が
残
り
、
顕
昭
註
奥
書
の
後
に
誌
す
「
寛
文
十
歳
庚
成
卯
月
十
日
書
写

我
足
軒
」

の
記
は
本
奥
書
か
と
思
わ

れ
る
の
で
あ
る
。
再
び
披
閲
の
機
を
得
て
検
討
す
る
こ
と
に
し
た
い
。

旧
蔵
者
野
口
道
直
に
つ
い
て
は
寡
聞
に
し
て
殆
ん
ど
知
る
と
こ
ろ
で
は
な
い
が
、
国
書
総
目
録
に
よ
れ
ば
文
政

1
嘉
永
年
間
に
、
新
続

註
ニ

群
書
類
従
目
録
・
汲
古
堂
蔵
書
目
六
国
史
・
六
国
史
撮
記
等
の
編
者
と
誌
す
其
人
で
あ
ろ
う
。

外
題
、
表
紙
左
一
屑
に
「
散
木
集

(
j
五
蹴
鵬
注
)
」
と
後
補
打
付
書
す
る
。
第
一
冊
遊
紙
裏
右
隅
に
「
俊
頼
朝
臣
家
集
也
」
と
第
一

手
跡
に
て
墨
書
し
て
い
る
。

内
題
、
「
散
木
奇
歌
集
第
一

(
i十
〉
」
、
但
し
「
顕
昭
注
」
は
内
題
を
欠
く
。
各
部
立
は
前
記
の
ご
と
く
で
あ
る
。

奥
量
一
日
は
本
集
に
は
見
え
ず
、
「
顕
昭
註
」
の
巻
尾
に

本
一
五
寿
永
二
年
十
月
七
日
奉

国
イ

梁
園
教
命
注
進
之

重
下
給
差
芦

顕
昭

文
禄
三
年
四
月
廿
七
日
写
之
顕
昭
親
筆
之
本
也
」

寛
文
十
歳
庚
成
卯
月
十
日
書
写
我
足
軒
」
(
同
ウ
)

と
、
同
註
奥
書
に
加
え
、
同
一
畏
の
書
脳
近
く
に
我
足
軒
の
奥
書
を
誌
し
て
い
る
。

(
同
三
十
三
丁
オ
〉

各
冊
丁
数
は
、
第
一
冊

三
十
七
丁

i
内
巻

十

丁

第

冊

四
十
四
丁
l

巻
三

二
十
一
丁
、
巻
四

十
二
丁
、

二
十
一
丁
、
巻
二

十
一
丁
、
巻
五

二
十
八
了
、
巻
七

十
三
丁

i
、
第
四
冊

三
十
七
了
!
巻
八

十

丁

第

冊

四
十
一
丁

i
巻
六
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巻
九

二
十
五
丁
l

、
第
五
冊

五
十
五
丁
!
巻
十
二
十
二
丁
、
同
註
三
十
三
丁
|
。

印
記

各
冊
第
二
莱
に
、
「
村
上
文
庫
」
(
季
語
方
形
朱
印
)
、
「
幡
」
(
重
弱
円
朱
印
、
野
口
道
直
印
)
を
捺
し
て
い
る
。

以
上
、
本
書
、
取
合
せ
本
の
書
誌
概
要
で
あ
る
が
、
そ
の
本
文
処
理
に
当
っ
て
は
、
築
瀬
氏
が
既
に
対
処
さ
れ
た
ご
と
く
に
、
当
然
の

事
な
が
ら
、
巻
一
f

〉
四
本
文
と
巻
五

i
十
の
そ
れ
と
は
各
と
別
し
て
措
置
す
る
こ
と
に
す
る
。
「
顕
昭
註
」
に
つ
い
て
は
別
稿
を
考
慮
し

て
い
る
の
で
省
略
す
る
こ
と
に
す
る
。

倍
、
本
書
春
部

i
冬
部
の
本
文
に
於
け
る
顕
著
な
異
同
・
排
列
・
異
文
等
を
見
る
に
、
本
集
第
二
類
本
中
、
就
中
神
宮
文
庫
A
本
系
に

極
め
て
近
似
す
る
。
従
っ
て
岡
本
解
題
に
掲
示
し
た
異
同
表
仲
・
伺
(
七
四
頁
以
下
参
照
)
に
よ
り
対
照
す
る
こ
と
に
し
た
い
。
以
下
、
同

表
番
号
に
拠
り
、
本
書
本
文
の
欠
落
箇
処
を
示
し
、
そ
の
許
に
神
宮
文
庫
A
本
系
本
文
の
存
否
を
対
比
し
、
併
せ
て
、
第
二
類
本
の
松
平

忠
房
旧
蔵
本
・
林
羅
山
旧
蔵
本
に
於
け
る
有
無
も
付
記
す
る
こ
と
に
す
る
。

ハ
門

l
l
(
山
詞
書
〉
!
神
A

・志
A
本
欠
、
忠
・
江
本
欠
、
同
1
2
(
即
左
注
)
!
神
A

・志
A
本
欠
、
忠
・
江
本
細
補
、
同
|
3
(
問
左
注
)
l神

A

・士山
A
本
欠
、
忠
・
江
本
細
補
、
同
1
4
(
別
調
書
尾
・
同
歌
下
旬
〉
!
神
A

・志
A
本
欠
、
忠
・
江
本
存
、
同
1
5
(
別
歌
下
旬
)
|
神
A

・志

A
本
欠
、
忠
本
欠
・
江
本
朱
補
、
同
1
8
(
仰
詞
書
一
部
)
l神
A

・志
A
本
欠
、
忠
・
江
本
欠
、
同
l
9
(
制
詞
書
一
部
)
l神
A

・志
A
本
欠
、

忠
・
江
本
存
、
同

l
m
(抑
制
詞
書
〉
!
神
A

・志
A
本
欠
、
忠
本
欠
、
江
本
朱
補
、
同
l
!
日
(
間
作
者
)
!
神
A

・志
A
本
欠
、
忠
・
江
本
欠

以
上
、
巻
四
迄
の
付
の
十
二
例
中
九
例
は
神
宮
文
庫
A
本
系
と
そ
の
異
同
は
特
異
的
な
一
致
を
見
出
し
、
両
本
の
親
近
関
係
は
否
定
し

が
た
い
と
い
え
る
。
次
い
で
羅
山
旧
蔵
本
系
が
隣
接
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
神
宮
文
庫
A
本
系
と
の
相
違
箇
処
は
、

皇
后
宮
権
大
夫
師
時
の
八
条
家
に
て
水
風
晩
涼
と
い
へ
る
こ
と
を
よ
め
る

夏
部
犯
詞
書

傍
点
部
分
神
A

・志
A
本
欠
、
忠
・
江
本
存

秋
き
で
は
忍
ひ
あ
へ
そ
と
お
も
へ
は
や
風
お
と
つ
れ
て
暮
か
ふ
る
ら
ん

秋
部

m歌

神
A

・志
A
本
欠
、
忠
・
江
本
存
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金

し

も

と

ゆ

ふ

か

つ

ら

き

イ

衣
手
の
寒
行
ま
t
A

に
神
な
ひ
の
み
む
ろ
の
山
に
雪
は
ふ
り
つ
斗

冬
部
閉
山
歌

神
A

・志
A
本
欠
、
忠
・
江
本
存

の
三
例
で
あ
る
。
本
書
と
共
に
羅
山
旧
蔵
本
系
に
所
見
さ
れ
る
本
文
で
あ
る
。
同
本
系
と
の
関
聯
も
叉
暗
示
さ
れ
る
。

次
に
、
本
書
に
所
見
す
る
異
文
を
同
じ
く
神
宮
文
庫
A
本
系
表
同
と
対
照
す
る
と
、

同
i
2
(
秋
部
制
歌
第
二
・
一
二
句
)
!
神
A

・志
A
本
同
、
忠
・
江
本
問
、
同
1
3
(
同
郷
詞
〉
!
神
A

・志
A
本
同
、
忠
・
江
本
同

と
、
三
例
中
二
例
を
同
じ
く
し
、
第
二
類
本
諸
本
の
特
徴
を
な
し
て
い
る
。
異
な
る
一
例
は
、
神
宮
文
庫
A
本
に
見
る
、
伺

1
1
の

な
ら
の
寄
合
に
人
に
か
は
り
て
ほ
と
t
A

き
す
を
よ
め
る

堵
ね
郭
公

夏
部
川
詞
書
!
傍
点
部
分
本
書
・
忠
・
江
本
ナ
シ

と
あ
る
紛
錯
本
文
で
あ
る
。
こ
の
点
で
は
羅
山
旧
蔵
本
系
と
同
一
で
あ
る
。

叉
、
築
瀬
氏
の
掲
示
さ
れ
た
異
同
表
中
、
各
句
本
文
中
、
白
山
初
句
「
寸
れ
き
か
ん
」

ち
か

「
あ
っ
さ
ゐ
の

L
!忠
・
江
本
同
、
神
A

「
あ
ち
さ
ゐ
の
」
、
と
二
例
を
相
違
す
る
に
す
、
ぎ
ず
、
第
二
類
本
系
の
本
文
を
共
有
し
て
い
る
。

ー
イ
校
忠
・
江
本
存
・
神
A
本
ナ
シ
、
伯
一
間
初
句

更
に
、
右
記
本
文
と
は
別
に
、
第
一
類
本
契
沖
書
写
本
以
下
に
見
出
さ
れ
た
万
葉
引
歌
の
書
入
れ
で
あ
る
が
、
神
宮
文
庫
A
本
系
は
本

行
ひ
ら
仮
名
交
り
に
書
写
さ
れ
て
い
る
の
に
対
し
ハ
七
七
頁
参
照
)
、
本
書
は
片
仮
名
交
り
付
注
の
か
た
ち
を
と
っ
て
い
る
。
即
ち
、

石
見
ノ
ウ
ミ
ウ
ツ
タ
ノ
山
ノ
コ
ノ
マ
ヨ
リ
ワ
カ
フ
ル
ソ
テ
ヲ
イ
モ
ミ
ツ
ラ
ン
カ
春
部
口

カ

竹

(

江

本

〉

ア

(

悶

上

〉

モ

ハ

向

上

〉

ミ

ヘ

〈

向

上

)

レ

〈

向

上

)

ハ

〈

向

上

)

ア
ラ
タ
マ
ノ
ス
ト
ノ
、
サ
カ
キ

o

メ
ニ
ヨ
リ
ソ
ノ
イ
モ
シ

o

ヱ
ス
ハ
ワ
カ
コ
ヒ
メ
ヤ
モ
夏
部
制

と
書
入
れ
ら
れ
、
羅
山
旧
蔵
本
系
と
略
同
じ
く
し
て
い
る
。
本
書
巻
一

1
四
の
特
異
本
文
を
比
較
さ
れ
た
築
瀬
氏
は
、
「
比
較
的
近
い
も

註
三

の
は
昌
平
坂
本
(
私
云
林
羅
山
旧
蔵
本
)
で
あ
る
」
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
の
も
如
上
の
異
向
か
ら
み
て
首
肯
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

万
ニ
引
寄

万
云

し
か
し
、

又
一
方
、
羅
山
本
解
題
に
於
て
神
宮
文
庫
A
本
系
と
の
比
較
を
参
照
す
れ
ば
、

や
は
り
本
書
巻
一

1
四
の
本
文
は
同
本
系
に
隣
接
し
、
次
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い
で
羅
山
旧
蔵
本
系
と
近
似
関
聯
す
る
残
巻
本
と
い
え
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

次
に
、
そ
の
当
該
部
歌
序
・
排
列
は
、

ハ
円
夏
部

223 

224 

225 

228 

229 

226 

227 

230 

0 
同
部

0

4

i

u

F

同

J

U

a

縄
地

b

n

h

H

v

n
h
H
u

・

内

広

n
u

・

命

民

叶

u

-

h

k

n

u

q
F
“

q
，“

n
，，“

q'j
“
 

の
二
例
で
あ
る
。
第
二
類
本
は
神
宮
文
庫
A
本
系
の
錯
簡
を
除
け
ば
上
掲
諸
本
は
共
に
同
じ
く
す
る
が
、
既
述
し
た
如
く
本
書
と
異
る

の
は
、
ハ
門
前
半

m
-
m
・

m
の
歌
順
で
あ
る

1
0は
勿
論
共
通
し
て
い
る
!
。
本
書
も
同
類
系
と
想
定
さ
れ
る
と
こ
ろ
か
ら
如
何
な
る
経
由
に

て
、
か
か
る
排
列
が
生
じ
た
の
か
判
明
し
が
た
い
。
た
父
し
、
こ
の
前
半
部
分
の
排
列
は
第
四
類
系
統
本
l
宗
国
本
・
類
従
本
・
永
好
本
等
!

に
見
出
さ
れ
る
の
が
参
考
さ
れ
る
が
、
し
か
し
後
半
を
そ
れ
ム
¥
異
に
し
て
い
る
。
所
掲
二
類
本
で
は
本
書
の
み
に
所
見
さ
れ
る
の
で
あ

る
が
、
当
該
箇
処
に

lmim--於
け
る
排
列
は
、
第
三
・
四
類
本
に
於
て
も
、

そ
の
揺
れ
は
目
立
ち
各
伝
存
本
の
中
に
変
様
し
、

tζ 
台、

/
¥
に
定
着
し
、
が
た
い
理
由
も
存
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
本
書
の
場
合
も
、
そ
の
変
位
の
一
端
を
と
ど
め
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。

本
書
後
半
、
第
二
手
跡
に
当
る
巻
五

i
十
の
本
文
に
つ
き
観
て
ゆ
く
こ
と
に
す
る
。

ま
ず
初
め
に
、
当
該
巻
に
所
見
す
る
錯
綴
と
重
複
本
文
に
つ
き
誌
す
。

乱
丁
は
巻
七
恋
部
上
六
丁
裏
終
行
は
、
問
詞
書
「
人
恋
我
」
に
て
終
り
、
次
葉
七
丁
表
初
行
は
、

m歌
「
と
か
り
す
る
さ
つ
を
の
ゆ
っ

る
云
と
」
か
ら
書
写
さ
れ
同
裏
終
行
に
、
間
詞
書
「
人
の
許
に
文
っ
か
は
し
た
り
け
る
返
事
を
せ
さ
り
け
れ
は
つ
か
は
し
け
る
」
を
書

き
、
次
の
八
丁
表
に
、
六
丁
一
裏
終
行
の
似
詞
書
を
受
け
、
同
歌
の
「
朽
ぬ
ら
ん
袖
そ
ゆ
か
し
き
わ
か
こ
ま
の
云
こ
を
書
継
い
で
い
る
。

八
丁
裏
終
行
は
七
丁
表
初
行
の

m歌
の
詞
書
「
恋
の
心
を
よ
め
る
」
を
も
っ
て
終
る
。
即
ち
、
現
七
・
八
丁
の
綴
誤
り
で
あ
る
。

又
、
重
複
本
文
は
、
別
離
別
歌
を
、

返
し



女
郎
花
う
れ
し
き
な
み
た
お
ち
そ
ひ
て
露
け
か
る
へ
き
旅
の
み
ち
哉

返
し

女
郎
花
う
れ
し
き
な
み
た
お
ち
そ
ひ
て
露
け
か
る
へ
き
旅
の
み
ち
哉

叉

人恋
の部
か下
り 1167
つ歌
かを
は
し
け
る

い
ま
そ
し
る
人
恋
る
身
の
か
な
し
き
は
一
段
の
袖
の
く
つ
る
な
り
け
り

人
の
か
り
つ
か
は
し
け
る

い
ま
そ
し
る
人
恋
る
身
の
か
な
し
き
は
な
み
た
に
袖
の
く
つ
る
な
り
け
り

叉

寄岡
山部
恋 1214
詞
三芝

寄
山
恋

と
三
笛
処
に
わ
た
り
重
ね
て
書
写
し
て
い
る
。

倍
、
例
に
倣
い
本
書
の
顕
著
な
異
同
本
文
と
他
本
と
の
関
聯
を
築
瀬
氏
の
論
証
事
例
を
掛
酌
し
な
が
ら
に
概
観
し
て
ゆ
く
こ
と
に
し
た

い
。
そ
の
欠
落
本
文
に
つ
い
て
は
書
陵
部

A
本
本
文
を
以
っ
て
掲
示
す
る
こ
と
に
す
る
。

1 

別
離
加
作
者

神
A
・
志
A
本
欠
、
神
B
本
欠
、
岸
・
初
・
麗
本
綿
補
(
他
本
校
合
本
文
、
以
下
向
〉

2 

加
賀
守

兼

経
盛
同
川
凶
作
者
神
A
・
志
A
・
忠
曲
江
本
欠
、
神
B
本
欠
、
岸
・
初
・
麗
本
細
補

こ

か

れ

て

そ

ゆ

く

(

書

A
本
〉

む
ろ
す
み
や
か
ま
と
を
過
る
舟
な
れ
は
物
を
お
も
ふ
に
・
・
・
・
・
・
・
悲
歎
部
mm
歌

3 

他
本
存

ハuru
 



4 

そ

ひ

船

に

の

せ

う

っ

す

を

き

L

て
〈
書
A
本
)

例
な
ら
ぬ
人
の
舟
に
あ
る
か
く
る
し
か
る
と
聞
て
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
同
部
制
詞
書

文
欠
、
江
本
朱
補
、
神
B
本
欠
、
岸
・
初
・
重
本
細
補

5 

難
思
光
仏

人
は
い
さ
ひ
か
り
の
す
ち
を
し
か
そ
と
も
お
な
し
ほ
と
け
や
し
ら
は
し
る
ら
ん

A
・
志
A
・
忠
本
ハ
歌
ノ
ミ
欠
、
江
本
歌
朱
補

6 

九
品
往
生
経
文
十
二
光
仏

す

な
に
ふ
か
は
か
け
て
も
ほ
と
を
し
る
へ
き
あ
ふ
は
か
り
な
き
ひ
か
り
と
思
へ
は

7 

仏
の
御
身
の
色
こ
か
ね
の
山
の
こ
と
し
と
い
へ
る
こ
と
を
よ
め
る

し
く
れ
つ
斗
色
つ
く
山
の
こ
の
ま
よ
り
い
っ
る
ひ
か
け
に
よ
そ
へ
て
そ
み
る

8 

お
ん
な

恋
部
上
側
作
者

神
A
・
志
A
・
忠
・
江
本
欠
、
神
B
・
麗
本
欠
、
岸
・
初
本
細
補

9 

み
つ
き
と
い
ふ
は
つ
く
し
の
ふ
の
か
と
て
な
り

同
部
閉
左
注

神
A
・志
A
・
忠
本
欠
、

10 

か
へ
し

い
は
く
ふ
る
滝
の
う
は
へ
は
こ
ほ
る
と
も
と
斗
ろ
き
お
ら
ん
程
は
た
え
せ
し

11 

あ
さ
ま
し
ゃ
こ
は
な
に
こ
と
の
さ
ま
そ
と
よ
こ
ひ
せ
よ
と
て
も
む
ま
れ
さ
り
け
り

朱
補
、
神
B
・
初
本
欠
、
岸
・
麗
本
細
補

12 

海
路
恋

神
A
・
志
A
・
忠
・
江
本
欠
、
神
B
・
初
・
麗
本
欠
、
岸
本
細
補

13 

同
部
川
詞
書

あ
さ
ゆ
ふ
に
っ
た
ふ
い
た
ふ
の
は
し
な
れ
は
け
た
さ
へ
た
え
て
た
ち
ろ
き
に
け
り

釈
教
部
制

神
A
・
志
A
・
忠
本
傍
記
本

神
B
本
欠
、
岸
・
初
・
重
本
細
補
、
神

同
部
町
詞
書
・
歌

同
部
制
詞
書
・
歌

他
本
存

他
本
存

江
本
朱
補
、
神
B

・
初
・
査
本
欠
、
岸
本
朱
補

同
部

恋 1047
部詞
下書
1136 
歌歌

他
本
存

神
A
・
志
A
・
忠
本
欠
、
江
本



j懐

!日

雑
部
上
別
歌

-m詞
書

他
本
存
、
但
し
岸
本
町
詞
書
・
歌
細
補

14 

阿
閣
梨

同
部
制
者

信
・
岸
・
初
・
麗
本
欠

に

け

る

と

き

こ

ゆ

る

人

の

か

り

つ

か

は

し

け

る

ハ

害

A
本

)

9

ち
き
り
し
こ
と
斗
も
を
わ
す
れ
に
け
る
に
や
こ
と
さ
ま
に
思
ふ
な
り
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
雑
部
上
町

15 

詞
室
田

麗
本
傍
記
本
文
欠

16 

か
き
は
(
欝
A
本
〉

ふ
し
し
は
に
や
と
れ
る
ほ
と
や
を
の
れ
の
み
と
き
は
・
・
・
に
物
を
こ
そ
思
へ
同
制
歌

本
ノ
マ
、

l

刑
部
卿
政
長
の
八
条
に
て
人
/
¥
あ
つ
ま
り
て
長
寄
の
会
せ
ら
れ
け
る
に
初
冬
述
懐
と
い
へ
る
事
を
よ
め
る

新
勅山
さ
と
は
冬
こ
そ
こ
と
に
か
な
し
け
れ
み
ね
ふ
き
ま
よ
ふ
こ
か
ら
し
の
以
下
省
略

麓
本
傍
記
本
文
欠

17 

返
豆
町

い
く
か
へ
り
を
き
ふ
し
斗
て
か
冬
の
よ
の
鳥
の
は
つ
ね
を
き
ふ
そ
め
つ
ら
ん

旋
頭
歌

中
納
言
通
俊
の
か
つ
ら
の
山
里
に
て
人
/
¥
旋
頭
寄
に
恋
の
心
を
よ
せ
て
よ
ま
れ
け
る
に
よ
め
る

新
勅つ
れ
な
き
を
思
ひ
あ
か
し
の
う
ら
み
つ
t
A

あ
ま
の
い
さ
り
に
た
く
も
の
煙
お
も
か
け
に
た
っ

百
首
寄
中
に
無
常
の
心
を
よ
め
る

あ
す
か
ら
は
う
き
ふ
に
つ
も
る
あ
は
ゆ
き
の
な
み
た
ち
く
れ
は
た
の
も
し
け
な
き
世
に
も
あ
る
か
な

歌
山

雑
部
下

(
阿
部
四
丁
表
八
行
ト
九
行
ノ
問
、
約
一
了
分
)

他
本
存

18 

し
も
つ
け

う
ら
み
て
も
な
に
ふ
か
は
せ
ん
花
み
る
と
け
さ
し
も
つ
け
ぬ
心
せ
は
さ
は

同
部
山
詞
書
・
歌

初
・
麓
本
欠

四
詞
書
・
歌
;

-152-



19 

く

し

た

り

け

る

(

書

A
本
)

:
・
:
(
前
略
)
:
:
:
う
と
い
ふ
と
り
と
さ
き
と
い
ふ
と
り
と
ゐ
た
り
け
る
を
・
・
・
・
・
・
六
波
羅
別
当
と
い
ふ
僧
の
申
た
り
け

同
部
別
詞
書

以
上
、
略
十
九
例
が
所
見
さ
れ
る
、
き
わ
だ
た
し
い
本
書
欠
落
本
文
!
書
陵
部
A
本
に
対
す
る
ー
で
あ
る
。
就
中
、

3
・
6
・
7
・

m-

る

初
・
藍
本
傍
記
本
文
欠

つ

リ

円

t

、

1
A
a
唱

i

の
六
例
は
本
集
伝
存
本
に
見
ぬ
欠
如
1

寧
ろ
脱
漏
l

本
文
で
あ
り
、

伝
本
系
類
上
、

そ
の
類
別
を
拒
む
特
異
な
様
相
を
と
ど
め

て
い
る
。

叉
、
脚
註
し
た
第
二
類
本
系
主
要
四
本
l
八
巻
本
!
と
第
三
類
系
四
本

i
但
し
藍
庵
本
六
本
相
互
異
同
あ
り
、
今
一
本
に
よ
る
ー
と
の
有
無
を

観
る
に
、
本
書
と
両
類
本
系
と
の
相
互
関
係
は
、
両
類
と
の
聞
に
多
少
の
異
同
を
残
し
な
が
ら
も
、
そ
の
過
半
は
共
通
し
、
両
類
本
系
と

の
関
聯
の
深
き
跡
を
示
す
も
の
で
あ
る
の
は
否
定
し
が
た
い
。
巻
九
・
十
の
両
巻
は
上
掲
第
二
類
本
欠
巻
た
る
に
よ
り
、
当
然
第
三
類
本

系
に
共
通
す
る
が
、
な
か
で
も
麓
庵
本
・
初
雁
本
と
同
じ
く
し
、
そ
の
親
近
関
係
が
窺
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
此
処
で
注
意
さ
れ
る
の
は
、
本
書
と
第
二
類
本
系
と
の
|
巻
五
1
八
の
間
|
類
向
性
は
上
掲
例
に
か
ぎ
る
点
で
あ
り
、
既
述
の

第
二
類
本
系
諸
本
に
屡
と
例
示
し
た
異
同
・
欠
落
本
文
例
を
参
照
い
た
だ
け
れ
ば
、
そ
の
差
異
は
明
著
で
あ
り
、
本
書
後
半
部
は
第
二
類

本
系
本
文
と
は
上
記
の
相
互
関
係
を
示
し
な
が
ら
に
同
類
本
系
一
本
と
看
倣
し
が
た
い
の
で
あ
る
。

そ
の
点
よ
り
観
れ
ば
寧
ろ
第
三
類
本

系
!
就
中
、
蓋
庵
本
・
初
雁
本
l
に
近
似
す
る
と
い
え
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

註
四

本
書
当
該
部
の
語
句
上
の
検
討
は
既
に
築
瀬
氏
の
御
論
考
の
中
に
な
さ
れ
て
お
ら
れ
る
が
、
私
な
り
の
諸
本
校
合
の
結
果
か
ら
も
第
三

類
本
系
の
初
雁
本
・
麗
庵
本
と
は
可
成
り
特
徴
的
に
共
有
し
、
基
本
的
に
は
こ
の
系
類
上
の
一
異
伝
本
と
目
し
て
よ
い
の
で
は
な
い
か
と

註
五

思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
ー
も
っ
と
も
第
三
類
本
と
の
相
違
も
砂
な
か
ら
ず
、
そ
の
著
し
き
例
を
別
註
し
た
の
で
参
照
さ
れ
た
い
。
ー
い
ず

れ
同
類
解
題
に
て
緩
述
す
る
こ
と
と
な
る
の
で
煩
を
避
け
省
筆
す
る
が
、
類
似
す
る
藍
庵
本
も
第
九
・
十
両
巻
は
他
本
に
拠
る
合
綴
本
で



あ
り
、

一
系
類
上
の
完
本
と
し
て
対
処
し
が
た
い
。
敢
て
臆
説
す
れ
ば
、
こ
の
三
類
本
系
は
、
上
掲
第
二
類
本
の
異
系
統
八
巻
本
を
基
底

と
し
て
更
に
巻
九
・
十
を
別
本
補
綴
し
た
も
の
で
あ
り
、

二
類
本
系
の
本
文
の
混
入
i
補
・
訂
等
i
の
ご
と
き
経
由
が

そ
の
聞
に
第
一

想
像
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
従
っ
て
、

本
書
の
ご
と
き
は
明
瞭
な
る
脱
漏
本
文
・
錯
誤
排
列
(
後
述
)
等
を
の
ぞ
け
ば
、

第
三
類
本
同
様
な

複
雑
な
経
過
を
辿
っ
た
と
想
像
さ
れ
る
と
こ
ろ
の
、
同
類
に
所
属
す
る
異
伝
一
本
と
重
ね
て
想
定
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

叉
、
些
事
な
が
ら
当
該
部
に
施
す
各
集
集
付
も
麓
庵
本
の
そ
れ
と
概
ね
共
有
し
、
そ
の
源
を
同
じ
く
す
る
の
で
あ
ろ
う
。

築
瀬
氏
は
向
論
考
に
於
て
、
多
角
的
な
検
討
の
結
果
、

道
直
本
と
完
全
に
一
致
す
る
伝
本
が
存
し
な
い
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。
そ
こ
で
、
小
異
を
捨
て
て
大
同
を
取
る
立
場
に
立
て
ば
、

小
沢
麓
庵
本
・
岸
本
由
豆
流
旧
蔵
本
・
村
井
古
厳
献
納
異
本
(
私
云
神
宮
文
庫
B
本
)
の
一
群
に
近
い
も
の
と
云
ひ
得
る
や
う
で
あ
る
。

と
推
論
さ
れ
て
い
る
。
然
る
べ
き
妥
当
な
る
見
解
と
思
わ
れ
る
。
私
に
云
う
、
初
雁
文
庫
本
を
含
む
第
三
類
本
で
あ
る
。

以
上
、
本
書
当
該
部
の
歌
序
・
排
列
の
異
同
を
記
す
に
さ
き
だ
ち
結
語
す
る
こ
と
と
な
っ
た
の
で
、
終
尾
に
そ
れ
を
掲
示
し
併
せ
参
照

に
供
す
る
。

ハ
円
釈
教
部

智
恵
光
仏

千
釈
教

わ
ひ
入
の
こ
ふ
ろ
の
う
ち
そ
よ
そ
な
か
ら
し
る
や
さ
と
り
の
光
な
る
ら
ん

-
E
E
A
 

A
U司

υ
nv《
U

不
断
光
仏

ち
か
ひ
置
て
み
ち
ひ
く
人
の
ひ
ま
な
さ
に
光
も
た
え
ぬ
物
に
そ
あ
り
け
る

890 

ω雑
部
上

-154-



あ
さ
ま
し
ゃ
あ
は
れ
う
き
世
を
忍
ひ
っ
斗
な
に
と
ま
か
よ
ふ
我
み
な
る
ら
ん

n
H
H
V
 

戸

h
1
υ
A
官・・・ι

世
中
を
思
ひ
は
な
て
は
は
な
ち
と
り
と
ひ
た
ち
ぬ
へ
き
心
ち
こ
そ
す
れ

の
二
例
を
所
見
す
る
に
と
ど
ま
る
。
付
の
排
列
は
第

-
二
・
一
ニ
類
本
系
諸
本
す
べ
て
同
じ
く
し
、
第
四
類
本
系
と
の
異
同
歌
順
で
あ

る
の
に
対
し
、

O
は
管
見
す
る
本
集
伝
存
本
す
べ
て
に
同
排
列
を
み
ず
、
本
書
独
自
の
歌
序
で
あ
る
。
該
部
は
「
恨
粥
恥
運
雑
寄
百
首
」

の
な
か
に
お
か
れ
、
そ
の
歌
序
の
変
位
は
積
極
的
反
証
も
な
い
が
、
同
排
列
の
皆
無
な
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
起
因
す
る
と
こ
ろ
を
明
ら
か

7
」

11¥
】守、
n
-

、。

t
I
L
v刀
中
j

し

猶
、
本
書
に
は
、
前
半
部
(
巻
一
f

〉
四
)
、
後
半
部
(
巻
五

1
十
)
共
に
、
ま
ま
朱
筆
の
一

二
字
の
補
訂
校
合
が
散
見
さ
れ
る
。

註
一
・
三
・
四

国
語
と
国
文
学

昭
和
四
十
三
年
十
一
月

築
瀬
一
雄
氏
「
散
木
奇
歌
集
野
口
道
直
本
に
つ
い
て
」

註註
五

第
三
類
本
掲
出
四
本
も
叉
相
互
に
異
同
を
見
出
す
の
で
あ
る
が
、

-
尾
張
名
所
図
会
(
弘
化
元
年
)
等
の
編
著
が
誌
さ
れ
て
い
る
。

な
か
で
も
本
書
に
近
い
蓋
庵
本
本
文
に
拠
っ
て
対
照
す
る
こ
と
に
す
る
。
更

そ
の
ほ
か
に
、
尾
張
高
名
家
居
所
案
内
・
小
治
田
之
真
清
水
(
嘉
永
六
)

に
麗
庵
本
も
転
写
数
本
を
数
え
、
且
つ
相
互
に
異
同
が
所
見
さ
れ
、
そ
の
原
本
は
猶
確
認
し
が
た
い
が
、
国
学
院
大
学
附
属
図
書
館
蔵
本
、
奥
書
に

云
う
藍
庵
令
写
校
合
本
を
以
て
掲
示
本
文
と
す
る
。

1 

て
松
契
題
年
と
い
へ
る
こ
と
を
よ
ま
せ
給
(
重
本
青
校
合
)

堀
川
院
の
御
時
中
宮
は
し
め
て
堀
川
の
内
裏
に
ま
い
ら
せ
給
ひ
け
る
に
よ
め
る
祝
部
制
詞
書
本
書
傍
記
本
文
本
行
存
、

傍
記
「
青
」
ハ
同

奥
書
云
「
青
私
所
書
加
也
」
ト
ア
ル
校
異
本
文
ニ
シ
テ
原
本
文
ト
ハ
認
メ
ズ
、
以
下
向
。

と
ル
(
ル
、
類
従
本
校
合
〉
追
風
吹
な
ん
と
す
ま
た
日
も
高
し
と
て
よ
ら
て
過
け
れ
は
よ
め
る
(
重
本
、
朱
校
合
〉

2
藤
戸
と
い
ふ
所
に
て
ま
ら
ん
と
し
け
る
に
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
-
-
-
-
-
麗
旅
部
閉
詞
書
本
書
朱
書
入
本
文

本
行
存
、
傍
記
「
朱
」
ハ
同
奥
書
云
「
朱
如
元
本
」
ト
ア
ル
「
元
本
」
ノ
校
合
付
記
ト
シ
テ
、
所
謂
原
本
本
文
ト
ハ
認
メ
ズ
、
以
下
向
。

う

ち

は

へ

て

た

の

む

み

や

ま

の

育

つ

与

ら

く

る

し

み

な

き

は

我

ひ

と

り

か

は

〈

重

本

、

余

白

ニ

朱

書

入

)

円。
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
 .
 

授

記

品

の

こ

L

ろ

を

釈
教
部
制
歌

-m詞
書

本
書
朱
書
入
本
文
本
行
存
、
余
白
ハ

m
-
m両
歌
行
問
。



そ
の
ほ
と
ふ
お
も
ひ
か
た
き
は
よ
も
の
海
に
そ
こ
ひ
も
し
ら
ぬ
心
な
り
け
り
〈
重
本
、
細
字
朱
世
田
入
〉

4
・
・
・
・
@
.
.
.
.
 。
.
.
.
.
.
 @
・
・
@
@
。

.

.

.

.

.

.
 。
.
同
部
鰯
歌
本
書
朱
書
入
本
文
本
行
存
、
麗
本
ハ
掛
詞
書
ノ
次

行
空
白
ニ
シ
テ
、
空
白
行
一
一
細
字
朱
書
シ
テ
イ
ル
。

も
ろ
/
¥
の
花
く
さ
/
¥
に
咲
み
た
る
と
い
へ
る
事
を
よ
め
る
(
麓
本
、
余
白
朱
書
入
)
イ
此
詞
警
と
も
イ
ニ
ナ
シ
(
向
、
青
校
合
)

戸

h
u
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
e
・
・
@
@
@

そ

こ

ば

く

の

花

の

ひ

も

と

く

庭

の

屈

に

お

し

の

け

た

る

は

蓮

な

り

け

り

(

産

本

、

細

字

朱

書

入

〉

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.
 。
同
部
町
詞
書
・
歌

本
書
朱
書
入
本
文
本
行
存
、
青
校
合
ナ
シ
、
麗
本

知
詞
書
ノ
次
一
行
空
白
、
細
字
朱
書
。

等
が
そ
の
主
な
る
処
で
あ
る
。
掲
出
本
文
の
脚
下
に
付
注
し
た
ご
と
く
藍
庵
本
に
見
る
朱
・
青
筆
の
傍
記
又
は
余
白
書
入
本
文
は
、
執
れ
も
原
本
本

文
に
は
存
せ
ず
、
麗
庵
校
合
本
文

2
5
か
、
奥
書
に
一
五
う
「
元
本
」
校
合
本
文
(
朱
)
で
あ
り
、
所
謂
原
本
な
る
も
の
に
は
其
等
を
欠
い
て
い
た

と
判
断
さ
れ
る
。
細
部
に
わ
た
れ
ば
懸
多
に
及
ぶ
。
叉
、
留
意
さ
れ
る
の
は
、
第
一
類
本
系
に
於
て
所
見
す
る
契
沖
自
筆
本
朱
校
合
と
そ
の
転
写
本

に
於
け
る
本
行
本
文
化
で
あ
る
。
藍
庵
依
拠
「
元
本
L

あ
る
い
は
更
に
遡
る
時
期
に
上
掲
の
ご
と
き
校
合
本
文
が
本
行
本
文
化
す
れ
ば
本
書
本
文
の

ご
と
き
に
変
様
す
る
可
能
性
も
存
し
、
検
証
は
臨
難
に
し
て
も
又
一
方
的
に
否
認
し
が
た
い
の
で
あ
る
。

築
瀬
一
雄
氏
蔵

明
治
四
十
五
年
長
岡
興
家
写

存
巻
一

J
一
一
了
巻
八

t
十

袋
綴
、
合
二
冊
。
斐
紙
仮
綴
表
紙
、

堅
三
十
・
2

一
糎
、
横
二
十
一

-
四
糎
(
歌
本
文
)
。

-
一
エ
糎
。
料
紙
・
堵
紙
。

{
子
商
高
サ
約
二
十

和
歌
一
行
書
き
、
詞
書
略
三
字
下
げ
に
書
写
す
る
。
本
文
墨
付
、
上
冊
六
十
六
了
l

春
部

二
十
二
丁
(
扉
一
丁
ヲ
合
ム
)
、
夏
部

十
九

丁
(
向
上
)
、
秋
部

二
十
五
丁
(
向
上

)
l、
下
冊
七
十
一
丁

l
恋
部
下

十
四
丁
(
向
上
)
、
雑
部
上

二
十
九
丁
(
同
上
)
、
雑
部
下

十
八
丁
(
向
上
〉
。

l
但
し
、
上
冊
春
部
M
M

歌
よ
り
幻
詞
書
ま
で
(
二
丁
裏
一
ニ
了
表
ニ
当
ル
)
筆
写
者
に
よ
る
書
落
し
が
あ
る
i

本
書
は
一
五
来
十
巻
十
冊
仕
立
で
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
、
外
題
は

「
散
木
集

ご
、
「
散
木
集

二
(
コ
一
)

1

一
、
「
散
木
集
八
ハ

i
十

俊
頼
家
集

-156-



終
)
」
と
現
一
扉
左
肩
に
本
文
と
同
筆
打
付
書
き
し
て
い
る
。
現
存
中
冊
巻
四
か
ら
巻
七
部
分
を
逸
し
て
い
る
。

内
題
、
「
散
木
奔
歌
集
第
一
(
土
ニ
〉

春
部

(
1秋
部
)
」
(
上
冊
)
、

「
散
木
奔
歌
集
第
八
ハ
i
十〉

恋
部
下
ハ
1
雑
部
下
)
」

(
下
冊
)
と
記

し
て
い
る
。
但
し
、
巻
二
「
歌
」
を
「
詞
」
に
作
る
。

奥
書
は
、
下
冊
巻
末
(
雑
部
下
〉
に

明
治
四
十
五
年
五
月
写
之

長
岡
興
家
八
十
一
翁

と
書
写
年
次
を
記
し
て
い
る
。
筆
写
者
長
岡
某
に
つ
い
て
は
寡
聞
に
し
て
審
ら
か
に
し
な
い
。

本
書
は
次
述
す
る
よ
う
に
、
そ
の
本
文
の
異
問
状
況
よ
り
み
て
第
二
類
本
系
類
の
中
に
措
定
す
る
の
は
困
難
の
よ
う
で
あ
る
。
し
か
し
、

叉
、
他
類
に
よ
っ
て
本
書
を
規
定
す
る
こ
と
も
出
来
が
た
い
。

い
わ
ば
梢
と
中
間
的
と
で
も
云
う
べ
き
位
相
を
示
す
伝
本
で
あ
る
。
し
か

も
巻
四

i
七
の
中
冊
部
分
に
当
る
四
巻
を
逸
し
て
い
る
の
で
更
に
検
証
し
が
た
き
も
の
と
し
て
い
る
。
敢
て
本
文
校
勘
の
結
果
か
ら
概

略
す
れ
ば
、
上
冊
巻
一

i
三
・
下
冊
巻
八
の
四
巻
は
八
巻
本
系
類
の
補
訂
本
文
上
に
、
そ
の
経
緯
は
辿
ら
れ
る
か
と
推
測
さ
れ
、
下
冊
巻

九
・
十
の
両
巻
は
第
一
類
契
沖
補
綴
本
の
転
写
補
訂
本
系
の
本
文
が
予
想
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
も
っ
と
も
、
第
三
類
本
系
に
於
け
る
両
巻

も
第
一
類
契
沖
補
綴
本
と
相
交
錯
し
、
本
文
上
の
決
定
的
な
異
同
を
示
す
こ
と
は
砂
く
i
例
え
ば
、
藍
庵
本
の
ご
と
き
も
契
沖
本
を
以
っ
て
朱
校

す
る
該
両
巻
に
於
て
は
、
そ
の
差
異
は
他
巻
に
比
し
僅
少
で
あ
る
l
、
寧
ろ
当
該
両
巻
に
か
ぎ
り
同
一
系
類
と
見
倣
す
こ
と
も
可
能
で
あ
る
。

ず
れ
第
三
類
本
系
諸
本
解
題
に
て
詳
記
す
る
こ
と
と
な
る
が
、
第
三
類
本
は
第
二
類
八
巻
本
系
上
の
輸
と
異
系
本
文
と
、
第
一
・
二
類
系

に
見
る
補
綴
両
巻
l

巻
九
・
十
ー
の
混
態
と
し
て
把
握
し
得
る
の
で
は
な
い
か
と
推
測
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

そ
れ
は
さ
て
措
き
、

と
も
か

く
も
、
本
書
両
巻
の
場
合
も
、
本
文
相
互
の
類
向
性
よ
り
す
れ
ば
、
第
一
類
本
系
大
野
広
域
校
合
本
に
近
似
し
、
次
い
で
第
三
類
本
系
初 し、



雁
文
庫
本
・
麓
庵
本
の
両
本
が
相
接
す
る
位
地
に
お
か
れ
る
か
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

従
っ
て
、
以
下
本
書
本
文
の
検
討
も
、
巻
一
;
一
一
一
・
八
、
巻
九
・
十
の
両
部
に
わ
け
で
す
す
め
る
こ
と
に
す
る
。

例
に
倣
い
、
本
書
前
半
の
欠
落
本
文
l
書
陵
部
A
本
に
対
す
る
ー
を
掲
示
す
る
こ
と
に
す
る
。

1 

返

神
A
-
志
A

・
忠
・
江
本
欠
、
麗
本
存

春
部
山
作
者

2 

同
部
川

-m左
注
、
両
首
間
余
白
に
細
書
す
る
。

は
し
か
き
に
さ
と
を
は
か
れ
す
と
か
け
り

η
i
e
 

の
V
A
Ui
 

3 

間

神

A

・志
A
本
欠
、
忠
・
江
本
細
書
向
、
麗
本
当
該
部
細
補
(
他
本
校
合
本
文
、
以
下
同
)

す

み

か

に

霧

ふ

り

ふ

た

か

り

て

ハ

脅

A
本
〉

同
所
に
て
と
ふ
人
も
な
き
た
ひ
の
・

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.
 ・
い
ふ
せ
か
り
け
る
に
都
の
人
う
ら
め
し
か
り
け
れ
は

秋
部
川
山

お
く
に
あ
ま
の
を
ふ
ね
と
も
か
け
り

調
書

神
A

・志
A

・
忠
・
江
本
傍
記
欠
、
麗
本
同
細
補

4
あ
き
ま
し
ゃ
こ
は
な
に
こ
と
の
さ
ま
そ
と
よ
こ
ひ
せ
よ
と
て
も
む
ま
れ
さ
り
け
り

恋
部
下
問
歌

神
A

・志
A

・
忠
本
欠
、
江
本
朱

補
、
麗
本
向
細
補

同
部
削
詞
書

と
顕
著
な
異
同
例
は
僅
か
五
例
を
所
見
す
る
に
と
ど
ま
る
。
参
考
ま
で
に
第
三
類
本
系
産
庵
本
の
有
無
を
付
記
し
た
が
、
纏
か
に

1
の

5 

海
路
恋

神
A
-
志
A
-
忠
・
江
本
欠
、
麗
本
欠

調
書
の
存
否
に
す
、
ぎ
ず
、
上
掲
例
に
て
は
執
れ
の
系
類
に
属
す
べ
き
と
も
定
め
が
た
い
。

ひ
と
ま
ず
、
第
二
類
本
に
目
を
転
じ
、
林
羅
山
本
を
以
っ
て
本
書
と
の
異
同
著
し
き
を
比
較
す
る
と
、

イ

い
へ
は
け
に
は
な
の
み
ふ
ね
と
み
え
つ
る
は
君
か
千
と
せ
を
つ
め
る
な
り
け
り

江
本
朱
補
本
文
、
本
書
存
、
麓
本
存

春
部
川
山
歌

ロ

も
ろ
と
も
に
今
そ
な
く
な
る
時
鳥
『
八
声
の
鳥
は
お
の
か
妻
か
は
』

藍
本

夏
部
加
下
匂

=弓

』
圏
内
江
本
朱
補
本
文
、
本
書
存
、

0
0
 



墨
本
行
、
斯
麗
・
京
麗
本
朱
補
、
穂
麗
本
細
字
朱
補
シ
「
無
本
」
ト
記
ス

ノ、

返
人
は
い
さ
我
は
よ
ひ
よ
り
相
坂
の
ゅ
う
つ
け
鳥
の
音
を
の
み
そ
鳴

同
部
別
詞
書
・
歌

本
書
本
文
、
江
本
欠
、
薗
本
存

秋
の
山
の
月
を
み
る
と
い
へ
る
事
を
よ
め
る

ホ

秋
部
制
詞
書
江
本
朱
補
本
文
、
本
書
存
、
麗
本
細
補
(
他
本
校
合
本
文
)

ハ
も
て
脱
歎
〉

田
上
の
南
の
山
に
て
椎
ひ
ろ
ひ
け
る
つ
い
で
に
『
紅
葉
を
折
で
き
た
り
け
る
を
み
て
よ
め
る
』

』
圏
内
江
本

秋
部
開
詞
書

E司

朱
補
本
文
、
本
書
存
、
直
木
存

J、、

浅
か
ら
す
思
へ
は
こ
そ
は
ほ
の
め
か
せ
ほ
り
か
ね
の
井
の
つ
与
ま
し
き
身
を

大
弐
長
実
の
八
条
の
家
に
て
恋
の
心
を
恋
部
下
加
歌

-m詞
書
江
本
朱
補
本
文
、
本
書
存
、
麗
本
存

に
イ

紅
の
そ
て
に
は
つ
れ
し
ま
み
よ
り
も
な
れ
か
つ
ふ
り
の
わ
斗
け
を
そ
思
ふ

トチ

修
理
大
夫
顕
季
の
六
条
に
で
恋
不
知
ほ
と
t
A

い
へ
る
事
を
よ
め
る

井

杭

波

山
川
の
千
種
に
か
ふ
る
し
ら
露
の
ゆ
く
衛
も
し
ら
ぬ
恋
も
す
る
哉

江
本
欠
、
麗
本
存

同
部

m歌
-m詞

同
部
邸
歌
本
書
本
文

し
か
も
極
め
て
顕
著
で
あ
る
。
上
掲
例
に
か
ぎ
れ
は
、

本
書
本
文
、
江
本
欠
、
葺
本
存

と
、
そ
の
異
同
は
八
例
に
わ
た
り
、

産
庵
本
は
一
乃
至
二
例
l

ロ
・
ニ
例
!
を

除
き
本
書
と
略
一
致
し
、
寧
ろ
第
三
類
本
系
類
本
上
の
一
伝
本
と
し
て
想
定
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

其
処
で
、
繁
緩
に
わ
た
る
が
本
書
と
産
庵
本
i
国
学
院
蓋
庵
令
写
本
j
と
対
照
す
る
こ
と
に
す
る
。

あ
を
ル

伊
勢
に
侍
り
け
る
比
い
つ
き
の
宮
に
て
白
馬
ひ
く
を
み
て
よ
め
る

a 

春
部
訂
詞
書
傍
点
部
分
本
書
・
江
本
ナ
シ

b 

a
ハ，，
e

、、

東
北
院
の
花
さ
か
り
な
り
と
開
て
人
/
¥
あ
ま
た
く
し
て
ま
か
り
た
り
け
る
に
梅
の
花
も
さ
か
り
に
て
お
も
し
ろ
か
り
け
る
に
鷺

過
に
け
れ
は
よ
め
る
(
朱
)
け
る
に
立
と
ま
り
て
侍
り
け
る
に
人
ヒ
は
す
き
に
け
れ
は
よ
め
る
(
青
)

を
と
つ
れ
て
過
か
た
か
り
け
れ
は
よ
め
る
同
部
日
詞
書
傍
記
(
朱
)
・
(
青
)
ハ
藍
本
奥
書
云
「
朱
如
元
本
、
青
私
所
書
加
也
」
ト
ア



ル
校
合
本
文
デ
ア
ル
、
以
下
向
。
本
書
・
江
本
ハ

東
北
院
の
花
さ
か
り
な
り
と
開
て
人
/
¥
あ
ま
た
く
し
て
ま
か
り
た
り
け
る
に
梅
花
も
さ
か
り
に
て
お
も
し
ろ
か
り
け
る
に
う
く

の
(
江
)

ひ
す
を
と
つ
れ
て
過
か
た
か
り
け
れ
は
立
と
ま
り
て
侍
け
る
に
人
/
¥
は
す
き
に
け
れ
は
よ
め
る

ト
ア
リ
、
藍
本
青
筆
傍
記
ヲ
本
書
・
江
本
ハ
本
行
本
文
ト
シ
相
違
ス

C 

大
弐

本
書
・
江
本
存
、
麗
本
欠

同
部
旧
作
者

d 

帰
属
の
こ
斗
ろ
を
よ
め
る

本
書
・
江
本
ハ
、

同
部
問
詞
書

e 

家百
隆首
費歌
同雲中
部に
167 カミ
作へ
者る
馬
の
J心
を
よ
め
る

本
書
・
江
本
「
家
綱
」

f 

夜
深
間
郭
烏

本
書
・
江
本
存
、
麗
本
欠
・
朱
細
補
「
夜
深
間
時
鳥
」

夏
部

m

g 

五
月
雨
の
心
を
同
部
制
本
書
・
江
本
存
、
麗
本
欠
・
朱
細
補
「
さ
み
た
れ
を
」

新

古

今

を

し

こ

め

て

世

を

ひ

た

す

ら

に

う

ら

み

つ

る

哉

(

朱

)

浮

身

に

は

山

田

の

お

し

ね

秋

部

的

歌

続

古

今

ら

イ

し

ら

ま

し

(

朱

)

あ
き
萩
の
下
葉
に
月
の
や
と
り
す
は
明
て
や
露
の
か
す
を
同
部
似
歌
本
書
・
江
本
朱
傍
記
本
行
本
文

あ
ま
の
神
空
に
は
た
な
ひ
け
る
雲
も
な
く
ま
つ
り
こ
と
の
庭
に
は
宮
を
守
(
朱
)

・
:
前
略
:
:
:
み
な
御
心
に
な
ん
ま
か
せ
給
へ
り
神
ち
か
ら
を
あ
は
せ
給
ふ
あ
ま
り
に
糸
竹
の
こ
ゑ
た
え
す
:
:
:
下
略
:
:
:

と
ル

h 

本
書
・
江
本
朱
傍
記
本
行
本
文

1 

部
制
小
序

本
書
・
江
本
朱
傍
記
略
同
本
行
本
文

k 

秋
の
山
の
月
を
み
る
と
い
へ
る
事
を
同
部
邸
調
本
書
存
、
江
・
麗
本
朱
細
補

く
イ
下
向
て
L

く
〈
育
)
お
そ
ろ
し
み
い
や
い
ひ
ま
し
ね
(
朱
)
・
い
字
傍
-
一
「
は
イ
」
(
車
問
)
・
ね
傍
ニ
「
イ
」
〈
青
)

手

枕

を

か

け

て

し

れ

は

お

ろ

人

し

み

は

や

は

ひ

ま

し

ね

み

つ

の

か

と

よ

り

恋

部

下

歌

山

ハU

同



本
書
・
江
本
ハ
、
L

(
江

)

は

〈

江

)

手
枕
を
く
け
て
し
く
れ
は
お
そ
ろ
し
み
い
や
は
ひ
ま
し
ね
み
つ
の
か
と
よ
り

と
、
精
と
細
部
に
わ
た
る
が
十
余
例
の
き
わ
だ
た
し
い
異
同
を
瞥
見
し
、

本
書
と
謹
庵
本
l
後
述
す
る
第
三
類
本
系
は
大
略
同
じ
く
す
る
j

と
は
、
や
は
り
同
一
本
系
類
と
し
て
対
処
し
得
な
く
な
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
に
対
し
て
羅
山
旧
蔵
本
は
k
例
を
除
き
上
掲
諸
項
は
殆
ん
ど

註

其
本
文
が
同
一
で
あ
る
こ
と
は
系
類
上
見
逃
し
が
た
い
重
点
で
も
あ
る
。
叉
、
別
註
す
る
ご
と
く
両
書
は
微
細
な
語
句
上
の
異
同
も
砂

く
、
前
掲
の
イ

1
チ
の
羅
山
旧
蔵
本
の
欠
落
本
文
を
除
け
ば
同
一
系
統
上
の
伝
本
と
し
て
措
置
し
得
る
の
で
あ
る
。
が
、
本
書
は
そ
の
点

に
於
て
現
存
伝
本
の
系
類
の
上
か
ら
は
疎
縁
な
伝
本
と
い
わ
ざ
る
を
え
な
い
。

し
か
し
な
が
ら
、
猶
臆
測
す
れ
ば
、
そ
の
ひ
と
つ
は
、

羅
山
旧
蔵
本
の
欠
落
本
文
す
べ
て
l
書
陵
部
A
本
に
対
す
る
ー
が
、
第
二
類
本
系

た
る
該
本
の
脱
漏
本
文
と
す
れ
ば
、
本
書
は
そ
の
欠
陥
を
補
う
本
文
を
具
備
し
た
伝
写
本
と
も
い
え
よ
う
。
し
か
し
、
そ
の
仮
説
を
確
認

す
る
に
は
、
す
く
な
く
と
も
江
戸
前
期
に
遡
る
類
本
の
伝
存
を
要
す
る
で
あ
ろ
う
。
既
に
本
集
に
於
て
も
第
一
類
契
沖
自
筆
書
写
校
合
本

と
そ
の
転
写
数
本
と
の
聞
に
所
見
し
た
校
訂
本
文
の
形
成
経
過
を
顧
り
み
な
い
わ
け
に
は
い
か
な
い
か
ら
で
あ
る
。

そ
の
ふ
た
つ
は
右
記
の
ご
と
き
校
訂
経
過
を
想
定
し
、
第
二
類
本
系
一
本
に
、
例
え
ば
羅
山
旧
蔵
本
に
み
る
朱
補
校
合
が
、
転
写
の
途

次
に
於
て
本
行
本
文
化
の
整
定
が
施
さ
れ
た
と
す
れ
ば
、
本
書
に
極
似
す
る
伝
本
と
し
て
変
様
し
う
る
の
で
あ
る
。
因
み
に
、
前
掲
の
羅

山
旧
蔵
本
の
欠
落
本
文
八
例
中
、
そ
の
五
例
に
は
朱
補
校
合
が
書
入
れ
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
の
本
行
本
文
化
の
こ
と
を
思
う
の
で

あ
る
。
産
庵
本
を
含
め
第
三
類
本
に
も
同
様
な
想
定
は
可
能
で
は
あ
る
が
細
部
な
語
句
上
に
ま
で
わ
た
る
本
書
本
文
と
の
差
異
に
お
い
て

は
前
者
と
異
る
の
で
あ
る
。

結
旬
、
本
書
は
現
時
点
に
於
て
は
類
別
は
困
難
で
あ
り
、
想
定
さ
れ
る
可
能
性
と
し
て
二
つ
の
仮
説
を
設
け
、
そ
の
執
れ
で
あ
れ
、
第



二
類
本
系
の
伝
本
の
ひ
と
つ
と
し
て
措
定
し
て
み
た
の
で
あ
る
。

本
書
の
系
類
を
探
る
べ
く
結
論
を
急
い
で
し
ま
っ
た
が
、
次
に
当
該
巻
の
異
文
・
排
列
・
書
入
れ
等
に
つ
き
概
要
す
る
こ
と
に
す
る
。

ま
ず
、
当
該
巻
に
所
見
す
る
異
文
|
こ
れ
も
第
四
類
書
陵
部
A
本
に
対
す
る
も
の
に
す
ぎ
な
い

l
は
、
次
の
一
例
を
除
き
、
第
二
・
三
類
本
系

は
共
有
し
て
い
る
。

ま
ず
、
そ
の
一
例
で
あ
る
が
、
巻
二
夏
部
巻
尾
に
、

異
本
一
五

元
永
元
年
六
月
十
六
日
了
卯
修
理
太
夫
亭
に
て
/
柿
本
人
丸
供
の
時
杢
頭
俊
頼
朝
臣

夕
日
さ
す
野
守
の
か
ふ
み
か
ひ
も
な
し
ふ
れ
け
る
風
の
影
し
そ
は
ね
は

真
名
序
等
有
会
者
各
一
詠
寄
あ
り
寄
二
行
七
字

と
、
「
異
本
云
」
と
し
て
、
一
i

柿
本
影
供
記
」
に
録
す
俊
頼
歌
を
付
記
し
て
い
る
。
本
集
伝
本
中
に
は
該
当
す
る
「
異
本
」

を
見
ぬ
。

「
影
供
記
」
異
本
に
拠
る
書
入
れ
を
転
入
移
写
し
た
も
の
か
。
村
上
忠
順
の
「
標
註
」
付
載
、
「
散
木
奔
詩
集
脱
漏
歌
」
中
に
は
「
古
今

著
聞
集
」

の
そ
れ
を
抄
録
し
て
い
る
。
猶
巻
九
雑
部
上
に
も
類
歌
書
入
れ
を
本
行
本
文
と
す
る
と
こ
ろ
が
あ
る
i
後
述
1
0

右
記
以
外
は
既
に
繰
返
し
掲
示
す
る
処
で
あ
る
が
、
念
の
た
め
参
考
ま
で
に
掲
示
し
て
お
く
。
即
ち
、

玉

葉

た

も

と

イ

1

七
夕
の
か
へ
る
あ
し
た
の
し
つ
く
に
は
あ
ま
の
川
な
み
立
や
そ
ふ
ら
ん

秋
部
御
歌

2

丹
波
前
司
重
一
房
の
家
に
て
女
郎
花
を
よ
め
る

同
部
川
詩
書

3

九
月
十
三
夜
法
性
寺
関
白
殿
下
に
て
よ
め
る

同
部
制
詞
書

は
く
ら
し
イ

4

皇
后
宮
の
弘
徽
殿
に
お
は
し
ま
し
け
る
比
細
殿
に
て
人
に
物
申
け
る
に
女
房
の
う
へ
l
A

の
ほ
る
と
て
み
ち
見
く
る
し
と
て
し
は
し

一

房

一

ま

い

ら

す

る

と

侍

け

る

に

た
て
と
女
宮
の
申
け
れ
は
た
ち
て
殿
上
の
か
た
へ
ま
か
り
け
る
を
の
ち
に
ま
い
り
や
す
る
と
ま
ち
け
る
に
見
え
さ
り
け
れ
は
か
れ
よ
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恋
部
下
別
詞
書

で
あ
る
。
書
陵
部
A
本
と
は
林
羅
山
旧
蔵
本
の
処
に
対
照
し
た
。
上
掲
第
二
類
本
諸
本
共
に
類
同
し
な
が
ら
も
、
本
書
は
校
合
傍
記
を

り
を
く
り
侍
り
け
る

の
ぞ
け
ば
微
細
な
点
で
羅
山
本
と
よ
く
合
致
し
て
い
る
。

次

本
書
当
該
巻
の
排
列
の
異
同
は

付

夏

部

223 

225 

224 

22& 

229 

226 

227 

230 。
同
部

n〈
J

U

F

h

J

υ

a

a

品
A

命
長
H
V

R
U

・0
h
u
v
-
E
0

・R
u

q
，“

nFム
M

q

f

“

q
L

の
二
例
で
あ
る
が
、
羅
山
本
以
下
、
第
二
・
三
類
本
諸
本
に
共
通
し
て
い
る
。

叉
、
そ
の
書
入
れ
に
は
、

イ
万
云
引
豆
町
石
見
の
海
う
っ
た
の
山
の
木
間
よ
り
我
ふ
る
袖
を
妹
み
つ
ら
ん
か

ヒ

ザ

カ

キ

ヒ

キ

十

カ

キ

ロ
伶
俗
ひ
し
ゃ
e

ふ
き
と
云
/
卑
榊
の
略
な
る
へ
し
春
部
川
第
四
句
注

(

マ

、

)

ア
ラ
タ
コ
ノ
ス
コ
カ
竹
カ
キ
ア
メ
ニ
ヨ
リ
ソ
ノ
イ
モ
シ
ミ
エ
ス
ハ
我
コ
ヒ
メ
ヤ
ハ

春
部

n
夏
部
制

ノ、

万
云

な
ど
所
見
さ
れ
る
。

イ
・
ロ
は
第
一
類
契
沖
本
以
下
転
写
本
に
見
出
さ
れ
る
書
入
れ
で
あ
る
が
、

』土

た
だ
二
例
の
み
に
す
ぎ
な
い
。

イ
と
共
に
第
二
類
本
諸
本
、
叉
第
三
類
本
系
で
は
草
庵
本
・
初
雁
文
庫
本
等
に
も
存
す
る
前
掲
の
例
歌
で
あ
る
が
、
掲
示
し
た
ご
と
く
、

ハ
は
片
仮
名
交
り
と
表
記
の
統
一
を
欠
い
て
い
る
。
柳
か
気
に
な
る
と
こ
ろ
で
も
あ
る
。

叉
、
そ
の
本
文
中
に
は
、
聞
と
「
イ
」
本
校
合
、
諸
集
と
の
校
合
を
傍
記
す
る
処
が
散
見
さ
れ
る
。
が
そ
の
な
か
の
一
部
は
第
一

イ
ロ
は
平
仮
名
交
り
、

類
系
本
の
そ
れ
を
継
承
し
た
と
し
か
思
わ
れ
ぬ
箇
処
が
あ
る
。
二
・
三
を
拾
う
と
、

消
ぬ
や
や
か
て
春
の
初
花
イ

却
第
四
・
五
句
き
ゆ
る
そ
春
の
し
る
し
也
け
り
!
忠
・
江
・
信
・
麗
・
初
本
イ
校
向
傍
記
、
〆
契
本
系
ハ
同
文
朱
校
「
新
拾
」
ト
ス

新
後
拾
を
と
は
の
イ

を
は
っ
せ
山
の
!
信
本
イ
校
同
、
忠
・
江
本
「
を
と
は
の
集
」
ト
墨
校
合
、
麗
・
契
本
系
「
音
羽
の
新
後
拾
」
朱
校
合

日
第
三
句
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花
さ
く
イ

m第
五
句
あ
せ
み
さ
く
也
l
忠
・
江
・
信
・
野
・
驚
・
初
本
イ
校
同
傍
記

千

な

と

て

か

く

イ

/

い

か

て

イ

い

か

に

イ

千

夏

さ
し
も
な
そ
十
神
A

・
忠
・
江
・
野
本
イ
校
同
傍
記
、
麗
本
「
さ
し
も
な
そ
」
朱
校
合
、
初
・
契
本
「
さ
し
も
な
と
」
、

な

と

て

か

く

千

な

と

て

か

く

千

志
A
本

千
な
と

一
さ
し

m初
旬

て
か
く

も
な
そ
」

な
ど
、
「
イ
」
校
の
相
互
に
符
合
す
る
処
が
見
出
さ
れ
、
僅
か
四
例
を
掲
示
す
る
に
す
、
ぎ
な
い
が
、
そ
の
す
べ
て
が
忠
一
房
・
羅
山
雨
旧

蔵
本
の
江
戸
前
期
に
ま
で
遡
り
得
る
こ
と
は
留
意
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
同
時
に
付
記
し
た
ご
と
く
羅
山
本
系
と
四
例
を
共
に
同
じ
く
す
る

こ
と
も
本
書
当
該
巻
が
羅
山
本
系
の
類
縁
上
に
あ
る
こ
と
を
示
唆
す
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
叉
、
此
一
一
事
な
が
ら
、
そ
の
集
付
に
於
て
も

過
半
を
共
有
l
他
は
後
補
の
も
の
と
推
定
さ
れ
る
ー
す
る
の
も
単
な
る
偶
然
の
暗
合
と
は
思
わ
れ
ぬ
の
で
あ
る
。

倍
、
本
書
巻
九
・
十
雑
部
上
下
両
巻
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
本
集
伝
存
本
に
於
け
る
此
両
巻
本
文
の
異
同
は
極
め
て
砂
く
、
そ
の
系
類

の
パ
タ
ー
ン
も
然
し
た
る
変
化
も
な
く
略
二
種
類
の
系
統
上
の
伝
本
よ
り
派
生
し
た
異
同
に
か
ぎ
ら
れ
る
か
と
推
測
さ
れ
る
。
そ
れ
は
伝

存
本
四
類
が
、

八
巻
本
と
十
巻
本
と
に
基
本
的
に
岐
れ
、
八
巻
本
と
の
補
級
の
形
態
が
第
三
類
系
ま
で
の
主
た
る
伝
本
の
様
相
で
あ
る
か

ら
で
も
あ
る
。
本
書
両
巻
も
前
述
し
た
ご
と
く
同
様
な
構
図
の
許
に
成
っ
た
も
の
か
と
思
わ
れ
る
。

例
に
倣
い
、
両
巻
の
異
同
を
観
る
こ
と
に
す
る
。
ま
ず
欠
落
本
文
i
繰
返
す
が
書
陵
部
A
本
に
対
す
る
l
の
著
し
き
は
、

-
阿
関
梨

雑
部
上
制
作
者

岸
・
初
本
欠
、
謹
本
補
ヵ
、
類
・
宗
本
向
欠

第
一
類
本
・
信
・
野
本
(
第
二
類
)

岸
・
麗
・
初
本
(
第
一
二
類
)

-
類
・
永
・
宗
本
等
(
第
四
類
)
向
欠

2
永
縁

同
部
制

つ
d 

に

け

り

と

き

こ

ゆ

る

人

の

か

り

つ

か

は

し

げ

る

(

悉

A
)

ち
き
り
し
こ
と
斗
も
を
わ
す
れ
に
け
る
に
や
こ
と
さ
ま
に
お
も
ふ
也
・
・
・
・
・
・
@
・
・
・
@
@
@
・
・
・
・
・
同
部
川
川
詞
幸
一
回

第
一
類
本
(
大
本
ハ
類
本
一
一
テ
細
補
〉

-
野
・
麗
本
間
欠
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雑
部
下
側
和
句
詞
書

の
四
例
を
所
見
す
る
に
と
ど
ま
り
、
系
統
類
別
上
の
要
因
と
す
る
に
は
余
り
も
不
備
で
あ
る
。
強
い
て
そ
の
差
異
を
探
れ
ば
第
一
類
本

4 

'0 

く

系
と
第
二
類
麗
庵
本
と
が
類
同
す
る
程
度
で
あ
り
、
本
書
の
両
巻
は

4
の
ご
と
き
を
単
な
る
誤
脱
と
み
れ
ば
麗
庵
本
に
次
い
で
近
似
す
る

と
で
も
云
え
ょ
う
か
。
も
っ
と
も
麓
庵
本
に
は
雑
部
下
削
「
し
も
つ
け

う
ら
み
て
も
な
に
斗
か
は
せ
ん
云
と
」
歌
を
欠
落
す
る
が
叉
大

同
小
異
で
あ
る
。

叉
、
本
書
に
所
見
さ
れ
る
異
文
も
殊
更
に
顕
著
な
る
を
み
ず
、
第
一

j
三
類
本
系
の
そ
れ
に
準
ず
る
。

例
え
ば
、
雑
部
下
問
詞
書
の
、

ひ

し

か

れ

イ

伏
見
の
山
さ
と
に
て
あ
そ
ひ
と
も
を
あ
る
し
の
を
こ
し
た
り
け
る
を
た
て
こ
も
り
で
ね
た
り
け
る
を

あ
そ
へ
な
と
か
う
で
は
な
と
い
ひ
け
る
つ
い
で
に
l
書
A
本
左
傍
点
部
分
ヲ
欠
ク

な
ど
そ
の
代
表
的
な
も
の
で
あ
る
が
、
第
一
類
契
沖
本
以
下
第
三
類
本
は
略
同
一
で
あ
り
、
第
四
類
本
系
に
於
て
書
陵
部
A
本
等
に
看

る
が
ご
と
き
で
あ
る
l
但
し
右
例
文
中
の
右
傍
記
校
異
は
第
一
類
本
に
所
見
し
注
意
さ
れ
る
l
。

こ
れ
も
叉
、

本
書
巻
九
・
十
両
巻
の
系
類
上
の

拠
点
と
す
る
こ
と
と
は
な
り
が
た
い
。

次
い
で
、
そ
の
排
列
の
異
同
を
み
る
に
、
雑
部
上
聞
番
歌
は
、

世
中
を
う
ら
み
て
過
す
高
せ
舟
戸
打
そ
へ
て
か
ら
ろ
を
す
也
同
仰

空

わ

た

る

す
か
し
ま
を
わ
た
る
あ
き
さ
の
を
と
な
れ
や
さ
ふ
め
か
れ
で
も
よ
を
す
く
す
哉

同
仰

と
配
さ
れ
て
い
る
。
本
集
伝
本
に
は
類
例
な
き
歌
序
で
あ
る
。
歌
群
は
「
恨
射
恥
運
雑
歌
百
首
」
の
中
に
あ
り
、
排
列
の
移
動
に
つ
い

て
は
、
そ
の
積
極
的
理
由
を
見
出
し
が
た
い
。
と
も
か
く
も
、
本
書
独
自
の
異
例
な
歌
序
で
あ
る
。
叉
似
歌
中
の
傍
記
校
異
も
第
一
類
契



沖
本
系
と
同
じ
く
す
る
。

叉
、
同
歌
群
の
中
に
、

心
に
は
思
ひ
す
て
ふ
し
よ
な
れ
と
も
身
は
な
け
ら
れ
ぬ
物
に
そ
有
け
る

千年
こ
と
に
泊
の
川
に
う
か
へ
と
も
身
は
な
け
ら
れ
ぬ
物
に
そ
有
け
る

同
1477 

大
江
公
資

と
、
そ
の
類
歌
が
そ
の
憧
に
本
行
本
文
と
し
て
書
写
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
源
は
、

契
沖
本
以
下
第
一
類
本
l
但
し
李
花
亭
文
庫
本
欠
!
中

に
見
出
す
朱
書
入
れ
で
あ
る
。
如
何
な
る
経
過
に
よ
る
混
入
か
は
測
り
が
た
い
が
、
契
沖
本
と
の
交
渉
の
跡
が
看
取
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

更
に
も
う
一
例
を
挙
げ
る
と
、
雑
部
下
「
折
句
豆
町
」

の
許
に
、

新
拾
遺

さ
っ
き
聞
と
い
ふ
こ
と
を

俊
頼
朝
臣

さ
ぶ
の
は
の
露
は
し
は
し
も
消
残
る
や
ょ
や
は
か
な
き
身
を
い
か
に
せ
ん

と
双
行
細
記
し
て
い
る
。

こ
れ
も
叉
、
契
沖
本
以
下
第
一
類
本
!
但
し
李
花
亭
文
庫
本
欠
i

に
所
見
す
る
朱
注
書
入
れ
で
あ
る
。

か
く
書

入
れ
の
移
写
と
い
う
点
に
於
て
は
契
沖
本
系
の
わ
ず
か
そ
の
一
部
で
あ
れ
顕
著
な
一
致
を
見
出
す
の
で
あ
る
。
こ
の
類
向
性
は
叉
、
校
合

傍
記
に
あ
っ
て
も
同
様
な
類
似
点
が
散
見
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

瞥
見
す
る
に
し
た
が
い
、
い
さ
ふ
か
を
掲
示
す
る
こ
と
に
す
る
と
、

イ

無

は

し

雑
部
上
出
詞
書
:
:
・
:
:
い
か
や
う
に
か
さ
も
さ
ふ
ら
ひ
ぬ
へ
き
さ
ま
に
や
し
さ
ふ
ら
う
へ
き
と
申
け
れ
は
:
・
:
:
:
つ
か
ま
つ
り
け
る

そ

み

る

へ

き

こ

イ

は

く

イ

ー
契
本
問
、
同
第
五
句
君
の
み
そ
見
ん
!
契
本
問
、
同
左
注
そ
の
た
ひ
な
り
け
る
と
そ

l
契
本
同
、
制
第
二
匂
な
み
さ
へ
さ
そ
ふ

i
契
本

通

イ

過

つ

く

る

イ

か

し

あ

た

問
、
山
詞
書
:
:
:
:
・
家
道
君
:
:
:
i
契
本
問
、
部
作
者
家
道
朝
臣
1

1

契
本
問
、
山
第
五
匂
舟
く
た
す
也
l

契
本
問
、
部
第
五
句
蘇
よ
け

ヘ

ィ

;

も

れ

ん
l
l
契
本
問
、
山
第
五
句
た
き
る
な
る
か
な
1

契
本
間
(
但
シ
「
イ
」
)
、
山
第
四
句
け
こ
の
は
し
て
も
i
j
契
本
向
(
但
シ
「
イ
」
)
、
制
第
二

道

ィ

.

る

も

l

き

〈

契

〉

@

そ

ま

い

i

匂
さ
か
ゆ
く
身
か
は

i
契
本
問
、
雑
部
下
知
第
四
句
か
こ
と
に
し
つ

L
i契
本
問
、
問
和
句
た
う
と
く
り
き
て
ま
ひ
ょ
ろ
ほ
へ
は
!



ツ

マ

イ

ト

永

イ

君

イ

権

イ

契
本
た
う
と
く
り
き
て
ま
ひ
ょ
ろ
ほ
へ
は
、
間
唱
句
作
者
承
源
法
印

l
契
本
同
、
山
和
句
作
者
甲
斐
公

l
契
本
向
、
日
唱
句
作
者
源
中
納

の

イ

或

イ

言
国
信

l
契
本
問
、
印
唱
句
詞
書
堀
河
院
御
時
内
侍
所
へ
供
御

:
:
:
l契
本
向
、
間
唱
句
作
者
有
僧

l
契
本
同

等
散
見
さ
れ
且
つ
符
合
す
る
。
の
み
な
ら
ず
、
契
沖
本
に
屡
ミ
付
注
さ
れ
る
と
こ
ろ
の
堀
川
院
次
郎
百
首
・
夫
木
集
の
朱
校
異
も
可
成

り
に
わ
た
り
移
写
さ
れ
、
叉
、
集
付
注
記
も
多
く
が
転
写
さ
れ
て
い
る
ご
と
き
岡
本
系
と
の
か
ふ
わ
り
は
否
定
し
が
た
い
。
そ
れ
ら
は
、

し
か
し
執
れ
の
時
か
、
如
何
様
な
る
経
過
か
は
審
ら
か
に
し
が
た
い
が
、
本
書
両
巻
の
祖
形
と
し
て
契
沖
本
系
を
想
定
す
る
こ
と
は
可
能

で
は
な
か
ろ
う
か
。
八
巻
本
と
両
巻
の
補
綴
は
既
に
契
沖
本
に
も
叉
葉
山
信
果
本
に
も
第
三
類
麓
庵
本
に
も
屡
と
看
取
さ
れ
る
と
こ
ろ
で

あ
れ
ば
、
本
書
の
成
立
ち
に
お
い
て
も
同
様
な
過
程
は
予
測
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
明
治
末
年
の
書
写
本
で
あ
る
本
書
の
直
接
の

依
拠
本
は
既
に
か
か
る
形
態
と
し
て
成
る
と
こ
ろ
の
|
既
述
し
た
如
き
i

一
伝
本
で
あ
っ
た
ろ
う
と
推
測
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
本
書
を
第
二

類
本
系
と
し
て
措
定
す
る
に
は
種
と
の
異
議
が
猶
存
す
る
が
現
時
点
的
結
果
と
し
て
、

ひ
と
ま
ず
対
処
し
た
の
で
あ
る
。

註

両
書
に
所
見
す
る
語
句
上
の
異
同
を
、
目
に
付
く
ま
ま
に
拾
続
し
て
ゆ
く
こ
と
に
す
る
。

ゑ
こ
の
こ
れ
イ

春
部
出
第
三
句
こ
の
こ
な
を
(
本
書
)
|
こ
の
う
な
を
(
江
、
以
下
向
)
、
討
第
五
句
つ
く
に
や
有
け
ん
|
つ
く
に
や
有
ら
ん
、
詔
第
二
句
も

ち
月
に
l
も
ち
月
に
も
る
、

H
調
書
:
:
:
こ
れ
寄
に
よ
め
な
し
て
:
-
j
i
-
-
:
:
こ
れ
寄
に
よ
み
な
し
て
:
:
:
、
印
詞
書
:
:
:
か
ほ
れ
る
を
よ
め
る

l
i
-
-
-
か
ほ
れ
た
る
を
よ
め
る
、
加
詞
書
:
:
:
た
う
へ
け
る
つ
ゐ
て
に
j
i
l
-
-
:
:
た
へ
け
る
つ
い
で
に
:
:
:
、
目
詞
書
:
:
:
仰
あ
り
け
る
に
・

速

に

い

け

と

-
|
:
:
:
仰
あ
り
た
る
に
:
:
:
、
同
:
:
:
迎
に
い
け
と
:
:
:
|
:
:
:
速
に
い
け
と
:
:
:
、
問
第
三
た
の
む
哉
|
涼
む
哉
、
山
詞
書
;
:
:
永
縁
に
・
:

-
|
:
:
:
教
縁
に
:
:
:
、
山
初
・
二
句
や
さ
し
ゃ
な
谷
の
し
と
ね
に
ー
か
さ
し
き
な
苔
の
し
と
ね
に
、
山
第
四
句
か
ほ
る
は
風
の
ー
か
ほ
る
そ
風

の。
、
山
詞
書
:
:
:
白
川
の
花
見
に
:
:
:
l
:
:
:
白
河
の
花
み
に
と
て
:
:
:
、
問
調
書
:
:
:
人
と
又
ま
か
り
て
:
・
j
i
-
-
:
:
人
ミ
又
ま
ひ
り
て
:
・

-
、
凶
詞
書
:
:
:
永
縁
に
:
:
:
|
:
:
:
教
縁
に
:
:
:
、
凶
第
五
句
す
く
す
成
け
り
l
す
く
ひ
成
け
り
、
山
第
四
句
つ
ふ
し
か
け
た
に
|
つ
ふ
し

の

け

た

イ

と

イ

か
岡
に
、
問
第
五
句
た
ね
を
か
し
つ
る
l
た
ね
も
か
し
け
る
、
間
第
三
句
は
ま
く
り
も
ー
は
ま
く
り
を
、
間
初
旬
雨
ふ
れ
と
l
雨
ふ
れ
は
、
山
第

-167-



三
句
松
か
枝
に

l
梅
か
え
に
、

問
調
書
:
:
:
藤
の
さ
か
り
な
り
と

J
i
l
-
-
:
:
藤
の
花
さ
か
り
な
り
と
:
:
・
、

間
詞
書
:
;
:
い
ひ
っ
か
は
し
た
り

け
れ
と
:
・
:
・
l
i
-
-
い
ひ
に
つ
か
は
し
た
り
け
れ
と
:
:
:
、
山
詞
書
:
:
:
心
を
よ
め
る
i
:
:
:
心
を
、
同
第
五
句
春
そ
暮
ぬ
る
!
春
も
暮
ぬ
る

こ

(

朱

)

け

欽

(

墨

)

夏
部
山
第
五
句
春
は
こ
ひ
し
き
i
春
は
さ
ひ
し
き
、
町
第
五
句
へ
た
て
さ
り
け
る
|
へ
た
て
さ
り
け
り
、
加
第
三
句
懸
し
ま
の
l
か
へ
し
ま
の
、

を

歎

(

墨

〉

よ

(

朱

)

出
初
句
今
日
く
れ
は
!
世
に
ふ
れ
は
、
山
第
四
句
ょ
を
う
の
花
の
l

よ
の
う
の
花
の
、
別
第
二
匂
ぬ
る
よ
も
あ
ら
は
i

ぬ
る
と
も
あ
ら
は
、

m
m
第

ね
(
朱
)

二
句
暗
音
の
影
し
!
な
く
ね

o
か
け
し
、
出
第
四
句
し
の
ひ
ね
す
る
と
l
し
の
ひ
す
る
と
、
加
詞
書
:
:
:
白
川
の
家
に
て

:
:
:
l
i
-
-
-白
河
に
て

ふ

(

朱

)

け

し

き

イ

ぬ

欺

(

墨

〉

家

(

朱

)

る

(

朱

)

・
、
別
第
三
句
ゆ
ふ
け
と
ふ
!
ゆ
ふ
け
と
り
、
山
第
二
句
な
け
き
の
社
に
l
気
色
の
杜
に
、
加
第
四
句
お
り
た
ち
に
け
る
ー
を
り
立
に
け
り
、
別

ふ

(

朱

)

る

(

朱

)

第
二
句
軒
の
し
の
ふ
し
l
軒
の
し
の
ひ
し
、
同
第
四
句
ふ
け
る
あ
や
め
も
l

ふ
け
ぬ
あ
や
め
も
、
問
第
二
句
な
つ
か
し
か
り
し
i
な
っ
か
り
し
、

る

〈

朱

)

折

(

朱

)

却
初
旬
あ
ち
さ
ゐ
の
|
あ
っ
さ
ゐ
の
、
町
第
五
句
人
は
か
る
也
l

人
は
か
り
な
り
、
知
第
五
句
折
も
こ
そ
あ
れ
i
軒
も
こ
そ
あ
れ
、
制
第
四
・

と

(

朱

)

あ

ゆ

こ

く

む

ら

(

朱

〉

本

ニ

(

墨

)

は

(

朱

)

五
句
扶
い
と
な
く
鮎
子
く
む
ら
し
l
た
も
い
と
な
く
こ
ひ
え
ら
し
、
知
第
二
句
は
す
の
た
ち
葉
に
l
口
す
の
た
ち
葉
に

る

を

イ

(

朱

〉

ぜ

ん

イ

秋
部
制
第
三
句
暮
も
あ
る
を

i
暮
も
あ
り
、
知
詞
書
:
:
:
心
を

i
:
:
:心
を
よ
め
る
、
抑
制
第
四
・
五
句
し
か
へ
て
君
か
つ
ま
草
に
し
つ
l
し
か
ひ

し

つ

イ

(

墨

)

お

ひ

(

朱

)

の

(

朱

)

て
君
か
つ
ま
草
に
せ
ん
、
制
第
三
句
帯
に
し
て
i

た
ひ
に
し
て
、
的
第
二
句
露
の
し
か
ら
み
l
露
も
し
か
ら
み
、
山
第
五
句
露
し
め
り
つ
ふ
!
露
し

め

(

朱

)

は

(

朱

)

け
り
け
り
、
制
第
二
句
は
こ
も
の
か
こ
ひ

i
け
こ
も
の
か
こ
ひ
、
山
詞
書
田
上
に
て

:
:
:
i田
う
へ
に
て
:
:
:
、

m
M
第
四
匂
萩
の
は
す
ゑ
に
!
萩
の

ひ

(

墨

〉

谷

矢

木

に

夫

木

は

イ

(

墨

〉

は
す
へ
に
、
印
刷
第
四
匂
こ
し
け
き
た
ひ
の
|
こ
し
け
き
谷
の
、
州
第
五
句
む
ろ
の
八
島
は
l

む
ろ
の
や
し
ま
に
、
山
第
二
句
い
な
葉
は
こ
へ
る
i

も
る

い
て
は
こ
の
へ
る
、
山
間
詞
書
:
・
:
扇
合
に

l
:
:
:扇
合
、
山
詞
書
:
:
:
萩
の
露
に

:
:
:
l
:
:
:萩
の
原
に
:
:
:
、
制
第
三
句
も
る
月
は
l
照
月

よ

(

朱

)

し

(

朱

)

こ

す

は
、
制
小
序
く
さ
む
ら
も
よ
し
は
み
て
i
草
む
ら
も
は
し
は
み
て
、
同
お
さ
/
¥
し
さ
も
l
お
さ
/
¥
さ
も
、
同
松
の
ほ
つ
ふ
と
を
t
A

に
l
松
の

を

〈

朱

)

そ

ら

イ

(

朱

)

ほ
っ
へ
と
を
く
に
、
同
ま
か
せ
た
ま
へ
り
i
ま
か
せ
給
へ
り
し
、
同
あ
ま
の
み
そ
ら
に
は
l
あ
ま
の
み
く
に
は
、
同
あ
く
か
れ
ぬ
る
に
や
l
あ
く
か

に

や

(

朱

)

め

(

朱

〉

れ
う
せ
ぬ
る

o
、
同
か
た
く
な
は
し
き
身
の
l

か
た
く
な
は
し
き
こ
と
の
、
同
し
ほ
め
る
け
し
き
i
し
ほ
あ
る
け
し
き
、
同
お
そ
ろ
し
け
な
れ
と

な

(

朱

)

と

(

朱

)

の

(

朱

)

ー
お
そ
ろ
し
け
れ
は
、
抑
第
四
句
と
お
も
へ
は
い
な
や
!
l
思
へ
は
い
な
や
、
問
第
四
句
い
か
て
い
く
の
ふ
-
|
い
か
で
い
く
よ
の
、
間
第
四
匂
め
も

こ
(
朱
)

あ
や
に
こ
そ
l

め
ま
あ
や
に
そ
、
回
詞
書
:
:
:
前
中
宮
に
ま
う
て
:
:
-
F
R
i
-
-
:
:
前
中
宮
に
よ
み
て
:
・
・
:
、
別
詞
書
:
:
:
あ
は
れ
に
き
こ
え
け
れ
は

戸

h
u



る
を
見
は
堀
一
本

よ
め
る
l
i
-
-
哀
な
り
け
れ
は
よ
め
る
、
間
初
句
ち
り
こ
め
て
|
ち
り
こ
に
て
、

は
(
朱
V

M
第
三
句
白
菊
は
!
白
菊
の
、
加
第
二
句
花
さ
く
秋
に
ー
は
な

ふ
く
秋
よ

か

は

イ

た

イ

を

る

イ

恋
部
下
山
詞
書
患
不
遇
|
頼
不
遇
、
間
第
五
句
あ
さ
衣
か
は
l
あ
さ
衣
と
は
、
間
第
四
・
五
句
あ
み
け
る
ぬ
ま
に
や
つ
れ
て
そ
ふ
る
|
あ
み
け
る

り

つ

イ

り

(

朱

)

ぬ
た
に
や
つ
れ
て
そ
を
る
、

ω第
五
句
な
か
へ
き
ぬ
ら
ん
!
な
り
っ
き
ぬ
ら
ん
、
問
第
二
・
三
句
と
な
り
の
壁
は
く
つ
る
と
も
!
と
な
か
の
か

!

と

り

つ

も

(

朱

〉

1

の

(

朱

)

わ

か

(

朱

〉

へ
は
く
っ
せ
と
も
、
問
第
四
句
い
つ
か
は
し
も
の
!
い
つ
か
は
し
み
の
、
間
第
三
句
萩
の
え
の

l
萩
の
え
も
、
附
第
三
句
我
こ
ふ
る

l
か
る
こ
ふ

!

と

は

て

(

朱

)

l

な

イ

そ

イ

さ

イ

!

な

(

朱

〉

そ

(

朱

)

る
、
山
第
四
句
我
を
は
と
は
て
|
我
を
は
、
山
第
四
・
五
句
み
き
と
て
し
ひ
て
し
は
し
も
ら
ま
し
|
み
き
と
て
い
ひ
し
し
は
し
も
ら
さ

ハ一一一字欠

)

i

く

(

朱

〉

ら

イ

(

朱

)

も

イ

し
、
山
第
四
句
あ
く
け
も
な
く
て
|
あ
か
け
も
な
く
て
、
問
第
二
句
あ
さ
か
の
う
ら
の

i
あ
く
こ
の
浦
の
、
問
初
旬
は
る
け
く
は

i
は
る
け

し

イ

鷺

イ

く
も
、
別
第
二
句
か
き
ゃ
ら
ん
と
そ
i
か
き
や
ら
し
と
そ
、

m詞
書
:
:
:
雨
中
恋
と
:
・
i
l
-
-
:
:
雨
中
鷲
と
:
:
:
、
加
第
四
句
こ
ん
と
た
の
め
し

む

(

朱

)

ー

と

イ

た

イ

と

イ

(

朱

)

ー
こ
ひ
と
た
の
め
し
、

m詞
書
:
:
:
女
の
お
ほ
し
く
て
:
:
:
i女
の
と
お
ほ
し
く
て
:
:
:
、

m第
五
句
と
ま
ら
さ
り
け
り
!
た
ま
ら
さ
り
け
り
、
山

馬

(

朱

)

に

(

朱

)

え

イ

は

(

朱

)

詞
書
寄
馬
毛
恋
と

:
:
:
l寄
鳥
毛
恋
と
:
:
:
、
同
第
二
句
を
く
ろ
に
た
て
る
ー
を
く
ろ
わ
た
て
る
、
山
第
四
つ
ゐ
に
は
と
け
て

l
つ
ゐ
に
え
と
け
て

以
上
、
両
本
に
瞥
見
す
る
語
句
上
の
異
同
の
大
凡
で
あ
る
。
そ
の
異
同
は
多
く
書
写
の
上
に
伴
い
が
ち
な
相
互
細
部
な
誤
脱
・
写
の
類
も
齢
く
な

い
。
仔
細
に
検
す
れ
ば
、
そ
の
明
白
な
異
文
は
更
に
僅
少
な
結
果
と
な
ろ
う
。
羅
山
本
に
看
る
朱
校
と
本
書
本
文
、
又
イ
本
傍
記
と
の
暗
合
も
無
視

し
が
た
い
も
の
か
も
し
れ
な
い
。
両
書
は
細
部
本
文
に
か
ぎ
っ
て
看
れ
ば
相
互
の
密
接
な
か
か
わ
り
は
否
認
し
が
た
い
も
の
が
あ
ろ
う
か
と
思
わ
れ

る。


